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例　　言

1．本書は、高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財一田村遺跡群－の発掘調査報告書15分冊

の内、第4分冊である。

2．調査は、運輸省第三港湾建設局の委託を受け、高知県教育委員会が実施した。調査期間

は、昭和54～58年度に発掘調査、昭和58～60年度に整理作業及び報告書作成を行い、7年間

にわたった。

3．遺跡の名称としては、調査対象地の大部分から各時代の遺構、遺物を検出しており、調査

区も多いため、これを一括して田村遺跡群と呼ぶこととした。また、各調査区はLoc．1～

48と呼称した。

4．本書の作成にあたっては、本文執筆、図版作成、写真撮影等の作業を各調査区を担当した

調査員が行い、各時期、時代についても担当者を決め、これをまとめた。編集は高知県教育

委員会である。

5．発掘調査、整理作業及び報告書作成を通じて、顧問岡本健児教授（高知女子大学）には、

御指導、御助言をいただいた。記して感謝する次第である。

6．図中の方位はすべて磁北であり、標高は海抜高である。遺構図の縮尺は、竪穴住居址、掘立

柱建物址、柵列を与も0、その他の遺構、断面図及びセクション図を与も0とした。遺物実測図

の縮尺は、原則として土器については、縄文・弥生時代を施、古墳時代以降を与も、石器、

金属器を与も、木器を鴇とした。写真図版は約％～与もであるが縮尺不同である。

7．遺構の略号は、竪穴住居址－ST、掘立柱建物址－SB、土鉱一SK、清一SD、井戸－

SE、柵列－SA、水溜り状遺構－SP、性格不明遺構－SX、ピットーP、自然流路－S

Rとした。

8．調査期間を通じて多くの方々、諸機関に御協力、御援助をいただいた。各々の名称はあげ

ないが、記して感謝する次第である。

9．出土遺物その他の資料については、高知県教育委員会が保管の任にあたっている。
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L°C．31

1．位置と調査経過

Loc・31は、空港拡張範囲の西端部に位置する。調査は、中世以降の調査が終了してから、

本調査区の北に位置するLoc・32から続く自然流路の存在を確認するため、基本土層Ⅱ層を除

去し下層まで掘り下げて実施した。その結果、弥生・古墳時代の遺構を確認した。

2．調査概要

Loc・31の下層で検出した遺構は、弥生時代の自然流路1条、溝2条、土拡2基、古墳時代

の溝3条である。調査は、遺構の集中している部分を主に行った。

3．層序と出土遺物

調査区において認められた基本層序は次のとおりである。

第I層　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　茶褐色粘質土層
l

′　第Ⅳ層　黄茶褐色粘質土層

第Ⅴ層　灰褐色粘質土層

第Ⅵ層　淡茶褐色シルト層

第I層を除去した段階で上面の中世遺構を検出した。第Ⅱ層は部分的に堆積していた。第Ⅲ

層は調査区中央部分のみに堆積しており、第Ⅳ層は全体的に堆積しているが北側は薄い。第Ⅴ

層は、第Ⅳ層の堆積が薄い北側中央部のみで確認した。第Ⅴ層から下層にかけては、無遺物層

で、基盤土と考えられる0第Ⅳ～Ⅴ層にかけて弥生・古墳時代の遺構が掘り込まれている。第

I層より中世・近世の遺物が出土した。

4．遺構と遺物

土拡

SKI

SKlは、調査区中央より南側に位置する。SRlの西肩付近で検出したが、SRlとの新

旧関係は不明である。

平面形は、不整形を呈して、長径3．0m、短径1．8m、深さ0．5mを測る。長軸方向はN－110

－Wである。壁は、南北が急傾斜に立ち上がり、東西は援やかである。底面は、平坦面を有さ

ず東西に綬やかに立ち上がり、標高は5．38mを測る。埋土は、1層で茶褐色粘質土である。遺
＼
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物の出土状態は、SRl出土のものと異なり、完形に近い形で、上部からの圧力によって潰さ

れたかのようである。これは流れ込みでなく原位置を保っている状態と考えられる。

出土遺物は、壷（1～3）、蛮（4）がみられる。底面直上から出土の遺物は（1、4）であ

り、前期Ⅳと考えられる。

SK2

SK2は、調査区中央より南側に位置する。SRlの東肩付近で検出した。SKlと同様な

状態で、新旧関係は不明である。

平面形は、不整形を呈して、長径3．1m、短径1．9m、深さ0．5mを測る。長軸方向はN－170

－Eである。壁は、北壁を除き比較的急傾斜に立ち上がる。東壁は、一部平坦面をもち、緩や

かに立ち上がる。底面は、平坦面を有し、標高は5．26mを測る。埋土は、1層で灰濃褐色土で

ある。

遺物は、底面直上より出土したが、細片で実側不可能である。

SRlとの新旧関係は不明であるが、埋土の状況から一気に埋没したものでなく、滞水によ

る沈澱層と考えられる。SRlが機能していた時期によどみのような深みが存在し、そこが水

汲場としての機能を二次的に有していたのではないかと考えられる。

溝

SDI

SDlは、調査区の北西部に位置する。欝I層は除去した段階で一部プランを検出したが、

プランが明確でないため、第Ⅱ層まで掘り下げて検出した。

幅は、0．6～1．3mで南に行くに従い幅広になり、長さ29mを測る。断面は箱形を呈し、深さ

0．1～0．2mの南北方向に流路をとる溝である。埋土は、1層で灰色砂質土である。

遺物は非常に少なく、実測可能なものは壷（5）のみであり、前期Ⅳである。

新旧関係は、SRlの西壁や埋土が非常に不鮮明ではっきりしないが、SD2に切られてい

る。

SD2

SD2は、調査区の中央部に位置し、SRlの東側に接する。第Ⅱ層を掘り下げた段階で検

出した。

幅は約1．50mで、深さ0．75mを測る。断面は箱形で、壁も垂直に立ち上がる。SRlと同様

方向は南北であるが、北端のプランを確認することができず、確認でき得た所で長さ23mを測

る。埋土は、6層で第I層茶褐色粘質土、第Ⅱ層茶灰色砂質土、第Ⅲ層黄茶色粘質土、第Ⅳ層
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茶灰色砂、第Ⅴ層黄灰色砂質土、第Ⅵ層灰黄色砂である。

遺物は、底面直上より少量の弥生土器片が出土した。しかし、細片で実側不可能である。

新旧関係は、本遺構の南北端の西壁がSRlの東壁に切られている。

自然流路

SRI

SRlは、調軍区の北西部に位置する。第Ⅱ層を除去した段階で検出した。

規模は、幅が4．7～5．0m、深さ0．4～0．9mを測り、方向を南北にとる自然流路である。埋土

は、自然流路であるため北側と南側で堆積が異なり、北側では11層に、南側では10層に区別で

き、北側では、第I層灰色細砂、第Ⅱ層灰色荒砂、第Ⅲ層黄橙色砂、第Ⅳ層暗灰色砂、第Ⅴ層

灰白色砂利、第Ⅵ層灰褐色粘土、第Ⅶ層濃茶色粘土、第Ⅷ層黄褐色粘土、第Ⅸ層黄白色砂質

土、第Ⅹ層茶褐色砂礫、第籠層茶褐色砂である。南側では、第I層灰色荒砂、第Ⅱ層灰茶色粘

質土、第Ⅲ層淡黄色粘質土、欝Ⅳ層灰黄色粘質土、欝Ⅴ層灰色シルト、第Ⅵ層濃茶色粘質土、

第Ⅶ層茶灰褐色砂礫、第Ⅷ層暗灰色砂、第Ⅸ層灰色シルト、第Ⅹ層茶褐色砂礫である。

遺物は、南側の埋土第I層、第Ⅵ～Ⅷ層、第Ⅹ層にかけて多量に出土した。壷（7～18）は

前期Ⅳであり、壷（19～60）は中期I～Ⅲである。嚢は比較的少なく、前期Ⅳと考えられるも

のが（61～63、65）で、その他は中期から後期にかけてのものである。石器は磨製石鉄（84）

石包丁（85、86）等が出土している。

新旧関係は、西側に接するSDlと東側に接するSD2を切っている。SDlやSD2より

も機能した時期は新しいと見ることができる。また本遺構は、Loc．32　のSR3から続くもの

と考えられる。

5．まとめ

Loc．31の下層で確認できた遺構の中で弥生時代と考えられるものは、土拡2基、溝2条、

自然流路1条のみである。自然流路は、Loc．32　から続くものであることが確認できた。機能

した時期も、もちろんLoc．32のSR3と同様弥生時代前期後半～後期にかけてのものと考え

られる。SDlと2は、SRlに切られており、やや古く考えられる。しかし、遺構内の出土

遺物を見ると前期Ⅳの時期のものであり、さほど時期差はなく、前期Ⅳの時期内での新旧関係

と考えざるを得ない。SKl・2は、SRlと新旧関係は不明であるが、底面直上の遺物を見

るかぎり前期Ⅳの時期であり、SK2などは、埋土の状況から滞水による沈澱層と考えられ、

SRlに伴う水汲場としての機能を有していたのではないだろうか。
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第1表　土砿計測表

挿 図番号 遺構番号 平 面 形

規　　　　　 模 （m ）

長軸方 向 断 面 形 備　 考
長　 径 短　 径 深　 さ

第 3 図 S K l 不整形 3．0 1 ．8 0 ．5 N　 －11。－　 W 逆台形

〃 S K 2 〝 3 ．1 1．9 0 ．5 N　 －1 7。r　 E 皿　 状

第2表　遺構出土土器観察表

挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　 盛 備　　 考

1 S K l 士雲宣

13 ．1 口緑部 は緩 やか に外 反 し、胴部 は 口緑 部か ら頸部 にか けて内外 面共 色 調、 にぷ い

（13 ．5 ）

15 ．2

張 る。 口唇 部 に貼付突 帯 、その後

刻 目、上胴 部に 3 条 の突帯 の後刺
突。

ナ デ。 褐 色。

2 〃 〃

15 ．2

（8 ．3）

口綾部 は 外反す る。頸部 は無 文。 不 明。 色 調、 樺色。

3 〃 〃

13 ．6

（7 ．8）

口緑 部 は外 反す る。 口唇 部は ナデの ため窪 む。胴 部外

面 にパケ 目、内面 一部 にへ ラ削 り。
色 調、 淡橿色 。

4 〃 賓

18 ．4 頸部か ら口縁部 にかけ て、緩 やか 口唇部 貼付突 帯のつ まみ だ し。 口

（17 ．4） に外 反す る。胴上 部に 3 条 の貼付
突帯 の指 つ まみ。

綾 部外面 縦の パケ 目、 内面パ ケ 目

の後ナ デ。頸部 か ら胴部 にか けて
外 面縦横 のパ ケ 目、内面 はへ ラ磨

き。

5 S D l 士宜宣

18 ．6 口綾部 は緩や かに 外反す る　 頸 部 口綾 部外面 ナデ　 内面はパ ケ 目が
（5 ．1） 0　　　．′ヽにへ ラ描 沈線 が 2 条残 る。 ヽ痍 る。

6 S R l 〃

22 ．3

（4 ．95 ）

口緑部 は漏 斗状 に開 く。 口緑部 内
面か ら棒状 の刺突文 が施 され る。

不 明。 摩耗 が著 しい。

．7 〝 〃

20 ．6

（4 ．9 ）

口緑 部 は漏斗状 に開 く。 口緑部 に
棒状 の刺 突文。 頸部 に 3 条 のへ ラ
描 沈線が施 される。

不 明。
JJ

8 〃 〃

13 ．7

（15 ．2）

口綾部 は緩や か に外反 す る。口唇
部 下端 にパ ケ状原 体に よ る刻 目、
頸 部パ ケ 目の後 7 条のへ ラ描 沈線

が施 され る。

外面 パ ケ目、 内面不 明。

9 〃 〃

13 ．8

（5 ．7 ）

口緑 部 は大 き く外反 す る。 頸部 に

ヘ ラ描沈線 と、 2 条 の貼付 突帯 に
刻 目が施 され る。

不明 。

10 〃 〃

17 ．8

（3 ．5 ）

口緑 部 は外反 する。 頸部 に 2 条 の

へ ラ描沈線 が観 察で きる。

外面 は ナデ調整 、内面 は不 明。

11 〃 〃

17 ．3

（4 ．8 ）

口緑 部 は外 反 する。頸 部 にへ ラ描

沈線 が施 され る。
外面 パ ケの後 ナデ調整 。
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挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

12 S R l ・＝巳．宝E

15 ．4

（5 ．1）

口綾部 はゆ るやか に外反 す る。

口唇部 にパ ケ状原体 に よる刻 目。
頸 部 は、4条 のへ ラ描 沈線 が施 され
る。

口緑 部 内外面 ナデ調 整。

13 〃 〃

17 ．4

（3 ．9 ）

口緑部 は大 き く外反 す る。 口緑 部

は、貼付 口緑 で様状 刺突 と内面 に

U 字状 の刻 目を もつ隆起帯 が貼付
され る。 頸部 も隆起帯 後刻 目。

不 明。

14 〃 〃

17 ．6

（3 ．9 ）

口緑 部 は外 反 す る。 口唇部 は ナデ

の後 、上 下端 に刻 目。 頸部 は、 へ
ラ描 沈線 と刻 目を もつ貼付 突帯。

外 面縦の パケ 目、 内面不明 。

15 〃 〃

18 ．2

（6 ．5）

口緑 部 は緩 やか に外反 。頸部 に数
条 のへ ラ描 沈線後 、刻 目 を付 す貼

付突帯 。

口緑 部内外 面 ナデ調 整。

16 〝 〟

19 ．9 口緑部 は外反 す る。頸部 に4条 の隆 口緑部 外面 はナ デ調整 。内面 に指

（6 ．3） 起 帯 に刻 目。 頭 圧痕 が残 る。

17 〝 〃

18 ．9

（10 ．5 ）

口緑部 は緩や かに外 反す る。頸部

に9本 のへ ラ描 沈線 後刻 目 を付 し
た2条 の突帯。

内外 面 ナデ調整 。

18 〃 〃

23 ．4

（7 ．9）

口緑 部 は外 反 する。 口唇部 の上下
端 に刻 目。頸 部 に7 本 のヘ ラ描沈

線。

不明 。 摩耗 が著 しい。

19 〃 〃

25 ．8 直立 した頸 部か ら口緑 部 は外 反 す 口緑 部外 面 ヨコナ デ。頸部 は、縦

（11 ．4） る。 口唇部 上下端 に刻 目。 のパ ケ 目、 内面 は ナデ。 口唇部 は

ヨコナ デ。

20 ‘ 〃 〃

12 ．8

（4 ．4）

口緑部 は漏 斗状 に開 く。内面 に隆
起帯 の刻 目 と棒状 刺突文 。 口唇部
上、 下端 に刻 目、 中央 部 に棒 状工

具 の刺 突文 。頸部 に刻 目 を付 す隆
起帯。

口緑部 内外 面 ヨコナ デ。

2 1 ．〃 〃

16 ．5

（4 ．5）

口緑部 はや や大 き く外反 、内面 か

ら棒状 の刺突 文。 口唇部 上下端 に
刻 目。 頸部 は櫛描直 線文 の後刻 目
を付 した2条 の隆起 帯。

口緑部 外面 に ヨコナ デ。

22 〃 〝

15 ．9

（9 ．5）

口緑部 は外反 す る。 口唇 部の上 下

端 に刻 目、内面 に2段 の列点文 。頸
部 に櫛描 直線文 。

不 明。 頸部 内面 に黒

斑。

23 〃 〃

18 ．5

（7 ．2 ）

口緑 部 は外反 する。 内外 面指頭 圧痕 が残 る。

24 〃 〃

15 ．8 口緑 部 は大 き く外反す る。 口唇部 口緑部 外面 ヨコナデ。 そ の他 は、

（6 ．2） 下端 に刻 目。 口緑 部、 内面 に櫛 描

波状 文が施 され る。

へ ラ磨 きが施 され る。

25 〃 〃

20 ．1 口緑 部 は漏 斗状 に開 く。 口緑 部内 口唇部 ナ デのた め窪 む。貼付 後指

（4 ．2） 面 に は、 2段 の長 い圧 痕 が施 され
る。貼 付 口緑。

頭 による ナデ。頸 部外 面パ ケ 目。

26 〝 〃

24 ．8 口緑部 は漏 斗状 に開 く。 貼付 口緑 口緑部 外面 、貼付 後指頭 圧痕 、一

（1 ．8） で、 口唇郡 上下端 にパ ケ状原体 の
刻 目。 内面 に クシ描直線 文 の後 、

パケ状 原体 の山形 圧痕。

部縦 のパ ケ目が観 察で きる。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

27 S R l ・＝量ご至宝

16 ．8

（3 ．9 ）

口緑 部 は漏斗状 に開 く。 口緑部貼
付後 、 内側か ら棒状刺 突文 。 口唇

部 に は、 斜格子 の刻 目。

不明 。

28 〃 〃

25 ．2 口緑 部 はな め らか に外反 する。 口 口緑 部外 面指頭 圧痕 、内面 ヨコナ

（4 ．9 ） ‾部 に刻 目が　 され る。 口′　口 デ。 頸 口　 面 、のパ ケ 、　 画 一
面粘 土帯 が はがれ る。 部パ ケ 目が残 る。

29 〃 〃

18 ．5

（3 ．4）

口緑 部 は漏斗状 に開 く。貼 付 口緑 。 口緑 部外 面貼付 後指頭 圧痕 。内面

はナデ調 整、外 面不 明。

30 〃 〃

18 ．4 口緑 部 は大 き く外反 す る。 貼付 口 口緑 部貼 付後指 頭圧痕 。 口唇部、

（2 ．9 ） 緑 。 口緑 部 内面ナ デ調整 。

31 〃 〃

16 ．8 口緑 部 は大 き く外反 す る。 口唇 部 は強い ナデで 窪む。 貼付後

（8 ．3 ） 貼付 口緑 。 指頭 圧痕 。外面 、縦 のパ ケ目、 内

面横 位の パケ 目。

32 〃 〃

16 ．0 口緑 部 はな め らか に外反 する。 口緑 部外 面貼付 後 ナデ。 摩耗 が著 しい。

（12 ．3 ） 貼付 口緑 。 その他不 明。

33 〃 〃

27 ．4

（9 ．0 ）

口緑部 は外反 す る。 貼付 口緑。 口緑部外 面 に指 頭圧痕 。 その他不

明 。

〃

34 〃 〃

19 ．8 口綾部 は大 き く外反 す る。貼付 口 口綾部貼 付後 指頭圧 痕。 その他 不

（6 ．3 ） 緑 。頸 部 に櫛 描直線 文。胴 上部 に
櫛 描波状 文。

明 占

35 〝 〃

19 ．4 口緑部 は大 き く外 反す る。貼付 口 口緑 部貼付後 指頭 圧痕。 頸部外 面 薄手 土器 。

（7 ．9） 緑 。胴 上部 に有段 部 をもち棒状 圧

痕 が つ く。

ナ デ調 整、 内面へ ラ磨 き。

36 〃 〃
（4 ．9 ）

頸 部外 面櫛描 直線文 。胴 上部 に円

形 浮文 がつ く。

内面 ナデ調整 。

37 〃 〃

17 ．9 口緑部 大 き く外反 す る。胴 上部 に 胴 部外面 横方 向の ナデ。 内面 は指 薄手 土器 。

（7 ．2 ） 貼付 突帯 をつ まみ あげ てい る。 頭 圧痕 が残 る。

38 〃 〃

15 ．2 口緑部 は外反 して、 頸部 は外傾 す 口唇部 はナ デのた め窪 む。 内外 面

（6 ．6 ） る。 ナデ調整 。

39 〃 〃

20 ．3 口緑部 は外反 す る。貼付 口緑 だが 外 面 ナデ調整 で、 内面指 頭圧痕 が

（12 ．0） 剥 離 する。 残 る。

4 0 〃 〃

17 ．0 口緑部 は外 反す る。貼付 口緑 。 口 口緑部 外面貼 付後 指頭圧 痕、 内面

（6 ．9） 唇部 は、や や拡張 す る。 ナデ調 整。頸 部外 面縦 のパ ケ目、

内面横 位のパ ケ 目。

4 1 〃 〃

16 ．8 口縁部 は なめ らか に外 反す る。 口緑部 外面貼 付後 指頭 圧痕。 頸部

（3 ．5） 貼付 口緑。 外面パ ケ 目、 内面 は不 明。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

42 S R l ・＝ヒ・雲互

17 ．7

（4 ．8）

口緑部 は外 反す る。 口緑 部内面 ナ デ。頸部外 面縦 のパ

ケ 目、内面 横位 のパ ケ目。

43 〃 〃

15 ．6

（3 ．1）

口緑 部 は漏 斗状 に開 く。貼付 口緑 。 口緑 部外画 貼付 後指頭 圧痕 、口唇

部 ナデの ため窪 む。頸 部外 面 に、

一部 パ ケ目が観 察で き る。

全体的 に摩耗

が著 しい。

44 〃 〃

16 ．7

（4 ．8）

口緑 部 は外 反 する。口唇部 に2条 の

凹線 文が施 され る。

内外 面ナ デ調整 。

45 〃 〃

15 ．5 口緑 部 は外 反 し、 口唇 部 は拡張 さ 外面 パ ケ目。 口緑部 内面 はナ デ調

（9 ．5） れ、 垂下 し凹線 文。頸 部 に斜位 の

パ ケ状工 具 による沈線 が施 され る。

整。 頸部 には指頭 圧痕 が残 る。

46 〃 〃

13 ．7

（4 ．0）

口緑 部 は外 反 する。 口唇部 は肥厚

し3条 の凹線 文 が施 され る。

不明 。 摩耗 が著 しい。

4 7 〃 〃

15 ．4 頸部 か ら口綾部 にか けて、直 立 し 口緑 部空 ら頸部 にか けて、縦 位 の

（8 ．6） て立 ち上が る。貼 付 口緑 だ が剥離

す る。胴上部 に2段 のパ ケ状原 体 に

よる列 点文 がつ く。

パ ケ目調整 。

48 〃 〃

17 ．1 口緑 部 は大 き く外反 する。貼 付 口 口緑 部外 面貼付 後ナ デ。頸 部外 面

（8 ．4） 緑。 に縦 のパ ケ 目調 整。胴 上部 は横位

のパ ケ 目、内面 はナ デ調整 で指頭
圧痕 が残 る。

49 〃 〃
（6 ．2）

4 ．2

底部 は平底 。 外面 は縦 のパケ 目調整 。内面 はへ

ラナデ及 び指頭圧 痕。

50 〃 〃

－
底部 は平底。 胴部 は外傾 して立 ち 外面 は不明 。 内面 はへ ラ削 りと指

（6 ．8 ）

4 ．8

上が る。 頭 に よる強い ナデ。

51 〃 〃

－
底部 は平 底で、 胴部 は内湾 気味 に 外面 は摩耗 で不 明。 内面 に指頭 圧 外面 に黒斑 。

（8 ．2 ）

6 ．0

立 ち上が る。 痕。

52 〃 〃

－
底 部 は平 底。胴 部 は内湾気 味 に外 外面 パ ケ目調整 。1内面 は指頭 圧痕 内面 の摩耗 が

（12 ．6 ）

16 ．4

6 ．8

傾 して立 ち上 が る。 が残 る。 著 しい。

53 〃 〃
（5 ．1）

4 ．6

底 部 は平 底。胴 部 は大 き く開 く。 不明 。 〃

54 〃 〃
（6 ．0）

7 ．6

底 部 は平 底。 外面 にパ ケ 目。 内面 は指頭 に よる
強 いナ デ。

〃

5 5 〃 〃
（5 ．2）

10 ．8

底 部 は平 底。 胴部 は大 き く開 く。 外 面パ ケ 目の後 へ ラ摩 き。内面 は

ナデ調整 。

5 6 〃 〃
（6 ．2）

6 ．8

底 部 はやや上 げ底 。胴部 直線 的に

外 傾 して立 ち上が る。
不明 。

－11－



挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文 ・様 手　　　　　　　 法 備　　 考

57 S R l 士重宝
（6 ．3）

8 ．2

底部 は平底 。胴 部 は大 き く開 く。 胴部 外面 はナ デ。底 部 は指 頭圧痕 。
内面 は指頭 によるナ デ。

5 8 〝 〃
（6 ．4）

7 ．3

底部 はや や上 げ底 。胴 部直線 的 に

外傾 して立 ち上が る。
外面 パ ケ目調整 。内面 に指頭 圧痕

が残 る。
底 部 に黒斑。

5 9 〝 〃
（8 ．1）

10 ．4

底 部や や上 げ底。胴 部直 線的 に外
傾 して立 ち上 が る。

内外面 調整。 外面 に黒 斑。

60 〃 〝
（7 ．6 ）

9 ．4

底部 やや 上 げ底 。胴 部大 き く開 い

て立 ち上 が る。
外 面へ ラ磨 き。内面 は ナデ調整 。

6 1 〃 賓

2 0 ．5

（10 ．5）

口縁部 は なめ らか に外 反す る。胴
上部 に2条 の微 隆起 帯 が 貼付 され

る。

口緑 部内外 面 ヨコナ デ。頸部 外面

は縦位 のパ ケ 目、内面 は横位 のパ

ケ 目調 整が施 され る。

62 〃 〃

18 ．5

（10 ．1）

口緑部 は なめ らか に外反 す る。胴
上 部 に2条 の指 で つ まみ あ げ た徴

隆起帯 が施 され る。

口緑部 外面 に ヨコナ デ。 頸部 外面

に縦 のパ ケ目、 内面 は横 位 のパケ
目が施 され る。

63 〝 〃

27 ．0

（8 ．6 ）

口緑部 は外反 す る。 胴上部 にへ ラ

描 沈線が施 され る。
不 明。 摩耗 が著 しい。

64 〝 〝

19 ．3

（4 ．3 ）

1 口緑 部 は強 く外 反す る。 口緑部外 面 はパ ケ目、内面 は ナデ
調 整。

65 〝 〃

15 ．6

（5 ．5）

口緑 部 は、突 帯 を貼付 し適 し字状

になる。突帯 に は刻 目。頸部 に7本
単位 のへ ラ描沈線 が施 され る。

口緑 部突帯 下 にパ ケ目、 内面 も斜
位 のパ ケ目。

66 〝 〃

15 ．6 口緑部 は外反 す る。胴部 に最大 径 ． 口唇部 ヨコナデ。 口緑 部内面 は ヨ

（8 ．4 ） を もつ。 コナ デ。 口緑 部 か ら頸 部外面斜 位、
縦 のパ ケ 目、 内面 はナ デ。胴部 外

面 は横位 のパ ケ 目、 内面 はへ ラ削
り。

67 〝 〃

14 ．6

（3 ．0）

口緑 部 は くの字 状 に外 反 する。 口唇部 は、 ヨコナ デの ため窪 む。

口緑 部外 面 ヨコナ デ、 内面は ナデ
調整 。

68 〃 〃

14 ．1 口縁部 は外 反す る。口唇 部 に3条 の 口綾 部外面 ヨコナ デ、 内面 ヨコナ

（3 ．1） 凹線文 が施 され る。 デ。 胴上 部外面 にパ ケ 目調整 。

6 9 〃 〃

18 ．0

（4 ．4）

口緑部 は くの字状 に外 反す る。 口唇 部ナ デのた め窪 む。 口緑 部内

外面 ヨコナデ。胴 部 内面 はへ ラ削

り。

70 〃 〃

14 ．8

（8 ．2）

口緑部 は くの字状 に外反 す る。 口
唇 部 は2条 の凹線文 が施 され る。

口緑部 内外面 ヨコナデ。 胴部外 面

パケ 目調整、 内面 はナ デ。

71 〃 〃

14 ．7 口緑 部 は緩 やか に外 反す る。貼 付 口緑部貼 付後 指頭圧 痕。胴 部外 面

（8 ．7） 口緑 。 はパ ケ目調整 。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

72 S R l 聾

11．2 口緑部は くの字状 に外反し、口唇 口唇部2条の凹線か？口緑部内外面、

（6．0） 部は、外方に拡張 され面をなす。 ヨコナデ。胴部内面にへラ削り。

73 〃 〃

－ 底部はやや上げ底。底部直線的に 外面パケ目。内面ナデ調整で指頭

（6．0）

6．2

．外傾して立ち上がる。 ヽ圧痕が残る。

74 〃 〃
（5 ．9）

8 ．2

底部は平底。底部から直線的に立
ち上がる。

外面縦のパケ目。

75 〃 〃

－ 底部は平底。底部から直線的に立 外面へラによるナデ。内面はナデ

（4 ．8）

6．5

ち上がる。 調整。

76 〝 高杯

－ ハの字に開 く脚部。裾端部は拡張 脚部内面は横位のへラ削り。裾端

（5．8）

12．4

される。裾部下端に棒状工具によ
り刺突されるが完通 していない。

面はナデのため窪む。

77 〃 〃
（3．8）

11．0

ハの字状に開 く脚部。裾端部は拡
張 される。端面 には2条の凹線文b
外面にはへラ描直線文、縦位の5本
単位のへラ描沈線文。

内面不明。

78 〝 鉢
（5．2）

3．6

底部は上げ底で、つまみだしてい
る。

内外面不明。 摩耗が著 しい。

79 〃
士重宝

小型土器

2．6 口緑部は直立して立ち上がる。胴 手づくねで、内外画ていねいなナ 外面に黒斑。

6．8

5．0

3．0

部に最大径をもち、底部は平底。 デが施 される。

80 〃 鉢

25．1

11．3

（6．0）

底部から内湾して外上方に立ち上
が り、口緑部はやや外反する。

不明。 底部 に黒斑。
摩耗が著 しい。

81 〃 紡錘車
直径　　 4．1
厚さ　　 0．8
重量（g）10．0

約％が残存している。 周辺部はなめらかに調整し、穿孔
は比較的丁寧である。

第3表　遺構出土石器観察表

挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

最大長

計測値　 最大幅
（cm ，g ） 最大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

82 S R l 石 斧

（6 ．4 ）

6　7

1 8

127　5

貢 岩

基端 部が 欠損 してい る扁平片 刃石 斧で ある。

表裏 ともよ く研磨 され てい る。刃 部 も丁寧 で
あ る。

8 3 〃 〃

8 ．8

2 ．1

0．7

2 5．0

〃

小型 石斧 で刃部 欠損。
基端 よ り刃部 の幅が狭 い。部 分的 に研磨 され

て いる。

8 4 〃 石 鉄

5．0

1 ．4

0 ．5

5 ．0

〃

断面 菱形 を呈 する。磨 製石 鉄で あ る。 基部 が

一部 欠損 す るが よ く研 磨 されて い る。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長
計測値　 最大幅
（cm ，g ） 最大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

85 S R l 石包丁

4．9

8．4

1．2

55．0

貢岩

両端にえぐりをもつ打製石包丁である。一部
自然面が残るが、刃部は小さな押圧剥離で作
りだしている。

86 〃 〃

4．7

10．1

0．8

6 0．0

〃

半月型直線刃形態の磨製石包丁である。全体
的によく研磨されてお り、刃部 も丁寧 に研磨
されている。背部中央に2個の円孔を両面から
穿つ。

－14　－
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DL＝6．40m

SKl

第I屑　茶褐色粘質土

第Ⅱ屑　茶灰色砂質土

第Ⅲ屑　黄茶色粘質土

第Ⅳ層　茶灰色砂

第Ⅴ屑　黄灰色砂質土
第Ⅵ屑　灰黄色砂

A－　　　　　　－B

‾‾ヽ＼一／－‘‾

DL＝6．60m

¢

「

－B

DL＝6．00m

第I層　茶褐色粘賃土

第Ⅱ屑　灰色砂賃土

第Ⅲ層　茶灰色砂質土

第Ⅳ層　灰白色砂質土

第Ⅴ層　黄灰色粘土

第Ⅵ層　暗灰色砂質土

Ⅱ

Ⅳ

第工屑　茶褐色粘質土

第Ⅱ屑　茶灰色砂質土
第Ⅲ屑　黄茶色粘質土

第Ⅳ層　茶灰色砂

第Ⅴ層　黄灰色砂質土

第Ⅵ周　灰黄色砂

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

第3図　SKl・2、SDl・2
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第5図　SKl、SDl、SRl出土遺物
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第6図　SRl出土遺物
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第7図　SRl出土遺物
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2．Loc．32



t

L°e．32

1．位軍と調査経過

Loc．32は、田村遺跡群の西端に位置する。小字桟手前の南半部にあたり、後期弥生集落を

確認したLoc．34の南方地点である。当地点の第Ⅳ層上面において中世遺構を調査した後、調

査区の南端に幅1mのサブトレンチを東西に入れたところ、第Ⅴ層上面においてSR3が検出

されたため、同遺構を北に迫って調査した。

2．調査概要

SR3を迫って掘り下げた部分の面積は、最終的には1，040I迂に及んだ。南部では第Ⅳ層除

去のため0．10mの掘り下げが必要であったが、北部では第Ⅳ層の堆積が薄くなっており、若干

の掘り下げによってSR3が確認できた。

調査区中央部においては、SR3は2本に分かれて平行して南北に走っていたため、西側の

浅い流路をSR3－Wとして本体と区別した。さらに、その西にも溝状遺構が1条検出された

が、これらは大局的には1つの自然流路から派生したものと把握している。

3．層序と出土遺物

Loc．32の基本的な層序は、

第I層　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　黄灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　暗黄褐色土層

第Ⅴ層　黄褐色粘質土層

第Ⅵ層　淡茶褐色シルト層

である。第Ⅲ層は中世および弥生の遺物を若干包含しており、第Ⅳ層はその下位を中心に弥生

遺物の出土がみられた。SR3は、正確には第Ⅴ層上面で検出された。第Ⅱ～Ⅳ層の堆積は北

側で薄くなっており、相対的に第Ⅴ層上面のレベルが北に行くに従って徐々に高くなってい

る。

4．遺構と遺物

自然流路

S R3

SR3は、調査区の北東部から南南西に向かって走る自然流路であり、第Ⅴ層上面において

－25－
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第10図　調査区設定函
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第11図　SR2・3セクション
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検出された。幅8m前後、深さ1．05mの大きな流路で、当地点での確認長は65mを測る。

東西の肩は第Ⅴ・Ⅵ層を下端まで貫き、底面は第Ⅶ層の砂礫層にまで食い込んでいる。第Ⅶ

層は大小の礫と粒子の大きな砂とが混在して堆積し、非常に堅撤な層である。同層からも遺物

の出土をみた。

SR3の底面は、東から舟底状を呈して落ち込み、西側では肩部が一度段状に上がった後、

緩やかに西壁に至っている。調査区中央部ではその傾向が著しくなり、．SR3とSR3－Wに

分かれ、さらに、その西に溝状の落ち込みを有する。

埋土の堆積状況は複雑であり、多少とも砂を含んだ層が入り乱れて堆積していた。遺物の出

土は褐色系の砂層に集中する傾向があった。

出土土器は、時期的には弥生前期Ⅳから後期までのものが多く、僅少ではあるが、土師器と

考えられる土器も出土している（1～73）。また、多種多様な石器類（74～103）も出土してい

る。

5．まとめ

Loc・32において確認できた弥生時代の遺構は、SR3のみであった。この自然流路は、出

土遺物から推して、主として弥生中・後期に機能していたものと考えられる。

SR3は、Loc・34の弥生後期集落址の東側を流れるSDlの下流にあたり、同集落にとっ

て重要な役割をもった流路であったと考えられる。多量な遺物の出土も、同集落との関連から

説明でき得るものである。

加えて、前期および中期の土器の伴出は、SR3の北部域に当該期の集落が存在していたこ

とを示唆しているが、この確認は、西見当地区の本格的な調査に待たなければならない。

ー28－



第4表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴 径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 S R 3 士雲ヱ

2 2．9 口縁部 は大 き く外 反。 内面 に断面 口唇部 は横 方向 のナ デ調 整 に より

（7．7） 三角形 の小 突帯2条 。突帯 間 に貫通

す る刺 突文 。頸部 外面 に沈線 6条、
突帯 3 条 を認 め る。

面 をなす。 沈線 はへ ラ描 き。

2 〃 〃

18 ．6 直立気 味 の頸部 か ら口緑部 は滑 ら 突帯 は貼付 に よる。

（10 ．8） か に　 。 ロ　 ロは　 くお さめ、 口　　 に3 カ月 の　　　 合 、艮を
上下 に刻 目、内面 に列 点文 。頸部

外面 にベ ラ描沈線 、突 帯及 び刺突
文。

認 める。

3 〃 〃

24 ．0 口緑 部 は大 き く外 反。 口唇 部 は凹 口緑 部外 面 に粘 阜帯貼 付。．＿

（9 ．6 ） 、’をな し、　　 端 に亥l 。 ロ　 ロ に　　 ロの　 いナ デ濡　 。
頸部 下端 に刺突 文。 口緑 部 内外面パ ケ調 整。

4 〃 〃

23 ．4 口緑 部 は大 き く外反 。 口唇 部 は凹 口唇 部及 び 口緑 部 内外面横 方向 の

・さ‾（8 ．2 ） 、’をな し、上　 にパ ケ、’、 によ ナデコ　 。　 ロ　　　　　 ロ、
る刻 目。 横 方向 のパ ケ調 整。

5 〃 〃

24 ．0 頸部 はや や直線 的 に立 ち上 が り、 ・口緑 部外 画 に粘 土帯 貼位 。

（10 ．4 ） 口緑 部 は外反。 口唇部 は凹状 をな

し、 上下 にパ ケ状 原体 による刻 目。
頸部 外面 縦方 向のパ ケ調整 。

6 〃 〃

14 ．0

（5 ．1）

口緑 部 は滑 らかに外 反、外 面 に刻

目。 口唇 部 は丸 くお さ める。

口緑 部外 面 に扁 平 な粘 土帯 貼付。 薄手式 土器 。

焼 成不 良。

7 〃 〃

15 ．2

（8 ．4 ）

長 めの頸 部か ら口緑 部 は滑 らか に

外 反。頸 部外面 に櫛 描直線 文 と簾
状 文。

口緑部 内面 に櫛 描直 線文 、 さらに
貫 通す る刺突 文。

口緑部外 面 に粘 土帯 貼付 。

8 〃 〃

19 ．6

（8 ．1）

漏 斗状 に外反 す る口頸部 。 口唇 部

は丸 くお さめ、下端 に刻 目 を配 す。

〃．

9 〃 〃

19 ．8 漏斗状 に外 反す る．口頸部 。 口唇 部 口緑部 外面 に粘土 帯貼付 。

＿．－・e．一（7 ．8） は 、’、　 端 にへ ラ 、 による勲 ロ　 ロ　　　 ロの　 い ナァ三口　 。
目。 口緑部 内面櫛 原体 に よる弧文。 頸部外 面へ ラ磨 き、 内面横方 向 の

パ ケ調 整。

10 〃 〃

8 ．6

（4 ．0 ）

口緑 部 は強 く外 反、端 部 は上 下 に

拡張 。口唇部 に2条 の凹線 文。口緑
部 内面 に刺 突文 と円形 浮文。 頸部

に2 孔 を穿 つ。

口唇 部横方 向 の強い ナデ調 整。

1 1 〃 〃

15 ．8 肩 の張 らない長 胴の休 部か ら口頸 口緑 部外面 に粘 土帯 を貼付 し、指

（20 ．0 ） 部 は滑 らか に外 反。

口唇 部 に刻 目。

頭 で押圧 。内面 に指頭 圧痕 が顕著 。

12 〃 〃

20 ．8 口緑部 は大 き く外反 。端部 はわ ず 口緑 部外 面 に粘 土帯 を貼付 させ ヒ

（7 ．2） かに下垂 し、 口唇部 は凹状 を なす。 ダ状 の圧 痕 をつ ける。

13 〃 〃

19 ．1 頸 部 中位 で わずか に外方 に屈 曲。 口緑部 内外面横 方 向の強 いナ デ調

（6 ．6） 口緑部 は強 く外反 し、端部 は上 方

に鋭 く突出。

整 。

14 〃 〃

18 ．0 長い頸 部か ら口緑 部 は滑 らか に外 口緑部 外面 に粘土帯 貼付 。

（15 ．8） 反。 口唇部 は面 をな し、 下端 に刻

目。

頸 部 内面 に指 頭圧 痕。

15 〃 〃

29 ．3 口緑部 は滑 らか に外反。 口緑 部外面 に粘 土帯貼 付。

（5 ．7 ） 口唇部 は丸 くお さめ る。 粘土帯 外面 に は左か ら右方 向へ の

指頭 圧痕 がつ く。

－29－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 S R 3 士竺E

17 ．2

（6 ．1）

直立気 味 の頸部 か ら口緑 部 は水平

に近 く大 き く外反 。

17 〃 〃

14 ．9 口緑部 は大 き く外 反。端 部 はわず 由縁部 内外 面ナ デ調整。

（5 ．3） かに上下 に肥 厚 し、口唇 部 に沈 線

を配す。
頸 部外 面縦方 向 のパケ調 整。

18 〃 〃

9 ．2 卵 形の胴 部 に長 い頸 部が付 き、 口 口頸部 内面 に指頭圧 痕。 下半 はわ ずか

（29 ．3 ）

21 ．8

緑 部 は直 口。 口唇部 は面 をな す。 胴 部外面 パ ケ調 整。 に煤 けて いる。
頸 部か ら上胴 部 に7 条の突帯 貼付 。
突帯 間 に櫛描 波状文 。

粘 土帯 1帯 の幅 は4 ．5cm 。

19 〃 〃

23 ．6

（5 ．4）

口緑 部 は強ぬ外 反。 口唇部 は凹状

をな し、下 端 に刻 目。 口緑 部内面

に2 列の刺 突文。

口唇 部横 方向 のナ デ調 整。

20 〃 〃

18 ．0 球形 の胴部 。直立 す る頸部 か ら口 口緑 部外面 に粘 土帯貼 付。

（2 0 ．9）

2 9 ．4

緑部 は滑 らか に外 反。 口唇部 は面 頸部 内外 面パ ケ調 整。
をなし、部 分的 に棒状 工具 に よる
圧痕。
頸部下 端 に突帯、 その 下 に列 点文。

胴部 内面縦 方向 のナ デ調整。

2 1 〃 〃

2 0 ．8

（4 ．9）

口縁・部 は強 く外反。口唇部 は幅広 く

つ くられ、下 端 に大 きな刻 目。

刻 目はへ ラ状 原体 に よる。

2 2 〃 〃

18 ．4 口緑部 はS 字状 を呈 して外 反。 口綾部 外面横 方 向の強 いナ デ調 整。 底面 直上 出土。

（7 ．4） 口唇部 は面 をな し、パ ケ状原体 に 口緑部 内面上 端 はパ ケ調 整、 その
よ る刻 目 と斜 格子 文 を配 す。 下 は横 方向 のナ デ調整。 頸部外 面

パケ調 整。

23 〃 〃

17 ．4

（6 ．0 ）

直 立気味 の頸 部か ら口緑 部は漏 斗
状 に外反 。 口唇 部 は上下 に拡張 し、

凹状 をなす。

口唇部及 び 口緑部 内外面 、横方 向

の強 いナデ調 整。

24 〃 〃

18 ．8

（8 ．0 ）

口頸 部 はゆ るやか に外反。 口唇部

を下 方 に拡張 し、3条 の凹線 文 を配
す。

頸部 下端 にパ ケ状 原体 に よる列点
文。

口緑 部外 面 に粘 土帯 貼付。

25 〝 〃

16 ．0 直線 的 に外 方 に立 ち上 が る頸 部か 口緑 部内外 面横 方向 の強 いナデ調

整。
頸部 外面縦 方 向のパ ケ調整。
列点 文 はパ ケ状原 体 によ る。

（7 ．1） ら口緑 部 は滑 らかに外 反。 口唇部

を上 下 に拡 張 し、2条 の 凹線 を配

す。 頸部 に列点文 。

2 6 〃 〝

17．5

（9 ．3）

短 く立 ち上 が る頸 部か ら口緑 部 は
直線的 に外反 。端 部 は強 く下垂 し、

口唇部 に3条 の凹線 文。

凹線 の上 に右 上が りの圧 痕 をへ ラ

状 原体 に よって部 分的 に施す 。

口緑部 内外面 横方 向の強 い ナデ調
整 。

27 〃 〃

15 ．0 肩 の張 った上 胴部 か ら直線 的 に立 頸 部下端 には、右上 が りの幅広 の 上胴 部 に黒 斑。

（19 ．8 ） ち上が る頸部 を有 し、 口緑 部 は滑 圧 痕 をパケ状 原体 で施 す。
らか に外 反。

口唇部 は面 をな し、 斜格子 文。
上 胴部 内面横 方向 のパ ケ調 整。

28 〃 〃

17 ．4 口緑 部 は滑 らか に外 反。 口緑部外 面 に粘 土帯貼 付。

（8 ．0 ） 口唇 部 は面 をなす。 口唇部横 方 向の強 いナデ調 整。
外 面 は縦 方向 のパ ケ調 整。

29 〃 〃

8 ．3

（12 ．0 ）

頸 部下端 か ら口緑部 に向 か って口
径 を増 して い く細頸 壷。

口緑 部外 画 に3 条の 凹線。

頸 部内面 に しぼ り目。

30 〃 〃

15 ．4 ．

26 ．0

16 ．8

6 ．1

卵形 の胴 部か ら頸部 が直線 的 に立
ち上 が り、 口緑 部 は強 く外 反。

口唇 部 に刻 目。

口緑 部外 面 に粘 土帯貼 付。 埋 土最上 層 出
土 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高 ‘
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

31 S R 3 士宝E

13 ．6 頸部 は内側 に向 か って立 ち上 が り、 口緑部 内外 面 は横 方 向の強 いナデ 上 胴部 が強 く

（5 ．1） 口緑 部 は強 く外反 。 口唇 部 は上下

に拡 張 され、3条 の凹線 文。

調 整。 張 り出 す タイ
プ。

32 〃 〃

19 ．0

（12 ．2）

口緑 部 は滑 らか に外反 。

口唇 部 を下 方 に拡 張 し、3条 の凹線
文。

全 体的 に極 め

て厚 い造 り。

33 〃 〝
（10 ．3）

9 ．4

底 部 外面 に平 行 の 圧痕 多 し（成 形

の際 に下 に敷 い てい た もの に よる
か）。

3 4 〝 〃

17 ．5

（11 ．4）

．口緑部 は漏 斗状 に外反。

口唇部 は凹状 。

口唇部横 方 向の強 い ナデ調整 。

35 〝 〃

1ケ．0 直立気 味の頸 部か ら口緑 部 は漏 斗 外 面ナ デ調整 。 厚 い造 り。

（10 ．9） 状 に外 反。口唇部 は幅広 く2条 の凹
線 。

器表 の剥 離が 激 しい。

36 〃 〝

15 ．2 直 立気 味の頸 部か ら口緑部 は短 く 頸部 外面 に縦 方向 のパ ケ調整。 〃
（11 ．1） 外 反。端 部 は上 下 に拡張 され、 口

唇 部 に4 条の擬 凹線。

口緑 部内 外面横 方 向の ナデ調整 。

37 〝 〃
（11 ．4 ）

13 ．2

4 ．6

全体 的 に器壁 が厚 い。 内面 中位 以下左 か ら右 へ のへ ラ削

り。
外面 に はへ ラ磨 きが あ った もの と
考 え られ る。

精選 され た胎
土。
胴部 上下 に対

称的 な黒斑 。

38 〝 嚢

24 ．4

（8 ．4 ）

口緑 部 は短 く‘外 反。 口唇部 は凹状
をな し、上 下端 に刻 目（へ ラ状原 ・
体 ）。

外面 交互 に直線 文 と波状文 （櫛描 ）。

39 〝 〃

15 ．6

（6 ．6）

わ ずか に張 り出 した胴 部 か ら、 口
頸 部 は滑 らか に外反 。上胴 部 に扁

平 な円形 浮文貼 付。

口緑 部外面 に粘 土帯貼 付。

40 〝 ‘〝

12 ．6 口緑部 は滑 らか に外 反 し、 端部 は 内面 に指頭 圧痕 。

（13 ．8 ） 肥 厚気味 で 口唇 部 は面 をなす。 頸 部 と胴部 に粘 土 帯 の接 合 痕 （全
体 は5段成 形 か）。

41 S R 3W 〃

14 ．0 長胴 の つ くタイプ 。 口緑部 は強 く 内面 上胴 部以下 、下 か ら上 へ のへ

（9．7） 外 反。 口唇部 は若干肥 厚 し面 をな

す 。

ラ削 り。

42 S R 3 小型 土器

4 ．2 最大 径 を上胴部 に有 し、 口緑 部 は 口縁 部 は指 頭 でつ まみ出 した後、 ミニ チ ュア。

7 ．1

4 ．7

2 ．9

らか に　 反。 端 口は　 くお さめ 方 口に弓　くナデ る。
る。 胴部外 面 は下か ら上へ のへ ラ削 り。

43 〃 襲

15 ．4

（2 ．3 ）

口緑 部 は強 く外 反。端 部 は上 下 に

拡 張 され 3条 の凹線文 。

44 〃 〃

14 ．7 口緑 部 は くの字 状 に外 反。 口緑 部内外 面横 方向 の強 いナ デ調

整。
胴部 外面 パ ケ調 整。
頸部 下 に接合部 明瞭 。

肩が 張 るタイ

（4 ．8 ） 口唇口 は上下 に　 張 され、3　 の 弱 プ。
い凹線 を配す。

45 S R 3W 〃

17 ．0

（9 ．8 ）

白線部 は くの字 状 に屈曲。

口唇 部 は上下 に拡張 し、2条 の凹線
文 を配 す。
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挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

46 S R 3 寮

14 ．4 口縁部 は丸 味 をもって外 反。 内面 は頸 部直 下 まで、左 上が りの 底面 直上 出土。

（10 ．1） 口唇 口は上下 にわ ずか に肥 厚、 幅 へ ラ削 り。
広 い面 を なす。 頸 部屈 曲部 内面 には指頭 圧痕 が顕

著 。　　　　　　　　　 、

47 〃 〃

19 ．4 上 胴部 で 「く」 の字 に屈 曲 し、 口 口緑部 外面 に粘土帯 貼付。

（9 ．0） 綾 部 は滑 らかに外 反。 上 胴部 内面 に横 方 向のパ ケ調整 。

48 〃 〃

17 ．4 口緑部 は くの字状 に屈曲 し、 口唇 口唇 部 に横方 向の強 いナ デ調整 。 外面 全面煤 け

（5 ．7） 部 は凹状 をなす。 口緑 部 内外面横 方 向のナ デ調整 。 て いる。

49 〃 〃

19 ．0

（4 ．2 ）

口緑部 は丸 く外 反。

口唇郡 は上下 にわ ずか に拡 張 され、

2 条の 凹線文。

50 〃 〃

22 ．2 口緑 部 は丸味 を もって 「く」字状 内面 屈曲部 下 には横方 向 の強い へ

（5 ．9 ） に外 反。 口唇部 はわ ずか に上下 に ラ削 りが あ り、 器壁 が極端 に薄 く

肥厚 し、 2条 の凹線 を配す。 な る。

51 〃 〃

18 ．4 口緑 部 は くの字 状 に屈 曲。 ロ緑 部内外 面横 方向 の強 いナデ調

整。
胴部 内外面 ナ デ調 整。

肩が強 く張 る

（6 ．7 ） 口唇 口 は上 下 に拡張 してお り、5 タイ プ。
の 凹線 を配 す。

5 2 〃 〃

21 ．8 口緑 部 は くの字 に屈 曲。 口唇 部 は 口緑 部内外 面横 方向 の強 いナデ調
整。

．外面 パケ調 整。 内面 は頸部 直下 から左 方向 へのへ ラ削 り。

（7 ．2） 方 ロの ナデ調 整 によ って下 方 に
拡張 し、 2条 の凹線 を配す。

53 〃 〃

20 ．4

（6 ．7 ）

口緑 部 は くの字 に屈 曲。
端部 は丸 く仕上 げ る。

胴部 外面 に平行 叩 きを施 す 。

5 4 S R 3W 〃

17 ．1 口緑 部 は くの字 に屈 曲 し、 わずか 胴部及 び 口緑部外 面 に平行 叩 き。 口緑部 は叩 き

（6 ．8） に 内湾気味 。端 部 は面 取 り、 右上 口緑部 内面 パ ケ調 整。 後 に屈 曲 した
が りの刻 目 を配 す。 胴部 内面縦 方向 のパ ケ調 整。 もの。

55 S R 3 〃

12 ．6 球形 の胴部 に直線 的 に外 反 する 口 口緑部 内外 面横 方向の 強い ナデ調 胴 部 内面 に粘

（10 ．9） 緑部 を有 し、端部 は丸 くお さめ る。 整。胴 部外面 は右 上が りの 叩 き。 土 帯接合 部が
明 瞭。

56 〃 聾

10 ．7 口緑部 は 「く」 の字状 に外反 。 胴 部外 面 に左 上が りの叩 き。 外 面下半 が煤

（17 ．0） 内湾気 味 に立 ち立 が る口唇部 は面 胴 部下 半内面 に上 方向へ のへ ラ削 けてい る。
をなす 。胴部 は球 形。 り。 丸底 で あろ う。

r57 〃 鉢
（2 ．4 ）

5 ．5 5

上 げ底状 を呈 す る鉢の底 部。 底 部 を指 頭で つ まみ出す。
内面 は上 方向 への強 いへ ラ削 り。

58 〃 嚢
（4 ．3）

4 ．3

上 げ底 の底部 。

59 〃 〃
（6 ．0）

4 ．2

底部 に充填 した粘土 板が 剥落 して

い る。

外面 全面煤 け

て お り、 一部
火 を受 けて変
色。

60 〃 士宝互
（21 ．1）

17 ．6

6 ．4

口緑部 が大 き く外 反す る長 胴 の壷

であ る可能性 が高 い。

底 部内面 に指頭 圧痕 あ り。 下胴 部内面 に

黒斑 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

61 S R 3 高杯

－
脚部 は滑 らか に外 反。 脚部 内面 へ ラ削 り（上半 は左方 向、

（9 ．1）

1 1 ．3

端 部 は上方 に肥厚 し、2条 の 凹線 を 下半 は右 方 向）。脚 内面上 部 に しぼ

配 す。 り目が 顕著。

62 〃 〃
（4 ．4）

7 ．0

直線 的 に開 く脚部 。端部 は肥 厚 し、

凹線 を配す 。脚部 外面 に も凹線 を
配す。

63 〃 〃

－
高杯 の脚部 上部 。 杯底部 の充填 粘土 板が剥 落 してい

（6 ．6） 脚外面 に5条 のへ ラ描沈 線 あ り（下
方 に も1条確 認 で きる）。

る （成 形手法 を観 察で きる好例 ）。

64 〝 〃

25 ．2 口緑部 は杯 部か ら強 い稜 をな して 杯底部 外面 に はへラ削 り後 にへ ラ

（2 ．8） 立 ち上 が り、 口　 端 口は　　 に肥 きを　 す。立 ち上が り　　 面 に
厚、幅 広 い面 をなす。 は、横 方 向の強 いナデ調 整。

6 5 〃 〝

32 ．2 大型 の高杯。 杯部 立 ち上 が り外面 底部 内面 には上方 向へ のへ ラ削 り

（7 ．6） に4条 の凹線 を有 し、 口唇 口 に も2 があ り、 その上 にへ ラ磨 きをか け
条 の凹線 を配 す。 てい る。

6 6 〃 〝

37 ．4

（5 ．5）
〃

6 7 S R 3 W 〃
（3 ．6）

8 ．0

「ハ」 の字状 に開 く脚部 。端 部 は

凹状 をな し、 直径 0 ・79m の円孔 を6

つ穿つ 。

68 S R 3 〝
（6 ．9）

8 ．15

脚 部 な滑 らか に外 反 し、 端部 は丸

くお さめ る。薄手 の造 りで ある。

69 〃 〃

－
脚部 は滑 らか に外 反 し、 端部 は面 外面 に縦横 のへ ラ描沈線 が走 るが

（8 ．1）

12 ．8

をな す。厚 手で ある。 文様 は不明。

70 〃 〝
（5 ．9）

杯部 と脚部 の接合 部。
J

71 〃 把手

把手部 分。 全面 ナデ調 整。

72 〃 蓋

16 ．8

8 ．0

9 ．0

頂部 が大 き く凹 む蓋。
笠部 は 「ハ 」 の字状 に開 き、 端部

近 くでわ ずか に屈曲。端 部 は丸 く

お さめ る。

外面 パケ調 整。 上 端部 に黒斑 。

73 〃 〃

13 ．6

8 ．2

6 ．3

頂部 は凹状 をな し、外 に大 きく張

り出す。笠 部 は滑 らかに外 反下降 。
端部 は丸 くお さめ る。

端 部 に煤 が付
着 。
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第5表　遺構出土石器観察表

挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

（
最 大長

計 測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

74 S R 3 石 斧

（16 ．5）

7 ．1

4 ．4

86 5 ．0

緑色 片岩

大 型蛤刃 石斧 の刃部 欠損 晶で ある。
表 面 はよ く研磨 され てお り、基端 部 に敵打痕

を残 す。

75 〃 〃

11 ．9

6 ．9

（3 ．5）

48 5 ．0

〃

太型 蛤刃 石斧 の基部破 片 で、裏面 も剣 落 して

い る。
研磨 痕 も右 側辺 部 に認 められ るだ けであ る。

76 〝 〝

（1 1 ．1）

（6 ．4）

3 ．6

468 ．0

砂 岩

太型 蛤刃石 斧 の刃部 欠損 晶か。
表裏 両面 が研磨 され てい る。

砥石 として使用 され た可能 性 も高 い。

77 〃 〃

20 ．5

8 ．7

5 ．2

1627 ．0

緑色 片岩

太型蛤 刃石 斧の未 製品 で ある。基 部の両 面 は

研磨 され てい る もの の、両側 辺部及 び 刃部 は
荒整形 の段 階で あ る。

78 〃 〃

（10 ．1）

7 ．2

4 ．0

500 ．0

蛇紋岩

太型蛤 刃石 斧の下 半部 欠損 晶で ある。表 裏両
面 と も研磨 され てい る。 基端 部 に敲打痕 を残

す （欠 損後 叩石 に転 用 された もの か）。

79 〃 〃

（8 ．9 ）

3 ．3

1 ．6

59 ．0

緑 泥片 岩

磨 製石 斧 の刃部欠 損晶 であ る。
表 面 は粗 く研 磨 されて い る。

80 〃 〃

（3 ．0）

7 ．7

0 ．6

10 ．0

蛇紋岩

刃部が 最小幅 に なって い る扁 平片刃 石斧 で あ

る。基 端部 を欠損 して い る。 元 は基 端部 側 に
刃部が作 り出 され てい た可能 性が有 り、 裏面

上 方 にその形 跡 を残 してい る。

81 〃 〃

9 ．0

5 ．1

1 ．5

148 ．0

〃

刃 部 に最大幅 を もつ扁平 片刃 石斧 であ る。 よ
く使 い込 まれてお り、刃 こぼれが見 られ る。

左 側緑 部 に挟 りを有 す る。

8 2 〃 〃

13 ．7

6 ．1

1 ．3

115 ．0

砂 質結 晶片岩

刃 部 に向 けて大 き く広 く扁平 な打製 石斧 と考

え られ る。
刃 部 に敲 打痕 が残 る。

83 〝 叩石

13 ．7

6 ．0

5 ．3

68 3 ．0

砂 岩

長卵 型 の叩石 であ り、短側 線部 に敲打 痕が 著
しい。

84 〃 〃

12．1

7 ．4

3 ．1

43 5．0

泥 岩

表面 か ら左 側辺 部 にか けて、木 目細か く磨 か

れ てい る。
両長 側線部 と下 方短側 辺部 に は、 敵打痕 が残

る。

85 〝 〃

7．8

6 ．5

1．4

8 0．0

砂岩

自然 画 と剥 離面 とか らな る。

周縁 部 に敲 打痕 を残 す。

86 〃 〃

6 ．5

4 ．7

1 ．4 －

5 6 ．0

〃

自然画 と剥 離面 とか らな る。
両短側 線部 を 中心 に敵打 痕 が残 る。

87 〃 〝

7 ．5

7 ．0

1．6

9 1．0

〃

自然画 と剥 離面 とか らな る。

周縁 部 に浅 い敲打 痕が 見 られ る。

88 〃 砥 石

15 ．9

9 ．3

5 ．6

1800 ．0

品

直方体 の形 状 をなす砥 石で あ る。
表面 と右側 面 との 2面 が使用 され てい る。
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挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

最大 長

計測 値　 最大 幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

8 9 S R 3 石包 丁

（3 ．5）

3 ．5

0 ．9

15 ．0

砂 岩

双 孔 を有 す る磨 製石包 丁の 破片で あ る。両面

か ら穿孔 され てい る。 背部 は研磨痕 が認 めら
れ るが、 刃部 は欠損 してお り、 その形状 は不
明 であ る。

9 0・ 〃 〃

（4 ．6）

7 ．2

0 ．9

35 ．0

粘 板岩

（貢岩）

磨製 石包 丁の 刃部破 片で ある。刃 部 は基本 的

には片 刃で ある と考 え られ るが、摩 耗 が激 し
く、端部 が丸味 を帯 び、両 刃的 にな って いる。
図 の左上端 部 に円孔 を一部 確認で きる。 ．

9 1 〃 〃

8 ．9

4 ．1

1 ．1

57 ．5

〃

自然画 と剥離面 とか らな る、若干 外湾 す る刃
部 を持 つ打製石 包丁 であ る。

両端 部 に挟 りを有す る。

92 〃 〃

（8 ．4）

4 ．1

0 ．6

3 1．0

〃

双孔 を有 す る直 刃型 片刃石 包丁 であ る。 双孔

は両 面 よ り穿孔 され てお り、刃部 に は横 方 向

の擦 痕が残 る。 また 、表裏 両面 ともに斜 方 向
の擦 痕が著 しい。

93 〃 〃

（8 ．5）

4 ．6

0 ．6

36 ．0

〃

双孔 を持 つ直刃型 片刃 石包 丁で ある。双 孔 は
両面 よ り穿 たれ てい るが、裏 面か らの 穿孔が
主で あ る。 右端部 を欠損 してい る。

94 〃 〃

10 ．6

4 ．2

1 ．0

61 ．0

砂岩

双 孔 を持 つ直刃型 両刃石 包丁 で ある。双 孔 は

両面 よ り穿 たれ てお り、 全面 よ く研 磨 され て

い る。 やや 外湾 する背部 に も研 磨痕 が残 る。

95 〝 〃

5 ．2

8 ．2

5 ．0

42 ．5

千枚 岩

左右 両端 に挟 りを持つ打 製石包 丁 であ る。全
面敵打 と剥 離 によ って仕 上 げ られ てい る。背
部 は直線的 に整形 され 、そ の断面 は丸味 を帯

び てい る。

96 S R 3W 〃

7 ．3

4 ．0

1 ．0

40 ．0

〃

左右 両端 に挟 りを持 つ打製石 包丁 であ る。 自
然面 と剥離 面 とか らなる。

刃部 の一部 を欠損 してお り、摩耗 も著 しい。

97 S R 3 〃

6 ．9

3 ．4

5 ．5

22 ．0

粘板 岩
（頁岩 ）

左右 両端部 に扶 りを有 す る打 製石 包丁 であ る。

自然 面 と剥 離面 とか らな る。
刃部 はや や外湾 して いる。

98 〃 〃

7 ．1

4 ．0

1 ．2

50 ．0・

泥 岩

両端 に敲打 に よって作 り出 した決 りを持 つ打
製石包 丁 であ る。

小型 であ るが厚 み を持 っ てい る。

99 〃 〃

9 ．0

4 ．3

0 ．9

57 ．3

千枚 岩

打製 石包丁 の未製 品か。

一方 に は決 りが確 認で きる。

100 〃 未製 品

13 ．8

5 ．1

1 ．1

100 ．0

砂質 結晶 片岩

下端部 に挟 りが作 られ、 右側 辺部 は研磨 され

て いる。右 側辺部 を背部 とした磨製 石包 丁の
未製 品か。

101 S R 3W 石 銭

1 ．9

1 ．3

0 ．2

0 ．4

サ ヌカイ ト

凹基式 の打 製石鉄 で ある。
両面押 圧剥 離 によっ て調 整 されて いる 。

102 〃 〃

2 ．7

1 ．9

0 ．4

1 ．8

〃

凹基 式の打 製石鋲 で ある。

断面 は六 角形で、 両面 か ら調 整 されて いる。

103 S R 3 紡錘 車

4 ．1

3 ．9

1 ．5

37 ．5

砂 岩

扁平 な 自然石の 周辺部 を潰 して、 小 円盤 状 に
整形 してい る。形 状 的に は紡 錘車 と考 え られ

るが、 円孔 を穿 とう とした形跡 がな い。
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第13図　SR3　出土遺物
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第16図　SR3・3W　出土遺物
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第18図　SR3　出土遺物
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第19図　SR3　出土遺物
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第21図　SR3・3W　出土遺物
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3．L°C．33



L°C．33

1．位置と調査経過

Loc．33は、空港拡張区の西端に位置する。小字横手前の北東部にあたり、弥生後期集落を

検出したLoc．34の南に接した地点である。当地点において試掘グリッド4箇所を設定して精

査したところ、中世のピット群が確認されたため、全面を発掘‘した。その結果、溝に囲まれた

屋敷址が検出され、まずその完掘を行った。

次に、中世遺構検出面を若干掘り下げて、Loc．32から北へのびる弥生時代の自然流路の調

査を行った。

2．調査概要

自然流路を追って掘り下げた部分の面積は、最終的には1，040Iがに及んだ。但し、北半部で

は、中世検出面において弥生流路も同時に確認できたため、掘り下げは不要であった。

Loc．32のSR3は、当地点においては東西2本の支流に分かれており、西の流路をSRl、

東の流路をSR2とした。SRlは　Loc．34　に続き、SR2はLoc・36　に向かって北上して

いる。

3．層序と出土遺物

当地点における層序は、基本的にはLoc．32　と同じく、

欝I層　耕作土

第Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　黄灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　暗黄褐色粘質土層

第Ⅴ層　黄褐色粘質土層

第Ⅵ層　淡茶褐色シルト層

であるが、第Ⅱ～Ⅳ層の堆積は極めて薄く、調査区の北半部においては、第Ⅳ層の堆積は認め

られなかった。それに反して、第Ⅴ層上面のレベルは北側にいくほど高くなる傾向にある。第

Ⅲ層からは中世および弥生の遺物を出土し、第Ⅳ層からは若干の弥生遺物の出土がみられた

（87、97、112、114、124、125）。なお、第Ⅴ層上面がSRl・2の検出面である。

4．遺構と遺物

自然流路

SRI

SRlは、Loc．33　の東側で、第Ⅴ層上面において検出された。当調査区の南端において
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1

SR2と合流し、SR3に至る自然流路である。幅は4m前後で、深さは0．80mを測る。当地

点での確認長は42mである。

東西の肩は、第Ⅴ・Ⅵ層を貫き、底面に向かって滑らかに下降している。底面は、南では砂

礫層まで達していたが、北に進むに従ってレベルを上げ、第Ⅵ層下位で留まっている。また、

中央部が流れに沿って隆起している箇所も確認された。なお、北西部はSRlに向かって幅4

mにわたって若干下降しており、この部分はSRl－Wとして出土遺物を一応チェックした。

埋土の堆積状況はSR2・3と同様に乱れており、褐色系砂層を中心に多くの遺物が出土し

た。

出土土器は時期的には弥生中期～後期のものが多く、土師器も若干出土している（1～56）。

また、石器類の出土も比較的多くみられた（86～135の大部分）。

SR2

SR2は、SRlの東を走る自然流路であり、第Ⅴ層上面で検出された。当調査区の南端に

おいてSRlと合流してSR3となる。

SR2は、幅6m、深さ1mを測り、当地点での確認長は40mである。東西の肩は第Ⅴ・Ⅵ

層を貫き、その立ち上がりは緩やかである。底面は、第Ⅶ層の砂礫層に達しており、若干の起

伏がみられる。但し、北東部においては東肩の部分が大きく東へ張り出し、北東端部では底面

からの立ち上がりが不明瞭となる。かかる状態は北のLoc．36においても同様であり、この部

分からSR2は非常に大きい流路となる。

流れの方向に沿って、Loc．35A・35BからLoc．36へと商流するSR2は、Loc．33　の北東

端部において、本流として商流するSR2と、その支流として西南方向へ走るSR2に分流し

ていたものと考えられる。

SR2の埋土はSRl・3と同様に堆積状態が不規則であり、砂を含んだ埋土が圧倒的に多

くみられる。遺物の出土も褐色系の砂層より多くみられる（57～85および88、90、91、98、

112～114、123～125、127～131）。時期的には前期Ⅳ～後期Iにかけてのものが大半であるが、

前期Ⅱの時期に潮るもの（57、78）、また土師器と目されるもの（85）も出土している。

5．まとめ

Loc．33において検出された弥生遺構は、SRlとSR2である。

SRlは、Loc．34のSRlに直接つながるものであり、Loc．34の弥生後期集落と密接な関

係にある。特に、当地点出土の後期I段階に該当する遺物は、同集落関係のものと判断すべき

資料が大半を占めるものと考えられる。

SR2は、Loc．35・36のSR2の延長に捉えられる自然流路である。SR2はLoc．36にお

いては幅50m余に及んでいるが、その南西方向への支流が当地点におけるSR2と考えられ
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る。当地点の出土遺物も、Loc．34・35・36の住居址（あるいは空港外西北未調査地点に存在

する前期～後期集落）等と直接結び付くものもあると考えられる。
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第6表　遺構出土土器観察表

挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 鹿　 考

1 S R l ・＝土ご宜E

24 ．0 口緑 部 は滑 らか に大 き く外 反。 口緑 部外面 に粘 土帯貼 付。

（7 ．5） 口唇 部 は凹状 をな し、 上下 にへ ラ
状原体 による刻 目を配 す。

外面 縦 方向 のパ ケ調整 （粘 土帯 は

パ ケ調整後 に貼付 ）。

2 〝 〃

14 ．7

（7 ．0）

細 くやや長 めの頸 部 を有 す る壷。

口緑部 は頸 部か ら滑 らかに外 反す
る。

口唇部 は外傾 す る面 をなす。

口綾部 外面 に幅 広の粘 土帯貼付 。
内外面 と も器表 の荒れ がひ どい。

3 〃 〝

15 ．0 口緑部 は漏 斗状 に外反。 口唇部 横方 向の ナデ調整 。

（3 ．4） 口唇部 は凹状 をなす。 口緑部 外面 に粘土 帯 を貼 付 し、指

頭 で押 圧。

4 〃 〃

16 ．0 口緑部 は漏斗 状 に外 反。 口緑部外 面 に粘土帯 貼付 。

（2 ．0） 口唇部 は面 をな し、 刻 目を配 す。 口緑部 内外面 横方 向の ナデ調整 。
1外 面パ ケ調整 。

5 〝 〃

19 ．8

（6 ．0 ）

口綾 部 は強 く外 反。 口唇部 は面 を

なし、外側 に刻 目、 内側 は微 隆起
帯状 をな す。頸 部外面 部分 的 に縦
方 向のへ ラ描沈線 。

口緑 部外 面 に粘 土帯 貼付。 薄手 式土器 。

6 〃 〃

16 ．5 口緑部 は滑 らか に外反 。 口緑部 外面 に粘土 帯 を貼 付 し、指

（5 ．0） 口唇部 は丸 くお さめ、 パケ状 原体

で刻 目を配 す。

頭 で押 圧。 内外面 ナ デ調 整。

7 〃 〝

16 ．5 長 い頸 部か ら滑 らか に外 反す る 口 口緑部 外面 に粘土帯 を貼 付 し、‾指

（8 ．7） 緑 部。 口唇部 凹状 。 口緑 部内面 に
綾 杉文 。頸部 外面 に櫛描 直線文 及

び簾状 文。

頭 で押 圧。綾 杉文 はパ ケ状原体 に

よ る。

8 〃 〃

20 ．0

（4 ．6）

早 雲撃 誓禦 鮎 鮎 女等 乳 口緑部 外面 に粘土帯 貼付 。

9 〃 〃

17 ．9 口緑部 は大 き く外反 し、 口唇部 は 口緑部外 面 に幅 広 の粘土帯 を貼付

（4 ．6 ） 面 を なす。 口緑 部外 面 に圧 痕文 。 し、へ ラ状原体 で幅 広の圧 痕文 を
配 す。

口唇 部及 び 口緑 部 内面横 方向 のナ
デ調 整。

10 〝 〃

16 ．0

（5 ．2 ）

滑 らか に外反 す る口緑部 で、 口唇
部 をわ ずか に下 方 に拡張 し、2条 の

凹線 を配 す。

口唇 部下 端 をつ まんで横 方向 に強
くナデ る。

1 1 〝 〝

28 ．6

（6 ．9 ）

口緑 部 は大 き く外反。 口唇 部 は上

下 に拡張 され、 凹線文 を配 し、 さ
らに扁平浮 文 を貼 付。 浮文 には三
重 に竹 管 を刺突。

口緑 部 内外面横 方向 のナ デ調 整。

12 〝 〃

・21 ．6

（11 ．3）

外反 気味 に立 ち上 が る頸部 か ら口
緑部 は強 く外反。 口唇 部 を上 下 に
拡張 し、3条 の凹線文 を配 し、さ ら

に竹 管で刺 突 した円形浮 文貼 付。

13 〃 〃

14 ．4

（8 ．0）

内傾気 味 の頸 部か ら口緑 部 は強 く
外 反。 口唇部 は面 をな す。頸胴 間

に は弱 い段部 。

胴 部 内面上 方向へ のへ ラ削 り。

14 〝 〝

12 ．8 上 胴部 に最大 径 を有 し、 短 い頸部 口緑部 外面 に粘土帯 貼付 。上端 部 胴部 内面及 び

24 ．6 か ら口緑部 は強 く外 反。 頸部下 端

†　　 ‾ 、ヽ　　　　　　　　　　　　　　　 如
をつ まみ上 げて横 方車 に強 くナデ 胴部下 端外 面

19 ．4

6 ．6

にへ フ状原体 に よる太 い刺ヲ∈文。 る。胴 部内外 面パ ケ調整。 に黒斑 。

15 〝． 〃

・23 ．1

（4 ．6）

滑 らか に外反 す る口緑部 で、 口唇
部 は面 をな し、下端 に太 い刻 目を

配 す。

口緑部 内面横 方向、 外面縦 方向 の

パ ケ調整 。
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挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 S R l ・＝巳．宝E

（2 3 ．2）

2 1 ．7

5 ．5

長胴 型の壷 。 外面比 較的木 理 の荒いパ ケ原体 に
よ る下 か ら上 へ の調整。

17 〃 〃

12 ．2 口頸部 わ ずか に外 反。 口唇部 は凹 口唇部 上端 をつ まみ上 げ るよ うに 胴 部 は球 形 に

（8 ．9） 状 を呈 す。 器壁 が著 し く厚 い。 して、横方 向 に強 くナデ る。 近 い タイプ。

18 ・ 〃 〃

11 ．6 頸部 か ら滑 らか に外反 す る口緑部 口唇部 横方 向の ナデ調 整。 厚 くつ くって

（9 ．6） を有 す。 口唇部 は凹状 をな す。 内面上 胴部 以下、 右下 が りのへ ラ
削 り。

頸部 内面 に指頭圧 痕 あ り。

おい て削 るタ

イプ。

19 〃 〝

17 ．4

（7 ．5）

直立 気味 の廟 部 か ら漏 斗状 に外反

す る口緑部 を有 す。 口唇部 は面 を
な し、部 分的 にわず かに下垂 。

外面 に縦方 向のパ ケ調 整 を認 め る。

2 0 〃 〃

11 ．0 口緑 部 は強 く外 反 し、端 部 は上方 口緑部 内外 車及 び口唇部 、横 方向

（4 ．7 ） に拡 張。 口唇部 はや や凹状 を呈 す。 の強 いナ デ調整。

2 1 〝 〃

12 ．4 直立 気味 の長 い頸部 か ら口緑 部 は 口緑部 四外 面及 び口唇 部、横 方 向

（8 ．9） やや外 反。 口唇 部は面 をな す。 の ナデ調整 。頸部 外面右 下 が りの

パ ケ調 整。
内面 には しぼ り目、指頭 圧痕 が顕
著。

22 〃 〃

14 ．0 口縁 部 は短 く滑 らか に外反 。 口縁 部内両 横 ナデ によ って弱い稜

（4 ．8 ） 口縁 端部 やや肥 厚。 が で きる。
外面 パ ケ調 整。

23 〝 〝

18 ．1 肩 の張 った上胴 部か ら漏斗状 に開 口唇 部横 方向 のナ要調 整。

（13 ．4 ） くロ　 ロを　 す。 ロ　 ロ は　 をな 口のパ ケ≡　　 ロ　 ロ　は
す。 ナ デ消 されて いる）。

内面 パ ケ調 整。

24 〃 〝

24 ．2 わ ずか に外反 して立 ち上 がる頸部 口唇 部上端 をつ まみ上 げ て横方 向

（5 ．2 ） か ら口緑 部が短 く外 反。

口唇 部 に2条 の凹線文 が入 る。

に強 くナデ る。

25 〝 〃
（13 ．4）

9 ．0

円盤 状の しっか りした底部 を有 す。 内外 面縦 方向 のパケ調 整。
底部 外面 に もパ ケ調整 を施 す。

26 〃 〝
（8 ．7 ）

8 ．2

中期 の壷 の底部 。

27 〃 〝

10 ．6 口緑 部 は短 く外 反 し、 端部 は凹状 口緑端 部埠 方 向のナ デ調整 。 短 頸壷 か。

（4 ．9 ） をなす。 口　 の一 口が　 口、’を呈 面 パ ケ調 整 のノ、 ナデ る。
す。
頸 部 に双 孔 （焼 成前穿 孔）。

内面 に指頭 圧痕 。

28 〝 嚢

11 ．9 内湾 して立 ち上が る上胴部 か ら口 上胴 部以下 に左 上方 向へ のへ ラ削 外面煤 けてい

（6 ．4 ） 緑 部 は 「く」 の字状 に屈 曲。 口唇

部 は上下 に拡 張 され 、2条 の凹線 を
配 す。

りあ り。 る。

2 9 〃 〝

13 ．4 跳 ね上 が りロ緑 を呈 す。 口唇部 に 内面上胴 部以下 、左 上方 向へ のへ 〃

（5 ．7） は弱 い凹線 を2条施 す。 ラ削 り。
外 面パ ケ調整 。

30 〃 〃

14 ．9 くの字 状 に屈曲す る 口緑 部 を有 し、 口緑部 内外面 横方 向の強 いナ デ調 〃

（7．1） す る口　 吾 は上　 にやや 。　　　 口直　 まで　 上　 口へ
され 、3条 の凹線文 を配 す。 のへ ラ削 り。 また、 指頭 圧痕 も顕

著 。胴部 外面 縦方 向のへ ラ磨 き。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ）・胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

31 S R l 襲

12 ．8 口緑部 は 「く」 の字状 に屈曲 。端 口緑部 内外面 横方 向の ナデ調整 。 胴部 が煤 け て

（9 ．0）

17 ．3

ロ は上　 につ まみ　 し、 ロ　 ロ に 面　　 口のパ ケ調 。 い る。
2条 の凹線 が入 る。 内面上胴 部 までへ ラ削 り。 上胴 部 に黒斑 。

32 〃 〃

2 1 ．8 肩 の 張 った上 胴 部 か ら口 緑 部 は 口緑部 内外面 横方 向のナ デ調整 。 搬入 晶。

（9 ．3） 「く」 の字 、’に屈 曲。 口唇 口を上 面上 胴 口以下、 左方 口へのへ ラ
方 に大 き く拡 張 し、3条 の凹線 文 を
配す。

削 り。

33 〃 〃

14 ．8 口綾部 は比較 的滑 らか に外反 。 口唇部 及 び口緑部 内外面 横方 向の 外 面全面 が煤

（13 ．3）

16 ．9

端 部 を上方 につ まみ上 げ る。 ナデ調 整。

内面上胴 部以 下、 右上 が りのへ ラ
削 り。
外面縦 方向 のパ ケ調整。

けてい る。
下胴 部 は火 を
受 けて変 色。

34 〝 〃
（8 ．2）

7 ．7

中期 の肇の底 部。 胴 部外 面及 び底部 外面 にパ ケ調 整。

外面胴 部下端 横方 向の ナデ調整 。

外 面煤 けてい

る。

3 5 〃 〃

17 ．7 口緑部 は 「く」 の字 状 に屈曲 し、 口唇部横 方 向の ナデ調整 。

（20 ．6）

28 ．0

屈 曲部 内面 は稜 をなす。 口唇部 は
わずか に凹状 を呈 す。

外 面縦 方向 のパ ケ調 整。

36 〝 〃

11 ．9

（8 ．4 ）

直線 的 に外反 す る口緑部 を有 し、

口唇部 は外傾 す る面 を なす。

胴 部外面 パ ケ調 整。 胴部 内面 に黒
斑。

37 〟 〃

9 ．6 や や肩 の張 った上胴 部か ら 「く」 口緑 部 内外 面横 方向 の± デ調整。 胴部外 面 に黒

12 ．6

10 ．6

4 ．4

の字状 に屈曲 す る口緑部 を有す 。 胴部 外面縦 方 向のパ ケ調整 。
胴 部内面上 方 向への へラ削 り。

斑。

38 〃 〝

15 ．6 口緑 部 は強 く 「く」 の字状 に屈 曲。 口唇 部横 方向 のナ デ調 整。

（9 ．2 ） 口唇部 は外傾 す る面 を なす。 胴 部外面縦 方 向のパ ケ調整 、内面

左下 が りのパ ケ調整。

39 〝 〝

20 ．1 口緑部 は直線 的 に外 反。 口緑部 内外面 に指頭 圧痕。

（7 ．3 ） 口唇部 は丸 くお さめる。 内面頸部 以下、 横方 向のパ ケ調 整。
外 面右下 が りのパ ケ調整。

40 〃 〝

17 ．5 上 胴部 に最大径 。短 く立 ち上が る 口緑部 内外面横 方 向の強 いナ デ調

整 。
胴 部外面 縦方 向のパ ケ調整 。

（7 ．8 ） 頸 口か らロ　 ロ は弓　く　 反、端 口
は下方 に拡張 。口唇 部 に2 条の 凹線
文 。

4 1 〃 〝
（8 ．2 ）

3 ．8

後 期の嚢 の底 部。 外面 は全面 煤

け てい る。

42 〃 〃

－
上 げ底状 を呈 し、外 方 に張 り出 し 高 台状 に張 り出 した部 分 に指 頭圧 下 胴部 に黒 斑。

（4 ．7 ）

4 ．9

た底 部。 痕 が顕著。 内面 右上 が りの へ ラ削

り。

43 〃 〟
（6 ．0 ）

4 ．8

44 〃 〃
（5 ．3 ）

4 ．3

4 5 〝 高 杯

7 ．6

（8 ．4 ）

高杯 の脚 部。 脚 部内面 下半 に左方 向のへ ラ削 り、

上 半 には しぼ り目が顕 著。
円板充填 をす るタ イプ。
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挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 ．手　　　　　　　 法 備　　 考

46 S R l 高杯

33 ．3

（5 ．2）

口緑部 外面 に波状 文 を有 し、 その
直 下 に1条の 沈線 が認 め られ る。

拡 張 された 口唇部 に は凹線文 を配
す。

47 〃 〃

26 ▲0

（4 ．5 ）

口緑端 部は 内傾 す る面 をな し、 口
綾 部外 面 には3条 の凹線 を施す 。

休 部外 面 は丁寧 なへ ラ磨 き。

48 〃 〃

23 ．3 杯 部の立 ち上 が りは滑 らか にカー 内外面 ともに剥離 が激 しいが、 杯

（11 ．8 ） プす る。 口　 面 に　 方 口のへ ラ　 きが わず
口唇部 は面 をなす。 かに認 め られる。

49 〃 〃
（4 ．3 ）

12 ．8

脚 部外 面 に沈線 を6条 ま で確 認 で

きる。
内面左 方向へ のへ ラ削 り。 外面 に黒斑 。

50 〃 〃
（5 ．0）

13 ．4

脚部 外面 8条の 沈線 を配 し、その下

に円孔 を外面 か ら穿 って いる。
裾端 部 に2条の 弱い 凹線 を配 す。

内面左 方向へ のへ ラ削 り。

51 〃 〃
（6 ．5 ）

10 ．4

裾端 部 に2条の 凹線文 。 外 面右下 が りのパ ケ調整 を螺施状

に施 す。 裾部 内面横 方向 の強 いナ
デ調 整。

52 〃 〃

36 ．2

（6 ．1）

わ ずか に内湾気 味 に立 ち上 が った

休部 か ら口緑部 は稜 をな して屈 曲

し、 滑 らか に外 反。
口唇 部 は面 をなす。

53 〃 〃

－
脚上 部 に貫 通 し ない 小 円孔 を4個 円板 充填 の底 部が剥 落 してい る。

（6 ．0） ず つ配 し、そ の下 にへ ラ描 沈線 を 外 面縦方 向の へ ラ磨 き。

施 す。 内 面 にしぼ り目が残 る。

54 〃 〃
（7 ．5）

脚部 内面 に しぼ り目が顕著 。

5 5 〃 士宜E
（4 ．0）

尖底 風。 外 面 に横方 向 の 叩 目（この叩 目は
当地 方 に一般 的な もの よ りも著 し

く細 い）。
内面 パ ケ調 整。

土師器 。

5 6 〃 鉢

17 ．3 半球状 を呈 し、 口唇部 は尖 り気味 。 外面 水平 方向 の叩 き。 体 部外 面 に黒

9 ．0 完全 な丸底 で ある。 内面上 半 は右下 が りのパ ケ調 整、
下半 に は指 頭圧痕 が顕 著。

斑 。
土 師器 。

57 S R 2 ・＝土ご宝E

32 ．0 口頸 間に段 を有 す。 口緑 部 はわず 段 は粘 土帯 接合 時 に生 じた もの。

（8 ．8） か に外 反 し、 口唇 部 は丸 くおさ め

る。

外面 へ ラ磨 き。

58 〃 〃

12 ．8 長 い胴 部か ら頸部 は直線 的 に立 ち 外傾 す る面 を なす口唇 部 にパ ケ調
整。

内面横 方 向のパ ケ調整 。
（10 ．6） 上 が り口　 ロ は短 く　 方 に屈 曲。

端 部 はわず か に肥 厚。

59 〃 〃

12 ．0 口緑部 は頸 部か ら滑 らか に外 反。 刻 目はパ ケ状原体 による。 外 面 は煤 け て

（7 ．9） 口唇 口は面 をな し、上 下端 に刻 目 面　 方 口のパ ケ調整 。 いる。
を有 す。 頸部 内面 に指頭圧 痕 あ り。

60 〃 〝

13 ．6

（6 ．2）

口緑 部 は漏 斗蜘 こ外反 。 口緑 部 内

面 に3条 の刻 目突帯 を有 し、小 円孔

を穿 つ。
頸部 に も刻 目突帯 とへ ラ描沈 線 を
交互 に巡 らす。
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挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

1（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

6 1 S R 2 士宝E

23 ．0 口緑部 は大 き く外 反。 口緑部 外面 に粘土帯 貼付 。

（9 ．0） 口唇 口は面 をな し、 上下 に刻 目 を 面 従方向、 内面　 方 向のパ ケ調
配 す。 整 。．

62 〃 〃

1 7 ．4

（5 ．5）

口緑部 は頸部 か ら滑 らか に外反 。 口固部外 面 に粘土帯 貼付 。

63 〃 〃

14 ．1

（7 ．2）

口緑部 は漏 斗状 に外 反。

口緑部 内面 に刻 目を配 し、小 円孔
を穿 つ。頸部 にへ ラ描沈線 と刻 目
突 帯 を交互 に配す。

64 〃 〃

16 ．8 口緑部 は頸部 か ら大 き く外 反。 口緑 部 内外面 ナ デ調 整。

（8 ．0） 口唇部上 下両 端 に刻 目。

頸 部 に簾 状文 その下 に刻 目突帯貼
付 。

頸部 上方 に縦 方向 のパ ケ調整。

65 〃 〃

15 ．2 口緑部 ゆ るや かに外 反。 口緑 部外 面 に粘 土帯貼 付。

（9 ．3） 口唇 部上 下 に刻 目。 器表 の荒 れが激 しい。 外面 口緑部

直下 にパ ケ調整 がわ ずか に認 め ら

れ る。

66 〃 〃

18 ．8 口緑 部 は漏 斗状 に外反 。 口緑 部外面 に粘 土帯貼 付。

（5 ．5 ） 口唇 口 は凹、’をな し、 上下 に刻 目 口緑 口　 面 は　 方 口のナ デ調 整。
を配 す。 頸部外 面縦 方向 のパ ケ調整 。

67 〃 〃

8 ．2 頸部 か らわずか に外反 す る口緑部 。 外面縦 方 向のパ ケ調整 後、 同方 向

（6 ．0 ） 端部 外面 に刻 目。

頸部 に櫛描 連簾文 を配 す。

のへ ラ磨 き。

68 〃 〃

7 ．4

（5 ．2 ）

直立 気味 に立 ち上 が る頸 部 か ら口

緑部 は滑 らか に外 反。 口唇部 は面
をなす。

口緑 部外面 に粘 土帯貼 付。

69 〃 〃

15 ．9 直立 気味 に立 ち上 が る長 い頸 部か 口唇部 は強 い ナデ調整 に よ り凹状

（11 ．1） ら口緑部 は短 く外反。 口緑部 内面

に櫛 描波状 文。 頸部外 面 に同原体
によ る波状 文 と直線文 。

を なす。

70 〃 〃1

21 ．9

（7 ．0 ）

極 めて厚 いつ くり。 口緑 部 は短 く
外反 し、 口唇部 にはへ ラ状原 体 に

よる斜格子 文 を配 す。

口縁部 外面 に粘土 帯貼付 。

71 〃 〃

26 ．7 口緑 部 は漏 斗状 に外反。 口緑部 外面 に断 面三角 形の粘 土帯

（7 ．5） 口唇 部 は厚 くつ くられ、 棒状 工具

に よる斜格 子文 を配す。

貼付。

72 〃 〃

12 ．8

（4 ．2）

外面縦 方 向のへ ラ磨 き。
内面上 方 向への ヘラ削 り。

73 〃 〃

9 ．0

（11 ．7）

口緑部 は大 き く外 反。

口唇部 は凹 状 をなす。

頸部外 面縦 方向 のへ ラ磨 き。 全 体的 に丁寧

なつ くり。

74 〝 〃

8 ．6 直立気 味 の頸部 か ら口緑 部 は短 く 口唇部及 び 口緑部外 面 ナデ調 整。

（4 ．2） 外反 。

口唇 部 は凹 状 をなす。

胴 部外 面縦方 向 のパケ調 整。

75 〃 〃

12 ．8 直 口型の長 頸壷。 口緑部 はわ ずか 口緑部 内外面 横 ナデ調整 。

（6 ．4） に外 反 し、 口唇部 は外傾 す る画 を 頸部外 面パ ケ調整 の後 ナデ調 整、
なす 。 内面 ナデ調整 。
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挿図番 号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

76 S R 2 士宝E

9 ．0 ．

（10 ．0）

直 線的 に立 ち上が る頸部 か ら口緑

部 はわず か に屈曲 して外 反。端 部

は丸 くお さめ る。

77 〃 〃

17 ．0 口緑部 は滑 らか に外反。 口綾部外 面横 方向 の強 いナ デ調整。

（7 ．5） 口唇部 は丸 くお さめ る。 以 下 は縦 方 向のパ ケ調整 。

78 〃 〝

17 ．6 口緑部 は強 く外反 し、段 を有 す。 段 部 は粘 土帯 貼付 に よる。

（3 ．2） 口唇部 は丸 くお さめ、へ ラ状 原体

に よる刻 目を配す 。

内外面 に指頭 圧痕 を認 め る。

79 〃 賓

27 ．0

（3 ．2）

口唇部 は幅広 く外傾 し、3条の 凹線
文 を有 す。

口縁部 内外 面 は横 方向 のナ デ調 整。

80 〃 〝
（9 ．2）

9 ．7

3 ．8

肩 部 に段 を有 す。 下 胴部 内面 に右方 向へ のへ ラ削 り。

8 1 〃 ．〃
（4 ．5）

3 ．6

断面台 形状 の底部。

82 〃 〃
（4 ．9）

4 ．6

上 げ底 状の底 部。 外 面へ ラ削 り後、縦 方 向のへ ラ磨

き。

底 部外面 に黒

斑 。

83 ．〃 〝

16 ．5 最大径 を胴 部 に有 し、 口緑部 は－ 口唇部 及 び口緑部 内外面 横方 向の 胴 部内 面 に黒

（22 ．5）

24 ．8

且、直 立メ　 に立 ち上 が り、 ’ ら ナデ調 整。　 面へ ラ削 りの∠ 、ナ 斑 。
か に外 反。 口唇部 は面 をな し、上 デ消 す。

下 に拡 張 され る。 外 面パ ケ調整 の後 、縦 方向 のへ ラ
磨 き。

8 4 〃 〃

16 ．4

（7 ．0）

口縁部 は 「く」 の字状 に外反 。

口唇部 は凹状 をなす。

胴 部外 面パ ケ調整 。

8 5 〃 〃
（6 ．4）

3 ．0

底 部 はわず か に平 底 を保 ってい る。 内外面 パ ケ調 整。 胴 部下端 に黒
斑 。
土 師器。

第7表　遺構出土石器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長
計測値　 最大幅
（cm ，g ） 最大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

86 S R l 石斧

（13．9）

8．0

3．8

6 53．0

緑色片岩

太型蛤刃石斧の刃部欠損晶である。
長側辺部が未調整で、他は全面研磨されてい
る。未製品か。

87 〃 〝

（14．0）

〃

太型蛤刃石斧の基部欠損晶である。 S R l 上面包

5．9

3．7

5 40．0

研磨は粗 く、整形の為の敲打痕が全面に残る。 含層より出土。

88 S R 2 〝

（13．1）

（5．1）

3．2

3 90．0

砂岩
（砂質片岩）

太型蛤刃石斧の刃部及び側辺部欠損晶である。
欠損が著 しいが、残存面は・よく研磨されてい
る。
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挿図番号 遺構番号 器　種

最大長

計測値　最大幅
（cm，g）最大厚

重　量

材　質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

89 SRl 石斧

（15．0）

（7．1）

3．0

520．0

緑色片岩

太型蛤刃石斧の刃部欠落晶である。
自然画と剥離面とからなる。

調整が荒く、未製品と考えられる。

90 SR2 〃

（13．9）

6．4

4．6

580．0

〃

太型蛤刃石斧の下半部欠損晶である。

全面研磨されている。

91 〃 〃

（10．6）

6．2

3．0

327．0

蛇紋岩

太型蛤刃石斧の基部欠損晶である。
丁寧な研磨によって鋭利な刃部を作り出して

いる。

92 S‘Rl 〃

（7．2）

6．6

4．4

240．0

緑色片岩

太型蛤刃石斧の基部破片である。
表面は研磨されている。

93 SRIW 〃

（11．6）

5．7

4．2

456．0

凝灰岩

太型蛤刃石斧の基部破片である。損傷が著し

いが、精緻に磨かれた表面が残存する。

94 SRl 〃

（9．4）

6．0

（2．．6）

260．0

砂岩
（砂質片岩）

太型蛤刃石斧の刃部破片で、残存面には研磨
痕が残る。欠損後、叩石に転用されたものか、

表面中央部に敲打痕が浅く円形に残る。

95 〃 〃

（4．8）

（4．7）

1．5

64．4

粘板岩

扁平片刃石斧の刃部欠損晶である。刃部に最

大幅を持つものと考えられる。よく使い込ま

れており、損傷も激しいが、残存部の研磨は
精緻である。断面は丸味を帯びた六角形状を

呈す。

96 〃 〃

8．4

6．0

（1．2）

70．0

蛇紋岩

刃部に最大幅を有する扁平片刃石斧の裏面剥
離品である。

残存面には研磨痕が残る。

97 〃 〝

7．8

緑色片岩

自然石を利用した局部磨製石斧である。 SR l上面包

2．9

1．0

39．0

下端に両刃の刃部を作り出している。 含層より出土。

98 SR2 〃

（9．8）

5．7

1．7

112．5

千枚岩

自然画と剥離面とからなる。打製石斧の基部
欠損晶と考えられる。刃部先端に敵打痕を残

す。

99 SRl 叩石

11．8

6．1

3．1

300．0

‘砂岩

河原石を利用した叩石の欠損品である。
表裏両面及び短側線部に敲打痕を残す。

100 〃 〃

11．0

7．5

3．0・

405．0

〃

長円形の河原石をそのまま利用した叩石であ

る。全周縁部に潰痕を残すが、特に上端部は
丸味を失う程である。裏面中央部にも浅い敲

打痕を残す。

101 SRIW 〃

13．4

6．9

2．7

425．0

緑色片岩

自然石をそのまま利用したもので、裏面下方
及び周縁部に敲打痕を残す。

102 SRl 〃

（9．0）

6．2

2．2

162．0

砂岩

叩石の欠損晶である。表面中央部に敲打痕が

残る。

103 〃 石錘

7．7

5．3

1．7

130．0

緑色片岩

自然石の両端側緑部を意識的に挟っており、
石錘として使用された可能性がある。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最 大長
計測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

104 S R l 叩石

9 ．5

9 ．3

3 ．4

4 40 ．0

砂岩

丸 い河 原石 をその ま ま利 用 した叩石 で、表 裏

両 面 中央部 に潰痕 を残す 。 また、周 縁部 に も
敲 打痕 が確認 で きる。

10 5 S R IW 〃

6 ．9

6 ．5

2 ．3

14 6 ．0

〝

小 型の 丸い河 原石 をそ のま ま利 用 した叩石 で
ある。表 裏両 面中央 部 に敵打痕 を残 す。特 に
表 面の潰 痕 は著 し く凹状 をな してい るふ．

106 S R l 〃

10 ．5

9 ．1

4 ．6

73 7 ．0

緑色 片岩

自然石 をその ま ま利 用 してい る。 よ く使 い込

まれて お り、表 裏両 面 中央 部 に凹状 の潰痕 が
有 る。各 周縁部 に も敲打痕 が顕著 で あ る。

107 〃 〃

10 ．0

10 ．9

3 ．7

582 ．0

砂 岩

河原 石 をその ま ま利用 した叩石 であ る。周縁
部 の敵打痕 が著 しい。 表裏 両面 中央部 に も、
浅 い潰痕 を残す 。

108 S R IW 〃

8 ．6

8 ．2

2 ．7

256 ．7

〃

丸 い河原石 を その まま利用 した もので、 表裏
両面及 び周 縁部 に敵打 痕 を有 す。

109 S R l 〃

9 ．3

9 ．1

2 ．0

250 ．0

〃

河原石 をその まま利用 した 扁平叩石 で あ る。

表裏両 面 中央部 と周縁 部 に敲 打痕 を残 す。

110 〃 〃

1 1．3

10 ．1

3 ．8

610 ．0

〃

河原石 をその まま利用 した もので、 表面 中央
部 に浅い敲 打痕 を残 す。

111 〃 〃

10 ．9

（8 ．6）

4 ．0

535 ．0

〃

河原石 を利 用 した叩石 であ る。表裏 両面 中央
部 と周縁部 に浅 い敵打痕 を残 す。

側辺部 を欠損 してい る。

112 S R 2 〃

8 ．4

〃

河原石 をその まま利用 した 叩石で あ る。表 裏 S R 2 上面包

7 ．0

2 ．5

211 ．5 ．

両面及 び周縁 部 に浅い敲 打痕 が残 る。 含層 よ り出土 。

1 13 〃 〝

9 ．7

9 ．6

4 ．5

620 ．0

〝

丸 い河 原石 をその ま ま利 用 した叩石 で ある。
表 裏両 面中央 部及 び周縁 部の一 部 に敲打痕 が

残 る。 この部類 の ものの うちでは、比 較的 厚

い方で あ る。

114 〃 〃

9 ．1

〃

自然石 をその ま ま利 用 した叩石 であ る。 S R 2 上 面包

8 ．4

2 ．1

24 2 ．5

表裏 両面 中央部 及 び周縁部 に敲打 痕が 残 る。

表面 は磨 かれ てい る。

含 層 よ り出土。

115 S R l 〃

6 ．8

7 ．5

1 ．7

8 6 ．0

〃

自然 画 と剥離面 とか らな る。周縁 部 に浅い敲
打痕 を有 す。

116 〃 〃

7 ．1

9 ．0

1 ．5

105 ．0

〃

〝

1 17 〃 〃

7 ．3

5 ．6

1 ．1

55 ．0

〃

〃

1 18 〃 〃

8 ．3

5 ．5

1 ．8

78 ．0

〃

自然 画 と剥離面 とか らな る小型 の叩石 で、長
側辺 部 に敵打痕 を残 す。形 状的 に石錘 であ る

可能 性 もあ る。
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

最 大長
計測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最 大厚

‘重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

119 S R l 叩石

8 ．3

6 ．5

1 ．4

69 ．0 ‾

砂岩

自然 画 と剥 離面 とか らな る。 周縁部 に浅 い敲
打痕 が残 る。

120 〃 〃

10 ．2

5 ．3

1 ．3

80 ．0

〃

〃

121 〃 〃

10 ．9

7 ．2

2 ．3

215 ．0

〃

自然 画 と剥離面 とか らな る扁平叩 石で あ る。
表面 中央部 と周 縁部 に浅 い敲打痕 が残 る。

122 〃 〃

9 ．3

5 ．9

1．9

120 ．0

〃

自然 画 と剥離面 とか らな る。

周縁 部 に浅 い敲 打痕 を残す 。

123 S R 2 〃

8 ．2

5 ．3

1 ．1

57・．5

〝

124 〃 砥石

23 ．0

流紋 岩

大型 の砥石 で、3面 を使用 して い るb その うち
」」

S R 2 上 面包

7 ．9

13 ．2

2500 ．0

表裏両 面 は よく使 い込 まれ てい る。表面 上端

部 には、細 い溝状 の使用 痕 も残 ってい る。

含 層 よ り出土。

125 〃 〃

7 ．7

2 ．8

2 ．1

62 ．0

〃

4面 とも使 用 されてい る。

表裏 両面 は特 に使 い込 みが激 し く、 凹状 を な

してい る。

〃

126 S R l 石包 丁

（5 ．2）

4 ．4

0 ．6

18 ．1

砂質 片岩

外湾 刃形磨 製石包 丁 の破 片 であ る。刃部 は片

刃 で半月型 に張 り出す もの と考 え られ る。背
部 も若干外 湾気 味で、 円孔 は両面 か ら穿た れ

て いる。双 孔 を有す る もの と思 われ る。

127 S R 2 〃

（5 ．3）

4 ．7

8 ．0

2 7 ．5

千 枚岩

双孔 を持 つ直刃 型磨製 石包 丁の 中央部 破片 で

ある。 円孔 は両 面か ら穿 たれて い る。
よ く使 い込 まれてお り、刃 部断 面 は丸 くなっ

て い る。

128 〝 〃

（5 ．0）

8 ．8

0 ．7

37 ．5

〃

双 孔 を持 つ直 刃型磨 製石包 丁で あ る。 両孔 は
両 面か ら穿た れて お り、 周囲 に穿孔 の際 の敲
打痕 を残 す。 刃部 は断面 は両刃 的で あ るが 、

研磨 が明 瞭 なの は表 側の みで ある。背 部 まで
研磨 されて いるが、右 端 を欠損 して いる。

129 〃 〃

9 ．5

3 ．6

1 ．2

55 ．0

〃

磨 製石包 丁 の未製品 か。

両 刃型 の刃部 が研磨 に よって作 り出 され てお
り、右端 部 に扶 りが確 認 で きる。

13 0 〃 〃

（9 ．6）

5 ．2

0 ．9

4 7 ．5

粘 板岩
（貢岩 ）

右 半 を欠損 してい るが、形 状的 に は両 端 に挟

りを有 す る打製 石包 丁 と考 えられ る。
中央 部近 くに孔 を穿 と う とした 跡 が明 瞭 に
残 って お り、双 孔 を持つ直 刃塾 石包丁 製作 時

に欠損 した ものか。

13 1 S R 2 〃

4 ．7

8 ．6

1 ．2

58 ．0

千枚岩

両 端 に扶 りを有 す る打製石 包丁 であ る。
自然画 を刃部 の片側 として利用 して い る。

刃 部 は直 刃型 であ り、背部 は若 干外湾 す る。

132 S R l 石錐

2 ．7

1 ．7

0 ．5

1 ．6

サヌ カイ ト

凹基式打 製石 鋲で あ る。両 面押 圧剥離 によっ

．て調整 して お り、 断面菱形 を呈 す。

133 〃 〃

1 ．8

1 ．4

0 ．2

0 ．3

〃

小型 の凹基式 打製 石鉄 であ る。両面 押圧剥 離

に よって調 整 してい る。
薄 く仕 上 げ られ てお り、 扶 りも深 い。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長
計測値　 最大幅
（cm ，g ） 最大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

134 S R l 石錬

3．7

2．5

0．5

4．5

サヌカイ ト

凹基式打製石銀である。基部の凹みはわずか
である。縁辺部は両面からの押圧剥離によっ
て調整されてお り、鋭い先端部を持つ。断面
六角形を呈す。基部の一端を欠損 している。

135 〃 〃

（3．4）

（0．9）

（0．5）

1．7

頁岩

磨製石鉄の茎部から中央部へかけての破片か。
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I

Loc．34A

1．　位置と調査経過

Loc．34Aは、田村遺跡群の北東部に位置し、字名を横手と称し、その南東部に位置する。発

掘前は水田であって、その標高約7．7mであった。

調査は昭和56年度から昭和57年度にかけて実施した。昭和56年度は場周部分（351I迂）と西

側1／3（662戒）を行い、11棟の住居址を含む弥生時代の遺構と中世以降の遺構を確認した。昭

和57年度は残りの部分（1，100Iが）を行い、9棟の住居址を含む弥生時代の遺構と中世の溝に

囲まれた屋敷跡を確認した。昭和56年度は、北の場周部分でのみ中世以降の遺構が検出された

ので、調査は南から順次行っていった。弥生の遺構は、調査区全域で検出され、集落の様相を

呈し、さらに東への広がりをみせていた。ただし調査前に耕作土の剥ぎ取りが行われており、

遺構に少なからず影響を与えた。昭和57年度は、調査区全域において遺構が存在すると考えら

れ、頭初から全面発掘を行った。その結果、大半の部分で弥生と中世の遺構が検出され、弥生

の遺構は中世の遺構の調査終了後、改めて実施した。なお、このような状況を呈していたた

め、弥生の遺構の残存状況は全般に良くなかった。

調査期間は昭和56年11月19日から昭和57年2月8日までの82日間と、昭和57年4月19日から

9月14日までの149日間、合計231日間で最終的な調査面積は2，131Ⅱfであった。

2．　調査概要

Loc．34Aでは調査によって弥生時代中期末から後期前半にかけての集落を確認することがで

きた。確認された遺構は、住居址20棟、土拡68基、溝状遺構8条、水溜状遺構1基、性格不明

遺構2基、散在する数十個のピット、そして、9条の自然流路であった。これら遺構は自然流

路（SRl）の西側に展開しており、さらに調査区外へも広がっていると考えられる。集落全

体を調査していないため、住居址がどのような配置となっていたかは不明瞭であるが、調査区

内では、それぞれの住居址が隣接しており、中には3棟が重なっていた所もあった。これら住

居址は、それ自体でも建替えを行っており、多い所では3回の建替えが推定される。また、土

鉱では舟形を呈したものが多く住居址に隣接した地点に目立って存在する。ピットは散在して

おり、建物址を復元するに至らなかった。

出土遺物は非常に多く、総数約94，000点を数える。この内、土器が約75％を占めていて、残

りの約25％が石器である。なお、3点の鉄製品が出土している。これら出土遺物は、その60％

が自然流路からの出土であり、前期から後期にかけてまでの遺物が混在した状態で出土した。

また、調査区は部分的に堆積状況が異なり、南西部から中央部の一部にかけては第Ⅲ・Ⅳ層

の堆積が認められ、遺構の残存状況も良好であった。しかし、他の部分では、遺構の埋土の主

体となる黒褐色粘質土の堆積が全く認められず、かなりの削平を受けているとみられる。
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第40図　調査区設定図
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第41図　調査区セクション

ー83－

可
部
e
寸
【⊃
∽

＋「

靴可哩
台牒呟対
せ】台遼
寧ぜ】せ】痛

錮　聖
哩哩哩哩
芦芦芦と∃
貼貼満目蛙

笥哩　哺
誹措笠警
告蒜富等新

種！脛ぜ＝朕）
添t罫雌蝶l当

町哩哩哩哩
H H［∃2日＞
輔＝味知駐朝日帳

∈

雷
°

ト、

11

」
l⊃



3．層序と出土遺物

Loc．34において認められた基本層序は以下の通りである。

欝I層　耕作土

第Ⅱ層　明茶褐色粘質土層

第Ⅲ層　黒褐色粘質土層

第Ⅳ層　黒色粘質土層

第Ⅴ層　黄褐色粘質土層

弥生の遺構が検出されたのは第Ⅴ層上面であった。なお、中世の遺構は第Ⅲ層及び第Ⅴ層上面

において検出されている。この内、第I・Ⅱ層が中世の遺物包含層であり、第Ⅲ・Ⅳ層が弥生

の遺物包含層である。

第I層は現代の耕作土であり、一部に床土を検出した。南部から東部にかけては、この層を

掘り下げた段階で遺構を検出した。

第Ⅱ層は中世以降の堆積層とみられ、調査区南西部から北部にかけての一帯で認められた。

下層に第Ⅲ層の堆積が認められない部分では、この層を掘り下げた段階で遺構を検出した。

第Ⅲ層は腐植土層で、南西部から中央部の一部にかけて認められた。下層に第Ⅳ層の堆積が

認められない部分ではこの層を掘り下げた段階で遺構を検出した。出土遺物は約300点ほどあ

り、図示できたのは32点であった。この内19点が土器である。これらの遺物は特にSTlO・14

・15が検出された地点の上層部周辺で多く出土した。このことは、遺構が第Ⅲ層のあるレベル

から掘り込まれたことを示していると考えられる。

算Ⅳ層も腐植土層で第Ⅲ層の堆積が認められた南西部の一部でのみ確認された。そして西南

端ではこの層の堆積は認められなかった。遺構はこの層を掘り下げた段階で検出した。出土遺

物は第Ⅲ層に比べ少なく15点だけが図示できた。この内の7点が土器である。

以上、調査区の層序からして当時の地形は南西部がもっとも低く、周辺部に行くに従って徐

々に標高を増していたとみられる。住居址の床面の標高差をみると、STlOとSTlとでは約

18cmの比高差がある。そして標高の高かった、北西部から東部、南部にかけては遺構の主な埋

土であった黒褐色粘質土（第Ⅲ層）の堆積すら削平されて残存していなかった。

なお、基本層序以外にもいくつかの堆積層が認められたが、それらは後世の撹乱や人為的堆

積によるものであり、調査区の一部でのみ認められた。

し4．　遺構と遺物

竪穴住居址

STI

STlは、調査区北端に位置し、第Ⅴ層を掘り込みSK6及びSK7を切った形で検出し
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た。検出面が中世の遺構と同一面であったため、多数のピットに掘り込まれた形となってい

た。また、中世以降の段階での削平を受けており、南側の壁などはほとんど残存していなかっ

た。さらに、西側ではSR9に壊されていた。

平面形は東西がやや長い楕円形を呈し、長径5．55m、短径4．84mを測る。長軸方向はN－830

－Wである。壁高は先述の如く、南側の壁はほとんど残存せず、遺存状況の良い所でも0．14m

前後しか残存していなかった。床面の標高は7．390～7．473mを測る。壁はやや起伏する床面か

らやや急な傾斜をもって上がっている。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。ただし、中央ピ

ットの下層には炭化物が堆積し、黒色化していた。

付属施設としては53個のピットと短い壁溝を南東壁下で検出した。この内、Plは中央ピッ

トで平面形は、不整楕円形を呈し、長径1．05m、短径0．80m、深さ0．33mを測る。先述の如

く、下層で炭化物の堆積が確認されている。他のピットの内の大多数は柱穴とみられるもので

あり、これほど多数検出されたことは、建替えが行われたと考えなければならない。ともか

く、このプランでの主柱穴はP2からP9までの8個が考えられる。柱間距離はP2～3問

1．75m、P3～4問1．85m、P4～5問1．45m、P5～6問1．35m、P6～7問2．15m、P7

～8間1．50m、P8～9間1．55m、P9～2間1．30mであり、不整八角形を呈す。壁溝は南東

壁に沿った形で検出され、長さ1．35m、幅0．25～0．30m、深さ0．20mを測る。これ以外の場所

では壁溝が確認されず、また、他の付属施設も検出されなかった。

遺物はほとんどが破片で、埋土中から出土

した。ピットから出土したものは以下の土器

片3点のみであった。P16から48、P8から

49、P17から50がそれぞれ出土している。

先述のように多数のピットが検出されてお

り、建替えが考えられるが、プランの重複関

係は認められなかった。このことからして、

竪穴の拡張が考えられ、PlOからP15が最初

の竪穴の主柱穴ではなかったかと考えられ

る。その際、中央ピット（Pl）は同じもの

第8表　STlピット計測表

を使用したと考えられる。柱間距離はPlO～11問1．30m、Pll～12問1．50m、P12～13問1．05

m、P13～14問1．80m、P14～15間1．30m、P15～10問1．40mをそれぞれ測り、これら主柱穴

の平面形は不整六角形を呈す。

ST2

ST2は、調査区北端、STlの東隣りに位置し、第Ⅴ層を掘り込み、SKlO・11を切っ

た形で検出した。検出面はSTl同様、中世の遺構と同一面であったため、多数のピット及
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び溝に掘り込まれた形となっていた。また、STlほどではなかったが、削平の影響を受けて

いた。

平面形は南北がやや長い楕円形を呈し、長径6．68m、短径6．28mを測る。長軸方向はN－270

－Eである。壁高は約20cmで、STlに比べれば遺存状況は良好である。床面の標高は7．255

～7．405mを測る。壁はやや南側に傾斜する床面から、比較的急角度で上がっている。埋土は

黒褐色粘質土単一層であった。

付属施設としては大小39個のピットと壁溝を確認した。まず、この内、主柱穴とみられるも

のはP2からP5の4個である。P2からP5の規模はそれぞれ35×30cm、25×20cm、35×30

cm、40×25cm、深さ51cm、10cm、22cm、44cmを測る。この内P3だけが、深さが浅いため主柱

穴であったか疑問が残るが、他の3個のピットとの関連からして、P3が主柱穴の可能性が強

い。これら主柱穴の柱間距離はP2～3問2．45m、P3～4間2．47m、P4～5間2．50m、P

5～2問2．30mである。P2～5問がやや狭くなっている。中央ピット（Pl）は円形に近い

楕円形を呈し、長径0．90m、短径0．85m、深さ0．63mを測る。埋土中からは炭化物の検出はみ

られなかった。壁溝は、南東壁の部分以外に設けられており、壁の下を巡った形となり、幅は

0．2～0．5m、深さ約0．2mを測る。その他に付属遺構とみられるものは確認できなかった。

遺物は約250点ほど出土しているがほとんどが破片で、埋土中より出土したものが主であっ

た。実測できたものは17点で、付属遺構から出土したものとしては、59がP6から、994が壁

溝より出土している。

多数のピットが検出されたことからして、建替えが想定されるが、検出されたピットからは

それを確認することはできなかった。また、重複関係は認められなかった。

ST5

ST3は、調査区北西部に位置し、欝Ⅴ層を掘り込んだ形で検出した。遺構は、ST4に切

られ、SK22を切っている。検出面が中世の遺構の検出面と同一であるが、中世の溝に囲まれ

た屋敷跡の外であったため、中世の遺構に壊されていなかった。しかし、現代の水田の境に位

置していたため、水路が住居址の中央部を縦断していた。

平面形は直径約5．80mを測る円形で、壁高は0．32m前後と比較的遺存状況が良好であり、床

面の標高は7．361～7．442mを測る。壁はほぼ平らな床面から急角度で上がっている。埋土は黒

褐色粘質土単一層であった。

付属施設としては15個のピットと二重に回わる壁溝を確認した。まず、この内P2～5は主
I

柱穴とみられるもので、P2～5の規模はそれぞれ直径30cm、22cm、23cm、25cm、深さ14cmr

13cm、18cm、34cmを測り、柱間距離はP2～3間2．95m、P3～4問1．70m、P4～5間2．95

m、P5～2間1．82mである。この中で、P2～3はST4の床面から検出されたため、実際

の深さよりやや浅くなっているとみられる。Plは中央ピットで、円形に近い楕円形を呈し、
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長径70cm、短径60cm、深さ32cmを測る。埋土中からは炭化物は検出されなかった。壁溝は壁直

下を巡っているものと、その内側を間隔をとって巡っているものとがある。前者は幅0．18～

0・45m、深さ0．06～0．10m、後者は幅0．10～0．20m、深さ0．10m前後を測る。この他にやや大

きな土拡状を呈するPll～13を中央ピット（P2）の南側で確認した。これらピットの規模は、

Pllが不整楕円形を呈し、長径1．10m、短径0．82m、深さ0．12m、P12が楕円形を呈し、長径

0・83m、短径0．60m、深さ0．36m、P13が舟形を呈し、長径1．40m、短径0．63m、深さ0．15m

をそれぞれ測る。出土遺物も小破片ばかりで、性格は不明である。これら以外には付属施設を

確認することはできなかった。

遺物は、遺構がST4に切られているため、非常に少なく、図示できたものは10点たらずで

あり、土器では底部しかなく時期決定の決め手とはならなかった。また、これらはすべて埋土

中より出土した。

遺構は、先述の如く、ST4によって切られており、ST4がST3より一段深く掘り込み

床面を造っている。これからすると、ST3がより古い住居址であることは判明するが、ST

3の出土遺物からの時期決定が難しいことから、時期的隔たりは明確でない。ただ、両住居址

を検出した段階では、平面プランでの識別が非常に困難であったことから考えるなら、時期的

隔たりは左程ないと考えられる。また、壁溝を二重に検出したことは、同一プランでの建替え

の可能性もあるが、それに伴う主柱穴は確認できなかった。

ST4

ST4は、調査区北西部に位置し、第Ⅴ層を掘り込んだ形で検出した。遺構はST3、SK

25・28を切って竪穴掘削が行われている。検出状況はST3と重なっている関係上、全く同じ

で中世の遺構によっては壊されていないかわりに、現代の水路によって切られている。

平面形はほぼ円形で、直径約5．50mを測る。壁高はST3より一段探いため遺存状況は良好

で、約37cmを測り、床面の標高は7．211～7．442mである。壁はほぼ平らな床面から急角度で上

がっている。埋土はほとんど暗褐色粘質土であるが、床面直上で一部淡黄褐色粘質土を含んで

いる。

付属施設として、大小22個のピットと一部二重に巡ぐる壁溝を確認した。この内、主柱穴と

みられるのはP7～10の柱穴で、4本柱で棟を支えていたと考えられる。この4個の柱穴の規

模は、P7が長径48cm、短径45cm、深さ38cm、P8が直径18cm、深さ7cm、P9が直径30。m、深

さ32cm、PlOが直径45cm、深さ31cmである。柱間距離は、P7～8問2．18m、P8～9問1．80

m、P9～10問2・10m、PlO～7問2．00mを測る。この内P8だけが規模、深さとも他の主柱

穴に比べて小さいが、他の3個との位置関係からして、主柱穴ではないかと考えた。P6が

ST4の中央ピットで、平面形は不整楕円形を呈し、長径0．97m、短径0．63m、深さ0．33mを

測る。壁溝は、壁直下を南側以外で巡っているものと、北東側でその内側を長さ2．50m、幅
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0・10～0・25m、深さ5cm前後で巡るものとがある。前者は幅0．4～0．5m、深さ約0．1m前後を

測る。これ以外には付属施設を確認することはできなかった。

遺物は他の住居址に比べ非常に多く、その数量は100点を数えるが、ほとんどが埋土中から

の出土であった。この内、復元できたものは50点以上あった。中央ピット（P6）からは82、

88などが出土している。

住居址は、先述の如くST3と重複関係にあり、また、北東側に短い壁溝が残存しているこ

とや、多くのピットが存在することから、建替えの可能性もあるが、それに伴う柱穴は確認す

るに至らなかった。

ST5

ST5は、調査区北部に位置し、第Ⅴ層を掘り込んだ形で検出した。遺構はSTl同様に

SR9に切られていて、東側の壁は全く残っていなかった。さらに、中世の遺構と検出面が同

一であったため、多数のピットや土鉱に掘り込まれていたし、削平の影響もかなり受けてい

て、南側の壁はほとんど残存していなかった。

平面形は、南北がやや長い楕円形を呈し、長径6．84m、短径6．00mを測る。長軸方向はN－

100－Eである。壁高は、先述のような状況を呈していて、遺存状況の良い所でも約0．15mし

かなかった。壁はほぼ平坦な床面から、急な傾斜をもって上がっている。床面の標高は、7．383

～7．519mを測る。埋土は、基本的には暗褐色粘質土単一層であるが、SR9の影響のためか、

北側で暗褐色粘質土層の下に砂の堆積が認められた。このことはSR9の氾濫によって、住居

址の北側が埋ったことを示していると考えられる。

付属施設として大小61個のピットが確認さ

れている。この内、P2～5が棟支えの主柱

穴ではないかとみられるものであるが、東側

が残存していないため、確定的ではない。こ

れらピットの規模は、P2が長径25cm、短径

20cm、深さ28cm、P3が長径30cm、短径28cm、深さ57cm、P4が直径35cm、深さ40cm、P5が

長径35cm、短径30cm、深さ17cmである。柱間距離はP2～3問2．15m、P3～4問2．00m、P

4～5問3．45mを測る。P4～5問3．45mを測る。P4～5間がやや長いもので、中間に棟支

えの柱穴が存在するかもしれないが明確ではない。一応、現段階では、SR9に2個の主柱穴

が壊されたと考え、実際には6個の主柱穴で棟を支えていたのではないかと考えられる。Pl

は位置関係から中央ピットとみられるものであるが、規模が他の住居址のそれに比べて小さ

く、長径0．53m、短径0．40m、深さ0．26mである。平面形は楕円形を呈す。この中央ピットよ

り規模の大きい土拡状のピット（P6～8）を南側で確認した。規模はP6が長径0．89m、短径

0．48m、深さ0．34m、P7が長径0．86m、短径0．45m、深さ0．23m、P8が直径0．91m、深さ
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0．08mである。出土遺物が少なく、性格は不明である。その他、住居址に付属するとみられる

施設は確認されなかった。

出土遺物は、全般に少なく、図示できたものは少ない。106、1143がP6から出土している

以外はすべて埋土中からの出土である。

住居址における重複関係は認められなかったが、多数の柱穴が掘り込まれていることから、

建替え等が考えられる。その場合、P9～13が棟支えの主柱穴であるとみられる。ただし、先

の主柱穴とは平面的に重さなっており、STlのように竪穴を拡張して建替えを行ったかどう

かは明確ではなく、かつ、どちらの主柱穴が古いのかも不明確である。ただ、先の主柱穴の一

群がこの主柱穴の一群より、平面的にやや広く配置されているので、一応P9～13が古い段階

ゐ主柱穴であるといえよう。柱穴の規模は計測表の通りであり、深さがどれも30cm以上とかな

りしっかりしたものである。柱間距離はP9～10間2．20m、PlO～11問2．15m、Pll～12問

1．85m、P12～13間2．00m、P13～9間2．40mをそれぞれ測る。これ以外にも多数のピットが

残るが、建替えに関連するとみられる柱穴は確認できなかった。

ST6

ST6は、調査区中央部やや北よりに位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階で検出し、第Ⅴ層を

掘削して竪穴を造っていた。中世の遺構は第Ⅲ層上面が遺構検出面となっていて、住居址の床

面まで掘り込んでいる遺構はあまりなかった。また、住居址の東壁の一部はSR9に接っして

おり、壁が壊されている部分もあった。

平面形は、直径約5．5mを測る円形で、壁高は約0．17mと遺存状況はあまり良くない。床面

の標高は7．259～7．334mを測る。壁はほぼ平坦な床面から急角度で上がっている。埋土はほと

んど暗褐色粘質土単一層であるが、床面直上に黄色砂性粘質土が一部含まれていた。

付属施設としては大小36個のピットと壁直

下を巡ぐる壁溝を確認した。この内、P2～

5が主柱穴ではないかとみられるもので、P

2が長径25cm、短径23cm、深さ34cm、P3が

長径35cm、短径30cm、深さ22cm、P4が長径

35cm、短径25cm、深さ10cm、P5が長径30cm、

短径28cm、深さ38cmをそれぞれ測る。この内、

第10表　ST6ピット計測表

P4だけが深さが浅く、主柱穴としては不適当

とみられるが、他の3個の柱穴との位置関係から、P4以外には考えられなかった。これら柱

穴の柱間距離はP2～3問1．90m、P3～4間2．40m、P4～5問1．90m、P5～2問2．00m

である。この内、P3～4問が広くなっており、その開く方向には丁度壁溝が造られていなく

出入口等を設けていたのではないかと考えられる。これに似た状況をST2も呈している。P

lは中央ピットで長径1．15m、短径0．95m、深さ0．41mを測る。炭化物が南側に幅約1．0m、
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厚さ2cmで堆積していた。壁溝は南東部分を除いて、壁直下を巡っており、部分的に深くなっ

た所や、ピットに掘り込まれている箇所がある。幅0．15～0．50m、深さ0．15～0．36mを測る。

特に付属施設であるとはみられないがP6とP7はそれぞれ斜めに掘り込まれ、貫通してい

た。これら以外に付属施設は確認することができなかった。

遺物は、比較的多く出土しており、図示できたものは59点であった。この内、P3から完形

の蛮（126）、が、Plから125が、壁溝から壷の胴部破片（120）が出土している。他はすべて

埋土中からの出土である。

住居址における重複関係は認められなかったが、多数のピットが掘り込まれていることから

建替えの可能性がある。その際、主柱穴とみられるものはその位置関係からP8～13が該当す

る。しかし、計測表の通り、主柱穴の深さとして適当なものはPlO・11であり、他はすべて10

cm内外である。そして、PlO・11は隣接しており、主柱穴とするのは無理があり、検出された

柱穴からでは建替えは行われていないと考えざるを得なかった。

ST7

ST7は、調査区北西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削して竪穴を造っている。検出面は中世の遺構と同一面であったため、多数の遺構、特に北側

は大きな土鉱に壊されていた。また、ST8に切られており、約1／2強しか残存していなく、

さらに、削平の影響をもいく分受けていた。

平面形は直径約5．40mを測る円形で、壁高は約0．31mと比較的遺存状況は良好であった。床

面の標高は7．280～7．295mを測る。壁はほぼ平坦な床面から急角度で上がっている。埋土は主

に黄暗褐色粘質土であるが、下層に暗褐黄色砂性粘質土を検出した。この住居址は火災家屋

で、床面約5cm上に炭化物が一面に堆積していた。また、柱がそのまま炭化した状態で出土し

た所もあった。

付属施設としては大小28個のピットと壁溝を確認した。この内、主柱穴とみられるものはP

2～6で、規模はP2が長径40cm、短径35cm、深さ36cm、P3が長径20cm、短径18cm、深さ25

cm、P4が直径27cm、深さ43cm、P5が長径70cm、短径45cm、深さ50cm、P6が長径35cm、短

径28cm、深さ46cmである。柱間距離はP2～3問2．35m、P3～4問2．38m、P4～5問1．60

m、P5～6問1．30m、P6～2問1．75mで、平面形は不整五角形をなしている。柱穴の大き

さはまちまちであるが、深さがすべて25cm以上あり、十分主柱穴の役割を果たしていたと考え

られる。この5個の柱穴以外で深さが20cm以上あるものは確認されなかった。Plは中央ピッ

トで、丁度ST8の壁溝に切られていた。平面形は不整形を呈し、長径0．60m、短径0．55m、

深さ0．27mを測る。中央ピット内にはいくつかの小ピットが掘り込まれていた。壁溝には、東

端で三日月状を呈するものと、南端でST8の壁溝に切られ長さ0．65mしか残存していなかっ

たものとがある。前者は他の住居址では例を見ないもので、幅0．15～0．90m、深さ0．60～0．19
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mを測る。丁度、中央部に向って順次深くなっている。このような形態を呈するものが果し

て、壁溝としての役目を果たすのか問題である。遺物は土器片が20点出土しただけで、遺物か

らはその性格を解明することはできなかった。後者は一般の住居址でもみられるもので、幅

0．10～0．24m、深さ約0．12mを測る。この他に土拡状のピット（P7）を確認した。平面形は

不整形を呈し、長径0．83m、短径0．63mを測る。大きさの割には浅く、3cmしかなかった。こ

こからは壷の破片（149）が出土している。これら以外に付属施設とみられるものは確認でき

なかった。

遺物は、ST8に切られているためか、ほとんどなく、図示できたのは8点のみであった。

付属遺構より出土したものは先述のものだけであった。これら出土遺物の内、153の高杯の脚

とほぼ同じ形態を示すものが、ST8からも出土しており、ST8とは時期的には左程離れて

いないと考えられる。

住居址は先述の如く、ST8と重複関係にある。また、建替えは、主柱穴となり得るピット

が先の5個以外にないことから、行われなかったと考えられる。

ST8

ST8は、調査区北西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で、ST7を切った状態で検出

した。遺構は欝Ⅴ層を掘削して竪穴を造っている。検出面はST7同様中世の遺構と同一面で

あったが、ST7ほど中世の遺構には壊されていなかった。しかし、ST7以上に削平の影響

を受けており、北側では、壁はほとんど残存していなかった。

平面形は直径約6．50mを測る円形で、壁高は遺存状態の良い所で0．28mを測る。床面の標高

は7．280～7．331mである。壁はほぼ平坦な床面から急角度で上がっている。埋土は主に淡黄暗

褐色粘質土で、下層で暗褐黄色砂性粘質土の堆積が認められた。この暗褐黄色砂性粘質土は主

に南側で確認され厚さ2～3cmで堆積しており、かなり締っていた。これを取り除いた段階で

いくつかのピットが検出されたが、主柱穴となるようなものは検出されなかった。

付属施設としては大小38個のピットと壁直下に沿って部分的に巡ぐる壁溝を確認した。この

内、主柱穴とみられるものはP6・9～12である。P6はST7の主柱穴でもあるが、位置関

係から、再利用されたと考えられる。これら主柱穴の規模はP9が直径35cm、深さ60cm、PlO

が直径40cm、深さ19cm、Pllが直径35cm、深さ36cm、P12が長径45cm、短径30cm、深さ31cmで

ある。柱間距離はP9～6問1．60m、P6～10問2．15m、PlO～11問2．15m、Pll～12問1．65

mを測る。平面形は五角形を呈する。この5本柱で棟を支える建て方がこの規模を有する竪穴

に最適と考えられるが、P9・10・12の規模及び中央ピットに対する位置関係から、この柱穴

を使用した3本柱での建て方も可能であるのではないかと考えられる。ただ、この時代での類

例がなく、かつ、建築学からの分析が十分でないため現時点では明確にできなかった。Plは

中央ピットで、平面形は楕円形、断面措鉢状を呈し、長径0．63m、短径0．60m、深さ0．45mを
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測る。高杯の脚（159）及び土器片20点が出土している。壁溝は部分的に設けられており、幅

0．1～0．2m、深さ4～15cmである。

遺物は全般に少なく、図示できたのは11点であらた。付属遺構から出土したのは先の中央ピ

ットからのものだけであった。また、床面からは河原石を利用した砥石（1098、1099）の2点

が出土している。

住居址は先述の如く、ST7を切ってつくられている。また、住居址における建替えは検出

された柱穴の数からすると可能であるが、主柱穴となり得る深さをもった柱穴が先の柱穴以外

に確認することができなかったこと及び、それらの位置関係からして、建替えは行われなかっ

たと考えられる。

ST9

ST9は、調査区中央東寄り、ST7・8の南約3mの所に位置し、欝Ⅱ層を掘り下げた段

階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削して竪穴を造っていた。検出面は中世の遺構と同一面であ

り、いくつかのピットと土鉱に掘り込まれていた。そのため、南東部はほとんど残っていなか

った。また、削平の影響を受けていて、壁の遺存が良くなかった。

平面形は東西がやや長い楕円形を呈し、長径3．35m、短径3．07mを測る。この規模からする

と、住居と考えるより工房址的役割を果たしていた竪穴ではないかとみられる。壁高は先述の

如く9cm前後と遺存状況が悪かった。床面の標高は7．431～7．490mである。壁はほぼ平坦な床

面から短く立ち上がっている。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。

付属施設としては大小11個のピットと舟形

状の土拡1基及び壁溝を確認した。この内、

主柱穴はPl・2の2個ではないかと考えら

れる。規模はPlが長径35cm、短径30cm、深

さ17cm、P2が直径34cm、深さ28cmである。

第11表　ST9ピット計測表

柱間距離は2．20mを測る。竪穴が小規模であるので2本柱でも棟を支えることができるとみら

れる。これ以外に位置的に見て、P3～7は主柱穴の可能性もあるが、計測表の通り規模が小

さく、主柱穴とは考えられなかった。壁溝は北西壁から北壁直下にかけて巡っており、幅0．80

～0．15m、深さ約5cmを測る。そして、南側に舟形状をなす土拡（SKl）を検出した。長径

1．93m、短径0．30m、深さ0．17mを測る。住居址外ではこれよりも規模は大きいが同形態を呈

する土鉱が検出されている。いずれにしてもこの舟形状の土拡は貯蔵穴的役割を果していたの

ではないかと考えているが、SKlからは遺物が全く出土せず、その性格は不明である。これ

ら以外に付属施設を確認することはできなかった。

遺物は、遺構が小さいこともあって、ほとんど出土せず、図示できたのは4点のみであった。

P4から991が出土している以外は埋土中からの出土で925の大型蛤刃石斧は床面から出土した。
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住居址には重複関係は認められず、検出したピットから建替えに適するものは確認できず、

建替えは行われなかったと考えられる。

STlO

STlOは、調査区西端南寄りに位置し、第Ⅳ層を掘り下げた段階で確認した。遺構はSK48

を切り、第Ⅴ層を掘削して竪穴を造っていた。また、北西部が調査区の西壁にかかっており完

掘はしていない。中世の遺構とは検出面が異なり、かつ、中世の遺構が確認されていない地域

であったため、全くその影響は受けていなかったし、削平等も認められなかった。

平面形は直径3．74mを測る円形と推定される。壁高は0．35mと非常に遺存状況は良好であっ

た。このことは南西部の遺構全体に言えることで、この地域は削平を受けず、土層の堆積状態

が良好であり、かつ、中世等新しい時期の遺構が掘り込まれていなかった。床面の標高は、

7．221～7．275mを測り、ほぼ平坦な床面をなす。壁は、壁溝基底面より急角度で立ち上がって

いる。埋土は明茶褐色粘質土単一層であった。

付属施設としては大小13のピットと壁溝を

確認した。この内、主柱穴ではないかとみら

れるものはPl・2であり、規模は、Plが

直径25cm、深さ31cm、P2が長径33cm、短径

30cm、深さ28cmである。この住居址も、ST

第12表　STlOピット計測表

9同様小規模であり、2本柱でも棟を支えることができたのではないかとみられる。これ以外

にはP2～4が規模的に主柱穴の可能性があるが、すべて近接しており、無理があると考えら

れる。Pl～2の柱間距離は1．70mを測る。壁溝は壁直下を幅0．27～0．70m、深さ2～5cmで

巡っている。住居址の規模の割には大きなものである。そして、東側で土拡状のピット（P8）

を検出した。平面形は不整楕円形を呈し、長径1．10m、短径0．60m、深さ0．14mを測る。出土

遺物が全くなかったため性格は不明である。これら以外に付属施設とみられるものは確認され

なかった。

遺物は住居址の規模の割には多量に出土し、ほとんどが床面に投棄された状態であった。こ

れらの内、図示できたのは61点であり、P4から163が出土した以外は埋土中からの出土であ

った。

住居址には重複関係は認められず、建替えも、ピットの規模や配置から考えて、行われなか

ったと考えられる。

STll

STllは、調査区南西端、STlOの南西約5mの所に位置し、第Ⅴ層を掘り下げた段階で検

出した。遺構は、第Ⅴ層を掘削して竪穴を造っていた。また、SD5と北側で接している。遺
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構の残存状況等はSTlOと全く同じであった。

平面形は、円形に近い楕円形を呈し、長径5．65m、短径5．02mを測る。壁高は0．39mと遺存

状況はかなり良好であった。床面の標高は7．062～7．155mを測る。壁はほぼ平坦な床面から急

角度で立ち上がっている。埋土は、一主に黄茶褐色粘質土で、暗茶褐色粘質土が部分的に含ま

れ、床面直上で黄褐色粘質土を確認した。また、付属遺構の埋土は、淡黄褐色粘質土であった。

付属施設としては大小10個のピットと壁溝を確認した。この内、主柱穴ではないかと考えら

れるものはP2～6であり、規模は、P2が直径35cm、深さ4cm、P3が直径20cm、深さ11

cm、P4が直径18cm、深さ25cm、P5が長径40cm、短径38cm、深さ22cm、P6が長径42cm、短

径37cm、深さ15cmである。P2・3特にP2は、深さが浅すぎ、主柱穴とするには無理がある

とみられるが、位置関係からすると、どうしても主柱穴と考えざるを得なかった。柱間距離は

P2～4間1・68m、P3～4問1．35m、P4～5問2．15m、P5～6間1．55m、P6～2間

2・77mを測る。平面形は不整五角形を呈する。Plは、中央ピットで、長径1．35m、短径1．00

m、深さ0・14～0・36mを測る。北側に楕円形を呈する落ち込みがある。炭化物が中央部から南

側にかけて検出され、管玉（1194）が中央ピットを検出した時点で、鉢（210）の破片が埋土

中よりそれぞれ出土した。壁溝は壁直下を部分的に巡っており、幅0．1～0．2m、深さ2～7。m

を測る。これら以外に、付属施設とみられるものは確認されなかった。

遺物は約200点ほど出土した。他の住居址に比べ、磨石及び小円礫の出土が多かった。これ

らの内、図示できたものは29点であり、付属遺構からの出土は先のものだけであった。床面か

らは中央ピットより出土した鉢の破片と同一個体のものが、まとまって出土している。また、

この鉢と同一個体の破片がST13の中央ピットからも出土している。この住居址では重複関係

はなく、建替えも、検出したピットの規模や位置関係から見て行われていないと考えられる。

ST12

ST12は、調査区南西端、STllの南約1．2mの所に位置し、第Ⅳ層を掘り下げた段階で検

出した。遺構は第Ⅴ層を掘削して、竪穴を造っていた。なお、土地その他の関係で、西半分に

ついては完掘がなされていない。遺構の残存状況等はSTlO等と似ていたが、遺構中央部に近

代の土鉱が掘り込まれたり、部分的に撹乱を受けたりしていた。

平面形は直径約6．2mを測る円形とみられる。

った。床面の標高は7．322～7．370mとほぼ平

坦な床面をなす。壁は壁溝基底面より急角度

で上がっている。埋土は主に黒褐色粘質土で

あり、部分的に青黒色粘質土、黄褐色粘質土

を含んでいた。また床面、P4～7付近で炭

化物を検出した。

壁高は約0．12mと遺存状況はあまり良くなか

第13表　ST12ピット計測表



付属遺構としては大小19個のピットと壁溝を確認した。この内、主柱穴ではないかとみられ

るものはPl～8である。これらはそれぞれ近接しており、すべて同一時期とは考えられな

い。特に、P7に関しては他のピットと検出面が異なる。すなわち、上面において、堅く締め

られた暗褐色砂性粘質土を検出し、それを取り除いた時点でP7を確認したのである。これ

らより、最も新しい主柱穴はP2・5ではないかと考えられる。場合によればP8もこれらに

伴うかもしれない。P2の南側で焼土と炭化物を検出した。柱間距離は1．95mを測る。壁溝は

北部を除いて、壁直下あるいは壁直下近くから、幅0．2～0．4m、深さ2～4cmで巡っている。

また、土拡状の浅いピットをいくつか検出したが、出土遺物等は全く検出されず、性格は不

明である。これら以外に付属施設とみられる遺構は確認されなかった。

遺物は、全般に少なく、図示できたものは11点であった。この内、管玉（1195）はP7直上

より、石包丁（1115）はP5から出土している。それ以外はすべて埋土中より出土している。

この住居址では、重複関係は認められなかったが、先にも触れたように主柱穴となり得るピ

ットが8個もあり、当然建替えが行われたと考えられる。まず、P7を主柱穴とした場合のそ

れに伴う主柱穴は位置関係からしてPl・3ではないかと考えられる。柱間距離はPl～3間

1．85m、P3～7問1．70mを測る。これ以如こ、P4・6が残り、先のピットと重複するが、

P4を主柱穴とした場合、位置関係から、Pl・2・8が、P6を主柱穴とした場合もPl・

2・8がそれぞれ伴うとみられる。同じピットが多い場合は3度使用しなければならなくな

り、疑問が残る。実際住居址の西半分が不明であるため、確実なことは言えないが、少なくと

も2度の建替えは行われたと考えられる。

ST13

ST13は、調査区南西部、STlO～12の東側に位置し、第Ⅳ層を掘り下げた段階で検出し

た。遺構は欝Ⅴ層を掘削して竪穴を造っていた。また、SK53に切られ、SK50～52を切って

いる。遺存状況はSTlO・11とほとんど同じ状況を呈していた。

平面形は直径約5．0mを測る円形である。壁高は0．27mと遺存状況は比較的良好であった。

床面の標高は7．171～7．378mで、ほぼ平坦な床面は南西方向にやや傾斜している。壁は床面か

ら急角度で立ち上がる。埋土は主に暗茶褐色粘質土で、下層において暗褐色粘質土、黄褐色粘

質土、青灰色砂質土、黒褐色砂土を部分的に検出した。

付属施設としては大小28個のピットと壁溝を確認した。この内、このプランに伴うに主柱穴

はP2～7とみられる。これらの規模は、P

2が長径20cm、短径18cm、深さ33cm、P3が

長径28cm、短径23cm、深さ35cm、P4が長径

30cm、短径18cm、深さ29cm、P5が直径23

cm、深さ44cm、P6が長径40cm、短径35cm、

第14表　ST13ピット計測表
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深さ26cm、P7が長径25cm、短径20cm、深さ26cmであり、どれも深さ26cm以上あり、主柱穴と

して適するものである。柱間距離はP2～3問1．44m、P3～4問1．40m、P4～5問1．45

m、P5～6問1．30m、P6～7問1．30m、P7～2問1．45mを測り、平面形はほぼ正六角形

を呈する。Plは、中央ピットで不整楕円形を呈し、長径0．70m、短径0．53m、深さ0．46mを

測る。埋土中より、STllで出土した鉢（210）と同一個体の鉢の破片が出土していて、ほぼ

同時期の住居址であることがうかがわれる。壁溝は、東側の壁直下近くで検出され、長さ約

2．50m、幅0．12～0．23m、深さ1～3cmを測る。これら以外に、付属施設とみられるものは確

認されなかった。

遺物は比較的多く、45点が図示できた。石鉄等石器類が他の住居址に比べ多く出土してい

る。これらの内、付属遺構から出土したものは先述のものだけで他はすべて埋土中よりの出土

であった。

この住居址でも重複関係は認められなかったが、多数のピットが検出されていたことから、

建替えが考えられる。その際のプランは確認できなかったが、P8～12が建替えを行う前のプ

ランでの主柱穴であったと考えられる。それらは平面形がほぼ正五角形をなしている。それら

主柱穴の規模は表の通りで、PlOがやや深さが浅いが他はすべて30cm以上あり、主柱穴として

は十分であるとみられる。以上のことにより、この住居址は、建替えが一度行われたと考えら

れる。

ST14

ST14は、調査区南西部、ST13の北西約3mの所に位置し、第Ⅳ層を掘り下げた段階で検

出した。遺構は、第Ⅴ層を掘削して竪穴を造っており、ST15、SD4を切っている。遺存状

況はSTlO～13とほぼ同じ状況を呈していた。また、この住居址は火災住居となっていて、多

量の炭化物が検出され、中には柱が焼け落ちた状態で残存していた部分もあった。

平面形及び付属遺構の状況等から考えるなら、2棟の住居址が切り合っているともみられ

る。しかし、調査段階では、検出面での識別、そしてセクションでの切り合い関係等から2棟

の住居址が切り合っていると断定することはできなかった。そこで、一応、ベット状遺構を伴

う住居址という形で記述し、建替えの項でそれについて述べてみたい。さて、平面形は、南北

にやや長い楕円形を呈し、長径約8．00m、短径約7．45mを測る。長軸方向はN－290－Wであ

る。壁高は約0．34mと遺存状況が非常に良好であった。床面の標高は7．177～7．341mで、ほぼ

円形に近い平坦な床面と一段上がった三日月状を呈する壇場部とに分かれる。壁は平坦な床面

から急角度で立ち上がる。埋土は上層が暗茶褐色粘質土で、下層が黄茶褐色粘質土であった。

付属施設としては大小43個のピットと壁溝を確認した。その内、最も大きな主柱穴の配置を

示すものはP3～10である。P4は深さがやや浅いが、位置関係からすると、このグループに

はいるとみられる。柱間距離は、P3～4間1．90m、P4～5間で2．30m、P5～6問1．95m、
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P6～7問1．90m、P7～8問2．17m、P8

～9問1．60m、P9～10問1．90m、PlO～3

問2．00mを測り、平面形は不整八角形を呈

す。PlとP2が中央ピットと考えられるも

のである。Plは、円形を呈し、直径0．70m、

深さ0．42mを測り、基底面より勾玉（1193）

が出土している。P2は、不整形を呈し、長

径1．25m、短径0．80m、深さ0．49mを測る。

2つの中央ピットとみられる遺構が確認され

たことは、建替えによるものと考えられる。

壁溝は壁直下を巡るものと、壇場端部直下を

巡るものとを確認した。北東部で二重になっ

ている部分がある。それらは幅0．10～0．28

m、深さ3～10cmを測る。住居址の縁辺部付

近では点在する土拡状のピット（P29～38）

を確認した。P32・33の2個は深さが浅い

が、他はどれも50cm内外とかなり深くなって

いる。これらの内、P30・34・35は壁溝と切

り合っている。このような付属遺構は、他の

住居址では確認されなかったものであり、貯

蔵穴のようなものとは考えにくく、また柱穴

第15表　ST14ピット計測表

とするには大きすぎ、現段階では性格は不明である。中央部では方形のプランを呈するSKl

を確認した。長径2．15m、短径1．60m、深さ0．21mを測る。これも、他の住居址ではほとんど

類例がないものである。埋土中より高杯（266）や小円礫（1056～1060）、磨石（1006）が出

土している。これからすると祭祀的要素の強いものではなかろうか。これら以外には付属施設

を確認することはできなかった。

遺物は、住居址の中で最も多く出土し、86点が図示できた。この中には、勾玉2点、鉄鉱1

点、手づくね土器1点が含まれている。また、磨石や小円礫類が多数出土している。これらの

内、付属遺構から出土したものは先述のものだけで、他はすべて埋土中より出土している。

この住居址は、先述の如くST15と切り合っていて、なおかつ、それ自体で重複関係をもっ

ているのではないかともみられる。すなわち、新たに竪穴掘削をなし、建替えを行った可能性

があるのではなかろうか。また、同プランでの建替えも考えられる。まず、Plを伴う時の主

柱穴は先述の主柱穴配置となり、プランは南側に張り出した壇上部を床面と考えることもでき

る。その場合の規模は直径約7．2mの円形と推定される。この主柱穴配置が最も新しい時期の
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プランであろう。次にPll～16を使用した時の主柱穴配置が一段階古い時期のものと考えられ

る。柱間距離は、Pll～12問2．00m、P12～13問2．10m、P13～14問2．00m、P14～15問2．10

m、P15～16問2．10m、P16～11問2．05mを測り、平面形不整六角形を呈す。その場合の中央

ピットはP2と考えられ、プランは壁溝が巡っている内側の円形部分と考えられる。この時の

住居址の規模は、直径約6．8mの円形と推定される。そして、もう一段階古い時期のものがP

17～22を使用した主柱穴配置とみられる。柱間距離は、P17～18問2．00m、P18～19問2．30

m、P19～20問2．35m、P20～21問2．45m、P21～17間2．25mを測り、平面形は不整五角形を

呈する。その場合、中央ピットは、P2を使用し、プランは先のものよりやや小規模であった

と考えられる。以上、3時期の変遷をおってみたが、ベット状遺構を有する住居址の中での2

度の建替えとするよりも、竪穴を別に掘削して行った2度の建替えとする方がより妥当性があ

るようにも考えられる。ただ、調査段階での識別が困難であったことと、このような類例がな

かったことなどから、今後に問題点を残す結果となった。

ST15

ST15は、調査区南西部、STlOの東約5．2mの所に位置し、第Ⅳ層を掘り下げた段階で検

出した。遺構は第Ⅴ層を掘削して竪穴を造っており、ST14に切られ、SD4、SXlを切っ

ている。遺存状況はSTlO～13とほぼ同じ状況を呈していた。また、この住居址もST14と同

様火災住居となっていて、多量の炭化物が検出され、中には柱が焼け落ちた状態で残存してい

た部分もあった。

平面形は、東西にやや長い楕円形を呈し、長径約6．56m、短径約5．55mを測る。長軸方向は

N－670－Eである。壁高は約0．38mと遺存

状況が非常に良好であった。床面の標高は

7．177～7．279mを測る。壁はほぼ平坦な床面

から急角度で立ち上がっている。埋土は主に

茶褐色粘質土で、下層に黄茶褐色粘質土、黄

褐色砂質土、黄灰砂土が認められた。

付属遺構として、大小28個のピットと壁溝

及び土拡状の遺構を確認した。この内、この

プランでの主柱穴はP39～44であるとみられ

る。深さはどれもほぼ20cm以上あり、主柱穴

第16表　ST15ピット計測表

の役割をなすと考えられる。柱間距離はP39～40問1．30m、P40～41問1．50m、P41～42問

2．10m、P42～43問1．77m、P43～44問2．00m、P44～39問2．05mを測り、平面形は六角形を

呈する。壁溝は、壁直下を巡るものと壁直下から1．0mも離れて巡るものとがあり、部分的に

二重に巡っているところもある。幅0．10～0．45m深さ3～10cmを測る。このように二重に巡っ
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ているのは、建替えによるものとみられる。中央部やや東寄りで不整形を呈する土鉱を確認し

た。長径1．70m、短径1．45m、深さ0．19mを測る。ここからは土器片、磨石、小円礫類が多数

出土している。これら以外には付属施設を確認することはできなかった。また、ほとんどの住

居址で確認されている中央ピットは検出されなかった。

遺物は、多量に出土し、67点が図示できた。付属遺構から出土したものは、先述のSKl

以外に、P40から279の壷、P45から1068の小円礫、P54から1069の小円礫がある。これら

以外はすべて埋土中からの出土であった。特に、273と274は床面に倒れた状態で出土してい

る。

この住居址は、先述の如くST14に切られていて、それ自体でも建替えが行われたとみられ

る。先述の主柱穴配置が新しい時期のもので、古い時期の主柱穴配置はピットの規模と位置関

係からP45～49ではないかと考えられる。主柱穴配置が新しいものより小規模である。柱間距

離はP45～46問2．00m、P46～47問1．64m、P47～48問1．80m、P48～49問1．80m、P49～45

間1．50mを測り、平面形は五角形を呈する。この時の住居址のプランは、東側はほぼ同じで、

西側が約1．0mほど短くなっていたとみられ、直径約5．6mを測る円形のプランではなかったか

と推定される。これらの主柱穴以外にも、主柱穴となり得るピットはいくつか存在するが、位

置関係からして先のもの以外には復元できなかった。

ST16

ST16は、調査区中央部やや南寄りに位置し、第Ⅱ層、北側では第Ⅲ層を掘り下げた段階で

検出した。遺構は、第Ⅴ層を掘削して竪穴を造っており、ST17に切られている。また、中世

の遺構の検出面と同じ部分では、ピット、溝、特に大型の土鉱に壊されていた。さらに、削平

の影響を受けていて、南側の壁を中心に、壁の遺存状況が悪かった。

平面形は、南北にやや長い楕円形を呈し、長径5．3m、短径約5．2mを測る。長軸方向はN－

160－Wである。壁高は遺存状況が良い所で約6cmしか残存せず、全体的にも遺存状況は悪か

った。床面の標高7．380～7．433mを測る。壁はほぼ平坦な床面から急角度で立ち上がるとみら

れる。埋土は、上層で淡黄赤褐色粘質土や暗

褐黄色砂性粘質土等、下層で暗褐色粘土等が

認めめられた。埋土中には炭化物や焼土がか

なり検出され、火災住居であった可能性もあ

るが、ST14・15等のような全面に炭化物を

検出するといった状況ではなかった。

第17表　ST16ピット計測表

付属施設としては大小19個のピットを確認した。この内、主柱穴の可能性があるものはP2

～5であり、他は深さが20cmに足らないものばかりである。この4個のピットはすべて北半分

にあり、南側にはそれらに伴うとみられるものは確認されなかった。これはセクションにみら
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れるように中世の土鉱に深く掘削されているためであると判断される。また、P5は、壁直下

に位置している所から、主柱穴であったとは考えにくい。これらからして、このプランでの主

柱穴はP2～4と考えられる。これらはすべて深さ40cm以上であり、柱間距離はP2～3問

1．63m、P3～4問1．90mを測る。主柱穴は3個しか確認できなかったが、実際は5本柱で棟

を支えていたのではなかろうか。Plは中央ピットで、平面形は不整楕円形を呈し、長径0．85

m、短径0．70m、深さ0．20mを測る。埋土中より、壷（298、299）と手づくね土器（304）が

出土している。これら以外に壁溝等付属施設は確認されなかった。

遺物は、住居址がST17に切られたり、削平されたりしているため少なく、図示できたのは

11点のみであった。この内、付属遺構から出土したものは、先の中央ピット以外に、P6から

出土した小円礫（1075、1077）がある。これら以外は埋土中からの出土である。

この住居址は、先述の如く、ST17に切られている。また、建替えは検出されたピットから

して行われなかったと考えられる。

ST17

ST17は、調査区ほぼ中央部に位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第Ⅴ

層を掘削して竪穴を造っており、ST16を切っている。検出面は中世の遺構と同一面ではない

が、第Ⅲ層の堆積が10cmぐらいしかなく、多数の遺構に掘り込まれていた。また、西半分では

中世の溝（SDl）が縦断した形となっており、ST18と重複した部分が全く残存せず、新旧

関係は不明瞭である。ただ、ST17の復元ライン上の付属遺構がST18内では認められないこ

とから、ST18が切っていたと考えられる。

平面形は直径約5．4mを測る円形と推定される。壁高は約0．21mと遺存状況はあまり良くな

い。床面の標高は7．232～7．315mを測る。壁はほぼ平坦な床面から急角度で立ち上がってい

る。埋土は、上層が暗褐色粘質土、下層が淡黄暗褐色砂性粘質土であった。

付属施設としては大小13個のピットと壁溝

を確認した。この内、このプランに伴う主柱

穴はP9～11であるとみられ、柱間距離はP

9～10問で2．20m、PlO～11問1．78mを測

る。主柱穴は3個しか確認できなかったが、

実際は5本柱で棟を支えていたと考えられ

第18表　ST17ピット計測表

る。壁溝は北壁直下で確認した。全長1．43m、幅約0．15m、深さ5～14cmを測る。中央部やや

西寄りでは平面形が方形を呈する土拡状のピット（P17）を確認した。長径0．82m、短径0．75

m、深さ0．14mを測る。出土遺物がなく、性格は不明である。南西部では平面形が不整形を呈

する土拡状のピット（P18）を確認した。長径1．00m、短径0．62m、深さ8cmを測る。遺物は

流れ込みとみられる前期の窪の破片（306）が出土しているだけであった。これら以外には付

－100－



属施設を確認できなかった。

住居内の遺物は遺構の残存状況が良くなかったため少なく、図示できたのは6点のみであっ

た。付属遺構から出土したものは先述のものだけで、他はすべて、埋土中からの出土であっ

た。

この住居址は、先述の如く、ST16を切って造られ、ST18に切られている。また、主柱穴

となり得るピットがいくつかあり、建替えが行われていたと考えられ、その際の主柱穴は先述

のもので、古い段階の主柱穴はP12～14であるとみられる。主柱穴配置はやや小規模であり、

柱間距離はP12～13問1．60m、P13～14問1．25mである。主柱穴は3個しか確認できなかった

が、実際は5本柱で棟を支えていたと考えられる。

ST18

ST18は、調査区中央部やや西寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は、第Ⅴ層を掘削して竪穴を造っていた。中世の遺構には中世の溝（SDl）によって住居址

の東側を壊されている以外ほとんど影響を受けていなかった。

平面形は、直径約5．5mを測る円形と推定される。壁高は約0．31mと遺存状況が良好であっ

た。床面の標高は7．253～7．362mを測り、ほぼ平坦な床面はやや南に傾斜している。壁は壁溝

より急角度で上がっている。埋土は、上層が茶褐色粘質土、下層が黄茶褐色粘質土であった。

また、中央ピットから南にかけての部分で炭化物が検出された。

付属施設としては、大小44個のピットと壁溝を確認した。この内、このプランに伴う主柱穴

はP2～7であるとみられる。P2がやや浅い以外は、深さはすべて0．2m以上である。柱間

距離は、P2～3間2．10m、P3～4問1．05

m、P4～5間1．30m、P5～6問2．05m、

P6～7問1．30m、P7～2問1．30mを測り、

平面形はほぼ方形を呈する。丁度、P4・7

が主柱穴の補助的柱穴となった形をなす。P

lは、中央ピットで、平面形が不整楕円形を

呈し、長径0．85m、短径0．83m、深さ0．27m

を測り、4個の柱穴とみられる小ピットが掘

り込まれていた。上層部西側では焼土が検出

第19表　ST18ピット計測表

されている。出土遺物としては石銭（1150、1159）と小円礫（1073）がある。壁溝は、壁直下

を巡るものと、内側を巡るものとがある。北側は一般的な壁溝であるが、南側はやや特異な形

態となっている。すなわち、南西部壁直下を幅0．2～0．3m、深さ5cm前後で巡っていたものが

南側に至ると幅0．5～0．7mの壇場部となり、その北端直下では別の壁溝が幅0．25～0．30m、深

さ2～9cmで巡っている。西壁中央部で外に張り出す形となった円形のピット（P14）を確認
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した。大きさの割には浅いもので、2個の柱穴とみられる小ピットが掘り込まれていた。これ

ら以外に付属施設は確認できなかった。

遺物は、遺構の残存状況が良かったため、多数出土し、図示できたものは39点であった。こ

の中にはガラス玉2点（1197、1198）が含まれている。付属遺構から出土したものは先述のも

のだけで、他はすべて埋土中から出土したものである。

この住居址は、先述の如くST17を切っている。また、多数のピットが検出されたことか

ら、建替えが行われた可能性がある。しかし、各ピットの深さを調べてみると、P8～13が主

柱穴となり得る深さを有しているが、位置関係からしてそれらだけでは、棟を支えることはで

きないとみられ、建替えが行われたとは断定できなかった。

ST19

ST19は、調査区中央部南東寄りに位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、

第Ⅴ層を掘削して竪穴を造っており、西側ではSR7に切られ、中央部東寄りではSR9を切

っていた。検出面は中世の遺構と同一面であり、多数のピットに掘り込まれ、特に西半分は中

世の土鉱に壊されていてほとんど残存していなかった。また、削平の影響も受けていて、壁が

ほとんど残っていなかった部分もあった。

平面形は直径約5．7mを測る円形とみられる。壁高は遺存状況の良い所でさえ約0．1mしか残

存していなかった。床面の標高7．401～7．462mを測り、ほぼ平坦な床面はいく分南へ傾斜して

いる。壁は床面から急角度で立ち上がっている。埋土は、主に暗褐色粘質土であり、下層の一

部で黄褐色砂性粘質土が認められた。また、SR9と平面的にはほとんど識別できず、断面観

察により新旧関係が判明したため、SR9と重っている部分、特に北側では住居址のピットを

判別することができなかった。

付属遺構としては大小21個のピットを確認

した。この内、主柱穴の可能性のあるものは

P2～10である。位置関係からするとP3・

5・7・10がこのプランでの主柱穴とみられ

る。柱間距離は、P3～5問1．80m、P5～

7問1．60m、P7～10間1．28mを測る。主柱

穴は4個しか確認できなかったが、実際はS

第20表　ST19ピット計測表

Tlのような8本柱で棟を支えていたのではなかろうか。Plは、中央ピットであり、平面形

は楕円形を呈し、長径0．55m、短径0．40m、深さ0．15mを測る。出土遺物は全くなかった。こ

れら以外には付属施設を確認することはできなかった。

遺物は非常に少なく、図示できたものは6点のみであり、すべて埋土中よりの出土であっ

た。この住居址は、他の住居址と切り合い関係にはなく、単独で造られていた。建替えは、主
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柱穴となり得るピットがいくつか検出されているので、先述のもの以外にもあったとみられる

が、残存部が少なく、確認するには至らなかった。

ST20

ST20は、調査区南部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第Ⅴ層を掘

削して、竪穴を造っており、SK64・65を切り、SR7に中央部を縦断する形で切られてい

た。検出面は中世の遺構と同一面であったが、ほとんど掘り込まれてはいなかった。しかし、

削平の影響をいく分受けていた。

平面形は、南北にやや長い楕円形を呈し、長径5．55m、短径5．20mを測る。長軸方向はN－

300－Eである。壁高は約0．17mで遺存状況は比較的良かった。床面の標高は7．297～7．354m

を測り、ほぼ平坦な床面をなしている。壁は壁溝より急角度で立ち上がる。埋土は、主に暗褐

色粘質土であり、上層で黄暗褐色粘質土、下層で黄色砂性粘質土を一部検出した。

付属施設としては、大小9個のピットと壁溝、そして舟形の土鉱を確認した。この内、主柱

穴とみられるものはPl～3であり、Plは長径30cm、短径20cm、深さ18cm、P2は長径25

cm、短径20cm、深さ16cm、P3は長径17cm、短径15cm、深さ31cmをそれぞれ測る。この3個だ

けで主柱穴となったとは考えられず、P2とP3の問に1個、PlとP3の問に1個の主柱穴

があったとみられ、5本柱で棟を支えていたのではなかろうか。壁溝は壁直下を巡っており、

幅0．12～0．25m、深さ1～4cmを測る。この壁溝に沿う形で、P4～6及びSKlを確認し

た。まず、P4～6の規模は、P4が、舟形を呈し、長径0．8m、短径0．3m、深さ2cm、P5

が、不整楕円形を呈し、長径0．64m、短径0．51m、深さ3cm、P6が、舟形を呈し、長径0．76

m、短径0．28m、深さ3cmである。これらはすべて3cm以下の浅いピットであり、出土遺物も

なく性格は不明である。SKlは平面形が舟形状を呈する土拡で、長径1．52m、短径0．46m、

深さ0．11mを測る。部分的にピット状の落ち込みがある。ここから332の高杯が出土している

が、P4～6同様性格は不明瞭である。これら以外には中央ピット等の付属施設は残存してい

なかった。

遺物は少なく、図示できたものは4点のみであった。SKlから出土したもの以外は埋土中

より出土したものである。

この住居址では他の住居址との重複関係は認められず、また、建替えも残存していた柱穴か

らは確認できず、建替えは行われなかったと判断される。

土拡

SKI

SKlは、調査区北部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第Ⅴ層を掘

削しており、SK2を切っていた。検出面は中世の遺構と同一面であり、いくつかの遺構に掘
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り込まれていた。

平面形は、舟形に近い方形を呈し、長径3．65m、短径0．80m、深さ0．12mを測る。長軸方向は

N－800－Eである。断面形は逆台形状をなし、壁はほぼ平らな底面から傾斜して上がる。西側

に底面より一段高い平場を有する。埋土は、I層が褐灰色粘質土、Ⅱ層が灰色荒砂土である。

付属遺構として3個のピットを確認したが性格は不明である。出土遺物は皆無であった。

SK2

SK2は、調査区北部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第Ⅴ層を掘

削しており、SKlに切られている。検出面は中世の遺構と同一面であり、中世の溝（SD

l）に南東部を壊されていた。

平面形は、2つの遺構に両端を壊されているため明確ではないが、方形ないしは舟形を呈し

ていたとみられる。残存部では長径1．00m、短径0．40m、深さ0．26mを測る。長軸方向はN－

460－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して立ち上がっている。埋土は暗

褐色粘質土単一層である。遺物は、遺構の規模の割には多く、4点が図示できた。これらはす

べて埋土中からの出土で、砥石（1095）が出土している。

SK3

SK3は、調査区北部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第Ⅴ層を掘

削しており、SK4に南端を切られている。検出面は中世の遺構と同一面であるが、遺構は掘

り込まれていなかった。

平面形は、舟形を呈し、長径1．65m、短径0．40m、深さ0．12mを測る。長軸方向はN－310

－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に立ち上がる。埋土は暗褐色粘質

土単一層であった。付属遺構として、中央部で1個のピットを確認した。このような類例は比

較的多く確認されており、このピットは覆のための柱穴ではなかったかとみられる。出土遺物

は皆無であった。

SK4

SK4は、調査区北部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

しておりSK3を切っている。検出面は中世の遺構と同一面であり、遺構のほとんどは中世の

溝（SDl）に壊されていて、西側しか残存していない。

平面形は舟形を呈していたとみられ、残存部では長径2．0m、短径0．5m、深さ3．5cmを測る。

長軸方向はN－170－Eである。断面形はU字形をなしていたとみられ、壁は底面より内湾し

て立ち上がっている。埋土は暗褐色粘質土単一層である。遺物は少量出土していて、図示でき

たのは壷の底部（337）と石鉄（1160）の2点であった。
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SK5

SK5は、調査区北部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で確認した。遺構は、第Ⅴ層を掘

削しており、東半分はSR7に切られている。検出面は中世の遺構と同一面であるが、中世の

遺構には掘り込まれていなかった。

平面形は、舟形を呈し、長径1．65m、短径0．57m、深さ0．38mを測る。長軸方向はN－20

－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して立ち上がる。北側には底面より一

段高くなった平場を有する。埋土は暗褐色粘質土単一層である。遺物は全く出土していない。

遺構は、先述の如くSR9に切られた形となっているが、SR9より深さが深かったため壁が

壊されていただけで、ほぼ残存していた。

SK7

SK7は、調査区北部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

している。検出面は中世の遺構と同一面であり、いくつかのピットに掘り込まれた形となって

いた。また、削平の影響を受けていて壁がほとんど残存していなかった部分もある。

平面形は、不整形を呈し、長径2．2m、短径0．5m、深さ2cmを測る。長事由方向はN－330－

Wである。本来は方形ないしは隅丸方形を呈していたのではなかろうか。断面形は逆台形状を

なし、壁はやや急角度で上がる。埋土は暗褐色粘質土単一層であった。

付属遺構として大小6個のピットが底面に掘り込まれていた。残存部だけではどのような配

置となっているか不明である。出土遺物は若干あり、2点が図示できた。遺構はSTlに南西

部1／2を切られている。

SK8

SK8は、調査区北部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

していた。検出面は中世の遺構と同一面であるが、ピット等には掘り込まれていなかった。

平面形は、東西に長い楕円形を呈し、長径1．10m、短径0．75m、深さ0．28mを測る。長軸方

向はN－660－Wである。断面はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。北側

には底面より一段高くなった平場を有する。埋土は暗褐色粘質土単一層である。出土遺物は若

干あったが、図示できるものはなかった。遺構は南側でSK9に切られている。

SK9

SK9も調査区北部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削し

ていた。検出面は中世と同一面であるがピット等に掘り込まれてはいなかった。

平面形は、東西に長い楕円形を呈し、長径0．75m、短径0．55m、深さ0．28mを測る。長軸方

向はN－740－Wである。断面はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土
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は暗褐色粘質土単一層である。付属遺構として、3個のピットを検出している。出土遺物は少

量あり、983の叩石と1018の磨石の2点が図示できた。これらは埋土中より出土している。遺

構は北側でSK8を切っている。

SKlO

SKlOは、調査区北端部に位置し、算Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削している。検出面は中世の遺構と同一面であり、3個のピットが掘り込まれていた。また、

削平の影響を受けていて、壁の遺存状況は良くなかった。，

平面形は、不整形で、長径2．25m、短径1．00m、深さ6cmを測る。長軸方向はN－850－E

である。本来は、円形ないしは楕円形を呈していたのではなかろうか。断面形は逆台形状を呈

し、壁はほぼ平坦な床面から急角度で立ち上がっている。埋土は暗褐色粘質土単一層であり、

検出面ではST2との識別が難しかった。出土遺物は規模の割に多く、石器類5点が図示でき

た。遺構は、北側でSD8を切っていて、南半分でST2に切られている。

SKll

SKllは、調査区北端部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削している。検出面は中世の遺構と同一面であり、1個のピットが東壁に掘り込まれていた。

また、削平の影響もいく分受けており、壁の遺存状況はあまり良くなかった。

平面形は、隅丸方形を呈しているとみられ、長径2．30m以上、短径1．25m、深さ9cmを測

る。長軸方向はN－23030′－Eである。断面形は逆台形状を呈し、壁はほぼ平坦な底面から急

角度で立ち上がっている。埋土は茶褐色粘質土単一層であり、検出面ではST2との識別が難

しかった。付属遺構としては4個のピットを確認している。出土遺物はほとんどなく、338の

嚢の口縁部1点のみが図示できた。遺構は西側約1／2をST2に切られていた。

SK13

SK13は、調査区北西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削しているが、北西端が調査区の壁にかかっているため完掘はしていない。検出面は中世の遺

構と同一面であるが、中世の溝に囲まれた屋敷跡の外に位置しているため、中世のピット等に

掘り込まれていなかった。このことはこの部分から南にかけての遺構についても言えることで

ある。

平面形は、方形を呈し、長径2．50m、短径1．55m、深さ0．19mを測る。長軸方向はN－880

－Wである。断面形は逆台形状をなし、壁は東に傾斜する平坦な底面から急角度で上がる。埋

土は茶褐色粘質土単一層であった。付属遺構としては2個のピットを確認した。出土遺物はほ

とんどなく、図示できるものはなかった。遺構は北東端でSK14に切られている。
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SK14

SK14は、調査区北西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削している。検出面は中世の遺構と同一面であるが、SK13と同じ状況を呈していた。

平面形は、不整形を呈し、長径1．43m、短径0．86m、深さ0．21mを測る。長軸方向はN－

4030′－Eである。断面形は逆台形状をなし、壁は北東に傾斜する平坦な底面から急角度で上

がっている。埋土は茶褐色粘質土単一層であった。付属遺構として、北壁直下に1個のピット

を確認した。出土遺物は皆無であった。遺構は南西端部でSK13を切っている。

SK15

SK15は、調査区北西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削している。検出面は中世の遺構と同一面であるが、SK13と同じ状況を呈していた。

平面形は、舟形に近い準方形を呈し、長径1．90m、短径0．80m、深さ0．17mを測る。長軸方

向はN－140－Eである。断面形は逆台形状をなし、壁はほぼ平坦な底面から急角度で上がっ

ている。埋土は黄褐色粘質土単一層であった。また、北西部の底面からは焼土を検出した。付

属施設は特に確認されなかったが、南端では底部より一段高くなった平場を有する。出土遺物

はほとんどなく、図示できるものはなかった。遺構は北東端でSK16に切られている。

SK16

SK16は、調査区北西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削している。検出面は中世の遺構と同一面であるが、SK13と同じような状況を呈していた。

平面形は、隅丸方形を呈し、長径2．60m、短径2．05m、深さ0．30mを測る。長軸方向はN－

890－Eである。断面形は逆台形状をなし、壁はやや西側へ傾斜する底面から急角度で上がっ

ている。埋土は黄褐色粘質土単一層であり、東端やや北寄りで2個の礫が出土している。

付属遺構としては4個のピットを確認した。この内、中央部で検出したピットはやや規模が

大きく、覆をするための柱穴ではなかったかとみられる。また、南東部の壁直下には底面より

一段高くなった平場がある。出土遺物は少なく、339の窪が1点図示できただけであった。遺

構は南西端でSK15を切っている。

SK18

SK18は、調査区北西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は欝Ⅴ層を掘

削していた。検出面は中世の遺構と同一面で、東端部で中世の溝（SDl）に切られており、

東壁は残存していなかった。

平面形は、方形を呈し、長径2．50m、短径1．65m、深さ0．25mを測る。長軸方向はN－71030′

－Wである。断面形は逆台形状を呈し、壁は、平坦な底面から急角度で立ち上がっている。埋
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土は褐色粘質土単一層である。底面からは人頭大の礫が2個出土している。出土遺物はほとん

どなく、図示できたものはなかった。遺構はSK17に西側を南北に切られている。その北側で

はSK17が北に向って傾斜しているためSK17の底面と同一面となっている。

SK19

SK19は、調査区北西部に位置し、第Ⅱ層を掘削した段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

していた。検出面は中世の遺構と同一面であったが、SK13と同じような状況を呈していた。

平面形は、舟形を呈し、長径2．00m、短径0．32m、深さ0．16mを測る。長軸方向はN－160－

Eである。断面形はU字形を呈し、壁は南に向って傾斜する底面より内湾気味に上がってい

る。埋土は褐色粘質土単一層である。付属遺構として、中央部で1個のピットを確認した。性

格的にはSK3と同じではないかとみられる。出土遺物はほとんどなく、図示できるものはな

かった。遺構は北側でピットに切られている。

SK20

SK20は、調査区北西部、ST3の南西に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺

構は第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構と同一面であるが、SK13と同じ状況を呈し

ていた。

平面形は、舟形を呈し、長径2．65m、短径0．58m、深さ0．32mを測る。長軸方向はN－90

30′－Eである。断面形は逆台形状をなし、壁は底面から急角度で上がっている。底面は起伏

しており、北側の平場から一段下がってもう1つの平場をなし、さらに一段下がって基底面と

なる。南側でも底面から一段上がった平面を有する。埋土は黒色粘質土単一層であった。付属

遺構として、3個のピットを検出した。出土遺物は皆無であった。

SK21

SK21は、調査区西寄り、SK20の東へ約1mの所に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検

出した。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構と同一面であるが、SK13と同じ

状況を呈していた。

平面形は舟形を呈し、規模は他の土鉱に比べ大きく、長径3．25m、短径0．85m、深さ0．50m

を測る。長軸方向はN－170－Eである。断面形は逆台形状をなし、壁はほぼ平坦な底面から

急角度で立ち上がり、一部袋状をなす部分がある。北側では底面より一段高くなった平場を有

する。埋土は黒色粘質土単一層であった。付属遺構として、北端壁に掘り込まれたピットを1

個確認した。出土遺物は、比較的多かったが、ほとんど破片で、図示できたものは4点であっ

た。この内、340は流れ込みによるものとみられる。遺構は、北端でSK3と接していて、東

側でSD3を切っている。
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SK23

SK23は、調査区西寄り、ST18の西約1．2mに位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階で検出し

た。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の検出面より一層下であり、また、中世の溝

に囲まれた屋敷跡の外側であったため、中世の遺構はほとんど掘り込まれていなかった。

平面形は、細長い舟形を呈し、長径2．10m、短径0．25m、深さ0．19mを測る。長軸方向はN

－80－Eである。断面形はU字形を呈し、壁は底面より内湾して立ち上がる。底面は、南側

の平場から一段下がり小さな平場をなし、さらに一段下がり基底面となる。北端部では基底面

より一段上がる小さな平場をなす。埋土は黒色粘質土単一層であった。出土遺物はほとんどな

く、図示できるものはなかった。

SK24

SK24は、調査区中央部やや北寄りに位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は

第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構と同一面であり、遺構の中央部を縦断する形で中

世の溝（SDl）に掘り込まれていた。

平面形は、方形を呈し、長径2．40m、短径1．35m、深さ0．56mを測る。長軸方向はN－620

－Wである。断面形は逆台形状をなし、壁はやや起伏する底面から急角度で上がっている。埋

土は淡黄暗褐色粘質土を始めとして、5層に分層できる。出土遺物は比較的多く、5点が図示

できた。この内訳は、壷が3点、窪が2点である。遺構は、南西部でSK25、東側でSK26を

切っている。

SK27

SK27は、調査区北寄りに位置し、算Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削していた。検出面は中世の遺構と同一面であり、南側から中央部にかけて、中世の土拡（S

K7）に掘り込まれていた。

平面形は、方形を呈し、長径1．50m、短径1．08m、深さ0．40mを測る。長軸方向はN－850

－Eである。断面形はU字形をなし、壁は起伏する底面より内湾して立ち上がっている。埋土

は、黄暗褐色粘質土と暗褐色粘質土であった。付属遺構として、5個のピットを検出した。こ

の内、3個は壁沿に、2個は底面中央部寄りにそれぞれ掘り込まれていた。出土遺物はほと

んどなく、図示できるものはなかった。遺構は先述のように中世の遺構に切られているが、弥

生の遺構との重複関係は認められなかった。

SK28

SK28は、調査区北寄り、SK24の南約1mの所に位置し、欝Ⅲ層を掘り下げた段階で検出

した。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構と異なるが、中世の溝（SDl）に
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東側を壊されていて、底面の一部しか残存していなかった。

平面形は舟形であったと推定され、長径2．65m、短径0．55m、深さ0．36mを測る。長軸方向

はN－760－Wである。断面形はU字形を呈し、壁はほぼ平坦な底面から内湾気味に上がって

いる○埋土は黒褐色粘質土単一層であった。出土遺物は少なく、3点のみが図示できた。遺構

は、西側をST4に切られていて、底面の一部が残存しているのみである。南側ではSK29を

切っている。

SK30

SK30は、調査区中央部北西寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第

Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構の検出面と異なり、中世の遺構は掘り込まれていな

かった。

平面形は、南北に長い楕円形を呈し、長径1．05m、短径0．60m、深さ0．51mを測る。長軸方

向はN－200－Eである。断面形はU字形を呈し、壁はやや起伏する底面からほぼ垂直に立ち

上がっている。埋土はレンズ状に堆積しており、上層から、暗褐色粘質土、灰褐色粘質土、暗

褐黄色粘質土、灰暗褐色粘質土、淡黄褐灰色粘性砂土、灰暗褐色粘質土の順に堆積していた。

出土遺物はほとんどなく、図示できたものはなかった。遺構は、北東壁にピットが1個掘り込

まれていた。

SK31

SK31は、調査区中央部やや北西寄り、SK30の東隣りに位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階

で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削している。検出面は中世の遺構と異なるが、第Ⅲ層の堆積が

薄かったため、いくつかの中世のピットに掘り込まれていた。

平面形は、方形を呈し、長径2．45m、短径1．85m、深さ0．14mを測る。長軸方向はN－120

－Eである。断面形は逆台形状をなし、壁はほぼ平坦な底面よりやや緩やかに上がってい‘る。

埋土は主に暗褐色粘質土であり、下層の一部で灰黄色砂質土を認めた。付属遺構として、北東

部で1個のピットを確認した。出土遺物は少なく、351の窪の口綾部1点が図示できただけで

あった。遺構は、東側でSK28を切っていて、南東部でST6に切られている。また、南西壁

には1個のピットが掘り込まれていた。

SK52

SK32は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削していた。検出面は中世の遺構とは異なり、かつ、中世の遺構が検出されていない部分であ

ったため、全くその影響は受けていなかったし、削平の影響も認められなかった。

平面形は、舟形を呈していると推定され、長径1．90m、短径0．45m、深さ0．14mを測る。長
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軸方向はN－680－Wであった。断面形はU字形を呈し、壁はほぼ平坦な底面より内湾気味に

上がっている。埋土は黒色粘質土単一層であった。付属施設として、西北部で小ピットを1個

確認した。遺物は若干出土しており、3点が図示できた。遺構は、西側をSK48に、南壁では

ピットに掘り込まれていた。

SK34

SK34は、調査区中央部やや西寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は

第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構の検出面と異なるが、中央部を中世の溝（SDl）

に縦断された形となっていた。

平面形は、細長い舟形を呈し、長径4．10m、短径0．40m、深さ0．33mを測る。長軸方向はN

－720－Wである。断面形はU字形を呈し、壁はほぼ平坦な底面より内湾気味に立ち上がって

いる。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。付属遺構として、東側で1個の小ピットを確認し

た。出土遺物はほとんどなく、図示できたのは353のみであった。なお、東端で3個の礫が壁

に沿って出土している。遺構は東側でSK33に切られている。

SK55

SK35は、調査区中央部西寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ

層を掘削していた。中世のピットに一部掘り込まれているところがあった。

平面形は、不整形を呈し、長径2．00m、短径0．50m、深さ0．16mを測る。長軸方向はN－630

30′－Wである。断面形はほぼ逆台形状をなし、壁は底面よりやや内湾気味に立ち上がる。底

面は3ヶ所の平場を有し、壁溝状の溝を西南部に設けている。埋土は黒褐色粘質土単一層であ

った。付属施設として、先に記した壁溝状の溝を検出した。出土遺物はほとんどなく、図示で

きるものはなかった。遺構は、ST6に切られ、北側が残存していなかった。

SK57

SK37は、調査区北部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

していた。中世の遺構の検出面と同一面であり、西側2／3を中世の水溜り状遺構（SP2）に

掘り込まれていた。

平面形は、細長い舟形を呈し、長径2．50m、短径0．25m、深さ0．21mを測る。長軸方向はN

－870－Wである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に立ち上がる。底面は起伏

しており、東側の平場からピット状に落ちこみ、やや上がって西側の平場へ至る。西側の平場

は東へやや傾斜している。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。付属遺構として4個のピット

を確認した。出土遺物は皆無であった。遺構はST5の北部に掘り込まれている。
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SK40

SK40は、調査区中央部、ST8の南西約1mの所に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検

出した。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構と同一面で、中世のピットに掘り

込まれていた。

平面形は、ほぼ方形を呈し、長径1．30m、短径0．80m、深さ0．26mを測る。長卓由方向はN－

130－Eである。断面形はU字形をなし、壁はほぼ平坦な底面より内湾気味に上がる。埋土は

黒褐色粘質土単一層であった。付属遺構として2個のピットを確認した。出土遺物はほとん

どなく、図示できるものはなかった。遺構は単独で存在し、他の遺構との重複関係は認められ

なかった。

SK42

SK42は、調査区中央部、ST8の南西約3mの所に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検

出した。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構と同一面であり、いくつかのピッ

トに掘り込まれていた。

平面形は、舟形を呈し、長径2．45m、短径0．40m、深さ0．29mを測る。長軸方向はN－680

－Wである。断面形はU字形を呈し、壁は底面より内湾して上がる。埋土は、上層が灰黄暗褐

色粘質土、下層が暗褐色粘質土であった。付属遺構とみられるものは検出されなかった。出土

遺物は割合多かったが、ほとんどが小破片で図示できたのは4点のみであった。この内、3点

が底部の破片である。遺構は単独で存在し、他の遺構との重複関係は認められなかった。

SK45

SK43は、調査区中央部、ST9の西約1mの所に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出

した。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構と同一面であったが、中世のピット

等には掘り込まれていなかった。

平面形は、舟形を呈し、長径2．35m、短径0．50m、深さ0．30mを測る。長幸由方向はN－240

－Eである。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾して立ち上がる。埋土は、上層が灰褐

色砂性粘質土、下層が暗褐色粘質土であり、SR9の洪水によって上層部は埋ったのではない

か考えらとれる。付属施設は特に検出されなかったが、南端部は底面より一段上がった平場を

有する。出土遺物は全般に少なく、図示できたのは3点であった。遺構は単独で存在し、他の

遺構との重複関係は認められなかった。

SK44

SK44は、調査区中央部、ST9の南に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構と同一面であるが、中世のピット等には掘り込
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まれていなかった。

平面形は、ほぼ円形を呈し、直径0．70m、深さ0．33mを測る。断面形はU字形をなし、壁は

ほぼ平坦な底面より急角度で上がっている。底面では西側に一段高くなった平場を有する。埋

土は黒色粘質土単一層である。出土遺物は皆無である。

SK45

SK45は、調査区中央部東寄りに位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ

層を掘削していた。検出面は中世の遺構と同一面であるが、ピット等には掘り込まれていなか

った。

平面形は、舟形を呈し、長径2．50m、短径0．42m、深さ0．25mを測る。長軸方向はN－900

－Eである。断面形はU字形を呈し、壁は底面より内湾して立ち上がる。埋土は、上層が暗褐

色粘質土、下層が黄暗褐色粘質土であった。付属遺構は特に検出されなかったが、西端は底面

より一段高くなった平場を有する。出土遺物は土鉱の中では多く、8点が図示できた。この中

には壷蓋（361）が含まれている。遺構は東端でピットに掘り込まれていた。

SK47

SK47は、調査区西部に位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

していた。検出面はSK32とほとんど同じ状況を呈していた。

平面形は、南北に細長い舟形を呈し、長径2．13m、短径0．30m、深さ0．12mを測る。長軸方

向はN－20－Wである。断面形は扇平なU字形を呈し、壁は底面より急角度で上がっている。

底面はほぼ平らである。埋土は黒色粘質土単一層であった。付属遺構としては北側にピットを

確認した。性格的にはSK3と同じではなかろうか。出土遺物はほとんどなく、図示できたも

のはなかった。

SK48

SK48は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削していた。検出面はSK32と同じ状況を呈していた。

平面形は、舟形を呈し、長径1．75m、短径0．50m、深さ0．20mを測る。長軸方向はN－110

－Wである。断面形はU字形を呈し、壁は底面より内湾気味に上がっている。埋土は黒色粘質

土単一層である。出土遺物はほとんどなく、図示できるものはなかった。遺構は西側中央部

でSK32を切っている。

SK49

SK49は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘
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削している。検出面はSK32と同じ状況を呈していた。

平面形は、細長い舟形を呈し、長径3．30m、短径0．35m、深さ4cmを測る。長軸方向はN－

80－Wである。断面形はU字形を呈し、壁はほぼ平坦な底面より急角度で立ち上がっている。

埋土は黒褐色粘質土単一層であった。出土遺物はほとんどなく、図示できるものはなかった。

遺構は北側でピットに掘り込まれている。

SK50

SK50は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削していた。検出面はSK32と同じ状況を呈していた。

平面形は、舟形を呈し、長径1．55m、短径0．35m、深さ0．15mを測る。長軸方向はN－160－

Wである。断面形はU字形を呈し、壁は床面より内湾気味に上がる。埋土は黒褐色粘質土単一

層であった。付属施設として、中央部底面にピットを確認した。性格的にはSK3と同じであ

るとみられる。出土遺物はほとんどなく、図示できるものはなかった。遺構は、東側でSK51

を切っているが、南側ではST13に切られていた。

SK53

SK53は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削していた。検出面はSK32と同じ状況を呈していた。

平面形は、方形を呈し、長径2．37m、短径1．80m、深さ0．30mを測る。長軸方向はN－88030′

－Eである。断面形は逆台形状をなし、壁はほぼ平坦な床面から急角度で立ち上がっている。

床面は東側で床面より一段高くなった平場を有する。埋土は茶褐色粘質土単一層であった。付

属遺構とみられるものとして、西側の壁に掘り込まれたピットを確認した。ピットの底面と遺

構の底面とが同一面であるので、柱穴と考えるには無理があるとみられる。出土遺物はほとん

どなく、図示できるものはなかった。遺構はSK52とST13を切っている。

SK55

SK55は、調査区南部、ST16の南西約2mの所に位置し、欝Ⅱ層を掘り下げた段階で検出

した。検出面は中世の遺構と同一面であり、丁度、中世の溝（SDl）に西側を縦断された形

となっている。

平面形は、細長い舟形を呈し、長径3．00m、短径0．45m、深さ0．18mを測る。長軸方向はN

－810－Eである。断面形はU字形を呈し、壁は底面より内湾して立ち上がる。埋土は黒褐色

粘質土単一層である。付属施設として東側でピットを確認した。SK47と同じような性格では

なかったかと考えられる。出土遺物は少なく、図示できたのは、混入したとみられる369の壷

1点のみであった。遺構は西側で1個のピットに掘り込まれていた。
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SK56

SK56は、調査区南部、ST16の南約2mの所に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出し

た。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構と同一面であるが、中世の遺構には掘

り込まれていなかった。

平面形は、楕円形に近い隅丸方形を呈し、長径1．30m、短径0．75m、深さ0．29mを測る。長

軸方向はN－860－Wである。断面形はほぼU字形を呈し、起伏している底面より緩やかに上

がっている。北側には底面より一段高くなった平場を有する。埋土は灰暗褐色粘質土単一層で

あった。出土遺物はほとんどなく、図示できるものはなかった。遺構は単独で存在し、他の遺

構との重複関係は認められなかった。

SK57

SK57は、調査区中央部やや南寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は

第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構の検出面とは異なり、中世の遺構には掘り込まれ

ていなかった。

平面形は、楕円形を呈し、長径0．95m、短径0．65m、深さ0．24mを測る。長軸方向はN－

74030′－Wである。断面形はU字形を呈し、壁は底面より内湾して立ち上がっている。埋土

は、上層より混炭化物暗褐色粘質土、暗褐黄色砂性粘質土、暗褐色粘質土、黄暗褐色砂性粘質

土の順で堆積していた。付属遺構として、北西壁に斜めに掘り込まれたピットを確認した。出

土遺物は少なく、図示できたのは370の壷1点のみであった。遺構はST17を切って掘り込ま

れていた。

SK59

SK59は、調査区中央部やや南寄り、ST16の北東約0．5mの所に位置し、欝Ⅲ層を掘り下

げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。検出面の状況はSK57とほとんど同じで

あった。

平面形は、方形を呈し、長径1．55m、短径1．40m、深さ0．34mを測る。長軸方向はN－600

－Wである。断面形は、基本的には逆台形状をなし、南側で袋状を呈する部分がある。壁ほや

ほや起伏する底面より急角度で上がっている。埋土は、上層より淡黄暗褐色砂性粘質土、黒褐

色粘質土（焼土を含む）、黄暗褐色粘質土の順で堆積していた。出土遺物は他の土拡と比べて

多く、11点が図示できた。遺構はSK60・61と隣接しているが重複関係は認められなかった。

SK61

SK61は、調査区中央部、ST16の東側に位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階で検出した。検
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出面はSK57とほとんど同じ状況を呈していた。

平面形は、方形を呈していたと推定され、長径1．90m、短径1．15m、深さ0．18mを測る。長

軸方向はN－5030′－Eであった。断面形は逆台形状をなし、壁は底面より急角度で上がって

いる。埋土は暗褐色粘質土単一層であった。付属遺構として、西側でSK35と同じような壁溝

状の溝と3個のピットを検出した。出土遺物は少なく、図示できたのは379と380の2点であっ

た。遺構北側でSK60に、東半分がSR7にそれぞれ切られていた。

SK63

SK63は、調査区南部、ST20の北東に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構と同一面であったが、中世の遺構には掘り込ま

れていなかった。

平面形は、中央部がやや幅広の舟形を呈し、長径1．80m、短径0．60m、深さ0．11mを測る。

長事由方向はN－100－Eである。断面形は逆台形状をなし、壁は西側で急角度で上がり、東側

で緩やかに上がっている。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。付属遺構として、南端で1個

のピットを確認した。出土遺物は皆無であった。遺構は北側でSK62に切られている。

SK64

SK64は、調査区南部SK63の南に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第

Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構と同一面であるが、中世の遺構には掘り込まれてい

なかった。

平面形は、北側がとがった方形を呈し、長径1．40m、短径0．83m、深さ0．11mを測る。長軸

方向はN－560－Eである。断面形は逆台形状を呈し、壁はほぼ平坦な底面よりやや傾斜をも

って上がっている。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無であった。遺構は南

側でST20に切られている。

SK67

SK67は、調査区南部に位置し、第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

していた。検出面は中世の遺構と同一面であったが、中世の遺構には掘り込まれていなかっ

た。

平面形は、舟形を呈し、長径2．10m、短径0．40m、深さ0．26mを測る。長幸由方向はN－830

30′－Eであった。断面形はU字形をなし、壁は底面より内湾気味に上がっている。底面は西

側の平場から東側で一段上がった平場を有する。埋土は、上層が黒褐色粘質土、下層が黒黄褐

色粘質土であった。付属施設としては、東側でピットを確認した。性格にはSK47と同じもの

ではなかろうか。出土遺物はほとんどなく、図示できるものはなかった。
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SK68

SK68は、北東端部、SRlとSR4の問に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。

遺構は第Ⅴ層を掘削していた。検出面は中世の遺構と同一面であったが、中世の遺構には掘り

込まれていなかった。

平面形は、楕円形を呈し、長径1．65m、短径1．14m、深さ0．31mを測る。長軸方向はN－

1030′－Wであった。断面形はU字形を呈し、壁は底面から急角度に立ち上がる。床面は西側

にやや傾斜している。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。遺物は、土拡の中では最も多く、

底面に投棄された状態で出土していた。この内、図示できたものは12点であった。すべて弥生

前期前半のものである。遺構は、先述のようにSRlとSR4に接していて、壁が一部壊され

ていた。

溝

SDI

SDlは、調査区北西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第Ⅴ層を

掘削しているが、西壁にかかっているため完掘はしていない。検出面は中世の遺構と同一面で

あったが、中世の遺構に掘り込まれていなかった。

溝は、幅0．75～1．00m、深さ0．13～0．29mを測り、東へ2．86mの所で終っており、西側は調

査区外へ延びている。断面形は逆台形状をなし、壁はやや傾斜して上がっている。基底面は、

いく分起伏し、北西の方に向って傾斜している。埋土は褐色粘質土単一層であった。付属施設

とみられるものは検出されなかったが、基底面にはいくつかのピットが掘り込まれた形となっ

ている。出土遺物はほとんどなく、図示できたものは393の壷が1点のみであった。

SD2

SD2は、調査区北部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

していた。検出面は中世の遺構と同一面であったが、その影響は受けていなかった。

溝は、南北に延び、幅0．4～0．6m、深さ約0．23mを測り、約2．0mしか残存していなかった。

断面形は逆台形状をなし、壁は底面より急角度で上がっている。基底面は北に向ってやや傾斜

している。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無で、図示できるものはなかっ

た。溝は、北側をSPlに、南側をSR7に切られているため、わずかしか残存していなかっ

た。

SD5

SD3は、調査区中央部に位置し、西側から中央部にかけては第Ⅲ層、東側では第Ⅱ層を掘

－117－



り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。溝は、東西に延び、幅0．38～0．84m、

深さ0．18～0．28mを測り、全長約24mである。断面形はU字形あるいは逆台形状を呈してお

り、壁は床面よりやや急角度をもって上がっている。埋土は、上層が暗黒色粘質土、下層が黄

暗褐色粘質土であった。出土遺物は全般に少なく、図示できたものは10点であった。溝は、西

端でSK21、中央部寄りでSK33、中央部でSR7・9にそれぞれ切られていて、中央部で

SK58を切っている。

SD4

SD4は、調査区西部に位置し、欝Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第Ⅴ層を掘

削しているが、西壁にかかっているため完掘はしていない。検出面は、中世の遺構と同一面で

あるが、STlOと同じような状況を呈していた。

溝は、北西から南東に向って延びていて、幅0．88～1．24m、深さ0．41～0．47mを測り、約6．2

mしか残存していなかった。溝のほとんどは調査区外へ延びている。断面形はほぼU字形を呈

し、壁は底面より内湾気味に上がっている。基底面は北西から南東方向に向ってやや傾斜して

いる。埋土はレンズ状に堆積していて、上層で灰茶褐色粘質土を検出した以外はすべて砂質土

ないしは砂土であり、当時は流れがあったとみられる。出土遺物は皆無であり、図示できるも

のはなかった。溝は、北側でSK46、中央部でSXlをそれぞれ切っていて、南でST15に切

られていた。

SD5

SD5は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第Ⅴ層を

掘削しているが、西壁にかかっていて完掘はしていない。検出面はSTlO等とほとんど同じ状

況であった。

溝は、西から東へ延びていて、幅0．44～0．68m、深さ0．03～0．21mを測り、残存長約4．2m

である。溝のほとんどは調査区外へ延びているとみられる。断面形はU字形を呈し、壁は底面

より内湾して立ち上がっている。基底面は、西から東へ傾斜していて、東端では2段の平場を

有する。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。出土遺物は皆無であり、図示できたものはなか

った。溝は南側でSTllと接している。

SD6

SD6は、調査区南西部、SD7の南に位置し、欝Ⅳ層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は、算Ⅴ層を掘削しているが、STllに切られていてほとんど残存していない。また、西壁に

かかっていて、完掘はしていない。検出面での状況はSTlO等とほとんど同じであった。

溝は、北西から南西に延びていて、幅0．28～0．30m、深さ5～9cmを測り、残存長約5．8m
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である。溝の主体部はほとんど調査区外へ延びているとみられる。断面形はU字形を呈し、壁

は底面より内湾気味に上がっている。埋土は黒褐色粘質土単∵層であった。出土遺物は皆無で

あり、図示できるものはなかった。

SD7

SD7は、調査区南西端から中央部やや南よりにかけて延びていて、南西部では第Ⅳ層、そ

れ以外では第I層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、第Ⅴ層を掘削していたが、南壁にか

かっていて完掘はしていない。検出面が中世の遺構と同一面である部分では中世の遺構にいく

分壊されていた。

溝は、北東から南西に向かって延びていて、幅0．72～1．25m、深さ0．11～0．27mを測り、全

長約42mである。溝はさらに調査区外へ延びている。断面形はU字形あるいは逆台形状を呈し

ていて、壁は底面よりやや傾斜して上がっている。基底面はいく分起伏しているが、概ね北東

から南西方向に向って傾斜している。埋土は、場所によって色調を異にするが、すべて砂質土

であった。また、レンズ状に堆積している部分もあった。これからすると、当時は流れがあっ

たとみられる。出土遺物は少なく、図示できたのは2点のみであった。溝は、南西部でSK66

を切り、北東部ではSR7・9・6にそれぞれ切られている。

SD8

SD8は、調査区北端部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削していた。検出面は中世の遺構と同一面であり、いくつかのピットに掘り込まれていた。

溝は、北西から南東にかけて延びていて、幅0．38～0．78m、深さ0．15～0．24mを測り、約2．6

mしか残存していない。断面形はほぼU字形を呈し、壁は底面より内湾して上がっている。基

底面は北西から南東方向に向って傾斜している。埋土は黒褐色粘質土単一層であった。遺物は

ほとんど出土せず、図示できるものはなかった。溝は、北側でSP2に、南側でSKlOにそれ

ぞれ切られている。

水溜状遺構

SP2

SP2は、調査区北端部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は、欝Ⅴ層を

掘削していたが、北壁にかかっているため完掘はしていない。検出面は中世の遺構と同一面で

あり、土拡やピットに掘り込まれていた。

遺構は、長径約8m、短径1．4m、深さ5～40cmを測る部分のみを調査しており、どのよう

な形態、規模であったのか不明である。底面は、南側に深さ5～15cmほどの浅い平場を有し、
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北側では一段深い平場となっている。埋土は灰褐色砂質土を主体としていた。遺物はほとんど

出土せず、図示できたのは1点のみであった。遺構は、西端でSPlと接していて、西側で

SR7に切られ、東側でSD8を切っている。

性格不明遺構

SXI

SXlは、調査区南西部に位置し、欝Ⅳ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘

削していた。検出面はSTlOとほぼ同じ状況を呈していた。

平面形は、不整形を呈し、長径3．80m、短径3．60m、深さ0．13～0．22mを測る。壁は底面よ

り急角度で上がっている。底面は東にやや傾斜した形となっている。また、北西部の底面から

は炭化物を検出した。埋土は暗茶褐色粘質土単一層であった。

付属遺構としては8個のピットを確認した。規模とこれらのピットからして、竪穴状遺構の

可能性もあるが、残存しているピットからは断定できなかった。出土遺物は少なく、図示でき

たのは1点のみであった。遺構は、西側をSD4に縦断された形で切られ、南側ではST15に

切られていた。

SX2

SX2は、調査区中央部西寄りに位置し、第Ⅲ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ

層を掘削していた。検出面はST18とほぼ同じ状況を呈していた。

平面形は、不整形を呈し、長径約5．4m、短径約2．2m、深さ2～15cmを測る。壁はほぼ平担な

底面より急角度で上がっている。底面は西側に広い平場を有し、東側で一段下がった平場とな

り、東端では、また、一段上がった平場となっている。埋土は暗茶褐色粘質土単一層であった。

付属遺構としては、5個のピットを確認したがすべて深さ0．12m以下であり、竪穴状遺構と

考えるには無理がありそうである。遺物はほとんど出土せず、図示できるものはなかった。遺

構は、北半分をST18に切られた形となっている。

ピット

PI

Plは、調査区西部、STlOの東へ約1．6mの所に位置し、欝Ⅳ層を掘り下げた段階で検出

した。遺構は第Ⅴ層を掘削していた。平面形は、楕円形で長径28cm、短径24cm、深さ27cmを測

る。柱痕は検出されなかった。また、他のピットとの関連は不明である。出土遺物は少なく、

図示できたのは404の高杯1点のみであった。
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P2

P2は、調査区北西部に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

していた。平面形は、楕円形で、長径24cm、短径20cm、深さ4cmを測る。柱痕は検出されなか

った。また、他のピットとの関連は不明である。出土遺物は少なく、1022の磨石が1点図示で

きただけであった。

P3

P3は、調査区中央部やや西寄りに位置し、欝Ⅲ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第

Ⅴ層を掘削していた。平面形は、円形で直径20cm、深さ14cmを測る。柱痕は検出されなかった。

また、他のピットとの関連は不明である。出土遺物は405の壷底部が1点あったのみである。

P4

P4は、調査区北東部、ST7の南東に位置し、第Ⅱ層を掘り下げた段階で検出した。遺構

は第Ⅴ層を掘削していた。平面形は、楕円形を呈し、長径30cm、短径28cm、深さ33cmを測る。

柱痕は検出されなかった。また、他のピットとの関連は不明である。出土遺物は、406の壷が

1点あり、基底面より出土した。

P5

P5は、調査区南西部に位置し、第Ⅳ層を掘り下げた段階で検出した。遺構は第Ⅴ層を掘削

していた。平面形は、不整形を呈し、長径74cm、短径60cm、深さ54cmと規模の大きなものであ

る。ほぼ中央で柱痕を確認した。また、他のピットとの関連は不明である。出土遺物として3

個の小円礫（1078～1080）がある。ピットはST13の西壁に掘り込まれていた。

自然流路

SRI

SRlは、調査区東部を南北に縦断していて、北側で第Ⅱ層、南側で第I層を掘り下げた段

階で検出した。検出面は中世の遺構と同一面であり、多数ピット等が掘り込まれていた。ま

た、遺構は、中央部で工事に伴うとみられる削平を受けていて上層部は残存していなかった。

遺構は、幅2．90～5．30m、深さ0．73～0．88mを測り、北部では南方を向き、中央部から南部

では南西方向に向きを変える。遺構はさらに南西と北方向に延びていて、調査区内での長さは

約32mであった。断面形は幅広のU字形を呈し、壁は起伏する底面より、内湾気味に上がって

いる。埋土はほとんど砂質土か砂土であり、不規則に堆積していた。また、場所によって堆積
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状況が異なっていた。このような堆積状況からすると、当時は比較的速く流れていたのではな

かろうか。

出土遺物は、非常に多く約4万点を数える。しかし、遺物のほとんどは小破片であり、今回

図示したのは約300点であった。これらの遺物は、前期から後期までのものが入り混ざってお

り、中期後半から後期前半までのものがその大半を占めていた。そして、それらは層序的な出

土状況をなさず、下層部からも新しいものが出土した。遺構は、南部でいくつかの支流に分か

れ、SR4～6とも重複していた。本来は、SRlが主流で、SR4～6がその支流であった

と考えられる。今回は、便宜上各自然流路に遺構番号を付した。

SR4

SR4は、調査区東部SRlの東隣りをSRlに沿って南北に延びるもので、第Ⅱ層を掘り

下げた段階で検出した。検出面は中世の遺構と同一面であり、多数の中世の遺構に掘り込まれ

ていた。また、遺構は、調査区中央部で削平を受けていて残存せず、終った形となっていた。

そのため、SR5とは本来は同一のものと考えられるが、便宜上別々の遺構番号を付した。

遺構は、幅1．24～3．00m、深さ0．34～0．41mを測り、北端部で南方を向き、北部で南西に向

き、形は幅広のU字形を呈し、壁は、起伏する底面より内湾気味に上がっている。埋土はすべ

て砂質土ないし砂土であり、不規則に堆積していた。また、堆積状況は部分的に異なってい

た。このような堆積からすると、SRlと同じような流れではなかったかとみられる。

出土遺物は、SRlほどではなかったが約1万5千点ほどあったものの、遺物のほとんどが

小破片であり、今回図示したのは約200点ほどである。これらの遺物のほとんどは中期後半から

後期前半であった。しかし、SRl同様層序的な出土状況をなしていなかった。遺構は、本来

SR5と南で合流すると考えられるが、調査区内では北部でSRlと接していただけであった。

SR5

SR5は、調査区東部、SRlの東隣りを南西方向に向って延びるもので、第I層を掘り下

げた段階で検出した。検出面は中世の遺構と同一面であったが、中世の遺構の少ない所であ

り、あまり掘り込まれていなかった。また、北側では、SR4同様削平されていて、調査区中

央部で終った形となっていた。本来はSR4と同一のものと考えられる。

遺構は、幅1．78～2．80m、深さ4～37cmを測り、調査区外へさらに延びており、調査区内で

の長さは約5．5mであった。断面形は幅広のU字形をなし、壁は起伏する底面より緩やかに内

湾して上がっている。埋土は、SR4とほぼ同じですべて砂質土ないし砂土であり、不規則に

堆積していた。堆積状況は部分的に異なっている。このような堆積状況からして、SRl同様

の流れではなかったかと考えられる。

出土遺物はSR4と比べると非常に少なく、図示できたのは約50点であった。遺物の時期及
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び出土状況はSR4とほとんど同じであった。遺構は先述の如く本来はSR4と同一のもので

あるとみられるが、調査区内ではSRlと合流しているのみであった。

SR6

SR6は、調査区東部、SRlの西側をSRlに沿って延びており、北側では欝Ⅱ層、南側

では第I層を掘り下げた段階で検出した。検出面は中世の遺構と同一面であり、多数のピット

や土鉱に掘り込まれていた。

遺構は、幅0．82～1．08m、深さ7～20cmを測り、北端でSRlから分かれ、南西方向に延び、

南部で2本に分かれ、SR9と合流した形となっている。調査区内での長さは約26mである。

断面形は幅広のU字形をなし、壁は起伏する底面より内湾気味に上がっている。埋土はすべて

砂質土か砂土であり、当時はSRlから分かれて南西方向に流れていたとみられる。出土遺物

は少なく、図示できたのは5点のみであった。遺構は、先述の如く北部でSRlに接し、南部

でSR9と重複している。また、SD7を切っている。

SR7

SR7は、調査区中央を南北に縦断して延びるもので、北部では第Ⅱ層、中央部では欝Ⅲ層、

南部では第I層を掘り下げた段階で検出した。検出面が中世の遺構と同一面の部分では、多数

の中世の遺構に掘り込まれていた。また、遺構は、調査区外へさらに延びていて完掘はしてい

ない。

遺構は、幅1．38～2．42m、深さ0．19～0．45mを測り、北部では南方を向いて延び、中央部か

ら南西方向に向きを変える。調査区内での長さは約54mである。断面形はほぼU字形をなし、

壁は起伏する底面より内湾気味に上がる。埋土は、ほとんど砂質土ないし砂土であり、不規則

に堆積していた。このような堆積状況からして、当時は比較的速く流れていたのではなかろう

か。遺物は、約500点ほど出土したが、ほとんど破片であり、図示できたのは56点であった。

これらの遺物は前期から後期まで入り混ざっている。遺構は、北からSTl・5・6・19・20

を切っている。特にST20では中央部を縦断された形となっていた。これ以外にも多数のピッ

トや土鉱を切っている。

SR8

SR8は、調査区東端部を南北に延びるもので、北部で第Ⅱ層、南部で欝I層を掘り下げた

段階で検出した。検出面は中世の遺構と同一面であり、丁度、中世の溝SD2と重なっていた。

また、ピットや土鉱にも掘り込まれていた。また、遺構は調査区外へ延びていて完掘はしてい

ない。

遺構は、幅0．98～1．56m、深さ4～23cmを測り、調査区内での長さは約22mである。断面形
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は概ねU字形を呈し、壁は底面より内湾気味に上がる。埋土は、すべて砂質土か砂土であり、

やや不規則に堆積していて、当時は流れがあったとみられる。出土遺物は少なく、図示できた

のは3点のみであった。遺構は、北部でSR4と接している以外は単独で残存していた。

SR9

SR9は、調査区中央部から南に延びるもので、第I層を掘り下げた段階で検出した。検出

面は中世の遺構と同一面であり、ピットや土鉱に数ヶ所で掘り込まれていた。また、遺構は調

査区外へ延びているため完掘はしていない。

遺構は、幅1．18～1．82m、深さ0．16～0．28mを測り、調査区内での長さは約22mである。断

面形は幅広のU字形を呈し、壁は底面より内湾して上がっている。埋土は、上層が灰暗褐色粘

質土、下層が灰黄暗褐色粘質土であった。出土遺物は少なく、図示できたのは13点のみであっ

た。これらの遺物は前期から後期にかけてのものである。遺構は、ST19の項で述べたように

ST19に切られており、南ではSR6と合流した形となっている。

5．　まとめ

Loc．34A　では、20棟にも及ぶ住居址や他の多数の遺構が確認され、集落構成や当時の社会

状況を考える上で貴重な資料を提供出来得ると考えられる。これら住居址はその出土遺物か

ら、主に弥生時代中期後半から後期前半にかけてのものと考えられ、この期の集落としては県

下では有数のものである。

なお、いま少し詳細に住居址の時期について検討してみたい。STlは、出土遺物が少なく

明確な時期は不明であるが、48のような中期Iの遺物や52のような古い様相の紡錘車が出土し

ていることからして中期Iの住居址であると考えられる。ST2は、56、61のような中期Ⅲの

遺物も出土しているが、後期Iとみられる62が出土していることから、中期Ⅲから後期Iにか

けての時期の住居址と考えられる。この事は中期ⅢとみられるSKllをST2が切っているこ

とからも首肯される。ST3は、遺物が少なく時期は不明であるが、ST14との切り合い関係

からして大きな時期の隔たりはなかったと考えられ、ST4よりも1時期程度古いものといえ

よう。ST4は、中期から後期の遺物が混在して出土しているが、中央ピットより82、88が出

土していることからして、後期Iの時期に廃棄されたとみられる。ST5は、出土遺物が少な

く明確な時期は不明であるが、106のように内面にへラ削りを施した土器が出土していること

から中期以降の住居址と考えられる。ST6は、後期の土器も出土しているが主体は中期Ⅲの

時期のものであり、中期Ⅲから後期Iにかけての住居といえよう。ST7・8は、ほとんど同

時期の遺物が出土していることからして重複しているがあまり時期差はなく、2棟とも中期Ⅲ

の時期に属する。ST9は、出土遺物が皆無に等しく、時期は不明である。STlOは、中期Ⅱ

から後期Iにかけての遺物が混在しており、後期Iの時期に廃棄されたと考えられる。STl1
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は、210が中央ピットと床面から出土していることから中期Ⅲの時期に住居址が造られ、211が

出土していることから後期Iの時期に廃棄されたと考えられる。ST2は、216、217からして

中期Ⅲの時期と考えられる。ST13は、中央ピットよりSTllから出土した210と同一個体の

破片が出土しているので中期Ⅲの時期に造られ、226、228から、後期Iの時期にも存続してい

たと考えてよくはなかろうか。ST14は、最低2期、場合によっては3期の住居の作り変えが

考えられ、出土遺物も後期Iを中心として250のような後期Ⅱの時期とみられるものも出土し

ていることから後期Iから後期Ⅱにかけての住居址と考えられる。ST15は、ST14に切られ

ていることや、中期Ⅲの遺物が主体を占めていることからして、中期Ⅲの時期に造られ、後期

Iの早い段階で住居址が廃棄されたと考えられる。ST16は、298、299が中央ピットから出土

しているので、中期Ⅲの時期と考えられる。ST17は、307が出土していることから中期Ⅲか

ら後期Iにかけての過渡期の住居址とみられ、ST18は、324～326が出土していることから後

期Iの時期であろう。ST19は、前期から中期にかけての遺物が混在し、しかも3点のみの出

土であるので明確な時期は不明と言わざるを得ない。ST20は、331～333が出土していること

からして中期Ⅲの時期である。以上、時期が不明確なSTl・5・9・19以外の住居址の時期

をまとめてみると、大きく3期に区分することができる。すなわち、第I期が中期Ⅲの時期、

第Ⅱ期が中期Ⅲから後期Iにかけての時期、そして、第Ⅲ期が後期Iを中心とする時期であ

る。第I期に属する住居址はST3・7・8・12・15・16・20であり、ST7・8が切り合っ

ていることから、この時期も最低2期に細分できる。これらの住居址は集落全域に散在した状

態になっている。第Ⅱ期に属する住居址はST2・6・11・13・17である。これらは、第I期

より狭い範囲で孤を描く形で配置されている。第Ⅲ期は、ST4・10・14・18が該当するとみ

られ、第Ⅱ期よりさらに狭い範囲に小さな孤を描く形で配置されている。これによると時期が

新しくなるに従って集落の範囲が縮小されたことがうかがえる。また、住居址の面積をみてみ

ると、平均値は、第I期が26．5Hf、第Ⅱ期が24．3I武第Ⅲ期が26．3Hfであるが、欝Ⅲ期に属す

るとみられるST14は他の住居址とは異なる遺物が出土しており、かつ、規模が大きく、集落

の中心的位置を占めていたとみられ、例外的な住居址と考えると、第Ⅲ期の平均値は19．5Iがと

なり、時期が新しくなるに従って一般の住居は小規模化しているといえる。そして、最も新し

い遺物が出土しているST14がこの集落での最後の住居址であったと考えられる。

以上、住居址を中心にみてきたが、この集落の場合、中期Ⅲの時期に盛期ともいえる時期を

むかえ、後期になり徐々に衰退化し、後期Ⅱの時期には消滅したと考えられる。Loc．34A以西

にはこの集落の未調査部分があり、さらに西には多数の住居址が確認されている。それらの集

落の様相が解明されれば、田村遺跡群における弥生時代後期の実体がより明確になっていくで

あろう。
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第21表　遺構出土土器観察表

挿図番号 遺構番 号 平 面 図 規　　 模
（m ）

主軸方向 柱穴 面積
（が）

施　 設 備　 考

第42図 S T l 楕 円形 5 ．5 5 ×4 ．8 4 N －83 0－W 53 2 1 ．2 0 中央 ピッ ト、壁 溝 建替 え

第43図 S T 2 〃 6 ．6 8 ×6．28 N 二一27。－ E 39 3 3 ．0 0 〃

第44図 S T 3 円　 形 5．8 0 1 5 2 6 ．4 0 〃

〃 S T 4 〃 5 ．5 0 1 4 23 ．8 0 〃

第45図 S T 5 楕円形 6 ．8 4 ×6．00 N －1 0。－ E 6 1 32 ．4 0 中央 ピ ット ．建替 え

第46図 S T 6 円　 形 5 ．5 0 3 6 23 ．8 0 中央 ピ ット、壁 溝

第47図 S T 7 〃 5 P．4 0 2 8 22 ．9 0 〃

〃 S T 8 〃 6 ．5 0 3 5 33 ．20 〃

第48図 S T 9 楕 円形 3．35 ×3．0 7 N －7 00－ W 11 8 ．10

〃 S T lO 円　 形 3 ．74 13 1 1．00 壁構

第49図 S T l l 楕 円形 5．6 5×5 ．0 2 N －6 3 0－W 11 2 2．40 中央 ピッ ト、壁溝

第50図 S T 1 2 円　 形 6．20 19 3 0．20 壁溝 建替 え

第51図 S T 1 3 〃 5．00 28 19．6 0 中央 ピッ ト、壁溝 〃

第52図 S T 1 4 楕 円形 8 ．0 0×7 ．4 5 N －29。－W 39 4 6．9 0 〃 2 度の建替 え

〃 S T 15 〃 6 ．5 6 ×5 ．55 N －67。－ E 3 1 28 ．8 0 〃 建替 え

第53図 S T 16 〃 5 ．30 ×5．20 N －1 60－ W 1 9 21 ．6 0 中央 ピッ ト

〃 S T 17 円　 形 5 ．4 0 1 2 22 ．9 0 壁溝 琴替 え

第54図 S T 18 〃 5 ．5 0 4 4 2 3．8 0 中央 ピッ ト、壁溝

第55図 S T 19 〃 5．7 0 2 1 2 5．50 中央 ピ ッ ト

第56図 S T 20 楕 円形 5．55 ×5 ．2 0 N －3 1。－ E 9

l

2 2．70 壁溝

l

第22表　土砿計測表

挿 図番 号 遺構番号 平 面 図

規　　　　　 模 （m ）

長軸 方向 断 面 図 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第57図 S．K l 方　 形 3 ．6 5 0．80 0 ．6 3 N　 －80。－　E 適 台形

－ S K 2 〃 1．0 0 0．40 0 ．2 6 N　 －46 0－　W U 字 形

第5 7図 S K 3 舟　 形 1．6 5 0．40 0 ．12 N　 －3 1。－　W 〃

－ S K 4 〃 2 ．00 0．50 0 ．0 4 N　 －17。－　 E 〃

第5 7図 S K 5 〃 1．65 0．57 0 ．3 8 N　－　2 。－W 逆 台形

－ S K 6 不整形 1．25 0．60 0 ．11 N　 －28 0－　 E 〃

l
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挿図番号 遺構番号 平 面 図

規　　　　　 模 （m ）

・長軸方 向 断 面 図 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

－ S K 7 不整形 2．20 0 ．50 0．02 N　 －33 0－　W 逆 台形

第57図 S K 8 楕 円形 1．10 0 ．75 0．28 N　 －66。－　W U 字形

〃 S K 9 ／／ 0．75 0 ．55 0．28 ．N　 －74 0－　W 〃

－ S K l O 不整形 2 ．25 1．00 0．06 N　－850－　 E 逆台形

－ S K l l 隅丸方形 2 ．30 1．25 0 ．09 N　 －2303 0′E 〃

－ S K 1 2 方　 形 0 ．55 0．40 0 ．42 N　 －520－　W U 字形

第57図 S K 1 3 〃 2 ．50 1．55 0－．19 N　 －880－　W 逆台形

〃 S K 14 不整形 1．43 0．86 0 ．21 N －4 03 0左－E 〃

〃 S K 15 準方形 1．90 0．80 0 ．17 N　 －14 0－　 E 〃

〃 S K 16 隅丸方形 2．60 2．05 0 ．30 N　 －89 0－　 E 〃

－ S K 17 準方形 1．90 0．30 0 ．29 N　－　9 0－　E 〃

第58図 S K 18 方　 形 2．50 1 ．65 0．25 N －7103 0L W 〃

〃 S K 19 舟　 型 2．00 0 ．32 0．16 N　 －16 0－　 E U 字形

〃 S K 20 〃 2．65 0 ．58 0．32 N －9 03 0L E 逆 台形

〃 S K 2 1 〃 3 ．25 0 ．85 ．0．50 N　 －170－　 E 〃

－ S K 2 2 不整形 0 ．95 0．70 0．19 N　 －210－　 E 〃

第58図 S K 2 3 舟　 形 2 ．10 0．25 0 ．19 N　 －　8 。－　E U 字形

〃 S K 2 4 方　 形 2 ．40 1．35 0 ．56 N　 －62 0－ ，W 逆台形

－ S K 2 5 舟　 形 1．50 0．64 0 ．24 N　 －88 0－　W U 字 形

－ S K ．26 不整形 2．90 1 ．50 0 ．16 N　 －500－　W 逆 台形

第58図 S K 27 方　 形 1．50 1 ．08 0．40 N　 －850－　 E U 字 形

－ S K 28 舟　 形 2．65 0 ．55 0．36 N　 －760－　W 〃

－ S K 29 方　 形 2．20 1．55 0．16 N　－　5 0－ W 逆 台形

第59図 S K 30 楕 円形 1 ．05 0 ．60
0．36
～

0．50
N　 －200－　 E U 字形

〃 S K 3 1 方　 形 2 ．45＿ 1．85 0．14 N　 －120－　 E 逆台形

〃 S K 3 2 ‘舟　 形 1 ．90 0．45 0．14 N　 －680－　W U 字形

－ S K 3 3 〃 2 ．55 0．35 0．29 N　 －13。－　 E 〃

－ S K 3 4 〃 4 ．10 0．40 0 ．33 N　 －72 0－　W 〃

－ ．S K 35 不整形 2．00 0．50 0 ．16 N －6303 0′－W 逆台 形

－ S K 36 舟　 形 2．30　　　　　 0 ．55 0．23 N　 －22 0－　 E U 字 形
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挿図番号 遺構番 号 平 面 図

規　　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 図 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第59図 S K 3 7 舟　 形 2．50 0 ．25 0．21 N　 －870－　W U 字形

－ S K 38 〃 1．80 0 ．40 0．52 N　－ 1 0－ W 〃

－ ・S K 39 ノ／ 2．00 0 ．35 0．13 N －84 030′－W 〃

第59図 S K 4 0 方　 形 1．30 0．80 0．26 N　 －130－　 E 〃

－ S K 4 1 不整形 1．10 0 ．55 0．22 N　 －6．70－　W 逆台形

第59図 S K 4 2 舟　 形 2 ．45 0 ．40 0．29 N　 －680－　W U 字形

〃 S K 4 3 ノ／ 2．35 0 ．50 0．30 N　 －240－　 E 〃

第60図 S K 4 4 円　 形 0 ．70 － 0．33 － 〃

〃 S K 4 5 舟　 形 2 ．50 0．42 0．25 N　 －900－　 E 〃

－ S K 4 6 〃 2 ．60 0 ．30 0．13 N　－　9 0－　E 〃

第60図 S K 4 7 〃 2 ．13 0 ．30 0．12 N　－　2 0－ W 〃

第59図 S K 4 8 〃 1．75 0．50 0．20 N　 －110－　W 〃

第60図 S K 4 9 〃 3 ．30 0．35 0．04 N　－　8 0－ W 〃

〃 S K 5 0 〃 1．55 0 ．35 0．15 N　 －160－　W 〃

〃 S K 5 1 楕円形 0．75 0 ．60 0．35 N －2 03 0′－E 〃

－ S K 5 2 方　 形 1．70 1 ．15 0．14 N　 －850－　 E 逆台形

－ S K 5 3 〃 2．73 ‾ 1 ．80 0．30 N －88 030 L E ノ／

－ S K 5 4 舟　 形 2．30 0 ．20 0．16 N　 －800－　 E U 字形

第60図 S K 5 5 〃 3．00 0 ．45 0．18 N　 －890－　 E 〃

〃 S K 5 6 隅丸方形 1．30 0 ．75 0．29 N　 －860－　W 〃

－ S K 5 7 楕円形 0．95 0 ．65 0．24 N －74。30′－W 〃

－ S K 5 8 方　 形 3．00 1 ．55 0．25 N　 －89。一　W 逆台形

第60図 S K 5 9 〃 1．55 1．40 0．34 N　 －600－　W 〃

－ S K 6 0 円　 形 0 ．75 － 0 ．19 〃

－ S K 6 1 方　 形 1．90 1．15 0．19 N －5 03 0L E 〃

－ S K 6 2 舟　 形 3．00 0．80 0．18 N　 －540－　W U 字形

第60図 － S K 6 3 〃 1．80 0 ．60 0．11 N　 －100－　 E 逆台形

－ S K 6 4 方　 形 1．40 0 ．83 0．11 N　 －560－　 E ノ／

－ S K 65 〃 2．10 1 ．10 0．14 N　 －900－　 E 〃

－ S K 66 舟　 形 4．30 0 ．35 0．19 N　 －79。－　W U 字形
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挿図番号 遺構 番号 平 面 図

規　　　　　 模 （m ）

長 軸方向 断 面 図 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第60図 S K 67 舟　 形 2．10 0 ．40 0．26 N －83 030仁一E U 字形

〃

l

S K 68

1

楕円形 1．65 1．14

l

0．31

1

N －1 03 0仁一W 〃
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第23表　包含層出土土器観察表

挿図 番号 層　 位 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

1 第 III層 ・＝土ご重宝

15 ．8

（6 ．3）

直 立す る頸部 か ら外 反 する 口緑 部。
頸 部 にはへ ラ描沈線 に か こまれて

爪 に よる刺突 文が施 され る。

器 面 は磨 耗が 著 し く、調整 不明 。

2 ノ／ 〃

115 ．6

（5 ．6）

上 外方 への びる頸部 か ら大 き く外

傾 す る口緑部 。拡張 され た端部 に
は 2個 1組 の 円形浮文 が付 く。

〃

3 〃 〃

23 ．4

（4 ．7）

直 立す る頸部 か ら大 き く外反 する

口緑部。 拡張 され た端部 に はへラ
状 原体 に よる刻 目が施 され る。

〃

4 ／ノ 〃

16 ．6

（7 ．0 ）

直 立す る頸部 か ら短 く外 反す る口
緑 部。端部 に 2条 の凹線 文、頸部 に

も2 条の 凹線文 。

〃

5 〃 〃

15 ．6

（6 ．8 ）

や や内傾 してのび る頸部 か ら短 く

外 反す る口縁 部。端部 には 2条 の凹
線文 が施 され る。

〃

6 〃 〃

12 ．8

（7 ．1）

直立 す る頸部 か らなめ らかに外 反

す る口緑 部。端 部 は下 端 を拡張 し
3条 の凹線 文。 頸部 とも2条 の凹線
文。

〃

7 〃 ／／

14 ．6

（11 ．1）

直 立す る頸部 か ら短 か く外 傾 する

口緑 部。端部 を上 下 に拡張 し、2 条

の 凹線文 を施 す。

口緑部 コ ヨナデ。他 は ナデ調整 。

8 〃 〃

－ 直 立す る頸部 か ら緩 やか に下 る胴 頸 部外 面、パ ケ調整 。 内面ナ デ。

（9 ．8 ） 部 。 胴 部内面 、横 方向 のヘ ラ削 りが施

され る。

9 〃 〃

17 ．4

（9 ．5 ）

直 立す る頸部 か ら外 傾す る 口緑 部。

端 部 に 1条の擬 凹線 文。
頸 部 と胴 部の境 にへ ラ によ る刺 突
文。

器 面 は摩 耗 が著 し く、調整 不明 。

10 〃 聾

9 ．8 平 ら、な底 部か ら、胴 部 は上 外方 へ 器 面 は摩 耗が著 し く、調整 不明 。

11 ．1

9 ．4

4 ．4

の び、上 胴部 で内湾 気味 とな り、

口緑 部 は短 く外 反 する。端 部 は平
面 を有 す。

外 面 にパケ 目が残存 。

11 〃 〃

13 ．6 内傾 してのび る上胴 部か ら短 く外 口縁 部 ヨ コナデ。外面 パ ケ調整。

（5 ．6 ） 反 す る口緑 部。 口唇 部 を上 下 に拡

張 し、 2条 の凹線 文 を施 す。

内面 ナ デ。

12 〃 〃

14 ．4

（5 ．7 ）

内 湾気味 にの びる上胴 部か ら短 く

外傾 す る口綾部 。い く分拡 張 され
た端 部に 3 条の 凹線文 。

口緑 部 ヨ コナデ。他 はナ デ。 1～ 5mm 大 の砂
粒 を若 干含 む。

13 ／／ 〃

13 ．6 胴部 か ら くの字 状 を呈す る口緑部 。 口緑 部 ヨ コナデ。内面 、端 部 を強

（3 ．2 ） 端 。上端 を若干 拡張 し、2　 の擬 凹 くヨコナデ し、 口唇 口 を拡 張す る。
線文 を施 す。 外 面ナ デ。内面 上胴部 か らへ ラ削

り。

14 ノ／ 〃
（3 ．8 ）

5 ．5

あげ底気 味の底 部。 器面 は摩 耗が著 ししく、調整 不明。

15 〃 〃
（4 ．5）

4 ．6

平底 の底 部。 内面ナ デ。外 面 には叩 目を施す 。
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挿 図番号 層　 位 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 第 III層 襲
（6 ．0）

10 ．4

ほ ぼ平 底 の底部。 器面 は摩耗が著 し く、調 整不明 。

17 〃 ノ／

－
平底 の底部 か ら上 外方 への び る胴 外面 は縦方 向のパ ケ 目。 内面 は指

（25 ．5）

7 ．4

部。 ナ デ。

18 〃 高杯

21 ．4

（5 ．4 ）

椀状 の杯 部か ら直立 す る口緑 部。

端 部 は外 傾す る平面 を有 す。 口緑
部 外面 に1条 の擬凹線 文。

器面 は摩耗 が著 しく、 調整不明 。

19 〃 〃
（9 ．6）

大 き く開 く脚 部。 外 面パ ケ調整。 内面上 部 に しぼ り

目、下部 パ ケ目が残存 。粘土 板充
填 法。

脚部 の破片 。

20 第 IV 層 ・＝量ご・雲互

13 ．4 なめ らか に外 反す る口綾部 。端 部 口緑部 ヨ コナデ。外 面ナ デ。内 面

（3 ．9） は平面 を有 する。内面 に1条のへ ラ

描 沈線。 頸部 に2条 のへ ラ描沈線 。

不 明。

21 ノ／ 〃

16 ．0

（12 ．0）

ラ ッパ状 に開 く口頸 部。 外 面 に部 分的 にパ ケ目が残 存。 他

は不明。

22 〃 聾

12 ．4 球形 に近 い胴部 か ら くの字状 を呈 口緑 郵 ヨ コナ デ。外 面ナ デの あ と

（10 ．5） す る口緑部 。端部 上端 を拡張 し2 パ ケ調整 。上 同口　　 か らへ フ l
条の 凹線文 を施す 。 り－を施 す。

2 3 〃 ／／
（6 ．2）

6 ．8

あ げ底 気味 の底部 。 内面 ナデ。外 面パ ケ調整 。

24 〃 高杯

22 ．2 椀状 の杯部 か ら直立 する 口緑 部。 杯部 外面 に部分 的にへ ラ磨 き。脚

（8 ．7 ） 端 口に1 、　　 に4　 の凹′　　 を ロ　　 へ フ’l り。　 は ＼日。
施 す。 粘土板 充填 法 による。

25 〃 〃

18 ．2

10 ．5

8 ．2

椀状 の杯 部か ら大 き く開 く脚 部。 口緑 部 ヨコナ デ。外面 ベ ラ磨 き。

脚部 内外面 ナ デ。他 は不明 瞭。

26 〃 〃
（9 ．5）

6 ．6

ほぼ真下 に下 る脚部 か ら開 く裾部 。

端 部 は外傾 する平面 を有 す。脚部
中実。

内面 に しぼ り目が残存 。他 は不 明。 脚部 の破 片。

第24表　包含層出土石器観察表

挿図番号 層　 位 器　 種

最大長
計測値　 最大幅
（cm ，g ） 最大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

27 第III層 石斧

18 ．2

8 ．3

5 ．9

1660 ．0

緑色岩

大型の蛤刃石斧で基部欠損。断面楕円形を呈
す。刃部はやや丸くなっている。

28 第IV 層 〃

1 1．2

3 ．7

1．2

100 ．0

砂質片岩

柱状片刃石斧 とみられる。刃部先端約半分が
欠損。側辺部を研磨 し、右側辺部に挟 りを研
磨によりつ くり出している。

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
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挿 図番号 層　 位 器　 種

最大長
計測値　 最 大幅

（cm ，g ） 最 大厚
重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

29 第 III層 石斧

4 ．8

3 ．0

0 ．8

21 ．7

蛇 紋岩

扁 平片 刃石斧 。全面 を研磨 してい る。 刃部 は

左上 が りに約 4mmつ くられ てい る。．
部 分的 に欠損 して いる。

ほぼ完形 。

30 〃 〃

6 ．0

4 ．0

1 ．1

5 6 ．8

〃

扁平 片刃石 斧。 頂部左 側 が欠損 してい るが研
磨 して いる。刃 部 は左 上 が りにつ くられて い

る。 全面 を研磨 して い る。

3 1 〃 〃

5 ．3

4 ．0

0 ．9

38 ．3

〃

扁平 片刃石 斧。 刃部 は左上 が りにつけ られ 、

両端 が欠損 す る。頂部 は研磨 に よ り丸味 をお
び る。全面 を研磨 して い る。

ほぼ完形。

32 〃 〃

12 ．1

3 ．5

1．2

90 ．0

千枚 岩

側辺部 を中心 に剥 離痕が 荒 く残 存。 刃部 も剥
離 され ただ けで ある。 中央部 を中心 に研磨 さ

れて いる。

未製品 。

33 第 IV 層 叩石

9 ．4

5 ．5

1 ．7

135 ．0

砂 岩

両 側辺部 に剥 離痕 が残 るが端部 は摩滅 してい

て丸味 をお び ろ。

3 4 第ⅢI層 〃

14 ．1

3 ．6

2 ．2

185 ．5

緑色 片岩

棒状 を呈 す る もので 表面 には敲打 痕が 残存。

35 第 IV 層 磨 石

1 1 ．2

6 ．0

3 ．0

295 ．0

砂岩

自然 石 を研磨 してい る。側辺 部 の一部 に弱 い
敲打痕 あ り。

36 第 H I層 〃

1 1．5

6 ．7

3 ．4

395 ．0

〃

〃

37 第 Iや層 〃

14 ．1

7 ．9

4 ．3

700 ．0

チ ャー ト

〃

3 8 〃 砥 石

10 ．4

6 ．7

4 ．4

40 7 ．0

粗粒 砂岩

2面 を使 用 してい る。断面 は方形 を呈す。大 部

分 が欠損 。

39 第 H I層 〃

7 ．2

7 ．3

5 ．2

400 ．0

砂岩

断面 が6角 形 を呈 し、 その6面 すべ て を使 用 し

て いる。両 端部 が欠損 。・

40 〃 〃

1 1．0

14 ．3

3 ．2

740 ．0

〃

自然 石 を利用 した もので 、2両 を使 用 してい

る。約 ％が 欠損。側 辺部 に は敲打痕 が残存 。

41 〃 〃

18 ．9

13 ．8

9 ．7

3 500 ．0

〃

3 両 を使用 して いる。かな り使 用 された とみ ら
れ 、使用 面が 凹ん でい る。両端 が欠損 。部 分
的 に敲打痕 が 残存。

42 第 IV 層 石包 丁

（5 ．8 ）

4 ．0

0 ．6

25 ．6

緑 色岩

半 月形直 線刃形 態 を呈す るが約 ％が欠 損。 刃

部 は右上 が りにつ くられ てい る。 円孔 は表裏

か ら穿 たれて いる。

43 〃 石鉄

1 ．5

1 ．5

0 ．4

0 ．7

サ ヌカイ ト

凹基 式石 錬。両 側辺部 に は細 か な剥離 が加 え

られて いる。挟 りは意 識的 に作 出 され た とみ
られる。右 側 の逆刺 が欠損 す る。
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癖 図番 号 層　 位 器　 種

最 大長
計 測値　 最 大幅

（cm ，g ） 最 大厚
重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

44 第 IV 層 石鉄

3 ．2

1 ．2

0 ．3

1 ．1

サ ヌ カイ ト

凸基有 茎式石 録。 先端部 を欠損 す る。表裏 と

も大剥 離 を残 す。 側辺部 か ら茎 部 にか けて細

かな剥 離が加 えられて いる。

45 第 III層 〃

3 ．6

1 ．9

0 ．6

3 ．1

〃

凸基有 茎式石 錬。 基部端 部が 欠損 する。 断面
菱形 をなす 。部 分的 に大 剥離 を残 すが、 全体

に細 かな剥 離が加 えられて いる。

46 〃 不 明

4 ．4

3 ．3

2 ．1

24 ．2

砂質 片岩

把手状 をなす。 両端部 が欠損 す る。 断面 円形

を呈 し＞側 辺部 は研磨 され、 面取 りした形 と
な ってい る。

ほ ぼ完形？

47 〃 〃

8 ．4

2 ．9

0 ．6

16 ．9

千枚 岩

縦 に割れ約 ％が 欠損。 側辺部 で は右側辺 部の

みが研 磨 され平 らになって い る。 表面 は斜方
向 に研磨 され る。

第25表　遺構出土土器観察表

挿図番 号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

48 S T l 士宝E
（6 ．0）

丸 味 のあ る胴 部 に櫛 描直 線文 をは

さんで 半裁竹 管 によ る とみ られ る
山形文 を施 す。

器 面は摩 耗が 著 し く、調整 不明 。 胴部 の小 破片。

内面 白黄 褐色。

P 4 4出土 。

4 9 〃 賓
（4 ．4）

7．0

あげ底 気味 の底部。 ノ／ P 4 1出土 。

50 〃 〃
（3 ．2）

8 ．2

平底 の底部 。 〃 P 31 出土。

51 〃 紡錘車

直 径　　 2 ．9

全厚　　 0 ．6
重量 （g ）8 ．0

ほ ぼ円形 を呈 し、中央 部 に表 裏か

ら円孔 を穿つ。
〃 土器 片か ら‘の

再利 用。

52 〃 〃

直径　　 4 ．4
全厚　　 1 ．3

重量 （g ）15 ．0

ほ ぼ円形 を呈 し、中央 部 に表 裏か

ら円孔 を穿つ。 やや 中央部 が厚 く

な る。

表 面に製 作時 の指頭 庄痕が 残存 。

53 S R 2 士宣E

14 ．2

（5 ．3）

直立 す る頸部 か ら外 反す る口綾部 。

口緑 部 には粘土 紐 を貼 付 する。

器面 は摩耗 が著 し く調 整不 明。

54 〃 〃

18 ．0

（1 ．9 ）

大 きく外 反す る口緑 部。貼 付 口緑

にはへ ラ状原体 で刻 目。 内面 には
微 隆起帯 と6条 の櫛描 文。

〃

5 5 〃 〃

14 ．2

（11 ．3）

短 く直 立す る頸部 か ら外傾 す る口
綾 部。やや拡 張 した端 部 には 2条 の

凹線文 。胴部 は なだ らかに下 る。

〃

56 〃 聾

13 ．6

（6 ．0）

くの字 状 に曲が る口緑部 。端 部 は

上 下 に拡張 され、2条の 凹線文 が施

され る。

l

ノ／
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挿 図番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

5 7 S T 2 聾

24 ．6

（5 ．5 ）

くの字 に曲が る口緑 部。端 部 は上

方 に大 き く拡張 され る。
口緑 部 ヨコナ デ。 他 はナ デ。

58 〃 〃
（3 ．0 ）

5 ．0

平底 の底 部 。 器面 は摩耗 が著 し く、 調整不 明。
内底 面 に指 頭圧痕 が残 る。

5 9 〃 〃

（4 ．1 ）

6 ．0

〃 器面 は摩耗 が著 し く、 調整不 明。

内面 に は下 か ら上 へ のへ ラ削 りが
施 され る。

内面 白黄 褐色 。

P 6出土 。

60 〃 〃
（4 ．2）

7 ．2

〃 外面 はパ ケ目が残 存。 内面 はへ ラ
削 りが施 され る。

外面 には煤が

付着 してい る。

61 〃 高杯

－
下外 方 を向 く脚部 。裾端 部 をやや 内面 は横方 向にへ ラ削 りが施 され

（2 ．8）

8 ．8

拡張。 る。他 は不 明。

62 〃 鉢

13 ．6

6 ．3

5 ．8

銘々器 の鉢 で休部 は直 口す る。 口

緑部 は丸 く仕上 げ られ、 外面 には

2条 の凹線文 を施 す。

口緑部 ヨコナデ。他 は ナデ。 内面褐 白色 。

63 S T 3 ・＝l＝．重宝
（5 ．5）

9 ．6

分厚 い平底 。 内面 は指 ナデの あ とパ ケ調 整。 外

面 はパ ケ 目が部分 的 に残存 。

内面 黒色。

64 〃 聾
（4 ．9）

8 ．4

平 底 の底 部。 内面 には指頭 圧痕 と指 ナデが残 存、

外 面 はナデ。

65 〃 ・〃
（4 ．9）

8 ．8

あげ底 気味 の底部。 器 面 はナデ調 整。 下胴 部か ら底
部 にか けて黒

斑が残 存。

6 6 〃 〃

－
平 底 の底 部 か ら胴部 は上 外方 を向 内面部分 的 にへ ラ削 りが残 存 外底面 に里斑

（7 ．2）

10 ．6

く。 ○外 面パ ケ 目が残 存b ノlヽヽ残存。

6 7 S T 4 －こ士ご宝亘

16 ．4

（1 ．9 ）

大 き く外 反す る口緑部 。端 部 は平

面 を有す 。・
器面 は摩耗 が著 し く調 整不 明。

68 〃 〃

15 ．4 外反 す る口頸部 、 口緑 外面 に粘土 口縁 部 ヨコナ デ。外面 パケ 目。内

（6 ．8 ） 紐 を貼付。 頸部 にへ ラ描沈線 をは

さんでへ ラ状原体 による刺 突文。

面 は横 方 向のパ ケ 目が残 存。

6 9 〃 〃

19 ．4

（8 ．5 ）

直立 す る頸 部か ら大 き く外 反す る

口綾 部。端 部 は平面 を有す。

外面 にパ ケ 目が残 存。他 は不 明。

70 〃 〃

14 ．2

5 ．5

短 く直立 す る頸 部か ら、外傾 す る

口緑 部。端 部 は平面 を有す。
器面 は摩耗 が著 し く調整 不明 。

7 1 〃 〃

9 ．4

（3 ．5 ）

短 く外傾 す る頸 部か らほ ぼ水 平 に
屈 曲す る口緑部 。端部 はや や凹面

を有 す る。

口綾 部 ヨコナデ 。外面 ナデ。 頸部
内面 には横 方向 のへ ラ削 りを施 す 。
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挿 図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

72 S T 4 ＝こ土ご雲宣

15 ．6

（2 ．5 ）

大 きく外 反す る口緑 部。 やや拡 張

され た端部 には1条 の 凹線 文 を施
す。

口綾 部 ヨ コナデ。他 は ナデ調整 。

7 3 〃 〃
（2 ．4）

胴部 の破 片。櫛 描直線 文 に囲 まれ

て竹 管文 が施 され てい る。

内面 ナデ、外 面不明 。 S X l出土 。

74 〃 〃
（3 ．9）

6 ．8

ハの字状 に開 く脚 台。端 部 は外 傾

す る平 面 を有 す。

内面横 方 向にへ ラ削 り、他 iま不明。 脚 の外面 に黒

斑 が残存 。

75 〃 〃
（5 ．3）

6 ．2

平底 の底部 。 内面 ナデ。 外面 指ナ デ。

76 〃 〃
（2 ．4）

8 ．2

〃 内面指 ナ デ。一部 にへ ラ削 り残存 。
外面 ナデ調 整。

内面黒 色。

77 〃 〃

－
平底 の底部 。胴部 は上 外方へ の び 内面 へ ラ削 りとナデ調 整。外 面 は

（6 ．0）

6 ．6

る。 パ ケ目が残 存。

78 〃 〃
（5 ．3 ）

6 ．5

平底 の底部 。 器面 はナ デ調整 。＿

79 〃 〃
（6 ．6 ）

9 ．2

〃 内面へ ラ削 りと指 ナデ 。外面 タテ

パケ と横方 向のへ ラ削 り。

80 〃 賓

14 ．0 外傾 す る口緑 部。端 部 は拡 張 され、 口唇部 ヨ コナ デ。 内面横方 向の ハ

（2 ．17） 擬 凹線文 を2 条施す 。 ケ 目。 外面 夕丁パ ケの あ とヨコパ

ケを施す 。

8 1 〃 〃

10 ．2 くの字状 の 口緑部 か ら上胴 部 に最 内面頸部 直下 か らへ ラ削 り。 口緑

．．．一、ト

ほぼ完形 。

13 ．5

1 1．0

4 ．8

大 径 を もって下 り、 平底 の底部 に

至 る。 口唇部 は丸 く仕上 げ られる。

部 ヨコナァ。

8 2 〃 〃

18 ．0

（3．8）

外 反 する 口緑 部。 口唇部 を ヨコナ

デ によ り拡 張す る。

口緑部 ヨコナデ。他 はナデ。 P 6出土 。

83 〃 〃

14 ．8 くの字 をなす口緑 部。端 部 は外 傾 内面胴 部 中位 やや 上 よ りL へ ラ削
」．L．

P 7出土 。

（2 6 ．7）

2 1 ．8

す る平　 をなす。 胴口 は　 肺 をな り。　　 月ロロ　 止よ りへ フ　 き。
す。 他 は不 明。

84 〃 〃

18 ．0

（3 ．1）

くの字状 に屈曲 する 口緑 部。

若干 拡 張 された 口唇部 に2 条 の擬

凹線 文 を施 す。

口緑部 ヨコナ デ。

85 〃 〃

15 ．0 くの字状 に屈 曲す．る口緑部 。 口緑 部 ヨコナ デ。外面 パ ケ調 整。

（4 ．0 ） 口唇 部 を ヨコ’ナデで若 干拡 張。 内面 頸部直 下 よ りへ フ削 り。

8 6 〃 〃

13 ．6

（2 ．4 ）

短 く直立 す る頸 部か ら短 く屈曲 す

る口緑部 。端部 上端 を拡張 し3条 の
凹線文 を施す 。

口緑 部 ヨ コナ デ。 内面 ナデ。 外面 に煤 が付

着 する。
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挿図 番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

8 7 S T 4 聾

15 ．4 大 き く屈 曲す る口綾部 。端部 両端 口綾 部 ヨコナ デ。内外 面 と もパ ケ

5 ．5 を拡 張 し、 4条 の凹線文 を施 す。 調整。

88 〃 〃

15 ．0 屈曲 す る口綾部。 端部上 端 を大 き 口緑部 ヨコナ デ。 内面 頸部直 下 よ

（17 ．0） く拡張 し、3条 の擬 凹線文 。胴 部 は りへ ラ削 り。外面 パ ケ調整 と上胴
やや肩 が張 る。上 胴部 にパ ケに よ

る刺突 文。

下 に幅 広の パケ調 整の上 に縦 方 向

のへ ラ磨 き。

89 〃 〃
（2 ．8）

6 ．4

あげ底 気味 の底部 。 内面へ ラ削 り。外 面ナ デ調整 。

90 〃 〃
（2 ．7 ）

5 ．6

〃 内面 ナデ。外 面 ナデ とへ ラ圧痕 が

残 存。

91 〃 〃
（2 ．9）

6 ．4

平底 の底 部。 内面 指頭圧 痕 が残存 。外面 ナ デ調
整。

92 〃 〃
（4 ．8）

6 ．8

〃 内面 へ ラ削 り。 外面 は不明 。 P 6 出土。

93 〃 〃
（4 ．0）

8 ．8

〃 内面 指頭圧 痕が残 存。 外面 ナデ調

整。

94 〃 〃
（4 ．8）

7 ．6

あ げ底 気味 の底部 。 内面指 ナ デ。外面 不明 。 内面黒 色。

95 〃 高杯

15 ．6 上 外方へ のび る杯部 か ら直立す る 口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ。 外面

（3 ．9） 口緑部 。拡張 した端 部 に3 条 の凹線

文 。 口緑外面 に も3 条の 凹線文 。
斜 め方 向の へ ラ削 り。

96 〃 〃

22 ．2

（4 ．7 ）

深 い椀状 の杯 部か ら直立 す る口緑
部 。端部 はや や丸味 の ある平面 を

有 す。

器 面 は摩 耗が著 し く調整 不明。

9 7 〃 〃

19 ．0

（3 ．7）

浅 い椀状 の杯部 か ら外 傾 する 口綾
部。 端部 は外傾 す る平 面 を有す。

〃

98 〃 〃

3 0．0

（5 ．3）

大型 の高杯 で、椀 状 の杯部 か ら外

傾 す る口緑 部。端 部 は丸味 を有 す。
〃

99 〃 〃

2 4 ．8 椀 状 の杯部 か ら直 立す る短 い口緑 器 面 は摩耗 が著 し く調 整不明 。底

17 ．5 部。端 部 は丸い。 脚部 では裾 部で
大 き く開 く。

部接合 は粘 土板充 填法 に よる。

100 〃 〃
（10 ．4）

7 ．6

下外 方にや や外湾 気味 に下 る脚 部∴
裾端部 は外傾 す る凹面 を有す 。

内面上 部 にしぼ り目、横 方 向のへ

ラ削 りが施 され る。外面 に は縦 方
向のパ ケ 目 と裾部 で横方 向の パケ

目。

杯 部 は粘 土板
充 填法 であ る。

P 6出土 。

101 〃 〃
（3 ．8）

12 ．8

ハの字 状 に開 く裾部 。端 部 は上 方

に拡張 され 、1条 の凹線文 を施 す。

2 個1組 の 円孔 が4 ヶ所 に穿たれ る。

内面横 方向 にへ ラ削 り。 他 は不明。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 重　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

102 S T 4 高杯
（3 ．4）

10 ．8

ハの字 状 に開 く裾部 。端 部 は外 傾

す る面 を有 す る。裾 部 に棒状 原体

に よる凹線文 を施 す。

内面 ナデ。端 部外 面 ヨコナ デ。

10 3 〃
手 づ くね

土器

4 ．0

1 ．8

1 ．0

丸底 の底部 か ら直 口す る体部 。端

部 は平 面 を有 す。

内外面 に指 頭圧痕 が残 存。

10 4 〃 〃
（2 ．2）

0 ．8

丸底 の底部 。体 部は上 外方 を向 く。 底部 は指 で摘 み出す。 器面 に は指
頭圧痕 が残 存。

105 S T 5 ＝こ土ご宝E
（5 ．0 ）

胴部 の破 片、2条 のへ ラ描沈線 で 区

切 った重 孤 文。 5条 の へ ラ描 沈線
文。

外面 へ ラ磨 き。 内面不 明。

10 6 〃 賓
（5 ．9）

8 ．4

平底 の底部 。 内面 へ ラ削 り。 外面不 明。

107 〃 〃
（5 ．7）

7 ．2

あ げ底の底 部占 外面 ナ デ調 整。 指頭 圧痕 が残存 。
内面 不明 。

108 S T 6 ＝量＝．雲互

12 ．8

（3 ．2）

大 き く外反 す る口緑部 。端部 は丸
味 を有す。

器面 は摩耗 が著 し く調 整不 明。

109 〃 〃

31 ．0

（4 ．1）

大 き く外 反す る ロ緑 部。端 部下 端

を拡張 す る。 上端 に 1 条 の凹線 文
を施 す。

口緑 部 ヨ コナデ。

110 〃 〃

26 ．8

（7 ．1）

外傾 しての びる頸部 か ら大 き く外

反 す る 口緑 部。端 部 に2条 の 凹線
文 。

口緑部 ヨコナデ、他 はナデ。

111 〃 〃

21 ．8

（9 ．0）

筒 状 にのび る頸部 か ら大 き く外 反
す る口緑部。 やや拡 張 した端部 に

2 条の 凹線文 。

器 面 は摩 耗 が著 し く、調 整不 明。

112 〃 〃

20 ．0

（1 0．0）

筒 状 にの びる頸部 か ら大 き く外反

す る口緑部。 上下 に拡張 した端 部

に は3条 の 凹線文。頸部 にパ ケ状 原
体 による刺 突文。

口緑部 ヨコナデ。他 はナデ。

113 〃 〃

16 ．8

（2 ．3）

筒 状 にの びる頸部 か ら大 き く外反

す る口縁部 。上下 に拡 張 した端 部

に は5 条の 凹線文 、その上 に3個 1組

の 円形 浮文 。

〃 3個 1組 で5 ヶ

所 に貼 付 され

てい た とみ ら
れ る。

1 14 〃 〃

32 ．0

（3 ．9）

大 き く外反 す る口緑部 。端部 両端

を上下 に大 き く拡 張 し、4条 の凹線
文 を施 す。

口緑部 ヨコナデ。

115 〃 〃

11 ．2

（7 ．3 ）

胴部 か ら外 傾 しての びる 口頸 部。

平面 を有 す る端 部 は下 端 を拡 張す

る。

口緑 部 ヨコナ デ。 他 はナ デ。

116 〃 〃

19 ．0

（8 ．1）

外傾 して長 くのび る口頸部 。端部
は丸 く仕 上 げる。外面 には9条の 凹
線 文 とパ ケ状 原体 に よる刺 突文。

外面 ヨコナデ。 内面 不明。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

117 S T 6 ＝±ご∃互

19 ．8 やや外 反す る口緑 部。 口緑部 に は 貼付 口緑が 欠損 した部 分に は縦 方

（4 ．2 ） 粘 土紐 を貼付 していた とみ られ る。
丸 く仕 上 げ られた 口唇部 に刻 目。

向の パケ 目。 他 は不明。

118 〃 〃
（11 ．7 ）

胴部 か ら外反気 味 にのび る頸部 。

パ ケ状 原体に よる刺 突文 風のパ ケ
目の上 に3 条の櫛 描波状 文 を2 段 に
施す 。

外 面パ ケ 目が残存 。内面 は不 明。

1 19 〃 〃
（11 ．5 ）

把 手が 欠‘損す る胴部 の破 片。パ ケ

状 原体 に よる刺 突文 。
内面 ナデ。外 面パ ケ調整 。

12 0 〃 〃
（14 ．1 ）

丸 味の ある胴部 の破 片。上 胴部 に
棒状 浮文 を貼付 し、 また、 へ ラ状

原体 に よる圧痕 文 を施 す。

器 画 は摩 耗が著 し く調整不 明。 壁港 内 よ り出
土。

12 1 〃 〃
（3 ．8）

3 ．0

ハ の字状 に開 く脚 台。 端部 は丸 く

仕上 げ る。
〃

122 〃 〃
（2 ．8）

8 ．2

平底 の底部 。 器面 は摩耗 が著 しく、調整不 明。
内底 面に指 頭庄痕 が残 存。

123 〃 〃
（4 ．4）

8 ．0

〃 器面 は摩 耗が著 し く調 整不 明。

124 〃 〃
（8 ．8）

6 ．8

〝 内面 指 ナデ。外 面へ ラ削 り。

125 〃 聾

17．8

（5 ．0）

大 き く外反 す る口緑部 。若 干拡張

され た端 部 に は2条 の凹 線 文 を施
す。

外面 ヨコナデ。 内面不 明。 P l 出土。

126 〃 〃

13 ．2 平底 の底部 か ら脚 部 は中位 よ りや 口緑 部 ヨコナ デ。 内面 ナ デ調 整 と ‘完 形。

2 3 ．5

15 ．6

6 ．6

や上 に最大 径 を もって上 が り、 口 位 以下 にへ ラ削 り。 外面パ ケ調
綾部 は くの字状 をなす 。丸 い端部

で受 口状 をなす。

整。

127 〃 〃

12 ．2 短 く直 立す る頸部 か ら屈 曲 して外 口綾部 ヨコナデ。 内面 ナデ。 外面

（3 ．4） 傾 す る口緑部 。上 方 に拡 張 した端
部 は丸 味 を有 す。

不明。

128 〃 〃

14 ．4 丸 味の あ る胴 部か ら くの字 状 に屈 口緑部 ヨコナデ。 内面頸 部直下 よ 内外 面褐色 。

（6 ．0 ） 曲 す る口緑部 。端部 は若 干拡張 し、

2条 の擬 凹線文 を施 す。

りへ ラ削 り。 外面不 明。

129 〃 〃

22 ．0

（2 ．5）

くの字状 をな す 口縁部 。端 部上端
を拡 張 し、2 条の擬 凹線文 を施 す。

口緑部 ヨコナデ。

130 〃 〃

10 ．8

（1 ．8）

〃 ／／

131 〃 〃

16 ．4

（1 ．4 ）

くの字状 をな す 口緑 部。端 部両 端

を拡張 し、3条 の凹線 文 を施 す 。
／／
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

132 ・S T 6 襲

16 ．4

（2 ．0）

くの字状 を なすロ綾部 。端 部両 端

を拡張 し、2条 の凹線 文 を施 す。

口緑部 ヨ コナデ。

133 〃 ノ／

17 ．0

（2 ．8）

くの字状 をなす口緑 部。端 部上 端

を拡張 し、2条 の凹線 文 を施す 。

口緑部 ヨコナデ。他 はナデ調整 。

134 〃 〃

16 ．8 くの字状 をなす 口緑 部。端 部両 端 口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ。 外面

（3 ．0） を若 干拡 張 し、3条 の 凹線 文 を施
す。

にはパ ケ 目が残存 。

135 〃 ノ／

30 ．4

（3 ．4）

外 傾 する 口緑 部。 口緑外 面 に粘 土
帯 を貼付 す る。外傾 す る口緑端 部

両 端 にヘ ラ状 原体 に よる刻 目。

口緑部 ヨコナデ。

136 〃 〃
（3 ．1）

5 ．6

あげ底 の底部 。 内面 には指頭 圧痕 が残存 。外 面 は
指ナ デ とナデ調整 。

下 胴部 に黒斑
が 残存。

137 〃 〃
（2 ．1）

5 ．6

平 底 の底 部。 内面 ナデ。 外面縦 方 向のパ ケ目が

残 存。

器 壁が かな り
薄 い。

138 〃 ノ／
（2 ．6）

8 ．0

あ げ底 気味 の底部 。胴部 は直 立気
味 にのび る。

内外面 ともナデ調 整。

139 〃 〃
（3 ．0）．

5 ．6

平底 の底部 。 〃

140 〃 〃
（4 ．1）

5 ．2

〃 内面 指ナ デ。外面 不明 。

14 1 〃 〃
（8 ．3 ）

4 ．6

〃 内面 へ ラ削 り。 外面不 明。

14 2 〃 ノ／
（3 ．5 ）

5 ．4

あげ底気 味の底 部。 内面 へ ラ削 り。 外面 パ ケ調 整。

143 〃 〃
（4 ．5 ）

6 ．2

平底 の底 部。 内外 面 と もナデ調整 。

144 ノ／ 〃
（3 ．7）

7 ．8

あげ底 の底部。 器 面 は摩 耗が著 し く調整 不明。

145 ／／ 高杯

－
斜 め上 方 に開 く杯部 か ら、真下 に 器 面 は摩 耗が 著 し く調整 不明 。へ

（5 ．0）
下 る脚 部。 ソ状粘 土充填 に よる底部 成形 を行

う。

146 ノ／ 鉢

2 1 ．1 平底 の底部 か ら上 外方 へい く分内 口縁 部 ヨコナ デ。 口緑 内面 と外面 胴 部 に黒斑 あ

14 ．0

5 ．8

精気　 に　 が 、　　　　　 る 口 にパ ケ 、　　 望口直　 よ　 へ フ り。
縁部 に至 る。端 部 に1条 の 擬 凹線
文。

削 り。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴 径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

14 7 S T 6 鉢

28 ．8

（7 ．5 ）

内 湾気味 に上が る休部 か ら外反す
るロ綾部 。端部 は外傾 す る平面 を
有す 。

器 面 は摩 耗が著 し く調整不 明。

148 S T 7 ・＝i＝・
宝互

18 ．4

（1 ．8）

大 き く外 反す る口緑 部。端 部 を上
下 に大 き く拡張 し、4 条の擬 凹線文

を施 す。

口緑 部 ヨコナ デ。

149 〃 〃
（9 ．0）

直立 す る頸部 か ら緩 やか に下 る胴

部。 上胴 部 に3条 の微 隆起帯 。
内面 ナ デ。 外面 不明。 薄手 の土器 。

P 3 出土。

150 〃 〃
（4 ．9）

8 ．4

平底 の分厚 い底部 。 器面 は摩耗 が著 しく、 調整不 明。 下 胴部 に黒斑
が残存 。

151 〃 賓
（2 ．8）

4 ．4

あ げ底 の底部 。小 型の聾 とみ られ

る。
内外面 ともナデ。 内面 白黄褐色 。

外 面赤 白褐色 占

15 2 〃 〃
（2 ．7）

6 ．2

〃 外 面 ナデ。 内面不 明。 内面 黒色 。

．15 3 〃 高杯
（3 ．2 ）

11 ．4

裾 部で 大 き く外傾 す る。 外傾 する
端 部 に2条の 凹線文 。6条 の櫛描 直

線 文、 円孔、 へ ラ描 沈線 と竹管 文。

器 面 は摩 耗が 著 し く、調 整不明 。

154 S T 8 聾

18 ．6

（2 ．6 ）

くの字状 に屈 曲す る口緑 部。端部

は外傾 する面 をな す。
〃 焼成 不良 。

155 〃 〃
（2 ．4 ）

7 ．6

ほぼ平底 の底部 。 〃 1～ 5mm大 の砂
粒 を多 く含 む。

156 〃 〃
（3 ．2）

6 ．0

あ げ底の底 部。 内面 へ ラ削 り。 外面 パケ調 整 とナ
デ。

内面黒 色。

157 〃 〃
（1 1．7）

6 ．2

あ げ底 気味 の底部 。 器面 は摩耗 が著 し く調 整不明 。

158 〃 〃
（11 ．7）

8 ．2

平 底 の底部 か ら胴部 は上 外方 への

び る。
〃 下胴 部 に黒斑

あ り。焼 成不
良

159 〃 高杯

－ ハ の字状 に開 く、脚 部。 やや拡 張 裾 部 ヨコナ デ。内面 へ ラ削 り

（3 ．7）

8 ．8

した端部 に1条の擬 凹線文 。6条 の
櫛 描直線 文、 円孔、 縦 に櫛 描直 線。

C〉外 面不 明。

16 0 〃 〃

－
ハの 字状 に開 く、脚部 。 裾 部 ヨコナ デ。内面 へ ラ削 り

（4 ．3）

9 ．6

端部 を下 方へ折 り曲 げてやや 拡張
した1 条の 凹線文 。8 条の櫛 描直 線

文 と円孔 。

0外 面不明 。

16 1 〃 〃
（4 ．0）

12 ．4

裾 部で大 き く外傾 す る。外 傾 する

端 部 に3条の擬 凹線 文。6条 の櫛 描
直線 文。 円孔 、・へ ラ描沈線 と竹 管

文 。

裾 部内面 コヨナデ、 他 は不 明。 153 と酷 似 す

る。
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挿 図番号 遺嘩 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様　　　　　　 手　　　　　　 法 備　　 考

162 S T lO ・＝土ご・雲王

14 ．4

（3 ．0）

大 き く外反 す る口緑部 。端部 に2条

の擬 凹線文。
器面 は摩耗 が著 し く、 調整不 明。

163 〃 〃

14 ．0

（2 ．3）

大 き く外反 す る口緑部 。端部 は外

傾 す る平面 を有 す。
〃 P 4出土。

164 〃 〃

13 ．4

（16 ．2 ）

筒状 の頸 部か ら外反 す る口緑部 ム
端 部 に3 条の擬 凹線 文、その上 にへ

ラ状 原体 に よる刻 目。3条単 位 の櫛
描直 線文 。

口緑部 ヨ コナデ。外 面 タテパ ケ。
内面不明 。

165 〃 〃

16 ．0

（3 ．8）

口綾 部 は大 き く外反 し、端 部で上
外 方 を向 く。端 部 に3 条 の擬 凹線

文、 そ の上 にへ ラ状 原体 に よる斜
格文 。

口緑 部 ヨコナ デ。他 はパ ケ目が残
存。

166 〃 〃

13．6

（4 ．0）

口緑部 は大 き く外 反 し、や や拡張
され た端部 に3条 の擬 凹線文 。

口緑 部 ヨコナ デ。 他 はナ デ調 整

167 〃 〃

23 ．8

（4 ．0）

大 き く外反 する 口緑 部。 端部 を上

下 に大 き く拡 張 し、3条 の凹線文 を
施 す。

器 面 は摩 耗 が著 し く、調 整不 明。

168 ノ／ 〃

14 ．8

（5 ．3 ）

外傾 しての びる口緑 部。端 部下端
を拡 張 する。端 部 は外 傾 する平面

を有 す。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明。

16 9 〃 〃

16 ．8

（6 ．5）

〃 外面 ナ デ、 他 は不明。

170 〃 〃

2 2 ．0 やや外 傾 して のび る口縁部 。端部 口緑 部 ヨコナ デ。外面 ナ デ。

（4 ．5） をや や拡張 す る。端部 は外傾 す る
平面 を有 す。

内面 はへ ラ削 りと指頭 圧痕 。

171 〃 〃
（19 ．8）

球体 をな す胴部。 上胴 部 に櫛 描直
線 文、 貝殻 圧痕文 を それぞ れ施す 。

内面 ナデ とへ ラ削 り。外 面 には部

分的 にへ ラ磨 きが残存。
1～6mm 大の 砂

粒 を多 く含 む。

172 〃 〃

－
あげ底 の底部 か ら、 しゃ くれ ての 内面 ナデ　 外 面パ ケ 目が 一部 に残

（9 ．6）

7 ．0

びる胴 部。 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 口存 。

173 〃 〃
（4 ．7 ）

8 ．4

あげ底気 味 の底 部。 内面へ ラ削 り。 外面 ナ デ。

174 〃 〃
（6 ．9）

7 ．4

あげ底の底 部。 内面 へ ラ削 り。 外面 パケ調整 とナ
デ調 整。

17 5 ノ／ 〃
（8 ．4）

6 ．8

平底 の底部 か ら胴部 は上外 方へ の

び る。
内面 指ナ デ。外面 パ ケ目。 下 胴部 か ら底

部 にか けて黒

斑 が残 存。

17 6 ノ／ 〃
（7 ．5）

11 ．4

〃 内面 部分的 に指頭 圧痕 が残存 。
外面 不明。
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挿 図番 号 遺 構番号 器　 種

口径

法量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

177

l

S T lO ・士雲互

－ 平底 の底 部か ら胴部 は上 外方 への 内面指 ナ デ。 外面全 面 にへ ラ磨 き。

（10 ．0）

9 ．0

びる。 外 面 ナデ。

178 〃 婆

2d ．0

（6 ．1）

くの字状 に短 く外反す る口緑部 。

端部 を上 下に 若干拡 張 し 3 条の 凹

線 文 を施 す。

口緑部 ヨコナデ。 内外面 ナデ調 整。

179 〃 〃

17 ．6 短 く直立 す る頸部 か ら外傾 す る口 口緑部 ヨコナデ。外 面パ ケ 目。

（9 ．8 ） 緑 部。端部 両端 を大 き く拡 張 し2条

の 凹線文 を施 す。

上 胴部 か らへ ラ削 り。

18 0 〃 〃

13 ．2

（2 ．5 ）

短 く直立 す る頸部 か ら外傾 す る口
緑部 。端 部 は外 傾 する平面 を有 す。

口緑部 ヨコナデ。他 は ナデ。 やや 小型 の磐。

18 1 〃 〃

12 ．6

（3 ．8 ）

くの字状 に短 く外傾 す る口緑部 。

端部 は外 傾す る平面 を有 す。
〃

18 2 〃 〃

11 ．0 くの字状 に短 く外傾 す る口綾部 。 口緑 部 ヨ コナデ。

（6 ．2 ） 端部 を ヨコナ デで若干 ひ ろげ る。 内 面 に指 頭圧痕 が残存 。

18 3 〃 〃

18 ．0 くの字状 を なす口緑 部。端 部 は ヨ 口緑部 ヨコナデ。外 面パ ケ 目。 焼成不 良。

（4 ．8 ） コナデ で凹 む。 頸 部直下 よ りへ ラ削 り。

18 4 〃 〃

19 ．0 短 く外反 す る口緑部 。端部 は ヨ コ 口緑部 ヨコナデ。外 面パ ケ 目。

（5 ．9 ） ナデで やや凹 む。 内面 には指頭 圧痕 とパ ケ目が残存 。

18 5 〃 〃

16 ．8

（8 ．0 ）

〃 白線部 ヨコナデ。 内面頸 部真下 よ

りへ ラ削 り。 外面不 明。

18 6 〃 〃

21 ．8

（2 ．6 ）

胴部 か ら屈曲 して外傾 す る口緑 部。
端部 は外傾 す る平面 をな す。

口緑部 ヨコナデ。他 は ナデ調整 。

18 7 ノ／ 〃

10 ．8

（2 ．2 ）

胴部 か ら屈曲 して外傾 す る短 い口

緑部 。端部両 端 を拡張 し、2 条の 凹
線文 を施 す。

〃

188 〃 〃

17 ．6 くの 字状 をな す口緑部 。端 部 を上 口緑 部 ヨコナ デ。外面 パ ケ調 整。

（6 ．3） 下 に拡 張 し、2条 の凹線 文 を施 す。 内面 不明 。

18 9 〃 〃

14 ．6

（5 ．4 ）

〃 口緑 部 ヨ コナ デ。外面 ナ デ。 上胴

部 よ りヘ ラ削 り。

190 〃 〃

16 ．6

（9 ．5 ）

16 ．7

内湾 気味 に上 がる胴部 か ら頸部 は
短 く直立 し、 口緑部 で短 く外傾 す

る。 口緑 部 に粘 土紐 を貼付 す る。

〃

191 〃 〃

31 ．8 球体 をなす胴部 か ら短 く外 反す る 口緑 部 ヨ コナデ。外 面パ ケ及 びナ

（10 ．6 ）

35 ．0

口縁 部。端部 上端 を拡張 し、3条 の デ調 整。 内面頸 部直下 よ りへ ラ削
擬 凹線文 を施 す。 り。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口 径

法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 ． 備　　 考

192 S T lO 聾
（6 ．2 ）

4 ．8

平底 の底部 。 ．内面 指ナ デ。外 面不明 。 下胴部 に黒斑
残 存。

19 3 〃 〃
（4 ．4 ）

6 ．8

〃 内面 へ ラ削 り。外 面 タテパ ケ。

19 4 〃 〃
（4 ．5）

6 ．0

〃 内面 へ ラ削 り。外 面 ナデ。

195 〃 〃
（4 ．5）

6 ．7

あ げ底 気味 の底部。 内面 へ ラ削 り。外 面パ ケ調整 とナ
デ。

196 〃 〃
（4 ．8 ）

8 ∴2

／1 内面へ ラ削 り。外 面ナ デ。

197 〃 〃
（5 ．5 ）

7 ．2

平 底の底 部。 〃 内面 黒色。

19 8 〃 〃
（6 ．5）

6 ．0

〃 内面 指ナ デ。外面 部分 的 に指頭圧
痕が残 存。

19 9 〃 〃
（4 ．2 ）

9 ．2

〃 内面 指頭庄 痕が 残存 。外面 パ ケ及

び ナデ調 整。

200 〃 〃
（10 ．1）

12 ．0

〃 外面 ナデ調 整で部 分的 に指頭 圧痕
が残存 。 内面不明 。

大 型 の聾の底
部 。

20 1 〃 〃
（16 ．0）

9 ．6

あ げ底 の底 部。 内面 ナデ調整 で部 分的 に指頭 圧痕

が残存 。外面 パ ケ及 びナデ調 整。
〃

202 〃 〃
（13 ．8）

1 1．2

平底 の底部 。 外 面パ ケ及 びナデ調 整。 内面 不明。 〃

203 〃 高杯

15 ．7 浅 い杯 部か ら外傾 す る口緑 部。 端 口緑 部 ヨ コナデ。杯 部 内面 ナデ。 1～ 5mm大 の砂

（4 ．9 ）． 部 は丸 く仕上 げ られた とみ られ る。 杯 部外面 へ ラ磨 き。 他 はナ デ。 粒 を多 く含 む。
脚 部 はやや外 反 して下 る。 脚部 と杯 部 は接合 され てい る。 内外 面赤褐 色。

204 〃 鉢

24 ．4

（5 ．6）

休 部か ら屈 曲す る口緑 部。 端部 は
上 下 に拡 張 され3条 の 凹線 文 を施

す。

口綾 部 ヨ コナデ。休 部 ナデ。

205 S T ll ＝士ご

5 ．8 小型 の無 頸壷 で、丸味 の ある底部 口縁 部 ヨ コナデ。外面 パ ケ及 び ナ 口緑部 に2個 1

8 ．1 か ら内湾 気味 に上 が り、 口綾部で

、　　　　　　　　　　　　　 JL山二立

デ調 整。 内面胴 部 よ りへ ラ削 り。 組 の 円孔 を穿

重宝
7 ．9

3 ．5

さらに 内湾す る。端部 は丸 く仕上

げ る。

つ。

2 06 〃 〃

15 ．2

（8 ．3 ）

胴部 か らやや外 反気 味 にのび る口

緑部 。端 部下端 をや や拡張 し、外
傾 す る平 面 をなす。

器面 は摩耗 が著 しく、 調整不 明。 1～5mm 大の砂

粒 を若 干含 む。
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挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

207 S T ll 士宝E
（3 ．8）

8 ．4

平 底 の底部 。 内面へ ラ‾削 り。外 面不明 。

208 〃 賓

10 ．8

（10 ．0）

16 ．5

くの字 状 をなす 口緑 部。 端部 は外

傾 す る平面 をなす 。
胴 部 は緩 や かに下 る。

器 面 は摩 耗 が著 し く調整 不明。

209 〃 高 杯

－ 下 外 方へ外 反 して下 る脚 部、裾 端 内面上部 にしぼ り目、 中央部 にへ 杯底 部成形 は

（8 ．0）

15 ．2

部 を下 方屈 曲 さす 。端部 は平 らな ラ削 り。 粘土 板充 填法

平面 を有す 。 外 面上 か ら下 へのへ ラ磨 き。
裾 部 ヨコナ デ。

によ る。

210 〃 鉢

17 ．0 直口す る鉢 で口唇部 は丸 く仕上 げ 口緑部 ヨコナデ。他 は ナデ調整 の

（7 ．3） られ てい る。口綾部外 面 に1条 の凹
線 文 を施 す。体 部 に断面 方形 の把
手 が付 く。

あ とへ ラ磨 き。

211 〃
銘々 器の

鉢

10 ．1 直 口すも 鉢 で口唇部 は丸 く仕上 げ 口緑 部 ナデ。 内面へ ラ削 りの あ と ほ ぼ完 形。

6 ．8

3 ．6

られ てい る。 体。 は面取 りした形 ナデ外面 はへ ラナ デに よ り面取 り
とな ってい る。底部 は平底 。 した形 とな る。 口緑部 に接 合痕残

存 。

2 12 S T 12 士雲亘

23 ．8 大 き く外 反す る口緑部 。端 部 は下 口緑部 ヨコナ デ。 内外面パ ケ 目が

（6 ．7 ） 端 を大 き く拡張 し、2条 の凹 線文 を
施 す。

部 分的 に残存 。

2 13 〃 婆

15 ．2

（2 ．8 ）

くの字状 をなす 口縁 部。端 部 を若

干 拡張 し、2 条の凹線 文 を施 す 。
口綾 部 ヨコナ デ。

2 14 〃 〃

23 ．2

（2 ．8 ）

くの字状 をなす 口綾 部。端 部 は外
傾 す る平 面 を有 す る。

器面 は摩 耗が著 し く、調整 不明 。 焼成不 良。

2 15 〃 〃
（3 ．7 ）

7 ．8

平底 の底 部。 内面 へ ラ削 り。 外面 ナデ。

2 16 〃 高杯

16 ．0 椀状 の杯 部か ら、直立 す る口緑部 。 口綾 部 ヨコナ デ。杯部 内外 面へ ラ

（6 ．9 ） 端 部 に1条 の 凹線文 と口緑外 面 に3
条 の凹線 文。

削 り。

2 17 〃 〃

－ ハ の字状 に開 く短い脚 部。端 部 は 内 目 しぼ り目とへラ削 り　 外 面 は 杯 底部 は粘土

（6 ．5）

8 ．4

やや 拡張 され、 外傾 する凹面 をな

す。裾 部外 面 に1祭の 凹線文 。

0部分 的 にパ ケ 目が残存 。 板 充填 法 によ

る。

2 18 S T 13 士宝互
（2 ．5）

6 ．2

平底 の底部 。 部分 的に指頭 圧痕 が残存 。他 は不

明。
焼 成不良 。

219 〃 〃
（2 ．5）

6 ．0

あ げ底 気味 の底部 。 〃 内外面灰 白色。

22 0 〃 〃
（3 ．9）

6 ．0

〃 内面 は指 ナデ。外 面パ ケ とナデ調

整。

22 1 〃 〃
（5 ．5）

6 ．0

〃 〃
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

222 S T 13 聾

14 ．0 球体 ををなす胴 部 か ら大 きく外 反 口緑部 ヨ コナ デ。内面 ナ デ。外 面

（6 ．9 ） す る 口緑 部。端 部 は下端 を拡張 す

る。
不 明。

2 23 〃 〃

18 ．8 大 き く外 反す る口緑部 。端 部 を上 口緑 部 ヨコナ デ。外面 ナデ。 内面

（5 ．2 ） 下 にやや拡 張 し、2条 の擬 凹線文 を
施 す。肩部 に刺 突文。

不明 。

22 4 〃 〃

13 ．0 くの字 状 をなす 口緑部 。端 部 を上 口緑 文 ヨコナ デ。 外面パ ケ調 整。 1～4mm大 の砂

（7 ．2） 下 にやや拡 張 し、2条 の擬 凹線 文 を
施 す。

内面上 胴部 よりへラ削 り。 粒 を多 く含 む。

225 〃 〃

14 ．0 くの字 状 をなす 口緑部。 端部 は外 口緑部 ヨコナデ。 外面不 明。 内面 焼成 不良 。

（7 ．3） 傾 す る平面 をな す。上端 をや や拡

張 。

上胴部 よ りへ ラ削 り。

2 26 〃 〃

16 ．0

（6 ．5 ）

〃 内面上胴 部 よ りへ ラ削 り。 他 は不

明 。

227 〃 〃

12 ．6

23 ．0

あ げ底 気味 の底 部 よ り、胴部 は 内
湾気 味に上 が り、 くの字状 をなす

口緑部 へ至 る。端 部 は外傾 する平
面 をなす。

口緑 部 ヨコナ デ。 外面 ナデ。 内面
は上胴 部 よ りへ ラ削 り。

228 〃 〃

15 ．0 あ げ底 の底 部か ら胴部 は内湾 気味 口緑部 ヨコナデ。外 面不 明。 内面 下胴 部 に黒斑

30 ．0

7 ．0

に あが り、 くの字 状 をす る口緑 部

へ至 る。端部 は上 端 を拡 張 し外傾
す る面 をな す。

頸部直 下 よ りへ ラ削 り。 あ り。

2 29 〃 〃

17 ．2

（2 ．6 ）

くの字状 をなす 口緑 部。 口線部 外
面 に粘土 紐 を貼付。 端部 は外傾 す

る面 をなす。

器 面 は摩耗が 著 し く、‘調 整不明 。

230 〃 〃

16 ．0 くの字状 をなす 口緑 部。端 部下端 器 面 は摩 耗が著 し く調整不 明。 部

（3 ．0 ） にへ ラ状 原体 に よる刻 目。
端部 は外 傾す る平面 を なす。

分 的 にパ ケ 目が残存 。

23 1 〃 〃

31 ．0

（4 ．7）

大型 の聾 で口綾 部 は外 傾 しての び

途 中で さ らに外 傾す る。端 部 には

2本 の凹線 文 を施 す。

器面 は摩耗 が著 し く調 整不 明。

232 〃 〃
（3 ．0）

6 ．0

平底 の底部 。 内面 指ナ デ。外面 ナ デ。

233 〃 〃
（3 ．0）

7 ．2

〃 内面へ ラ削 り。外面 ナ デ。

234 〃 〃
（2 ．8 ）

6 ．8

あげ底気 味 の底部。 〃

235 〃 〃
（5 ．5 ）

6 ．4

平底 の底 部。 内面 の ナデ、外 面へ ラ磨 き とパ ケ
調整 及 びナデ。

2 36 S T 14 ・＝ヒ宣E

14 ．0 大 き く外 反す る口緑部 。端 部両魂 口緑 部 ヨコナ デ。内面 パ ケ目 と一 P 9出 土。

（4 ．0） を拡 張 し3条 の凹線文 を施 す。 部 にへ ラ削 り。 外面パ ケ 目。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

23 7 S T 14 ＝±ご宣E

16 ．4

（3 ．0）

大 き く外 反す る口緑部 。端 部両端 、
特 に上 端 を大 き く拡 張 し て2条 の

凹線 文 を施 す。

口縁 部 ヨ コナデ。

2 38 〃 ノ／

12 ．4

（2 ．6 ）

外反 気味 の口緑 部。端 部 は外傾 す

る平 面 をなす。
〃

2 39 〃 〃

19 ．1

（4 ．0 ）

外傾 してのび る口緑 部。端 部下端

が大 き く張 り出 し、 外傾 す る凹 面

を有 す る。

口唇部 ヨ コナデ。他 は ナデ。

24 0 〃 〃

12 ．2 生 きな平 底の底 部 か ら胴部 はや や 内面上胴 部下 にへ ラ削 り。他 は不 完形 。上胴 部

28 ．2

19 ．8

4 ．2

屑 が張 って上 が り、 口緑部 はや や

外反 気味 にの ぼ る。

明 。 と下 胴部 に黒

斑 あ り。

24 1 〃 〃
（2 ．4 ）

4 ．4

平底 の底 部。 器 面 は摩 耗が著 し く、調 整不明 。

2 42 〃 〃
（2 ．2 ）

6 ．0

〃 内、外面 ともパ ケ目。

2 43 〃 〃
（4 ．1）

8 ．2

・やや あげ底気 味の 底部。 胴部か ら

底部は 張 り出す。

内面指 ナ デ。 外面 パ ケ とナ デ調 整。

244 〃 〃
（6 ．2）

5 ．8

平 底 の底部。 ノ／ 下 胴部 か ら底

部 にか けて黒
斑 残存 。

245 〃 〃
（4 ．5）

9 ．0

〃 内外 面 ともナデ調 整。

246 〃 襲

16 ．6 くの字 状 をなす 口緑部。 端部 と上 口縁 部 ヨコナ デ。外面 ナデ。 内面

（3 ．1） 下 に拡 張 し外 傾 する平 面 をなす。 不明 。

247 〃 〃

17 ．0 小 さな平底 の底部 よ り胴 部 は内湾 口緑 部 ヨコナ デ。 他 はナデ。 内面 約 ％が 欠損。

32 ．0

22 ．8

6 ．0

気味 に上が り、 口緑部 は くの字状

をな す。端 部 は外 傾 する平面 を な
す。

に は指頭圧 痕が残 る。 上 胴部 に黒斑

が残存。

248 〃 〃

17 ．4

（3 ．5）

くの字 状 をなす 口緑部 。端部 は、

外傾 する平面 をなす。

器面 は摩耗 が著 しく・、 調整不 明。

249 〃 〃

2 1 ．0

（3 ．4）

〃 □緑 部 ヨコナ デ とパ ケ調整。

外面 ナ デ。 内面 不明。

2 50 〃 〃

13 ．2 くの字 状 をなす 口緑部 。端部 は下 口緑 部 ヨ コナ デ とパ ケ調整 。外面

（7 ．8 ） 端 をやや拡 張 し、 外傾 す る平 面 を

な す。胴部 は ゆるや かに下 る。
には叩 目が残存 。 内面 はナデ。

251 〃 〃

7 ．2 くの字状 をなす 口縁部 。端部 は 丸 口緑部 ヨコナデ。外 面 ナデ。他 は

（4 ．0 ） く仕 上げ られ る。胴部 は下 外方へ

下 る。

不 明。
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

252 S T 14 嚢

11 ．0

（3 ．2）

胴 部か ら短 く外 反す る 口緑 部。端
部 は丸 く仕上 げ られ る。

口緑 部 ヨ コナ デ。他 は ナデ。 壷の可 能性 あ

り

2 53 〃 〃

9 ．4　－ 球形 をなす胴部 か ら、 短 く外傾 す 内外 面 ともナデ調整 。外面 にパ ケ 〃

（5 ．5 ） る口綾部 。端部 は外傾 す る面 をな
す。頸部 に2個 の円孔 を穿 つ。

目が部分 的 に残 存。

254 〃 〃

14 ．2 胴 部か ら、短 く外傾 す る口緑部 。 外 面 にパ ケ 目が部分 的 に残 存。

（4 ．7） 端 部 は外 傾す る平面 をな す。 他 は不明 。

2 55 〃 〃

21 ．2

（4．．2 1）

短 く外反 す る口緑部 。魂部 は外傾

す る平面 を なす。

内 面ナ デ。外 面パ ケ調整。

25 6 〃 〃

31 ．8 外傾 す る口綾部 。端部 は外傾 す る 口緑 部 ヨ コナデ。外 面 ナデ。 内面 大型 の寮。

（6 ．8 ） 平面 をなす。 ナ デ。外 面 には指頭 圧痕 が残存 す

る。

25 7 〃 〃

－
平底 の底部 。胴 部か ら底部 は張 り 器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明 。

（5 ．7 ）

3 ．6

出 す。 部分 的 に指 頭圧 痕が残 存。．

258 〃 〃
（2 ．8 ）

5 ．0

平底 の底部 。 内面 ナデ調 整及 び指頭 圧痕 が残存 。
外面 不明。

259 〃 〃
（3 ．5）

5 ．4

〃 器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明 。 焼成不 良。

26 0 〃 〃
（3 ．6 ）

5 ．2

〃

°

内面 パ ケ目 と指 頭圧痕 が残 存。

外面 タ テパケ。

26 1 〃 〃
（5 ．4 ）

5 ．2

〃 外面 パ ケ調 整 とナ デ。 内面 不明 。

26 2 〃 〃

－
平底 の底 部。胴 部か ら底部 は張 り 内面 指頭圧 痕が 残存。 外面 パ ケ目

（5 ．6 ）

8 ．2

出 して いる。 が部 分的 に残存 。

26 3 〃 高杯

24 ．6

（4 ．5 ）

い く分浅 い椀状 の杯部 か ら口緑部
は外 傾 しての びる。端 部 を外 傾 す

る凹面 を有 す。

全面 にヘ ラ磨 き施 す。 1～5mm 大 の砂
粒 を若 干含 む。

2 64 〃 ノ／

23 ．0 椀状 の杯 部か ら、外反 してのび る 口緑 部 ヨコナ デの あ とへ ラ磨 き。 底部 は粘土板

（7 ．0 ） 口緑 部。端 部 は外傾 す る平面 を有

す。

内面 へ ラ磨 き。 外面不 明。 充填法 による。

2 65 〃 〃

23 ．0 椀状 の杯 部か ら短 く外 反す る 口緑 口緑 部 と裾 部 に ヨコナデ。 他 は不 脚部 に2段 （上

16 ．4

14 ．4

部。端 部 に2 条の 凹線文 。脚 は大 き
く拡 が り、裾端 部 に2 条の 凹線文 。

明。 底部 はヘ ソ状粘土 充填 による。 段 3個 下 段 5
個）の 円 孔 が

穿 たれ る。

2 66 〃 〃

－ 大 きく開 く脚 部。端部 を下 方へ拡 裾部 ヨコナ デ。 内面 ナ デ。外面 は

（4 ．6 ）

7 ．1

張 す る。 直径約 1cm の円孔 を穿 つ。 不明 。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

2 67 S T 14 高杯
（7 ．2 ）

下 外方 へ開 く脚部。 器 面 はナデ調 整。 脚内面 上部 に し

ぼ り目が残存 。杯 部 と脚 部 を接 合
する。

268 〃 〃
（8 ．5 ）

15 ．6

脚 部 は下 外方 へ開 き、裾部 で さ ら

に大 き く開 く。
器 面 は摩 耗 してい て、調 整不明 。

269 〃
銘 々器 の

鉢

14 ．9

3 ．4

5 ．2

直 口す る鉢で休 部 は内湾気 味 にの

ぼ る。端 部 は丸 い。底 部 は平底 で
あ る。

〃 ほ ぼ完 形。

口緑部 か ら体
部 にか けて黒

斑 が残 存。

270 〃 〃

1 0 ．4 直 口す る鉢 で、休 部 は内湾 して上 口緑部 内面 ナデ。 休部 内面 に横方 体 部 に黒斑 が

（7 ．4） が り、 端部 は上方 を向 く平面 をな
す。・

向のパ ケ 目が残存 。 ノ残 存。

2 71 〃
手づ くり

土 器

3 ．45

1 ．9

2 ．4

丸味 のあ る底部 か ら休部 は 内湾気

味に上 が り、 口縁 端部 を細 くつ ま

み出す 。

底 面 に指頭圧 痕が残 存。

27 2 S T 15 士雲王

16 ．2

8 ．9

や や内傾 してのび る頸部 か ら外傾

す る 口緑 部。 外傾 する平面 を有 す
る端 部 に2条 の擬凹線 文。

器 面は摩 耗 してい て、調整 不明 。

273 〃 ノ／

13 ．2 丸味 の ある胴部 か ら頸部 は直立 し 口緑 部 ヨ コナ デ。内 面ナ デ。外 面 上 胴 部 に2段

17 ．4 て のび、 口緑部 で短 く外反 す る。
端部 両端 を拡張 し、2条 の擬 凹線文

を施 す。

は不 明。 の棒状 原体 に

よる刺突文 を
施す 。

274 〃 〃

15 ．0 長胴 を なす胴部 か ら頸 部 は外 傾 し 内面 上胴部 か ら中央部 にか けて指 胴部 に黒斑 が

（4 7 ．0）

2 7 ．4

12 ．4

て のび、 口緑部 で短 く外反 す る。

端部 に2条 の擬 凹線文。底部 はあ げ
底気 味。

ナ デ、中央 部か ら下胴 部 にか けて

へ ラ削 り。 他 は不 明。

残存。 床面 か

ら出土 。焼成
不 良。

275 〃 〃

27 ．0 内傾 して のび る頸 部か ら口緑 部 は 内外面 ナ デ調 整。 他 は不明。 一部

（1 1．5） 外反 する。端 部下 端 にへ ラ状 原体

に よ る刻 目。 3本単 位 の 櫛描 直 線
文 。指頭 圧痕 文。

にパ ケ 目が残 存。

2 76 〃 〃
（18 ．2 ）

丸 味の あ る胴 部の破 片。 頸部 は直
立 す る とみ られ る。

外 面荒 いパ ケ 目が残 存。 内面不 明。

277 〃 〃
（5 ．1）

6 ．8

あげ底気 味の底 部。 器 面は摩耗 が著 し く、調整 不明 。

278 〃 〃
（6 ．1）

6 ．4

あ げ底 気味 の底部 。 内面 へ ラ削 り。外 面 にはパ ケ 目 と

指頭圧 痕が 残存。
下 胴部 か ら底
部 にかけて黒

斑 が残 存。

279 〃 〃
（9 ．0）

1 1 ．0

平底 の底部 。 内面 へラ削 りと指 頭圧痕 。外 面へ

ラナ デ。

P 41 出土。

280 〃 襲

2 1．0 口緑部 は如 意形 口緑 をなす。丸 く 内外面 ともナデ調 整。 内面 に指頭 前 期の婆 で混

（5 ．7） 仕 上 げ られ た端部 下端 にへ ラ状 原
体 による刻 目。

圧 痕が 残存。 大 した もの と
考 え られる。

281 〃 〃

17 ．6 短 く外 反す る口緑 部。端 部 は外傾 内面 ナデ調整 と指頭 圧痕 が残存 。 P 48出土

（2 ．9） す る面 をな す。 外 面不 明。
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挿図番 号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

282 S T 15 聾

13 ．4

（3 ．0 ）

短 く直立 す る頸 部 か ら、 口緑部 は
屈 曲 し、 粘土紐 を貼 付す る ことに

よ り端部 をつ くる。端 部 に2条の擬
凹線 文。

口緑 部 ヨコナ デ。 他 はナ デ。

283 〃 〃

13 ．0

（3 ．3）

くの字 状 をなす 口綾 部。 端部 は外

傾 す る平面 を有す 。

器 面 は摩 耗が著 し く、 痢整 不明 。

284 〃 〃

13 ．6

（2 ．5 ）

くの字状 をなす ロ緑 部。 端部 はや
や拡張 され、 外傾 す る凹面 を有 す

る。

口緑部 は ヨコナデ。他 はナデ。

285 ノ／ 〃

11 ．4

（2 ．6）

くの字状 をなす 口緑 部。 端部上 端

をつ まみ出 し、受 口状 をなす。 端
部 は凹 面 を有 す。

〃

286 〃 〃

14 ．8

（1 ．8 ）

くの字状 を なす 口緑 部。端 部 は上

端 を拡張 し、2 条の 凹線文 を施 す。
〃

287 〃 ノ／

16 ．8

（1 ．4 ）

くの字状 をなす 口緑 部。端 部 は上
端 を拡張 し、 外傾 す る凹 面 を有 す。

〃

288 〝 〃

29 ．8 外 反す る短 い口緑部 。端 部 は外傾 口緑部 ヨ コナ デ。外面 ナ デ。内面

（9 ．0 ） する凹 面 を有 す。頸 部 にへ ラ状 原

体 に よる3段 の刺突 文。

不 明。

289 〃 〃

33 ．0 あげ底 の底部 か ら胴 部 は長胴 をな 口緑部 ヨコナデ。外 面 は荒いパ ケ
や

42 ．4

32 ．0

14 ．0

しロ　 ロは　 き く　　 する。 が　 。　 は ナデ。 ロ　 ロ
す る端 部 に2条 の凹 線文。 にパ ケ目残存 。

290 〃 〃
（4 ．2）

6 ．4

あ げ底 の底部 。 器 面 は摩耗 が著 し く、調 整不明 。

29 1 〃 〃
（5 ．1）

7 ．8

あ げ底 気味 の底部 。－ ノ／

I

292 〃 〃
（6 ．4）

7 ．1

あ げ底の底 部。 内外 面ナ デ調整。 部分 的 に指頭 圧
痕が残 存。

29 3 〃 〃
（4 ．6）

9 ．0

あ げ底 気味 の底 部。 内面指 ナ デ。外面 不明 。

294 〃 〃
（3 ．8）

12 ．0

平底 の底部 。 内面 へ ラ削 り。外 面不 明。部 分的

に指頭 圧痕 が残 る。

2 95 〃 〃
（8 ．5）

9 ．0

〃 内面 ナデで 部分 的に指頭 圧痕 が残
存。 外面 ナデ調整 とパ ケ 目が 残存。

2 96 〃 高杯

－
下外 方へ下 る脚 部。裾 部で やや屈 裾部 ヨコナデ。外 面 ナデ。 内面 に

（7 ．1 ）

7 ．2

曲 して下 る。端 部 は丸い。
裾 部外面 に3条 の擬 凹線文 を施 す。

はしぼ り目が残存 。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

2 97 S T 15 高杯
（9 ．8 ）

9 ．6

下外 方べ下 る脚 部。裾 部近 くで や

や外 に開 き、外傾 して凹面 をな す
端部 に至 る。

裾 部 ヨコナ デ。外面 ナ デ。 内面 全
面 に横方 向の へ ラ削 りを施 す。

298 S T 16 士ヨ王

16 ．6

．（3 ．3）

大 き く外反 す る口緑部 。端部 下端
を拡 張 し、外傾 する面 に1条 の擬凹
線文 を施 す。

口緑 部 コヨナ デ とナデ。内面 横方
向の パケ 目が残存 。

299 〃 〃

20 ．0

（6 ．8）

‘短 く直 立す る頸部 か ら大 き く外反

す る口緑部。端 部 を拡 張 し、4条 の
凹線文盲 施 す。

口緑 部 ヨコナデ。 内面パ ケ 目。 外
面縦 方向 のパケ 目。

P l出土。

300 〃 〃

19 ．4

（8 ．4 ）

直 立す る頸部 か らなめ らか に外 反
する 口緑 部。端 部 は外傾 す る面 を

なす。

器 面 は摩 耗 が著 し く、調 整不明 。

30 1 〃 〃
（2 ．1）

4 ．0

平底 の底部 。 内外 面 と もパ ケ 目。

302 〃 〃
（5 ．8）

10 ．0

〃 内外 面 と もナ デ調 整。

303 〃 高杯
（4 ．8）

12 ．8

脚 部 か ら裾部 は大 き くハ の字状 に
開 く。端 部 は外傾 す る凹面 をなす。

裾 部 ヨ コナデ。外 面パ ケ 目が 残存。
内面 ナデ と指頭圧痕 が残 存。

304 〃
手 づ くね

土器

（2 ．2）

3 ．0

あげ底 の底部 。 器 面 には指頭 圧痕 が残存 。 P l出土。

305 S T 1 7 ＝士ご宝E
（6 ．1）

8 ．0

分 厚 いあげ底 気味 の底部。 器 面 は摩 耗が著 し く、調整 不明 。

30 6 〃 嚢
（3 ．5）

短 く外反 す る口緑 部。 端部 は丸 く
仕上 げ られ、へ ラ状原 体 に よる刻

目を施 す。 頸部 に3 条 のヘ ラ描沈
線。

口緑 部 ヨコナ デ。他 は不明 。 P 29 出 土 。 前
期 の賓 で混入

した もの とみ
られ る

307 〃 〃

2 1 ．8

（10 ．7）

球体 をなす胴 部 か ら くの字状 をな

す口緑 部。外 傾 する面 をなす端 部

に1条 の凹線 文 を施 す。

口緑部 ヨコナデ。 他 はナデ。 外面

に部分 的 にパケ 目が残存 。

308 〃 〃
（2 ．4 ）

4 ．4

平底 の底 部 。 器 面 古ま摩 耗が著 し く調整不 明

3 09 〃 〃
（5 ．9 ）

5 ．0

〃 〃 下 胴部 か ら底
部 にか けて黒

斑 が残存 。

3 10 〃 〃
（6 ．6 ）

7 ．2

あげ底の底 部。 内外 画 と もナ デ調 整。

3 11 S T 18 士璽宣

10 ．6

（7 ．5）

直立 す る頸 部か ら、短 く外傾 す る

口緑 部。端 部 は丸 く仕 上げ られ る。
器面 は摩耗 が著 し く、調 整不 明。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

3 12 S T 18 士宣E

22 ．6

（6 ．5 ）

大 き く外反 す る口緑部 。端部 は若

干拡 張 され、 3条 の擬 凹線 文 を施
す。

器面 は摩耗 が著 しく、 調整 不明。

3 13 〃 〃

19 ．6 内傾 して短 くの び る頸 部か ら口緑 口綾 部 ヨコナ デ。内外 面 にパケ 目

（9 ．4 ） 部 は大 き く外反 す る。端 部 は若干 が部 分的 に残存 。頸部 内面 に しぼ
拡張 され、 2条 の擬凹線 文 を施す 。 り目が残存 。

3 14 〃 〃
（8 ．6）

丸味 の ある胴部 の破片 。上胴 部 よ

りへ ラ描沈 線、 1条の微 隆起帯 。8
条 のへ ラ描 沈線 、山形文 、3条 のへ

ラ描 沈線。

内面 ナ デ。他 は不明。 胴部 に黒斑 が
残存 す る。 混

入 した もの と

み られ る。

315 〃 〃
（3 ．6）

胴部 の破片 。3段 に竹管文 が施 され

る。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明。

316 〃 〝
（・2 ．7）

4 ．1

平底 の底部 。 〃

317 〃 〃
（7 ．8）

5 ．2

あ げ底 気味 の底部 。 器面 は摩耗 が著 し く調整 不明 。 内
面 に指 頭圧痕 が残 存。

焼 成不 良。

318 〃 婆

17 ．2 くの字状 をなす 口緑 部。端 部 は外 口唇部 ヨコナデ。 口緑部 パ ケ目が 焼成 不良 。

（3 ．5） 傾 す る平面 をなす。 残 存。他 は不 明。

319 〃 〃

2 1．0

（3 ．5）

〃 口緑部パ ケ 目が残存 。

320 〃 〃

16 ．6

（3 ．5）

短 く外 反す る口緑 部。 器 面 は摩 耗が 著 し く、調 整不 明。

321 〃 〃

19 ．4 短 く外 反す る 口緑 部。端 部 は外 傾 ロ緑部 ヨコナデ。 内面パ ケ調 整。

（4 ．0） す る平 面 をなす。 外 面 ナデ。

322 〃 〃・
（3 ．7）

4 ．8

あげ底 気味 の底部 。 内面へ ラ削 り。外 面縦方 向の パケ
目が残存 。

323 〃 〃
（3 ．4）

6 ．0

平底 の底 部。 内外面 ナデ調 整。

324 〃 高杯

－
下 外方へ 下 る脚部か ら裾部 で さら 裾 部か ら外面 にか けてへ ラ磨 き。

（8 ．0）

1 1．8

に開 いて下 る。端部 は外傾 す る面
をなす。

内面 にしぼ り目が残 存。

325 〃 鉢

10 ．3 所 謂銘 々器 の鉢。 あげ底 の底部 か 口唇郵 ヨ コナデ。 内面 ナデ、 外面

5 ．5

3 ．6

ら休部 は上外 方へ のび端 部 を丸 く

仕 上 げる。

パ ケ調整 とナデ。

326 〃 〃

13 ．7 直 口 する鉢 で平底 の底部 か ら体 部 口唇部 ヨコナデ。 他 はへ ラ磨 きを

8 ．3

3 ．8

は途 中で屈 曲 して上 外方 への び る。

端 部 は細 く仕 上 げる。

施 す。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

327 S T 19 士∃王

9 ．2

（3 ．4）

外傾 してのび る頸部 か ら、 さ らに
外傾 す る口緑部 。2個 1組の 円孔、

3条 のへ ラ描沈線 、2本 の隆起 帯 を
貼付 。

器面 は摩耗 していて調 整不 明。

328 〃 ．〃

19 ．6

（9 ．6）

外傾 してのび る長い頸 部 か ら外反

す る口緑 部。端 部 は外 傾す る面 を
な す。

〃 P l 出土 。

’329 〃 〃
（4 ．1）

10 ．4

分厚 い平底 の底 部。 〃

330 S T 20 璽
（5 ．2）

7 ．8

あ げ底気味 の底 部。 内外 面 と もナ デ調整。

331 〃 高杯

2 6 ．0 椀状 の杯部 か ら、ロ緑 部 は直 立す 口緑部 ヨコナ デ。 内面 ナ デ。 外面

（5 ．4） る。 口緑部 外面 に2条 の擬凹線 文。 に は横 方 向のへ ラ磨 き。

332 〃 〃

2 7 ．0

（2 ．8）

椀状 の杯部 か ら、口緑 部 は直 立す

る。 口緑部 外面 に3条 の凹線 文。

器面 は摩耗 していて、 調整不 明。 S K l 出土

333 〃 〃

14 ．0 非常 に浅 い杯部 か ら、 やや外 傾 し 口緑 部 ヨコナ デ。他 はナ デ調 整。

3 ．7 ての び る口緑部 。端部 は丸 く仕上
げ られ、口緑 部外 面 には4条 の擬凹
線文。

へ ラ磨 きが 一部 に残存 。

334 S K 2 ＝士ご宝互
（3 ．4）

5 ．8

ハの字 状 に開 く脚 台。端 部 は丸味
を有 す。

器面 は摩耗 していて、 調整不 明。

335 〃 〃
（6 ．9）

12 ．0

平底 の底部 。 内面 へ ラ削 り。 外面 ナデ。 内面黒 色。

336 〃 婆

15 ．4

（5 ．3）

大 き く外 反す る口緑部 。端部 下端

を拡 張 し、 2条 の擬凹線 文 を施 す。
器面 は摩耗 が著 しく、 調整不 明。 焼 成不 良。

337 S K 4 ・＝量＝・宝E
（6 ．9）

8 ．6

平底 の底部 。 〃

338 S K ll 聾

15 ．4

2 ．6

くの字 状 をなす 口緑部。 端部 両端

をい く分拡 張 し、2条の擬 凹線 文 を
施 す。

口緑部 ヨコナデ。 他 はナデ。

339 S K 16 〃

14 ．4 長胴形 をなす胴部 か ら、口緑 部 は 口縁部 ヨコナデ。 外面 は部分 的 に 胴 部 に黒 斑 あ

（18 ．0） くの字 状 を呈す。 端部 は上下 にや パケ 目が残存 。 内面 は頸 部直 下 よ り。
や拡 張 され 、2条 の擬 凹 線 文 を施

す。

りへ ラ削 り。

340 S K 21 ・二と・宝E

13 ．2

（7 ．2）

直立 す る頸 部か ら大 き く外反 す る

口緑部 。口縁部 に6個 の 円孔、頸部

にへ ラ描沈 線 と隆起帯 を交互 に施
す。

外面パ ケ調 整。他 は不明 。

341 〃 ノ／

2 0 ．6 やや外 反 する 口頸 部。端 部下 端 を 内面 ナデ調 整 と指 頭圧痕 が残 存。

（6 ．2） 若干拡 張 し、端部 を丸 く仕上 げ る。 外面パ ケ調 整。
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挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

342 S K 2 1 ・＝lコ．雲王
（6 ．8 ）

丸 味の あ る胴 部。2段 につ まみ出 し

突帯 を施 す。
器 面 は摩 耗 してい て、調 整不明 。

343 〃 嚢
（4 ．7 ）

13 ．2

平底 の底 部。 器 面ナ デ調整。 内面 黒色。

34 4 S K 24 士雲互

16 ．6 直立 す る頸部 か ら外傾 す る口緑 部。 外 面 にパ ケ 目が部分 的 に残 存。他

（5 ．4） 端部 下端 をい く分拡張 し、2 条の擬

凹線 を施 す。

は不 明。

345 〃 〃

－
丸味 の ある胴部 。上胴 部か ら、へ 内面 部分 的 にへ ラ削 り　 外 面は部

（13 ．7） ラ状 原体 に よる圧 痕文 、2段 の櫛描
波状文 。

　ヽ　　　　　　　　 口
分的 にパ ケ 目が残 存。

346 〃 〃
（3 ．4）

6 ．2

平 底 の底部 。 内面 ナデ。 外面パ ケ調整 とナデ。

3 47 〃 婆

15 ．6 胴 部か ら外反 す る口綾部 。端部 は 内面上胴 部付 近 よ りへ ラ削 り。

（12 ．4 ） 外傾 す る平面 をな し、下端 に刻 目。
上胴 部 にへ ラ状 原体 に よる刺突 文。

他 は不 明。

34 8 〃 〃

20 ．2

（9 ．5 ）

胴部 か ら外反 する 口緑 部。 端部下
端 にへ ラ状 原体 に よる刻 目。上胴
部 に2条 のへ ラ描沈線 。

器面 は摩耗 が著 し く、調整 不明 。 焼成 不良。

34 9 S K 28 ・＝ヒ・竺E

11 ．7

（6 ．2）

外傾 しての びる 口緑部。端 部 は外

傾 す る平 面 をなす。 へ ラ状原体 に
よる刺突 文。 円形 浮文、 隆起帯 を

は さん で櫛描 直線文 。

〃

35 0 〃 聾
（7 ．3）

6 ．4

平底 の底部 。 内面 ナ デ、 外面 パ ケ調 整 とナ デ調
整。

35 1 S K 31 〃

18 ．0

（1 ．7）

くの字状 に短 く屈曲 す る口緑 部。
端部 両端 を大 き く拡張 し、3 条の擬

凹線文 を施 す。

口緑部 ヨコナ デ。他 はナ デ調 整。

352 S K 32 〃

13 ．4

（2 ．7）

くの字状 をな す口緑部 。端部 両端

を拡 張 し、 2 条 の擬 四線文 を施 す。
口緑部 ヨコナ デ。 他 は不 明。 外面

にパ ケ 目が 一部 に残存。

353 S K 35 〃

13 ．6 球 体 をなす胴 部 か ら くの字状 に短 口緑部 ヨコナデ。 外面 パケ調 整。

（6 ．3） く曲が る 口緑 部。 端部 は外傾 す る

平 面 をなす。

内面頸 部直下 よ りへ ラ削 り。

354 S K 42 ・＝土ご宣E

18 ．6

（5 ．3）

ラ ッパ状 に開 く口綾 部。端 部 はや

や広 い外 傾 する平 面 をなす。
器 面 は摩耗 が著 し く、調 整不 明。

355 ノ／ 〃
（3 ．7 ）

6 ．2

あげ底気 味 の底部。 内面へ ラ削 り。外面 ナ デ調 整。

356 〃 ／／
（7 ．1）

5 ．4 ’

〃 内面指 ナデ。外 面パ ケ調整 とナデ
調 整。
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

35 7 S K 42 ・＝量＝．宝E
（10 ．6 ）

15 ．8

あげ底気 味の底 部。 内面指 ナデ。 外面 パケ調整 とナデ

調 整。
大型 の襲。

358 S K 43 〃
（7 ．3 ）

直 立す る頸部。3条 のへ ラ描 沈線 を

はさん で3本 の隆起帯 を施 す。

内面ナ デ調整。 他 は不明。

359 〃 〃
（3 ．5 ）

8 ．0

あげ底気味 の底 部。 外 面ナ デ調整。 他 は不明。

360 S K 45 〃

18 ．2

（7 ．7）

直立 す る頸 部 か ら外傾 す る口緑部 。
端部 は外傾 す る∵平面 をなす 。

口唇 部 ヨ コナ デ。他 はナ デ。

361 〃 蓋
つ まみ径 4 ．8
器高　　 6 ．3

口径　 10 ．0

つ まみは端 部 を丸 く仕 上 げる。天

井部 はハ の字 状 に開 き、口緑 部で
水平 にな る。 口緑 端部 は丸 い。

器面 ナデ調 整 と指頭圧 痕が残 存。

362 〃 士璽宣

－ 平底 の底部 。胴 は大 き く外反 して 内面 指ナ デ。外面 パ ケ調整 とナ デ

（9 ．0）

6 ．4

の びる。 調整。

363 〃 聾
（2 ．9）

6 ．0

あ げ底 気味 の底部 。 内面 ナデ。 外面 不明。 底 部外 面 に黒
斑 が残存 。

364 〃 高杯

22 ．2

（3 ．8）

浅 い杯 部か ら口緑 部 は屈 曲 し外傾

して のび る。 端部 は外傾 す る平面

をな す。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整不 明。

3 65 〃 鉢

10 ．8

（6 ．5）

直 口する鉢 で、体 部 は途 中で 屈曲
して上 外方へ の びる。 口緑端部 は
外 傾 する平面 を なす。

口唇部 ヨ コナ デ。他 はナ デ調整 。

36 6 〃 〃

21 ．0 平 底 の底 部 か ら体 部 は内湾気味 に 口緑部 ヨコナデ。 内面 指ナ デ。外

11 ．0

7 ．2

のび、 口緑部 で外 反 し、 端部 で下
外 方 を向 く。端 部 は丸 い。

面 パ ケ調整 とナ デ調整。

36 7 S K 52 ・＝ヒ雲亘
（4 ．3 ）

10 ．0

分厚 い平 底の底 部。 外 面 は縦 方 向の荒 いパ ケ目が残存 。
内面不 明。

底部 外面 に黒

斑が 残存。

368 〃 聾
（2 ．2 ）

5 ．0

平底 の底 部。 内 面へ ラ削 り。 外面 ナ デ。 小型 の嚢。

369 S K 55 士宝E

16 ．2

（5 ．5）

内傾 す る頸部 か ら外 反す る口緑部 。

端部 は丸 く仕上 げ られ る。 外面 に

6条 のへ ラ描沈線 。

口緑 部 か ら内面 にか けて ナデ調整 。

37 0 S K 57 〃

13 ．0 直立 す る頸 部か ら、短 く外 反す る 口緑 部 ヨコナ デ。他 はナ デ調整。

（4 ．6） 口緑 部。丸 く仕 上 げられた端 部 に

はへ ラ状原 体 によ る刻 目。

一部 にパ ケ 目が 残存。

37 1 S K 59 〃

2 0 ．8 直立 す る頸 部か ら、大 き く外 反 す 頸部 外面 にへ ラ磨 きが残存 。他 は

（4 ．6） る 口緑 部。 端部下 端 に刻 目。 口緑
外面 に粘土 紐 を貼 付。

不明 。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

372 S K 59 ・＝l＝・宣E
（4．7）

7．4

あげ底気味の底部。 内面指ナデ。外面パケ調整とナデ
調整。

373 〃 ．聾
（3．7）

7．0

平底の底部。 内面指ナデ。外面ナデ調整。

374 〃 〃
（4．1）

10．8

〃 器面は摩耗が著しく・、調整不明。

375 〃 〃
（6 ．7）

7．6

あげ底気味の底部。 内面へラ削り。外面は荒いパケ目

が残存。

下胴部に黒斑

が残存。

376 〃 〃
（5．7）

7．0

〃 内面ナデ調整と指頭圧痕が残存。

外面不明。

377 〃 〃

－
平底の底部より、胴部は上外方へ 内面へラ削り。外面中胴部に荒い

（18．0）

7．6

のびる。 タテパケ、下胴部にヨコパケをそ

れぞれ施す。

378 〃 土錘
全長　 5．4
直径　 2．2

重量（g）29．6

筒状をなし、両端中央部から直径
約5 ．5mmの円孔を穿つ。

表面に指頭圧痕が残存。 ほぼ完形。

379 S K 61 襲

23．0

（3．0）

くの字状をなす口緑部。端部は外

傾する面をなす。
器面は摩耗が著しく、調整不明。

380 〃 鉢

20．0

（6．9）

内湾気味にのびる体部から、外反

する口緑部。端部は丸く仕上げら

れる。

／／

381 S K 68 ・＝ヒ雲互
（6．7）

8．7

3．8

平底の底部。胴部は中胴部やや下

に最大径をもつ。中胴部に重弧文、

へラ描沈線をはさんで鋸歯文を施
す。

内外面ともナデ調整。 下胴部に黒斑

が残存。
小型の壷。

382 〃 〃
（7．6）

6．1

平底の底部。胴部は中胴部やや下

に最大径をもつ。
器面は摩耗が著しく、調整不明。 下胴部から底

部にかけて黒
斑が残存。

383 〃 〃

30．4 やや内傾してのびる頸部から口緑 器面ほぼ全面にへラ磨き。有段部

（15．2） 部は外反し、端部は外傾する平面 は、粘土紐を貼付することにより
をなす。口緑部に段をつくる。 形成される。

384 ノ／ 聾

25．4 如意形口緑をなす聾。丸味のある 口緑部ヨコナデ。内面ナデ。外面 胴部に黒斑あ

（11．2） 端部下端にへラ状原体による刻目。 パケ調整とナデ。 り。

385 〃 〃

26．0 如意形口緑をなす寮。端部下端に 口緑部ヨコナデとパケ調整。外面

（7．4） へラ状原体による刻目。頸部に幅
広い1条のへラ描沈線。

はパケ目残存。内面不明。

386 〃 〃

20．0

（16．3）

19．0

如意形口緑をなす喪。丸味のある
端部、下端にへラ状原体による刻

目。胴部は緩やかに下る。

〃
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

387 S K 6 8 婆

2 6 ．0 如 意形 口緑 をな す聾。端 部、下 端 口緑 部 ヨコナ デ とパ ケ調整。 外面 胴部 に呈斑 が
（16 ．4）

26 ．0

にへ ラ状 原体 に よる刻 目。胴部 は
丸 味 を もっ て下 る。

はパ ケ 目残 存。 内面不 明。 残存。

38 8 〃 〃

19 ．6

（16 ．0）

如意形 口緑 をな す聾。端 部下端 に

へラ状 原体 に よる刻 目。 上胴部 に
最 大径 を もつ。

〃 下 胴部 に黒斑

が 残存。 焼成
不 良。

389 〃 〃

－ あげ底 の底部 。t 胴部 はや や内湾 気 内面ナ デ調整 と部 分的 に指頭圧 痕 胴部 か ら底 部

（15 ．0 ）

23 ．0

8 ．8

味 に上 が る。 が 残存。 外面 部分 的にパ ケ 目が 残
存 。

口
にかけ て黒 斑

が残 存。

390 〃 薗
（9 ：2）

7 ．4

平底 の底部 を有 す る賓 に直径 約 1

cm の円孔 を穿 って、髄 に転用 して
い る。胴部 は上 外方 への びる。

外面 ナデ調 整。 内面 は不明 。 下胴 部 に黒 斑
が残存 。

3 91 〃 〃

－ あ げ底 気味 の底部 を有 す る賓 に、 内面 ナデ と部分 的に指頭 圧痕 が残 上 胴部 か ら下

（24 ．1）

21 ．0

8 ．5

直 径 1．8cm の円孔 を穿 って、画 に転

用 してい る。 胴部 は上外 方へ のび
る。

存 。外 面 ほぼ全面 に縦 方向 のパ ケ
目が残 存。

ロ
胴 部 にか けて
黒 斑が残 存。

392 〃 鉢

44 ．4 やや外傾 しての び、 大 き く外反 す 器 面 ほぼ全面 にへ ラ磨 きを施 す。

（11 ．7） る口緑 部。有段 部 あ り。 深鉢 とみ 有段 部 は成形 時 に形 成 された もの
られ る。 であ る。

393 S D l 壷 ・
（2 ．3）

外 反す る口緑部 。端 部 は外 傾す る

凹面 をなす。 口緑部 外面 に隆起帯
を貼 付す る。

内面パ ケ調整。 外面 ナ デ調 整。

394 S D 3 〃

9 ．5

（7 ．8）

筒状 の頸部 か ら、外反 す る口緑部 。
端部 は丸 く仕上 げ、下 端 にパケ状

原体 に よる刻 目を施 す。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明。
部分 的 にパケ 目が残存 。

3 95 〃 〃
（4 ．3）

10 ．0

あ げ底 気味 の底部 。 内面 指ナ デ。外面 ナ デ調整。

396 〃 婆

15 ．6

（2 ．8 ）

くの字状 をなす 口緑 部。端 部両 端

を拡張 し、2条 の擬 凹線文 を施 す。
口緑部 ヨコナデ。他 は ナデ調 整。

397 〃 〃
（2 ．1）

1 0 ．0

あ げ底気 味の底 部。底 部外 面 にへ

ラ描 沈線 を施 す。
外底 面 ナデ調整 。他 は不明 。

398 〃 〃
（5 ．8）

6 ．8

平底 の底部 。 内面 へ ラ削 り。外 面不 明。

3 99 〃 高 杯

19 ．6

（2 ．2 ）

浅 い杯 部か ら屈 曲 して直 立す る 口
綾 部。端部 に1条 の擬 凹線文 。口緑
外 面 は ヨコナデ によ って凹む。

口緑部 ヨコナデ。他 は ナデ調整 。

40 0 S D 7 ・＝土ご宝宣

18 ．0

（4 ．8 ）

外 傾 して直立 す る頸 部か ら口緑 部

は大 き く外傾 す る。 端部 は外傾 す
る平面 をなす 。

口緑部 ヨ コナデ。他 はナ デ調整 と

パ ケ調整 。

40 1 〃 嚢

－ 小 さな平 底の底 部。 胴部 はその ま 外 面に は平行 の叩 目残 存

（4 ．2 ）

3 ．0

ま上 外方 への び る。 0他 は不明。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　 考

402 S P 2 高杯
（3．7）

1 1．3

ハの字 状 に開 く杯 部。 端部 は下方

へ屈 曲す る。外面 にへ ラ状原 体 に
よる刺 突文 。

内面 へ ラ削 り。 他 は不 明。

403 S X l 士宝E
（8 ．8）

8 ．0

分厚 いあ げ底 気味 の底部 。 内面パ ケ とナデ調 整。外 面 ほぼ全

面 にへ ラ磨 き。 ただ し器 壁が 部分
的 に剥 離 してい る。

下 胴部 に黒斑

が残存。

404 P l 高杯
（6 ．1）

11 ．0

ハ の字状 に開 く脚部 。2個 1対 の円

孔 を穿 つ。裾部 に1条 の凹線 文 を施
す。

内面全体 にへ ラ削 り。外 面 ナデ。

裾 部 ヨコナ デ。

4 05 P 3 士宝亘
（8 ．5 ）

7 ．7

分 厚い あげ底気 味 の底部。 内面指 ナデ。外 面 ナデ。

406 P 4 〃
（8 ．4）

筒状 をな す頸部 。外面 に はへ ラ描

沈線 をは さんで 隆起帯 を貼付 す る。
内面 パ ケ とナ デ調整。 外面パ ケ調

整。
上 胴部 に黒斑

の一部 が残存 。

407 S R l 〃

25 ．0

（6 ．7）

内傾 しての びる頸部 か ら、外反 す

る口緑 部。端 部 は丸 く仕 上 げる。
段 は粘土 紐接 合時 に形成 され る。

口綾部 ヨコナデ。 他 は不 明。

4 08 〃 〃

14 ．4

（6 ．7 ）

直 立す る頸部 か ら外 反す る口緑 部。
端 部 は外 傾す る平面 を なす。外 面

に10条 のへ ラ描 沈線 。

口唇部 ヨ コナデ。他 は不 明。外 面

にパ ケ目が部 分的 に残存。

40 9 〃 〃

20 ．2

（6 ．7）

直立 す る頸 部 か ら外 反す る口緑部 。
端部 下端 にへ ラ状原体 による刻 目。
外面 に6条 のヘ ラ描沈 線。

口緑 部 ヨ コナ デ。他 はパ ケ調整。

4 10 〃 〃

10 ．2

（4 ．5）

な め らか に外反 す る口緑部 。端部
下端 にへ ラ状原体 によ る刻 目。外

面 にへ ラ描 沈線 を はさんで 隆起帯
を貼 付。

口緑 部 ヨコナ デ。内面 ナ デ調整。
外面 ナ デ調整。

411 〃 〃

2 0．4

（7 ．0）

ラ ッパ 状 に開 く口頸部 。端部 両端

に刻 目。 口緑 内面 に2本 の隆起 帯、
円孔、 外面 にへ ラ描沈線 と刺 突文。

器面 は摩耗 が著 し く調整 不明 。

412 〃 〃

18 ．0

（7 ．0）

ラ ッパ 状 に開 く口頸部。 端部 両端

に刻 目。口緑 部 に3本 の微 隆起帯 と
円孔。頸 部 に隆起帯 と各 2条 のへ ラ
描 沈線 。

内外面 パ ケ目が残存 。

413 〃 〃

17 ．0

（7 ．5 ）

ラ ッパ状 に開 く口頸 部。 口緑部 内

面 に1本 の微 隆起帯。 頸部 に各2 条

のへ ラ描 沈線 と微隆起 帯。

器 面 は摩 耗が著 し く、調整 不明 。

4 14 〃 〃

11 ．6 ラ ッパ状 に開 く口頸部 。外傾 す る 器面 は摩耗 が著 し く調 整不 明。 部 焼成 不良。

（10 ．3 ） 平面 を有 す る端 部 にへ ラ状 原体 に

よる刻 目。
分的 にパ ケ 目が残存。

4 15 〃 〃

2 4 ．0

（4 ．9）

ラッパ状 に開 く口頸部 。端 部両端

にヘ ラ状原 体 によ る刻 目。
〃

4 16 〃 〃

29 ．0

（2 ．3）

大 き く外反 す る口緑部 。端 部両端

にへ ラ状原 体 によ る刻 目。 口緑部
内面 に4本 の微隆 起帯。2～4個 単位

の円孔 。

〃
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 17 S R l ・＝量＝・宝互

12 ．4

（3 ．8 ）

外傾 してのび る頸部 か らさ らに外

傾 しての び る口緑部 。端部 下端 に
刻 目。頸部 外面 に1本 の隆起帯 と櫛
描直 線文。

口緑部 ヨ コナデ。他 は ナデ調整 。

4 18 〃 〃

21 ．8 な め らか に外反 す る口緑部 。端部 口緑 部 ヨ コナデ。外 面ナ デ調整。

（7 ．9） 両端 に刻 目。口縁 内面 に3本 の微 隆
起帯 、 円孔 。頸 部 に櫛 描直線 文 と

隆起 帯。

内面不明 。

419 〃 〃

2 2 ．0

（4 ．0）

口緑 部 は大 き く外反 し、端部 で水
平 とな る凹面 をなす端 部両端 に刻

目。 口緑 内面 に2 本の微 隆起帯 。

口緑 部 ヨ コナ デ。他 は不明 。

420 〃 〃

．16 ．－2 大 き く外反 す る口緑部。 端部 は外 口緑 部 ヨコナ デ。 外面 ナデ。 内面

（2 ．6） 傾 す る平面 をな す。 不明。

4 21 〃 〃

20 ．0

（3 ．2）

大 き く外反 す る口緑部。 端部 は外
傾 す る平面 をな す。口綾 部に 1条 の

ヘ ラ描 沈線。

’内外面 にパ ケ 目が残存 。他 は不明。

42 2 〃 〃

17 ．6

（7 ．9）

大 き く外反 する 口緑 部。端 部 は外

傾 す る凹面 をなす。
内外面 ともパ ケ調 整。

42 3 〃 〃

18 ．0 直立 す る頸部 か ら大 き．く外 反す る 内外 面 ともナデ調 整。 外面 に荒い 薄手 の土器 で

（3 ．9 ） 口緑 部。端 部下 端 に刻 目。 端部 直
下 に1本 の微隆起 帯。

パケ 目が残存 。 ある。

424 〃 〃

16 ．4

（6 ．2 ）

内傾 してのび る頸部 か ら大 き く外
反 す る口緑部。 端部下 端 に刻 目。

端部 直下 に微隆起 帯。 櫛描 直線文

と円形浮 文。

内外面 ともナデ調整 。 薄手 の土器 で
あ る。頸部 に

縦方 向の ヘラ
描沈線 。

425 〃 〃

24 ．8

（4 ．7 ）

外傾 してのび る頸部 か ら外 反す る

口縁 部。端 部下 端 に刻 目。 口緑部
外面 に粘 土帯 を貼付 す る。

口緑 部 ヨ コナデ。他 は ナデ調整。 薄手 の土器 で

あ る。

426 〃 〃

2 5 ．0

（3 ．8）

外傾 して のび る頸 部 か ら外 反す る

口綾部 。端 部外面 に粘 土紐 を貼付
し、 そ こにへ ラ状 原体 に よる刻 目
を施 す。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明。 〃

4 27 〃 〃

26 ．0

（4 ．8）

内傾 しての びる頸 部か ら大 き く外

反 す る口緑部 。端 部下端 にへ ラ状
原 体 によ る刻 目。

〃 〃

4 28 〃 〃

18 ．4

（3 ．2）

内傾 しての びる頸部 か ら大 き く外
反 す る口緑部 。端部 直下 に刻 目、

その下 に2 本の 微隆 起 帯 を貼 付 す
る。

〃 〃

4 29 〃 〃

24 ．0 内傾 しての びる頸部 か ら大 き く外 口綾 部 ヨコナデ 。内 面ナデ 調整。 〃
（5 ．5 ） 反 す る口緑部 。端部 直下 に刻 目、

その下 に1本の 微隆 起 帯 を貼 付 す

る。

外面 縦方 向のパ ケ 目が 残存 。

4 30 〃 〃

17 ．4

（5 ．4 ）

内傾 しての びる頸部 か ら大 き く外

反 す る口綾部 。端部 直下 に刻 目、

その下 に3本単 位の櫛 描直線 文 を2
段 に施 す。

口緑 部 ヨコナデ。他 は ナデ調整 。

4 31 〃 〃

10 ．8

（4 ．7 ）

緩 やか に外反 す る口緑 部。 口唇 部
外 面直 下 に2本 の突 帯 を貼 付 し刻

目を施す 。

器 面 は摩 耗が著 し く、調整 不明 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

43 2 S R l 士至宝

14 ．2

（7 ．4）

緩やか に外 反す る口綾部 。 口唇部
外面 に刻 目突帯。 なだ らかに下 る
上 胴部 に3 本 の徴隆 起帯 。

口緑部 ヨコナデ。他 はナデ調 整。

433 〃 〃

12 ．2

（5 ．5）

緩 や か に外 反す る口緑部 。貼付 口
緑。頸 部外面 に6本単 位 の櫛描直 線

文。

器 面 は摩 耗が著 し く、調 整不 明。

434 〃 〃

14 ．0

（7．9）

緩 や かに外反 す る口緑部 。 口緑 外

面 に粘土 帯 を貼付 する。
口綾 部 ヨコナ デ。他 は不明 。

435 〃 〃

14 ．8 ・緩や か に外反 す る口緑部。 貼付 口 口綾 部 ヨコナ デ。 内面 へ ラナ デ。

（5 ．9 ） 縁 。 口唇 部 にパケ状 原体 に よる刻

目。頸部 にへ ラ状原体 に よる刺 突
文 。

外面 パケ調 整。

4 36 〃 〃

18 ．6 大 き く外 反す る口緑部 。端部 両端 口緑部 ヨコナデ。 他 はパ ケ 目が残

（3 ．2 ） に刻 目。 1～2cm 間隔 で円孔 を穿 つ。
貼付 口緑。

存。

43 7 〃 〃

2 0 ．0 外反 す る口緑 部。端 部両 端 にへ ラ 部分的 にパ ケ目が残 存す る以外 は

（7 ．2） 状原体 に よる刻 目。 口緑 外面 に粘

土帯 を貼付 す る。
不 明。

438 〃 〃

22 ．8

（4 ．0）

緩 やか に外反 す る口緑部。 口唇 部

下 端 にへ ラ状 原体 に よる刻 目。 口
緑 外面 に粘土帯 を貼 付す る。

器 面は摩耗 が著 しく、 調整 不明。

439 ．〃 〃

17 ．0

（6 ．2）

緩 やか に外反 す る口緑 部。 丸 く仕
上 げ られた端部 にへ ラ状原体 によ

る刻 目。 貼付 口縁。 頸部 に刺突文 。

〃

4 40 〃 〃

21 ．0

（3 ．8 ）

ほぼ直立 す る頸 部か ら、大 きく外
反 す る口緑部。 端部下 端 に刻 目。

口緑 外面 に粘土帯 を貼 付す る。

〃

4 41 〃 〃

24 ．6

（8 ．9 ）

ほぼ直立 す る頸 部か ら、大 き く外

反 す る口緑 部。 丸味 のあ る端 部 に
刻 目。頸部 に微 隆起帯 をは さんで
櫛描 直線文 。

〃 焼 成不 良。

44 2 〃 〃

2 6 ．0

（‾15 ．2）

ほぼ直 立す る頸部 か ら、 大 き く外
反す る口緑部 。貼付 口緑 。頸部 に・
櫛 描直線 文 と隆起帯 。 口緑内面 に

櫛 描文 。

内面パ ケ調整 。他 は不明 。 〃

443 〃 〃

2 0 ．4 ほ ぼ直 立す る頸部 か ら、 大 き く外 外 面 にパ ケ 目が一部 残存 。他 は不

（3 ．5） 反す る口緑部 。凹 面 をなす端部 に

へ ラ状 原体 に よる刻 目。 口緑外 面
に粘土 帯 を貼 付す る。

明 。

444 〃 〃

17 ．2

（6 ．6）

ほぼ直 立す る頸部 か ら、大 き く外

反 す る口緑部。 端部下 端 にへ ラ状
原 体 による刻 目。 口緑 外面 に粘土

・帯 を貼付 す る。

内面 にパ ケ目が残 存。 他 は不明。

445 〃 〃

12 ．8

（3 ．4 ）

ほぼ直立 す る頸 部か ら、大 き く外
反 す る口綾部。 口緑外 面 に粘土帯

を貼付 す る。

外面 にパ ケ目が残存 。他 は不 明。

446 〃 〃

21 ．6

（4 ．3 ）

〃 〃
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挿 図番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

447 S R l ・＝ヒ宝E

24 ．2

（4 ．0 ）

ほぼ直立 す る頸部 か ら、大 き く外

反 す る口緑部。 口緑 外面 に粘土帯
を貼付 する。

器 面は摩耗 が著 し く、調整 不明。

44 8 〃 〃

16 ．8

（3 ．2）

〃 外面 にパ ケ目が残存 。他 は不 明。

449 〃 〃

13．0

（4 ．7）

やや 内傾 しての び る頸 部か ら短 く
屈曲 す る口緑 部。 端部 は外傾 す る

平 面 をなす 。口緑 外面 に粘土帯 貼
付 。

〃

4 50 〃 〃

19 ．8

（8 ．4 ）

ほぼ直 立す る頸部 か ら短 く外反 す

る口緑部 。端 部 を下 方 に拡 張す る。

口緑 外面 に粘土 帯貼付 す る。

口緑 部 ヨコナ デ。他 はパ ケ調 撃。

45 1 〃 〃

2 1 ．4

（12 ．4）

球体 をな す胴部 か ら口緑 部 は外反
し、端 部 は外傾 する平面 をなす。

口緑外 面 に粘土帯 を貼付 す る。

器面 は摩耗 が著 し く、調 整不 明。

452 〃 〃

19 ．6
（5 ．0 ）．

I

大 き く外反す る 口綾部。 口縁端 部

に貝殻 腹縁 によ る刻 目。 口緑外 面
に粘 土帯 を貼 付す る。

口綾部は ヨコナ デ。 内面ナ デ調整 。

外 面は縦 方向の パ ケ目が残 存。

4 53 〃 〃

19 ．4

（3 ．0 ）

大 きく外 反す る 口頸 部 は端 部で水

平 とな る。 口緑 端部 にへ ラ状 原体

によ る刻 目 を施 す。

器面 は摩耗 が著 しく、 調整不 明。

454 〃 〃

20 ．2

（1 ．8）

大 き く外反 す る口頸部 は端部 で水
平 とな る。 下外 方 を向 く端部 にパ

ケ状 原体 に よる刻 目を施す。

〃

455 〃 〃

16 ．8

（4 ．4）

大 き く外反 す る口頸部 は端部 で水

平 となる。端 部 は凹面 をなす。 口
緑 内 面 にへ ラ状 原体 に よる2段 の
刻 目を施 す。

口緑部 ヨ コナデ。他 は ナデ調整 。

4 56 〃 〃
（15 ．4 ）

12 ．0

5 ．4

平底 の底 部か ら胴部 は中胴 部 に最
大径 をもって上 が る。 頸部 か ら櫛
描直 線文 、波状 文が 中胴部 にか け

て施 され る。

内外 面 と もナ デ調 整。

457 〃 〃

11 ．4

2 5 ．1

17．5

5 ．6

あ げ底の底 部か ら、胴 部 は中胴部

に最 大径 を もって上が り、短 く外
反す る 口緑 部 に至 る。端 部 に刻 目、
上 胴部 に櫛 描直線 文 と波 状文 をそ

れぞ れ施す 。

器 面 は摩 耗 が著 し く調整 不明。

口緑部 に粘土 帯 を貼 付す る。
完形 で ある。

458 〃 〃

19 ．0

（5 ．7）

大 き く外反 する頸部 。‾口緑 外面 に

粘 土帯 を貼付 す る。
器面 は摩耗 が著 し く調整 不明 。

4 59 〃 〃

19 ．6

（2 ．8 ）

大 き く外 反す る頸部。 口緑外 面 に
粘土 帯 を貼 付 する。端 部 に2条 の凹
線文 を施 す。

外面 にパ ケ目が残 存。他 は不 明。

4 60 〃 〃

19 ．2

（早∴5）

な め らか に外反 す る口緑 部。端 部
は丸 く仕上 げ る。 口緑外 面 に粘 土
帯 を貼付 する。

口綾部 ヨコナデ。他 はパ ケ調整 。

46 1 〃 〃

15 ．4

（3 ．2）

な め らか に外反 する 口緑 部。端 部

は外傾 す る平 面 をなす。 口緑外 面
に粘土帯 を貼 付 する。

口緑部 ヨ コナデ。外 面パ ケ調整。
内面 は不 明。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径

法 量　 器高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

462 S R l 士宣E

16 ．4

（5 ．6）

内傾 して上 が る頸部 か ら、外傾 す

る口緑 部。端 部下端 にパ ケ状 原体
に よる刻 目。

器面 は摩耗が 著 し く、調 整不 明。

463 〃 〃

17 ．4 外傾 す る 口緑 部。 口緑部 に は粘 土 口緑部 ヨコナデ。 内面中胴 部 よ り

（13 ．5） 紐 接合 のあ とが残 る。 へ ラ削 り。外 面はパ ケ調整 を施 す。

4 64 〃 〃

16 ．0 外 反す る口緑 部。 口綾部 に は粘 土 口緑部 ヨコナデ。 内面ナ デ調整。

（4 ．3 ） 紐接 合 のあ とが残 る。 外 面 は不 明。

4 65 〃 〃

17 ．0

（7 ．2 ）

や や内傾 して のび る頸 部 か ら、外

反 す る口綾 部。 端部 は外傾 す る平

．面 をなす 。 口緑 外面 に粘土帯 を貼付す る。

器面 は摩耗 が著 し く、調整 不明。

466 ノ／ ノ／

18 ．4 やや 内噂 しての び る頸 部か ら、外 口緑部 ヨコナ デ。 内面 にノ＼ケ 目が 上 胴部 に黒斑

（16 ．2） 反す る口緑 部。端 部 は外 傾 する平 一部残 存。 外面 にへ ラ磨 きが施 さ あ り。

面 をなす。 口緑外 面 に粘 土帯 を貼

付 す る。胴部 は緩 やか に下 る。

れ る。

467 〃 〃

38 ．0 大 き く外 反 する 口頸部d端 部 に2条 口綾部 ヨコナデ。 内面 ナデ調整 。

（8 ．2 ） の凹線文 。 口緑外面 に粘 土帯 を貼

付 す る。 頸部 に刻 目。

外 面 にパ ケ 目が残存 。

4 68 〃 〃

9 ．6 なめ らかに外 反す る口頸部 。 口緑 口緑 部外 面パ ケ調整 。内面 ナ デ調 内面 黒褐色 。

（6 ．1） 部 に棒状 浮文 。頸部 に6本単 位 の櫛
描 直線文 を3段 に施 す。

整 。 外面 淡褐色 。

4 69 〃 〃
（16 ．0）

17 ．0

筒状 を なす頸部 か ら緩 や かに下 る
胴部 。櫛描 直線 文、 へ ラ状 原体 に

よる刻 目、一棒 状浮 文 をそれ ぞれ3段

に施 す。

器 面は摩耗 が著 し く、 調整不 明。

4 70 〃 〃

15 ．4 内傾 してのび る頸部 か ら直立 す る 口唇 部 ヨ コナデ 。 外面パ ケ調整 。

（6 ．5） 口緑 部。端 部下端 をやや拡張 。 内面不明 。

47 1 〃 〃

2 5 ．0 短 く直立 す る頸 部か ら口緑部 は外 口緑 部 ヨコナ デ。 内面 パケ調 整。

（6 ．0） 反 する。端 部下端 を拡 張 し、 へ ラ
状原体 によ る刻 目 を施 す。

外面 ナデ調 整。

472 〃 〃

17 ．4 外 反す る口緑 部。端 部 は凹面 を有 口唇部 ヨコナデ。 他 は不 明。 口緑

（4 ．1） す。 外面 に粘土帯 を接 合す る ことに よ

り、端 部 を拡 張す る。

473 〃 〃

20 ．6

（5 ．8 ）

なめ らか に外 反 する 口緑 部。端 部
は両端 を若干 拡張 し、外 傾す る凹
面 を なす。

器 面 は摩耗 が著 し く、調 整不明 。

474 〃 〃

16 ．4

（7 ．8 ）

なめ らかに外 反す る口緑 部。端 部

は ヨコナデ によ り外 傾す る凹面 を
なす。

口緑 部 ヨ コナデ。他 は不明 。

475 〃 〃

15 ．8

（6 ．5 ）

内傾 しての びる頸部 か ら外 反す る

口緑 部。 端部下 端 を拡張 する。頸
部 に棒状 原体 に よる刺突文 。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明。

4 76 〃 〃

22 ．4

（5 ．0）

外反 してのび る頸部 か ら、 屈曲 し

て上 外方 を向 く口緑 部。端 部 に2条
の 凹線文 を施 す。

〃
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 77 S R l ＝士ご∃王

13 ．4

（4 ．7 ）

外 反す る口頸部 。端 部 は上 端 を拡

張 し、3 条の 凹線文 を施す 。

口緑部 ヨ コナデ。他 は不 明。

4 78 〃 〃

13 ．6 外 反す る口頸部 。 口綾 部 はやや外 口緑部 ヨ コナデ。外 面パ ケ調整 。

（5 ．1 ） 傾 す る。端部 をい く分拡 張 し、2条

の擬 四線 文 を施 す。

内面 ナデ調整。

4 79 〃 〃

17 ．6

（11 ．3）

やや 外傾 して のび る頸 部 か ら大 き

く外 反す る口緑 部。端 部 は3 条の 凹
線文 。

器面 は摩耗 が著 し く、調整 不明。

480 〃 〃

19 ．2

（9 ．4）

肩 め張 る上 胴部 よ り、 頸部 はやや ・

内傾 して のび、 口緑部 は大 き く外
反す る。端 部 には3条 の凹線文 を施

す。

Jl

48 1 〃 〃

17 ．8

（7．0）

やや外 反す る 口緑 部。端 部 は下端
を拡張 し、3条 の凹線 文 を施 す。口
緑 内面 にへ ラ描沈線 。

口緑部 ヨコナ デ。 他 は不明。

482 〃 〃

16 ．0

（7．6）

やや外 反す る口緑 部。端 部 は両端

を大 き く拡 張 し、 4条 の凹線文 と2
個 1対 の竹管 文。頸 部 に3条 の凹線
文。

口緑部 ヨコナデ。 他 はナデ調 整こ

483 ‘〃 〃

2 3 ．b

（6 ．0）

大 き く外反 す る口緑部。 端部 上下
を大 き く拡 張 し、3 条の 凹線文 を施

す。

器面 は摩耗 が著 しく、 調整不 明。

484 〃 〃

23 ．2

（1 1．3）

大 き く外反 する 口緑 部。 端部 は上

下 に大 き く拡 張 され、6 条 の凹 線
文 、 その上 に円形浮 文 を貼付 。頸
部 に6条 の凹線 文。

口緑部 ヨコナデ。 他 はナデ調 整。

485 〃 〃

20 ．4

（2 ．2）

大 き く外反 する 口緑 部。 端部下 端

を拡張 し2条 の凹線 文。
器 面 は摩耗 が著 し く、調 整不 明。

4 86 〃 〃

14 ．4 内傾 しての びる頸部 か ら短 く外 反 口緑部 ヨコナデ。外 面 にパ ケ目が

（8 ．2） する 口縁 部。 端部 に4条 の凹線 文。 残 存。 内面不 明。

4 87 〃 〃

21 ．0

（4 ．1）

大 き く外 反す る口緑部 。端部 両端

をい く分摩耗 し、3 条の擬 凹線文
を施す 。

器 面 は摩 耗が 著 し く、調整 不明 。

48 8 〃 〃

19 ．6

（7 ．0 ）

大 き く外 反す る口緑部 。端部 に 1条

の凹 線文。

口綾 部 ヨ コナデ。他 は不明 。

48 9 〃 〃

14 ．2

（苧・5 ）

短 く直立 す る頸 部か ら外反 す る口
綾部 。端 部 に3 条の凹線 文。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明。

4 90 〃 〃

14 ．6

（6 ．3 ）

短 く直立 す る頸 部か ら外傾 す る口

綾部 。端部 に2 条の凹線 文。
外面 にパ ケ 目が 一部残 存。

4 91 〃 〃
（12 ．7 ）

直立 してのび る頸部。 パ ケ状 原体

による刺突 文 を頸部 と胴部 の境 に
施 す。

内外 面 ともパ ケ調整 。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

492 S R l 士
竺E

14 ．0 短 い頸部 か ら外傾 する 口緑 部。端 口緑部 ヨコナデ。外 面 ナデ調整 。

（8 ．2） 部 は下端 を拡 張 し、 外傾 する平 面

をなす。

内面不明 。

4 93 〃 〃

18 ．8

（6 ．3）

〃 口綾 部 ヨ コナデ。 内外面 パケ調 整。

4 94 〃 〃

18 ．8

（8 ．9 ）

短 い頸部 か ら外 傾 する口緑部 。端
部 は外傾 す る凹面 をなす。

口唇 部 ヨコナ デ。 内外面パ ケ調 整。

49 5 〃 〃

12 ．0

（3 ．0 ）

短 い頸部 か ら外傾 す る口緑 部。端

部 は丸 く仕 上 げ られ、 へ ラ状 原体

による刺突 文 を施 す。

口緑 部 ヨコナ デ。他 はナ デ調 整。

496 〃 〃

9 ．8 外反 して のび る口頸部 。端部 は下 口緑 部 ヨコナデ 。 内面 ナデ。 外面

（4 ．2） 端 を拡張 し、外傾 す る凹面 をなす 。 不明 。

497 〃 〃

12 ．8

（5 ．4）

外反 しての びる 口頸部。端 部 は丸
く仕上 げ られる。

口緑部 ヨコナ デ。 内面 パ ケ調 整 と
ナデ。 外面縦 方 向のパ ケ調整 。

4 98 〃 〃

19 ．0

（5 ．7）

外 反 する 口緑 部。端 部下端 を若 干
拡 張 し、1条 の擬凹線 文 を施す。‘

外 面パ ケ調整 。他 は不明 。

4 99 〃 〃

16 ．9 平 底の底 部。胴 部 は肩が張 り、 口 外面 肩部 と内面 にパ ケ 目が残存 。 完形 で ある。

29 ．6

19 ．2

6 ．6

頸 部 は外 反す る。端 部 を細 く仕上

げる。

他 は不明 。 上胴 部 と底 部

に黒 斑が 残存。

5 00 〃 〃

16 ．0

39 ．7

35 ．0

10 ．0

あげ底 気味 の底 部。 胴部 は球体 を

な し、 口頸部 は外反 す る。 端部 を
丸 く仕上 げ る。

器面 は摩耗 が著 し く、調 整不明 。 胴部 に黒斑 が
残存 。 内面黒

褐色 。

5 01 〃 〃

8 ．4 直 立す る口頸部 。端 部 は丸 く仕上 器面 は摩耗 が著 し く調整不 明。外

（3 ．9 ） げる。 口縁外面 に粘 土紐 を折 り曲
げる。

面 にパ ケ目が一 部残存 。

50 2 〃 〃

9 ．6

（6 ．9 ）

直 立す る頸部 か ら、外 傾す る口綾
部。 端部 は丸 く仕上 げ られ る。頸

部 に3本単 位の櫛 描直線 文。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明。

50 3 〃 〃

11 ．4

（6 ．7 ）

ほぼ直立 して のび る口頸部。 端部

はやや丸 味の ある平面 を なす。
〃

504 〃 〃

18 ．0

（6 ．6）

直立 す る頸 部か ら、外傾 す る口緑
部。 端部 は外傾 す る面 をな す。

〃

°

505 〃 〃

15 ．8 直立 す る頸 部か ら外反 す る口綾部。 口緑 部 ヨコナ デ。 外面 パケ 目。内

（5 ．0） 端部 は下端 を若干 拡張 し、外 傾す

る面 を なす。

面 は部 分 的にパ ケ 目が残 存。

506 〃 〃

15 ．2 やや外 傾 しての び る口頸部。 端部 口緑部 ヨコナデ。 内外面 パ ケ目が

（6 ．0 ） は外傾 す る平面 をなす 。 残存。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

5 07 S R l 士宣E

15 ．2 やや外傾 しての びる頸部 か ら、口 口綾部 ヨ コナデ。 内面へ ラ削 りの 頸部 に里斑 が

（9 ．2 ） 緑 部 はさ らに外 傾 する。端 部 は外
傾 す る平 面 をなす。

あ とナ デ調整。 外面 パ ケ調 整。 残存 。

5 08 〃 〃

22 ．4

（7 ．5 ）

ノ／ 口緑 部 ヨ コナ デ。内外 面 と．もパ ケ

調整 。

509 〃 〃

15 ．4

（7 ．0）

や や外傾 して のび る口頸部。 端部

は外 傾す る凹面 をな す。
〃

510 〃 〃

17 ．4 外反 す る口頸部。 端部 は外傾 す る 口唇部 ヨコナデ。 内外面 ほ ぼ全面

（7 ．4） 平面 をなす 。 にパ ケ調整。

5 11 〃 〃

13 ．0

（9 ．9 ）

直 立 する頸部 か ら、外傾 す る口緑
部 。端部 は外傾 す る平面 をな す。

外 面パ ケ調整 。内面 不明。

5 12 ノ／ 〃

16 ．2

（7 ．6 ）

〃 器面 は摩 耗が著 し く、調整 不明 。

5 13 〃 〃

14 ．8 直 立す る頸部 か ら、 外傾 する 口緑 口緑 部 ヨコナ デ。内面 にへ ラ削 り

（10 ．2 ） 部。 端部 は外傾 す る凹面 をなす。 が残 存。他 は不 明。

514 ノ／ 〃

17 ．6 直立 す る頸 部か ら、外 傾す る口緑 口緑 部 ヨコナ デ。 外面 にパ ケ 目が

（4 ．4） 部。端 部 は外傾 す る平 面 をなす。 一部残 存。 他 は不 明。

515 〃 〃

－ 胴部 中央部 に最大 径 を持 つ。 底部 内面指 ナ デ　 外面 パ ケ及 び ナデ調

（13 ．3）

16 ．4

6 ．0

は平底 で ある。 ○整。下 胴部 に叩 目が部 分的 に残存。

516 〃 〃
（9 ．2）

7 ．3

4 ．0

上胴部 に最 大径 を持つ。 底部 は平
底 で あ る。

内面 ナデ調整 。外面 に平 行の 叩 目

が 残存。 叩 目を施 す ことに よ り胴
部 を面取 りした形 とな る。

5 17 〃 〃

－
平底 の底 部。底 部 はやや立 ち上 が 内面 ナ デ調整　 外面 へ ラナデ とナ 底部 に里斑 が

（3 ．0 ）

5 ．0

り丸 味 のあ る胴 部へ続 く。 0
デ調 整。

ノIlヽ残存。

5 18 〃 〃
（4 ．5）

7 ．0

あ げ底の底 部。 内面 ナデ調 整。外 面不 明。 下 胴部 か ら底

部 にか けて黒
斑 が残存 。

519 〃 〃
（3 ．8）

6 ．0

あ げ底 気味 の底 部。底 部 はやや立

ち上 が る。
器面 ナデ調整 。

520 〃 〃
（3 ．2）

8 ．0

あ げ底 の底 部。 器面 は摩 耗 が著 し く、調 整不 明。

521 〃 ノ／
（5 ．5）

9 ．2

あげ底 気味 の底部 。底部 は上外 方

へ約1 ．5cm 立 ち上 が る。

内面指 ナデ。 外面 ナデ調 整。 底 部外面 に黒

斑 が残存 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量　 器高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

52 2 S R l ・＝上ご宝E

（4 ．6）

9 ．8

あげ底 の底部 。 内面指 ナデ。 外面 ナデ調 整。

5 23 〃 〃
（7 ．8）

6 ．4

あ げ底 気味 の底部 。 内面指 ナデ。 他 は不 明。

5 24 〃 〃
（6 ．7）

8 ．2

〝 〃

525 〃 〃
（7 ．5）

8 ．0

分厚 いあ げ底 の底 部。 内面 ベ ラ ナ デ とナ デ 調 整。 外 面

不 明。

526 〃 〃
（5 ．2）

7 ．6

分厚 いあ げ底 気味 の底部 。 器 面 は摩 耗が 著 し く、調整 不明 。

527 〃 〃

－ 平底 の底 部。底部 は上外 方へ約 2cm 内面指 ナデ。 外面部 分的 にパ ケ目 底部 外面 に黒

（6 ．4）

9 ．0

立 ち上 が る。 が残存 。 斑が 残 る。

528 〃 〃

－
平 底の底 部。底 部 は約1 ．5cm 立 ち上 外 面へ ラナ デ とナ デ調整。 内面 不 内面 黒色。

（4 ．0）

10 ．0

がる。 明 。

529 〃 〃
（9 ．0）

12 ．0

平 底 の底部。分厚 い底部 は約2cm 立

ち上が る。

内面指 ナデ とナデ。 外面 ナデ調 整。

53 0 〃 〃
（5 ．0）

4 ．云

平底 の底部 。底部 は約 1cm 立 ち上が

る。

内面指 ナ デ。 外面 不明。

53 1 〃 〃
（3 ．0）

6 ．0

平底 の底部 。胴部 は内湾 気味 に上

が る。

内面 ナデ。外 面不 明。 下胴 部か ら底

部 にか けて黒
斑 が残存 。

53 2 〃 〃
（4 ．0）

6 ．4

〃 内面パ ケ調整 。外 面は荒 いパ ケ調
整。

内面 黒色。

53 3 〃 〃
（5 ．2）

7 ．0

平底 の底部 。 内面へ ラ削 り。外面 タ テパケ。 底部 に黒斑 が
残存 。

5 34 〃 〃
（6 ．7）

18 ．0

／／ 内外面 ともナデ調 整。 ／／

5 35 〃 〃
（6 ．4）

7 ．0

／1 内面 へ ラ削 りとパ ケ調整。
外面 パケ調 整が一 部に施 され る。

／J

536 ノ／ 〃
（8 ．0）

6 ．8

分厚 い平底 の底 部。 器面 は摩耗 が著 し く、調 整不明 。 焼成 不良 。

1～ 4m皿大 の砂
粒 を多 く含む。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

537 S R l ・＝ヒ宝E
（6 ．4 ）

9 ．4

分 厚い平 底の底 部。 内面ナ デ調整。 外面 不明。

538 〃 〃
（5 ．7 ）

10 ．0

分 厚い あげ底気 味の底 部。 内面 指 ナデ。外 面へ ラ磨 き とナ デ

調整 。
下 胴部 か ら底
部 にか けて黒

斑 が残存 。

5 39 〝 〃
（9 ．5）

11 ．2

平底 の底部 。 器面 は摩耗 が著 し く、 調整不 明。 〃

54 0 〃 〃

－ やや 丸味 のあ る底 部。体 部 はやや 内面 ナデ調整 と指頭 圧痕 が残存 〃
（5 ．3）

5 ．0

内湾気 味 に上が る。 0外 面不 明。

54 1 〃 〃
（7．0）

4 ．4

〃 内面 指 ナデ とナデ調整 。外 面 ナデ

調整 。

下胴 部 に黒 斑

が残存 。

542 〃 聾

22 ．0 上 外方 への びる胴部 か らやや外傾 器 面摩耗 が著 し く、調 整不 明。 外 胴部 に黒斑 が

（12 ．1） する 口緑 部。端 部下 方 を水 平 にの 面 にパケ 目が一 部残存 。粘 土紐接 残存。
ばす。端 部両端 にへ ラ状原 体 に も

よる刻 目。
合 の痕が 明確 に残存 。

543 〃 〃

17 ．3 平 底の底 部か ら、胴 部 は内湾気 味 目線 部 か ら内面にか けて ナデ調整 。

35 ．0

31 ．6

11 ．8

に上が り、 口緑 部 は短 く外 反 する。

口緑部外 面 に粘 土帯 を貼付 。

内底 面パ ケ調整 。外面 パ ケ調整。

5 44 〃 〃

12 ．0

（6 ．0）

くの字状 を なす口緑部 。端 部 は外

傾 す る面 を なす。
口緑 部 ヨコナ デ。他 はナ デ調整。 内面褐 白色。

54 5 〃 〃

18 ．0

（4 ．1）

〃 〃 上 胴部 に黒斑

が残存。

54 6 ． 〃 〃

13 ．0

（2 ．9）

くの字 状 をなす 口緑部。端部 に2条

の凹線 文。
〃

547 〃 〃

17 ．8

（4 ．7）

胴 部 か ら屈 曲す る口緑部 。端部 両

端 を若 干拡張 し、2条 の擬 凹線文 を
施 す。

〃

548 〃 〃

12 ．0 胴 部か ら屈曲 す る短 い 口緑 部。端 口緑 部 ヨ コナ デ。 内面ナ デ調整。 1mm 以 下 の砂

（3 ．2） 部 両端 を拡張 し、1条 の凹線 文 を施

す 。
外 面パ ケ調整。 粒 及 び雲母片

を多 く含む。

549 〃 〃

16 ．0

（2 ．2）

胴 部か ら屈曲 する短 い口縁 部。端

部 は両端 を拡張 し、外 傾す る凹面
をなす。

口緑 部 ヨコナ デ。他 はナ デ調 整。 口緑部 に黒斑

が残存 。

550 〃 〃

11 ．2 胴 部か ら屈曲 す る短 い口緑部 。端 口緑 部 ヨコナ デ。内面 一部 にパ ケ

（3 ．0） 部 は下部 を主 に拡張 し、3条 の凹線

文 を施 す。
目が 残存。

551 〃 〃

15 ．0 大 き く外 反す る短 い口緑部。‘端部 器面 は摩耗 が著 しく、 調整不 明。

（4 ．2 ） 両 端 を拡張 し、 3条 の 凹線 文 を施
す。

外面 一部 にパ ケ目が残存 。
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挿図番 号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

552 S R l 肇

14 ．0

（2 ．7 ）

胴 部か ら屈曲 す る短 い 口緑 部。端
部 両端 を拡張 し、2条 の凹線 文 を施

す。

口緑 部 ヨ コナデ。他 は ナデ調整 。

553 〃 〃

15 ．4 胴 部 か ら屈 曲す る短い 口緑部 。端 口綾部 ヨ コナ デ。 内面ナ デ調 整。

（8 ．1） 部 上端 を拡張 し、 2 条 の凹線文 を

施 す。 胴部 は下外 方へ下 る。

外面縦 方向の パケ調 整。

5 54 〃 〃

27 ．0

（5 ．0）

胴 部か ら屈曲 す る短 い 口緑 部。 端
部 両端 を拡張 し、3条 の凹線 文 を施

し、 その上 に2個1対 の竹管 文 を施
す。

口緑部 ヨ コナ デ。他 は ナデ調整 。

5 55 〃 〃

24 ．6 胴 部か ら屈 曲す る短 い 口緑 部。端 ． 口緑部 ヨ コナデ。 内面上胴 部 に横

（5 ．2 ） 部 は上端 を主 に拡張 し、3条 の凹線

文 を施 す。

方 向のへ ラ削 り。他 はナ デ調整 。

55 6 〃 〃

25 ．6 外 反す る口緑部 。端部 は ヨコナ デ 口唇部 ヨ コナデ。 口緑 部パ ケ調整 。

（7 ．4 ） で拡張 し、下瑞 にへ ラ状原体 によ

る刻 目。

他 はナ デ調整 。

557 〃 〃

27 ．0

（5 ．0）

外反 す る口緑部 。 口緑 外面 に粘土
帯 を貼付 す る。端 部 は上端 を拡張

し、 外傾 す る面 をな す。

11

558 〃 〃

14 ．0 くの字状 をな す口緑部 。端部 両端 口縁 部 ヨコナ デ。外 面パ ケ調整 。

（5 ．5 ） を拡 張 し、3条 の擬凹線 文 を施 す。 内面 ナデ調 整。

559 〃 〃

16 ．0 くの字状 をなす 口緑部 。端部 両端 口緑部 ヨコナ デ。内 面ナ デ調整 と

（5 ．9） を若 干拡張 し、3 条の擬 凹線文 を施

す。

上胴部 へ ラ削 り。外 面ナ デ調整 。

56 0 〃 〃

14 ．2 くの字状 をな す口縁部 。端部 は両 口緑 部 ヨコナ デ。内 面頸部 直下 よ

（5 ．2 ） 端 を拡張 し、外 傾す る凹面 をな す。 りへ ラ削 り。外 面 タテパ ケ。

56 1 〃 〃

20 ．2

（5 ．4 ）

くの字状 をな す口緑 部。端 部両端

を若 干拡 張 し、3条 の擬 凹線文 を施
す。

器面 は摩耗 が著 しく、 調整 不明。

56 2 〃 〃

22 ．0 くの字状 をなす ロ縁部 。端部 上端 ロ緑 部 ヨコナ デ。内外 面 とも一 部

（5 ．6 ） を拡 張 し、2 条 の凹線文 を施す 。 パ ケ目が残 存。

56 3 〃 〃

28 ．8

（8 ．5 ）

緩 やか に外 反 する 口緑 部。端 部上

端 を拡 張 し、2条 の 擬 凹線 文 を施
す。

器面 は摩耗 が著 しく、 調整 不明。 1m皿以 下 の 砂
粒 を多 く含 む。

5 64 〃 〃

16 ．4 くの字状 をな す口緑部 。．端部 は両 口緑 部 ヨコナ デ。内 面へ ラ削 り。

（7 ．3 ） 端 を拡張 し、外傾 す る平面 をなす 。 外面 不明。

5 65 〃 〃

17 ．2 くの字状 をな す口緑部 。端部 はヨ 口緑 部 ヨコナ デ。 内面パ ケ調整 と

（3 ．1） コナデ に よって、外傾 す る凹面 を

なす。

ナ デ調整 。

5 66 〃 〃

13 ．8 くの字状 を なす口緑 部。端 部 は若 口緑 部 ヨコナ デ。内面 ナ デ調 整。

（3 ．1） 干 拡張 され、外 傾す る平面 をな す。 外面 一部 にパ ケ目残存 。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

567 S R l 婆

16 ．0 くの字 状 をなす 口緑部 。端部 は下 口緑 部外面 ヨコナデ。他 はパ ケ調

（3 ．5） 端 を若 干拡 張 し、 外傾 す る平 面 を

なす。

整。

568 〃 〃

17 ．0

（3 ．2）

〃 口緑部 ヨコナデ。 外面 はパ ケ目が
残存。 内面 不明。

569 〃 〃

18 ．4 外反 す る短 い 口緑 部。 端部 は両端 口緑部 ヨコナデ。

（2 ．4） を若 干拡張 し、外 傾 する凹面 を な

す。

他 はパ ケ調整 。

570 〃 〃

20 ．4 くの字 状 をなす 口縁部 。端部 は外 上胴部 に叩 目が一 部残存 。他 は不

（2 ．9） 傾 す る凹面 を なすd 明。

5 71 〃 〃

12 ．0

（7 ．5）

14 ．7

〃 口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ調 整。
外 面上 胴部 にパ ケ目残存 。

572 〃 〃

15 ．4

（3 ．9）

〃 口緑部 ヨコナデ。 内面頸 部直下 よ

りへ ラ削 り。外面 ナ デ調 整。 内面

一部 にパ ケ目残存 。

573 〃 〃

17 ．2

（4 ．1）

くの字 状 をなす 口緑部 。

端 部 は外傾 す る平 面 をなす。

口緑部 ヨコナデ。 他 はナデ。

574 〃 〃

16 ．8

（10 ．7）

〃 口緑 部 ヨコナ デ。 内面 上胴部 指 ナ

デ、 胴部 中央部付 近 よ りへ ラ削 り。
外面 パケ 目が残存 。

上 胴部 に黒斑

が残存 。

575 〃 〃

14 ．0 くの字 状 をなす 口緑部 。端部 は外 口緑 部 ヨコナ デ。 内面 上胴部 よ り

（5 ．2） 傾す る凹面 を なす。 へ ラ削 り。 外面 パケ調 整。

576 〃 〃

15 ．8 くの字状 をなす 口緑部 。端部 は外 口緑 部 ヨコナ デ。 内面 パケ調 整 と

（4 ．6） 傾す る平面 を なす。 ナ デ調整。 外面 パケ 目が一部 に残

存。

577 〃 〃

15 ．0

（8 ．0）

〃 口緑 部 ヨコナデ。 内面 パケ調 整。

外面 一部．にパケ 目残存 。

578 〃 〃

15 ．6

（4 ．7）

〃 口緑部 ヨコナデ。 内面 パケ調 整 と
指頭圧 痕が残 存。 外面 ナデ調 整。

579 〃 ノ／

16 ．4

（4 ．7）

〃 器面 は摩耗 が著 し く、調 整不 明。 内外面 とも黒
褐 色。

580 〃 〃

15 ．0

（5 ．5）

〃 器面 は摩耗 が著 しく調 整不明 。一

部 にパケ 目が残存 。

58 1 〃 〃

14 ．8 短 く直立 す る頸 部か ら外傾 す る口 口緑 部 ヨコナ デ。 内面 ナデ調 整。

（4 ．3） 緑部 。端 部 は外 傾す る平面 をな す。 外面 パケ 目が残存 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

58 2 S R l 聾

6 ．6

（5 ．7 ）

9 ．5

球体 を なす胴部 か ら、 短 く直立 す

る口緑部。 口緑 部 に2 個1対 の 円孔

を穿 つ。

器面 は摩 耗が著 し く、 調整 不明。 壷の 可能性 あ

り。

5 83 〃 ノ／

16 ．1 上胴 部 に最大径 を もつ胴部 か ら短 口緑 部 ヨ コナ デ。他 はパ ケ目が部

（8 ．3）

10 ．5

く外 反す る 口緑 部。端 部 は丸 く仕

上 げ られ る。

分 的 に残存 。

584 〃 〃

12 ．8 球 体 をなす胴 部 か ら、短 く外 反す 内面 パ ケ調整 とナ デ調 整。 外面 ハ 口綾 部か ら上

（9 ．2 ）

14 ．6

る口緑 部。端 部 は丸味 を有 す。 ケ調 整。 胴部 にか けて

黒斑 が残存 。

58 5 〃 〃
（4 ．5 ）

3 ．5

あ げ底気 味の底 部。底 部 は胴部 か

ら張 り出 す。

内面 ナ デ調 整。 外面不 明。 内面黒 色。 小

型の 賓。

586 〃 〃
（3 ．2）

4 ．6

あ げ底 の底 部。 底部 は胴部 か ら張

り出す。

内外 面 ナデ調整 。 小型 の賓。

587 〃 〃
（4 ．5）

4 ．8

〃 器面 は摩耗 が著 しく、 調整不 明。 〃

588 〃 〃
（4 ．7）

7 ．2

〃 内面指 ナ デ。外面 ナ デ調 整。 底 部 に黒斑 が
残 存。

589 〃 〃
（4 ．6）

5 ．4

あ げ底 の底 部。底 部 は約 1cm 立 ち上

が る。

内面 ナデ。外 面不 明。 下 胴部 か ら底
部 にか けて黒

斑 が残 存。

590 〃 〃
（3 ．3）

6 ．1

〃 ノ／ 下胴部 に黒斑

が残存 。

59 1 〃 〃
（5 ．3）

5 ．4

あ げ底 気味 の底 部。底 部 は胴 部 よ

り張 り出 す。

内外面 と もナ デ調整。

592 ノ／ 〃
（3 ．0）

7 ．0

あ げ底 の底 部。底 部 は約 1 ．5cm 立 ち
上が る。

内面 へ ラ削 り。外 面 ナデ調整 。 下 胴部 か ら底
部 にかけ て黒

斑 が残 存。

593 ノ／ 〃

あ げ底 気味 の底部 。底 部 は胴 部 よ 内外 面 ともナ デ調 整。 外面 一部 に 底 部 に黒 斑 が

（3 ．0）

7 ．2

り若干 張 り出す。 へ ラ削 り。 残 存。

594 〃 〃
（3 ．1）

7 ．6

あ げ底 の底 部。底 部 は胴 部 よ り若

干張 り出 す。

内外 面 と もナ デ調 整。 下 胴部 か ら底
部 にか けて黒

斑 が残存 。

59 5 ノ／ ノ／
（3 ．6）

8 ．6

あ げ底 気味 の底部 。底部 は約 2 ．5cm
立 ち上 が る。

内面 へ ラ削 り。外 面 ナデ調整 。 底 部 に黒斑 が
残 る。

5 96 ノ／ 〃
（5 ．0）

4 ．6

あ げ底 の底 部。 底部 は若干 立 ち上

が る。

内面 ナデ。 他 は不明。
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挿 図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

5 97 S R l 聾 （5 ．8 ）

6 ．4

あげ底気 味 の底部。 底部 は若干 立

ち上が る。

内面指 ナデ。 外面不 明。 内面 黒色。

5 98 〃 〃
（6 ．3 ）

5 ．6

あげ底 の底部 。 〃

59 9 〃 〃
（8 ．5 ）

6 ．4

あげ底気 味の底 部。 内外面 ともナデ調整 。 内面黒 色。

60 0 〃 〃
（4 ．4 ）

3 ．2

平底 の底 部。底 部 は胴 部 よ り若干

張 り出す 。
内面指 ナデ。 外面パ ケ調整 。

60 1 〃 〃
（4 ．1）

3 ．4

〃 内外 面 と もナ デ調整 。

602 〃 〃
（3 ．4）

4 ．0

〃 内 面へ ラナ デ。 外面 ナデ調 整。 下胴部 か ら底
部 にか けて黒

斑残存 。

603 〃 〃 ・
（4 ・I）

4 ．0

平底 の底部 。底部 は胴 部 よ りやや

張 り出す。
器面 は摩耗 が著 し く、調整不 明。 下胴部 に黒斑

が残存 。

604 〃 〃
（5 ．4 ）

4 ．4

〃 内面 指 ナデ。外 面パ ケ調整 。

605 〃 〃
（3 ．2）

5 ．6

〃 内外 面 と もナ デ調整 。

606 〃 〃
（3 ．2）

6 ．0

〃 〃

607 〃 〃
（4 ．8）

6 ．0

〃 内面 指ナ デ。外面 不明 。

608 〃 〃
（2 ．7）

■7 ．2

〃 内面 パケ 目 と指頭 圧痕 が残在 。外

面パ ケ調整。

〃

609 〝 〝
（3 ．7）

．6 ．8

〝 内外 面 と もナ デ調整。 1 ～ 5 mm大 の砂
粒 を多 く含 む。

610 〃 〃
（3 ．5）

7 ．8

〃 内面 ナデ調整 。底 部外面 に叩 目が
残 存。

611 〃 〃
（6 ．7）

8 ．6

〃 内面不 明。外 面へ ラ ナデ。底 部外

面へ ラ削 り。

1～ 4m皿大 の砂

粒 を多 く含む。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ．・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

612 S R l 聾
（6 ．9）

9 ．0

あ げ底 気味 の底部 。底部 は約 1cm 立

ち上 が る。

内外面 ともナデ調 整。 下 胴部 か ら底
部 にか けて黒

斑 が残存 。

613 〃 〃
（3 ．5）

5 ．0

平底 の底部 。底部 はや や立 ち上が

る。
〃

6 14 〃 〃
（5 ．2）

5 」0

〃 内面 指ナ デ。外面 不明 。

615 〃 〃
（4 ．2）

6 ．6

〃 内面 不明 。外面 ナデ調 整。

616 〃 〃
（5 ．0）

7 ．4

〃 内面 指ナ デの あ とパ ケ調整 。外面

パ ケ目が部 分的 に残存 。

617 〃 〃
（4 ．7）

4 ．5

平底 の底部 。胴部 は底 部か らその

まま立 ち上 が る。

内面 ナデ とパ ケ調整。 外面 不明。 内面黒 色。
下胴部 黒斑 残

存。

6 18 〃 〃
（4 ．1 ）

5 ．0

〃 内面指 ナ デ。外 面不明 。 底部 に黒斑 が

残存。

6 19 〃 〃
（5 ．3 ）

4 ．8

〃 〃

62 0 〃 〃
（7 ．3 ）

5 ．4

〃 器面 は摩耗 が著 し く、調 整不明 。 底部 に黒斑 が

残存 。

6 21 〃 〃
（8 ．2）

5 ．6

〃 内面 ナ デ調 整。 外面 パ ケ目が一 部
残存 。

622 〃 〃
（3 ．2）

6 ．4

〃 〃

623 〃 〃
（6 ．9）

5 ．8

〃
内面 指 ナデ。外 面パ ケ 目が一部 に

残存 。

624 〃 〃
（5 ．3）

7 ．0

〃 内面 指 ナデ。 外面パ ケ調 整。

625 〃 〃
（5 ．0）

7 ．4

〃 内外面 ともナデ調整 。外 面一 部 に

パ ケ 目残 存。

626 〃 〃
（3 ．8）

7 ．2

〃 内面 へ ラ削 りの あ と指 ナ デ。 外面

パ ケ目が一 部 に残 存。
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挿図番 号 ‘ 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

627 S R l 聾
（8 ．2）

7 ．2

あ げ底 気味 の底 部。胴 部 は底 部 か

らその まま立 ち上 が る。

内面 パケ調 整 とナデ調 整。

6 28 〃 〃
（10 ．8）

7 ．6

平底 の底部 。胴部 は底部 か らその

ま ま立 ち上 が る。
内外面 ともへ ラ削 りとナデ調 整。

62 9 〃 〃
（6 ．6 ）

11 ．2

〃 内面へ ラ削 り。外面 不明 。

630 〃 〃

－
あげ底 の底部。 端部 は下方 を向 く 内面へ ラ削 り　 外面 へ ラナデ のあ

（3 ．1）

10 ．6

平面 をなす。 0
とナデ調 整。

631 〃 高杯

25 ．2 杯部 よ り直 立す る 口緑 部。端 部 を 口唇部 ヨコナデ 。内面 ナデ調 整。

（3 ．6） 主 に外方 に拡張 す る。 外面不 明。

6 32 〃 〃

22 ．8

（4 ．5）

〃 口唇部 ヨコナデ。 内面へ ラ磨 き と

ナデ調 整。杯 部 外面へ ラ磨 き他 は
不 明。

6 33 〃 〃

27 ．2

（3 ．8 ）

〃 口唇部 か ら内面 にか けて ヨコナデ。
外 面不 明。

口緑部 に黒斑
が 残存 。

63 4 〃 〃

21 ．0

（5 ．8 ）

杯 部 よ り直立 す る口緑部 。端部 は
丸 く仕上 げ る。口緑 部外 面に5条 の

凹線 文 。

器 面 は摩 耗が著 し く、調 整不明 。

63 5 〃 〃

17 ．6 杯 部 よ り直立 す る口緑部 。端部 は 口緑部 ヨ コナデ。 内面 ナデ。他 は

（5 ．6 ） 上 方 を向 く平 面 をなす。 口緑外 面

に3条の 凹線文 。

不 明。

636 〃 〃

24 ．6 椀状 の杯 部か らその まま上 方へ の 口緑 部 ヨコナ デ。 口緑 部 内面 にヨ

（4 ．5） び る口緑 部。端 部 に2 条の 凹線文 。
外面 に1条 の凹線 文。

コナデで生 じた起 伏 あ り。

637 〃 〃

2 4 ．8

（5 ．5）

やや 深い杯 部か ら直立 す る口緑部。
端部 に2条 の凹線文 。外 面 に も2条

の凹線 文。

口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ調 整。
外面 へ ラ削 り。

638 〃 〃

24 ．6

（3 ．0）

やや深 い杯 部か ら直立 する 口緑 部。

端 部 に1条 の凹線文 。外面 に4条 の

凹線文 。

口緑部 ヨコナデ。他 は不 明。 1mm 以 下 の 砂
粒 を多 く含 む。

6 39 〃 〃

25 ．2 や や深 い杯部 か ら直 立す る 口緑 部。 口緑 部 ヨ コナデ。 内外面 とも縦 方

（5 ．8 ） 端 部 に2 条の 凹線文 。外面 に3条 の

凹線 文。

向のパ ケ調整 。

64 0 〃 〃

25 ．4 や や深 い杯部 か ら直 立す る 口綾 部。 口緑 部 ヨ コナデ。 内面ナ デ調整 。

（4 ．7 ） 端 部 に2 条の 凹線文 。外面 に4条 の
凹線 文。

外面 へ ラ削 り。

64 1 〃 〃

32 ．8

（5 ．4 ）

口緑 部 は内湾気 味 に上が り、端 部

で直 立 する。拡 張 された端 部 に4 条
の 凹線文 。 口緑 に櫛 描波状 文。

口唇 部 ヨ コナ デ。他 は不明 。 大 型の高 杯。
搬 入晶 とみ ら

れ る。
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挿図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

642 S R l 高杯

24 ．2

（5 ．0 ）

椀 状の杯 部か ら外傾 す る口緑部 、
端 部は上 方 を向 く平 面。

口緑部 ヨ コナデ。他 は不明 。 体部 に黒斑 が

残存 。

643 〃 〃

15 ．8

（3 ．7 ）

椀状 の杯 部か らや や外反 す る口緑

部。 端部 は丸 く仕上 げ られた とみ

られ る。

器 面は摩 耗が著 し く、調整 不明 。

6 44 〃 〃

28 ．8 椀状 の杯 部か ら外傾 す る口緑部 。 口緑部 ヨ コナデ。 内面ナ デ調整 。 内面 に意 味不

（5 ．7 ） 端部 は上 方 を向 く平 面 をなす。 外 面不明 。 明 のへ ラ状 原
体 に よる数本

の沈 線 あ り。

6 45 〃 〃

28 ．8 椀状 の杯 部か ら外傾 す る口緑部 。 口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ調整 。

（4 ．5 ） 端部 は外傾 し、 やや 丸味 を有 す。 外 面へ ラ削 りあ とのナ デ調整。

64 6 〃 〃

35 ．8 椀状 の杯部 か ら外傾 す る口緑部。 口緑 部 ヨ コナデ。 内面ナ デ調整 。

（3 ．3） 端部 は外傾 す る平面 をなす 。 口緑
部外 面 に2 条の擬 凹線文 。

外 面はパ ケ 目 とへ ラ磨 きが 残存 。

64 7 〃 〃

23 ．2

（3 ．2）

杯部 か ら大 き く外 反 する 口緑 部。
端部 に1条 の凹線 文。 口緑部 に1本

の微 隆起帯 を貼付 。

外面 にパ ケ 目が 残存 。他 は不明。

648 〃 〃

12 ．0

（3 ．4）

浅 い杯 部 か ら外 反す る口緑部 。端

部 に1条の 凹線文 。杯部 と口緑 部 の
境 に1条の 凹線文 。

器面 は摩耗 が著 しく、 調整不 明。

64 9 〃 〃

20 ．4 椀 状 の杯部 か ら、 外反 す る口緑部 。 口縁 部 ヨコナ デ。他 はナ デ調 整。

（3 ．4） 端 部 は外傾 す る平 面 をなす。 内面 にノ十ケ 目が 一部残 存。

65 0 〃 〃

3 1 ．0

（3 ．0）

〃 口緑 部 ヨコナ デ。外面 にパ ケ 目が

一部 残存。

65 1 〃 〃

－ ハ の字状 に開 く・脚 部。 裾部 で さら 裾端 部 ヨコナ デ。‘内面 へ ラ削 り と 裾 部 に黒斑 が

（9 ．0）

9 ．0

に開 く。端 部 は外 傾 する平面 をな しぼ り目が残存 。底部 接合 は粘土 残 存。
す。 板充 填法 に よる。

65 2 〃 〃
（2 ．7）

10 ．6

ハ の字状 に開 く裾 部。 端部 は下方

を向 く平面 をなす。4条 の櫛描 直線
文、 2個1対 の竹 管文 と凹線文 。

器面 は摩耗 が著 しく、 調整不 明。

65 3 〃 〃

－
ハ の字 に開 く脚 部。裾 部で さ らに 器面 ヨコナデ。外 面 ナデ。 内面へ

（5 ．3）

9 ．2

開 く。縦方 向 のへ ラ状 原体 に よる
刻 目を はさんで4 条の櫛 描直線 文。

ラ削 り。

65 4 〃 〃
（15 ．8）

浅 い杯 部 か ら、脚 部 は下方 に下 る。 杯部 内面 ナデ調整 。外 面不明 。
脚部 内面へ ラ削 り。底 部接合 は粘

土板充 填法 に よる。

6 55 〃 〃

－
ハ の字 状 に開 く脚 部。 裾端部 を拡 備 部 ヨ コナデ。外 面 ナデ調整 。

（9 ．9）

9 ．6

張 する。 内面 へ ラ削 り。底 部接合 は粘 土板
充填 法 による。

6 56 〃 〃

－ ハ の字状 に開 く裾 部。 やや 拡張 し 裾部 ヨコナデ。 外面 ナデ調 整。 内

（2 ．9）

13 ．6

た端 部 に2 条の 凹線文 。裾部 外面 に

へ ラ状原体 による文様 。

面 へラ削 り。
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挿図番号 遺構番号

l

器　 種

口径
法量　 器高
（cm） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

657 S R l 高杯

－ ハの字状に開く短い脚部。端部を 裾部 ヨコナデ。外面ナデ調整。内 裾部に黒斑が

（6．7）

12．6

やや拡張し、1条の凹線文を施す。 r面へラ削 り。底部接合は粘土板充
填法に．よる。

残存。

658 〃 〃

－ ハの字状に開く短い脚部。端部は 裾部 ヨコナデ。内面へラ削 り。他 〃．
（9．2）

14．0

やや拡張され、外傾する凹面をな は不明。底部接合は粘土板充填法
す。 による。

659 ノ／ 〃

－ ハの字状に開く脚部。裾部でやや 裾部ヨコナデ。内面ナデ調整。他

（10．0）

10．4

外反する。裾部外面に隆起帯を貼
付 し、1条の凹線文 を施す。

は不明。

660 ／／ 〃

－ ハの字状 に開く脚部。裾部でやや 裾部ヨコナデ。内面へラ削 り。外 大型の高杯

（9．3）

19．6

外反する。端部をやや拡張 し、3条
の凹線文 を上下に施す。

面へラナデのあとナデ調整。

661 〃 〃

－ 深い椀状の杯部とハの字状に開く 杯部内面指ナデ。外面ナデ調整。

（13．7） 脚部。大型の高杯。 脚部内面指頭圧痕が残存。底部接
合は粘土板充填法による。

662 〃． 〃
（5．6）

椀状の杯部とハの字状に開く脚部。 内面にしぼ り目が残存。底部接合
は粘土板充填法による。他 は不明。

663 〃 ．〃

－ 椀状の杯部から、下外方へ下る脚 内面にしぼ り目が残存。底部接合

（7．5） 部。脚部外面に7条と4条のへラ描
洗練を施す。

は粘土板充填法による。

664 〃 〃
（6．6）

大 きく広がる脚部。 器面はナデ調整。底部接合は粘土
板充填法による。

665 〃 〃
（7．2）

〃 〃

666 〃 〃

－ ハの字状に外反する脚部。裾部で 裾部ヨコナデ。内面ナデ調整 とし

（8．4）

10．6

さらに開く。端部下端を下方へ屈 ぼり目残存。外面ナデ調整とノ1ケ
曲さす。 調整。底部接合はへ ソ状粘土充填

による。

667 〃 〃

－ ハの字状に外反する脚部。 器面は摩耗 していて、調整不明。

（7．1） 直径約1．2cm の円孔を穿つ。 底部接合はへソ粘土充填による。

668 〃 〃

－ ハの字状に外反する脚部。端部は 裾部 ヨコナデ。内面ナデ調整。外

（7．4）

12．8

外傾する面 をなす。直径約1．2cm の
円孔を穿つ・。

面パケ調整。

669 〃 〃

－ 浅い杯部から、ハの字状に開く脚 杯部内面ナデ調整。脚部内面指ナ 杯部か ら脚部

（8．1） 部。 デ。外面部分的にパケ目が残存。

．底部接合は粘土板充填法。

上位にかけて
黒斑が残存。

670 〃 〃
（5．1）

杯部からハの字状に開く脚部。 内面にしぼり目が残存。他は不明。
杯部 と脚部を接合する。

671 〃 〃
（4．9）

〃 〃 脚部上位 に黒
斑が残存。
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l

挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

67 2 S R l 高杯
（7 ．1 ）

真下 に下 る脚部 か ら、 裾部 はハ の
字状 に開 く。

内面 にしぼ り目が残存 。他 は不明 。

673 〃 〃
（8 ．4）

ハ の字状 に開 く脚 部か ら、裾 部で

さらに開 く。直径約 1 ．6cm の 円孔 を
穿 つ。

内面 しぼ り目 とへ テ削 りが残 存。
外面 パケ調 整。杯 部 と脚部 を接合

す る。

674 〃 〃

－ ハの字 状 に開 く脚 部か ら　 裾 部で 脚 部 内面 にしぼ り目が残 存　 他 は 脚部 上位 に黒

斑 が残存。（8 ．0） ヽさ らに開 く。 杯部 は浅 い椀状 を呈

して いた とみ られ る。

0ナデ調 整。杯 部 と脚 部 を接合 す る。

6 75 〃 鉢

19 ．6

（7 ．6 ）

内湾気味 に上 が る休 部か ら、短 く
外 反す る口緑 部。端部 は外傾 す る

面 をな す。

内面 ナデ 調整。 外面 パ ケ目が部 分
的 に残存 。

676 〃 〃

21 ．6

（6 ．6°）

〃 口縁部 ヨコナデ。 外面 パケ調 整。

内面不 明。

677 〃 〃

14 ．8

（7 ．8）

6 ．0

直 口する鉢 で、底部 は平底 で 内湾
気 味 に上が る体部 か ら口緑 はその

ま ま終 わ る。端 部 1条の 凹線文 。

内面 ナデ調整 。他 は不明 。 直 径 約3mm の

円孔 を穿 つ。

6 78 〃 〃

－
あげ底 の底部。底 部 は約1cm 立 ち上 器面 は摩耗 が著 し く調 整不 明 内面 黒色。

（3 ．2 ）

4 ．0

が り、休 部 は内湾気 味 に上 が る。 外面 にパ ケ 目が 一部残 存。 0

679 〃 小 型土器
（3 ．4）

4 ．6

あげ底の底 部。底 部 は大 き く張 り
出 す。

〃

680 〃
手 づ くね

土 器

（2 ．0）

4 ．8

あ げ底 の底部 。底 部 は若 干立 ち上

が り、 休部 は内湾 気味 に上が る。
内外面 ともナデ調 整。器 面 には指
頭 圧痕 が残存 。

681 〃 〃

3 ．7 やや丸 味の あ る底部 か ら体部 は内 器 面 には指頭圧 痕 が残存 。外面 に

3 ．6

2 ．0

湾 気味 に短 く上が る。端 部は丸 く
仕 上 げる。

へ ラナ デの痕 が部分 的 に残 存。

68 2 〃 〃

6 ．0

4 ．5

3 ．0

高杯 風 につ くる。脚部 はあげ底 で
休部 か ら大 き く張 り出す。 口緑端

部 は丸 く仕 上 げる。

器面 に は指頭圧痕 が残 存。 口緑 部か ら脚
部 にか けて黒
斑 が残 存。

683 〃 紡 錘車

直 径　　 4 ．7

全厚　　 1 ．6
重量 （g ）12 ．0

円形 を呈 し、中央 部 に直 径約 7mmの

円孔 を穿 つ。
全体 に剥離 、摩耗 が著 しく、 調整

不 明。

684 〃 不 明

1 0 ．4

1 ．2

端 部付近 で大 き く屈 曲 させ、端 部

で内傾 さす。 端部 は丸 く仕 上 げる。
直 径約 6mm の円孔 を穿つ。

端 部 ヨコナ デ。他 は不明。 蓋 の可能性 あ

り。

685 S R 4 ＝土コ．宝E

13 ．0

（2 ．9）

外 傾 する 口縁 部。端 部 は外 傾す る

面 を なす。 口緑部 に2個1対 の 円孔
を穿つ。 頸部 に2条 のへ ラ描 沈線 。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明 。

6 86 〃 〃

23 ．0

（5 ．3 ）

大 き く外 反す る口緑部 。端 部 に刻

目。内面 に隆起 帯 を貼 付 し、 その
中に円孔 を穿 つ。頸部 に5条 のへ ラ

描沈 線。

〃
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

68 7 S R 4 士宝E

17 ．2

（3 ．0）

大 き く外 反す る口緑部 。端部 両端

にへ ラ状 原体 に よる刻 目。 内面 に

へ ラ状原体 による刺突 文。 口緑外
面 に粘土帯 を貼付 。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整不 明。

68 8 〃 〃

18 ・ヰ

（5 ．5）

外傾 す る頸部か ら口緑 部で さ らに
外傾 す る。口緑 外面 に粘土帯 を貼

付 す る。端 部 は外傾 す る平 面 をな
す。

ノ／

68 9 〃 〃

23 ．4

（3 ．6）

ラッパ状 に開 く口頸部 。端部 は外

傾 する平 面 をなす。
〃

69 0 〃 〃

2 3 ．8 外反 す る頸 部か ら短 く上外 方 を向 外面 にパ ケ目が一 部残存 。他 は不

（5 ．1） く口緑部。端 部 に2 条の 凹線文。口
緑外 面 に1条の 凹線文 。

明。

69 1 〃 〃

16 ．6 ．

（2 ．2）

外反 す る口緑部。 外傾 す る平 面 を

な す端部 に3条 の凹線文 。

口縁部 ヨコナデ。

69 2 〃 〃

．16 ．8

（2 ．3）

外反 す る口緑部。 端部下 端 を大 き

く拡 張 し、 3条 の凹線文 を施 す。
／！

69 3 〃 〃

16 ．6

（5 ．8）

外反 す る口緑部。 端部 を上下 に拡
張 し、4条 の凹線 文 を施 す。

口緑部 ヨコナデ。 他 はナデ調 整。

69 4 〃 〃

16 ．2 大 き く外 反す る口緑部 。端部 両端 口緑部 ヨコナデ。 内面 へ ラ削 り。

（3 ．3） を拡 張 し、2条 の凹線 文 を施 す。 外面 ナデ調 整。

6 95 〃 〃

17 ．6 外傾 して のび る頸部 か ら短 く外反 口綾 部 ヨコナ デ。 内面 不明。 外面 ・

（4 ．0） す る口緑部 。端 部両端 を拡 張 し、

3条 の凹線 文。 その上 に2段 2個1対
の竹 管文 。

パ ケ調整。

69 6 〃 〃

18 ．2 外傾 して のび る頸部か ら短 く外反 口緑部 ヨコナデ。 内外面 ともナデ

（3 ．5） す る口緑部 。端部 を若 干拡張 し、

3 条の 凹線文 を施 す 。

調整。

69 7 〃 〃

19 ．4

4 ．0

大 き く外 反す る口緑部 。端部 主 に

下端 を拡張 し、 4条 の凹 線文 を施
す。

器 面 は摩耗 が著 し く、調 整不明 。

69 8 〃 〃

19．0

（5 ．2）

外傾 して のび る頸 部か ら、屈 曲す
る 口緑 部。 端部下 端 にヘ ラ状 原体

に よる刻 目。3祭 の凹線 文 を施 す。

外 面縦 方向 のパケ調 整。他 は不 明。

69 9 〃 〃

2 1 ．2 外反 す る口緑部。端 部両 端 を拡張 口緑郡 ヨコナデ。 内面 ナデ調整 。

（4 ．7） し、 2条の 凹線文 を施 す。 外 面パ ケ 目が残存。

7 00 〃 〃

2 2 ．2

（2 ．0）

外傾 して のび る頸部か ら屈 曲 し水

平 にの びる口緑部 。端部 に2条 の凹
線文 。

器面 は摩耗 が著 し く、調 整不明 。

701 〃 〃

23 ．8 外反 してのび る頸部 か ら、 さ らに 外面 の一部 に荒 いパ ケ目が残存 。 焼成 不良 。

（7 ．3） 外反 す．る口緑部 。端部 主 に下 端 を

拡張 し、 4条の 凹線文 を施 す。

他 は不 明。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

702 S R 4 士∃王

13 ．2

（5 ．5）

外傾 する頸部 か ら短 く屈 曲 する 口
緑 部。端部 主 に上 端 を拡張 し、3条

の凹線 文 を施 す。

口緑部 ヨコナデ。 内園 ナデ調 整。
外面 タテパ ケ。

703 〃 〃

14 ．8

（5 ．3 ）

外傾 す る頸部 から短 く屈 曲す る口

緑 部。端部 主 に上 端 を拡 張 し、3 条

の 凹線文 を施 す。口緑 部 に約3cm 間
隔 で円孔 を穿 つ。

〃 頸部 に黒斑 が

残存 。

70 4 〃 〃

16 ．2

（6 ．2）

直立 す る頸部 か ら短 く屈 曲す る口
緑部 。両端 部 を拡張 し、へ ラ状原

体 に よ る刻 目。頸 部 に2条 の 凹線
文。

器面 は摩耗 が著 し く、調撃 不明。 焼 成不 良。

705 〃 〃

19 ．2

（27 ．1）

31 ．8

直立 し長 くのび る頸部 か ら、 外傾

す る口綾部。端 部 を拡 張 し、2条の
凹線文 を施 す。胴部 は上 胴部 に最
大 径 を有 す。

内面 ナデ とノ＼ケ調 整。外 面パ ケ調

整。 口緑部不 明。
胴 部 との境 に

1条 の凹線 文。

1mm 以 下 の 砂
粒 を多 く含む。

706 〃 〃

11 ．0

（10 ．0 ）

短 く直立 す る頸 部 か ら屈 曲す る短

い 口緑部 。端部 に1条 の擬 凹線文 。
胴部 は球体 をなす。

内面 ナデ調整 。他 は不明。 ・上胴 部 に黒 斑
あ り。

707 〃 〃

14 ．8

（6 ．2）

外傾 して のび る頸 部か ら、 さ らに

外傾 す る口緑部。 端部 は下端 を拡
張 し、 外傾 す る平 面 をなす。

口綾 部 ヨコナ デ。内外 面パ ケ調整 。

708 〃 〃

16 ．4

（6 ．3）

直 立す る頸部 か ら、外反 す る口緑
部 。端 部上 端 を拡 張 し、2 条の擬 凹
線 文 を施 す。

器 面 は摩 耗が著 し く、調整 不明 。 焼成 不良。

7 09 〃 〃

16 ．0

（5 ．6 ）

直 立す る頸部 か ら、 外傾 す る口緑
部。 端部 に1条 の擬 凹線文 。

〃

7 10 〃 〃

17 ．8

（6 ．3）

直立 す る頸 部か ら、外 傾す る 口緑

部。端 部 は外傾 す る平 面 をなす。
頸部 外面 にへ ラ状 原体 に よる沈線

あ り。

内面 パ ケ調 整。 外面 パケ調整 。

711 〃 〃

15 ．6

（5 ．5）

外反 する 口頸部。 端部下 端 を拡 張

し、 1条の 凹線文 を施す 。
器面 は摩耗 が著 し く、調 整不 明。

712 〃 〃

17 ．2

（4 ．8 ）

外 反す る口頸 部。端 部 は外傾す る

凹．面 をなす。
口緑部 ヨ コナデ。 内外面 パケ調 整。

7 13 〃 〃

17 ．0

（3 ．0）
〝 口綾 部 ヨコナ デ。 外面 パ ケ調 整。

内面 不明。

714 〃 〃

18 ．4

（4 ．7）

外反 す る口頸部。 端部 は外傾 す る

平面 をなす 。
内外面 パ ケ目が一部 に残 存。 焼成 不良 。

715 〃 〃

19 ．8

（5 ．9）

外 反 する 口頸 部。外 傾す る端部 に
3 条の擬 凹線文 を施 す。．内面 に も2
条 の擬 凹線文 を施 す。

口縁部 ヨコナデ。外 面縦 方向 のパ

ケ目が部 分的 に残存 。
〟

716 〃 〃

15 ．2 外 反す る口頸部 。端部 は 外傾 す る 口綾 部 ヨ コナデ。 内外面 ともパ ケ 上胴部 に呈 斑
（12 ．4 ） 平面 をなす。 胴部は下 外方へ 下 る。 調 整が部 分的 に残存 。 ノIlヽが残存 。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

717 S R 4 ・＝ヒ竺E

17 ．6 二 重 口緑 をなす口緑 部。 口緑部 は 口緑部外 面 ヨコナ デ。外面 の一 部

（4 ．7 ） 外 反 し、 丸 く仕 上 げる。 にパ ケ目残存。 内面 不明。

718 〃 〃

13 ．4

（8 ．1）

直 立す る口緑部 か ら短 く外 反す る

・口緑 部。 口緑外 面 に粘 土帯 を貼付
す る。

器面 は摩 耗が著 し く、調整 不明。

7 19 〃 〃

12 ．0 外傾 してのび る口頸部 。端 部で屈 外面 の一 部にパ ケ 目が残存 。他 は

（5 ．5 ） 曲 する、 その端 部 は丸 く仕上 げ る。 不明 。

72 0 〃 〃

11 ．0

（6 ．2）

外傾 して のび る口頸部 。外面 に2条

の凹線 文。 端部 は丸 く仕上 げる。
〃

72 1 〃 〃

11 ．4

（5 ．7）

外傾 しての び る口頸部。 端部 は外

傾 す る面 をなす。
器面 は摩耗 が著 し く、調 整不 明。

722 〃 〃

11 ．0

（3 ．5）

短 く直 立す る頸部 か ら短 く外傾 す
る 口緑 部。外 傾す る短部 に1条 の凹
線 文。

口緑部 ヨ．コナデ。他 はナデ調整 。

723 〃 〃
（18 ．2）

1 7．0

6 ．0

平 底 の底部。 胴部 はそ の まま上 が

り、上胴 部 で最大径 をもつ。

内面 ナデ調整 。外面 パ ケ調整。 内面 黒色。

724 〃 〃
（2 ．9）

4 ．6

平 底の底 部。 底部 は立 ち上 が り、

胴 部 は内湾気 味 に上 が る。
内外面 ともナデ調整 。 下胴 部 に黒 斑

が残存 。

725 〃 〃
（2 ．9）

7 ．8

〃 器 面 は摩 耗が 著 し く、調 整不明 。 焼成 不良。

726 〃 〃
（5 ．8）

10 ．8

あげ底 の底部。 外面 の一 部 にパケ 目が残存 。 1／

7 27 〃 〃
（3 ．9 ）

6 ．0

あげ底気 味の底 部。底 部 は若干立

ち上 が る。
内外 面 と もナ デ調整。 下 胴部 か ら底

部 にか けて黒
斑 が残存 。

728 〃 〃
（5 ．4）

6 ．2

平底 の底部 。底部 は若 干立 ち上が

る。

内面 ナデ。 外面不 明。

72 9 〃 〃
（3 ．9）

6 ．0

〃 内面 ナデ。外 面パ ケ 目が残存 。

7 30 〃 〃　‾
（3 ．6）

10 ．2

〃 器面 は摩耗 が著 し く、調 整不 明。

7 31 〃 〃
（3 ．8）

7 ．4

あ げ底 気味 の底部 。体部 は その ま

ま上 が る。
内面 ナデ調整 。外 面パ ケ調整。 下胴 部 に黒 斑

が残 存。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

732 S R 4 ・＝l＝・宝互
（2 ．8）

10 ．8

あ げ底 気味 の底部 。休部 は その ま

ま上が る。
内面パ ケ調整 。外面 不明 。 下胴 部 に黒 斑

が残存 。

733 〃 〃
（3 ．4）

6 ．2

〃 内面ナ デ調 整。 外面不 明。 〃

7 34 〃 〃

－
平 底の底 部。休 部 はその ま ま上 が 内 面指 ナデ。外 面一部 にパ ケ 目が 下胴部 か ら底

（6 ．5 ）

8 ．4

る。 残存 。 ロ
部 にかけ て黒

斑 が残 存。

735 〃 〃
（3 ．6）

8 ．2 ．

平底 の底部 。底 部 は立 ち上 が る。 器面 は摩耗 が著 しく、調 整不 明。

736 〃 〃
（8 ．1）

9 ．0

分厚 い平底 の底部 。底部 は立 ち上

が る。
内面へ ラ削 り。外 面不明 。

737 ノ／ 〃
（5 ．4 ）

10 ．0

平 底 の底 部。底 部 は若干立 ち上 が

る。
内外 面 と もナ デ調整 。

73 8 〃 〃
（4 ．9）

11 ．6

分厚 い平底 の底 部。底 部 は立 ち上

が る。

内面指 ナ デ。外面 不明。

739 〃 〃
（5 ．0）

11 ．3

あ げ底気味 の底部 。胴 部 は底 部か

らその まま上が る。
内面 ナデ調 整。外 面不明 。

740 〃 賓

16 ．4

（3 ．2）

くの字 状 をなす 口緑部。 端部 は外
傾 す る平面 をな す。

口緑部 ヨコナデ。他 はナデ調 整。

741 〃 〃

14 ．8

（4 ．5）

くの字 状 をなす 口緑 部。端 部下 端

を拡張 し、外 傾す る平面 をな す。
〃

742 〃 〃

17 ．8 くの字状 をなす 口緑 部。端部 に1条 口緑 部 ヨコナ デ。内面 ナ デ調整。

（3 ，4） の擬凹線 文。 外面 パ ケ目が残存 。

7 43 〃 〃

18 ．8 や や内傾 して上 が る胴 部か ら、短 口緑部 ヨコナ デ。 内面 不明。 外面

（5 ．0 ） く外 反 する 口緑 部。端 部 は外 傾す

る平 面 をなす。

パ ケ目調整 。

74 4 〃 〃

24 ．4

（4 ．0）

くの字状 をな す口緑部。 外傾 す る

端部 に2条 の擬 凹線文。
器面 は摩 耗 が著 し く、調 整不 明。 1～ 5mm大 の砂

粒 を多 く含 む。

745 〃 〃

13 ．6

（10 ．2）

短 い直立す る頚 部か ら屈曲す る 口

綾部 。端部 上端 を拡張 し、 3 条の
擬 凹線文 を施す 。

口綾部 ヨ コナデ。他 はナ デ調整 。 口頸 部 に黒斑

が残 存。

746 〃 〃

15 ．0

（4 ．0）

‘胴 部 か ら屈 曲す る口緑部。 端部 は
主 に上端 を拡 張 し、2条の 凹線文 を

施 す。

〃 〃
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

747 S R 4 嚢

17 ．4

（2 ．0）

胴部 か ら屈 曲 する 口緑 部。端 部 は
両端 を拡 張 し、 3条 の 凹線 文 を施

す。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明。 焼 成不 良。

748 ノ／ 〃

1 7 ．6

（2 ．4）

胴部 か ら屈 曲 する 口緑 部。端 部 は

両端 を大 き く拡 張 し、3条の擬 凹線
文 を施 す。

口緑 部 ヨコナ デ。他 はナデ調 整。

749 〃 〃

26 ．0

（3 ．3）

くの字 状 をな す口緑部 。端部 は上
端 を大 き く拡張 し、受 口状 をな す

端部 に2条 の凹線 文。

〃

750 ／／ 〃

17 ．6 屈歯 し、外 反 する 口緑 部。端 部 は 口緑部 ヨコナ デ。 内面 ナデ調 整。

（5 ．0） 下端 をい く分拡 張 し、2 条の 凹線文
を施 す。

外面 パケ調 整。

75 1 〃 〃

12 ．2

（4 ．5）

くの字 状 をなす 口緑部 。端部 は両
端 を拡 張 し、3条 の凹線 文 を施 す。

口緑部 ヨコナデ。 他 はナデ調 整。

752 〃 〃

1 1．0 くの字 状 をなす 口緑部 。端部 は両 口緑部 ヨコナ デ。 内面 ナデ調 整。

（5 ．6） 端 を拡 張 し、2条 の凹線 文 を施 す。 外面 タテパ ケ。

753 〃 〃

13 ．6 くの字 状 をな す口緑部 。端部 下端 口緑部 ヨコナ デ。 内面 ナデ調 整 と

（1 0 ．6） を拡 張 し、 3条 の凹線文 を施 す。 へ ラ削 り。 外面 ナデ調 整。

754 〃 〃

13 ．2

（3 ．1）

くの 字状 をな す口緑部 。端部 を拡

張 し、2条 の凹線 文 を施 す。

器面 は摩耗 が著 しく、 調整不 明。 1～5mm 大の砂

粒 を多 く含 む。

755 ノ／ 〃

14 ．0

（5 ．5）

〃 口緑 部 ヨコナ デ。内面 ナ デ調 整。
外面 パケ調 整。

756 〃． ／／

1 6 ．4

（3 ．4）

〃 口緑部 ヨコナ デ。 内外 面 と もナ デ

調整。

口頸部 に黒斑

が残存 。

757 〃 〃

3 5 ．8

（6 ．4）

外反 す る口緑部。 ロ緑 外面 に粘土

帯 を貼 付 す る。端 部 に2条 の 四線
文。

器面 は摩耗 が著 し く、調 整不 明。 内外面黒 色。

758 〃 〃

13 ．6

（7 ．9）

くの字 状 をなす 口緑部 。端部 を千
若拡張 し、1条 の凹線 文 を施 す。口
緑外 面 に粘 土帯 を貼付 す る。

口緑部 ヨコナデ。 他 はナデ調 整。

75 9 〃 〃

13 ．4

（3 ．3）

くの字状 をな す口縁部 。端部 を若

干拡 張 し、2条 の擬凹線 文 を施 す。
〃 1～5mm大 の砂

粒 を多 く含 む。

76 0 〃 ノ／

18 ．4 くの字状 をな す口緑部 。端部 を若 口緑 部 ヨコナ デ。 他 はナ デ調 整。

（4 ．9） 干拡 張 し、2条 の凹線 文 を施 す。 内面 ナデ調 整 と上 胴部下 にへ ラ削

り。 外面 パケ調 整。

7 61 〃 〃

20 ．0 くの字状 をな す口緑部 。端 部上端 口緑 部 ヨコナ デ。他 はナ デ調 整。

（3 ．6 ） を拡 張 し、2条 の擬 凹線文 を施 す。 内外 面 と もナ デ調整。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

76 2 S R 4 襲

24 ．4 くの字 状 をなす 口緑部 。外傾 す る 目線部 ヨコナデ。 内外面 ともナデ

（3 ．8） 端部 に2条 の凹線文 を施 す。 調整。

76 3 〃 〃

15 ．0

（3 ．3）

くの字 状 をなす 口緑部 。端部 下端

を拡 張 し、 2条 の擬 凹線 文 を施 す。

口緑部 ヨコナデ。他 は不 明。

76 4 〃 〃

16 ．6

（3 ．3）

外傾 す る口緑 部。 外傾 す る端 部 に

1条 の凹線文 を施 す。

器面 は摩耗 が著 し く、調 整不明 。 焼成 不良 。

76 5 〃 ノ／

16 ．6 くの字 状 をなす 口緑部 。端部 は外 口緑 部 ヨコナデ。 内外面 ともナデ

（3 ．9） 傾す る凹面 をな す。 調整 。

76 6 〃 〃

17 ．0 くの字 状 をなす 口緑 部。 端部 は下 口緑部 ヨコナデ。 外面 ナデ調整 。

（4 ．3） 端 を若 干拡張 し、外 傾 する凹 面 を

なす。

内面不 明。

767 〃 〃

2 1．0 くの字 状 をなす 口緑 部。 端部 は下 口緑部 ヨコナデ。 内外面 ともナデ 1～4 m血の砂 粒

（4 ．3） 端 を拡張 し、 1条 の擬 凹線 文 を施

す。

調 整。 を多 く含 む。

768 〃 〃

14 ．6 くの字状 をなす 口緑 部。端 部下端 口緑部 ヨ コナデ。 内面ナ デ調整。

（4 ．6） を若干 拡張 し、2条 の擬凹線 文 を施
す。

外 面パ ケ調整。

769 〃 〃

12 ．2 くの字状 をなす 口縁 部。端 部 は外 口緑郡 ヨコナデ。他 は不 明。粘 土

（7 ．2） 傾 す る平面 をなす。 紐 接合 痕が 内面 に残在。

77 0 〃 〃

15 ．6

（4 ．9）

〃 口緑部 ヨコナデ。 内面不 明。外 面

ナデ調 整。粘 土紐接 合痕 が内面 に
残 存。

口頸 部 に黒 斑

が残存 、焼 成
不良 。

77 1 〃 〃

15 ．8

（4 ．7）

くの字 状 をなす 口緑部。 端部 は下
端 を拡張 し、 1条 の擬 凹 線文 を施

す。

口緑部 ヨコナデ。他 は ナデ調整 。 〃

77 2 〃 〃

13 ．4 外傾 する 口緑 部。 端部 は下端 を拡 口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ調整 。

（3 ．4） 張 し、 外傾 す る平 面 をなす。 外 面パ ケ調整 。

77 3 〃 〃

13 ．0 くの字 状 をなす 口緑部。 端部 は外 口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ調整 と

（3 ．1） 傾 す る平面 をな す。 上 胴部 下 にへ ラ削 り。外 面パ ケ調
整 。

774 〃 〃

15 ．0 外傾 す る口緑部 。端部 は 外傾 す る 口緑部 ヨ コナデ。 内面指 ナデ。外

（4 ．3） 平 面 をなす。胴 部は屑 が張 らず に
下 る。

面 パ ケ調整。

77 5 〃 〃

14 ．2

（5 ．2）

〃 口緑部 ヨコナデ。他 は ナデ調整。 1～5m皿大 の砂

粒 を多 く含 む。

7 76 〃 〃

14 ．2

（4 ．0）

〃 口緑部 ヨコナデ。 内面 に粘 土紐接
合 痕が残 存。

〃
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　 ‘法 備　　 考

7 77 S R 4 賓

14 ．8 外傾 す る口緑部 。端部 は外 傾す る 口緑 部 ヨ コナ デ。 内面 ナデ とパ ケ

（4 ．4 ） 平面 をなす。胴 部 は肩 が張 らず に
下 る。

調整 。外 面パ ケ調整 。

778 〃 〃

15 ．0

（5 ．3）

くの字 状 をなす 口緑部 。外傾 す る
端部 に は2 条の凹線 文 を施 す。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明。 焼 成不 明。

779 〃 〃

15 ．8

（3 ．6）

．くの字 状 をなす 口緑 部。 端部 は外

傾 す る平面 をなす 。内面 に1条 の沈
線 が残存 。

口緑部 ヨコナデ。 他 は不 明。

780 〃 〃

15 ．4

（4 ．4 ）

くの字状 をなす 口緑 部。端 部 は外
傾 す る平 面 をなす。

器 画 は摩 耗が著 し く、調 整不明 。

78 1 ノ／ 〃

26 ．0

（7 ．5 ）

外傾 す る口緑部。端 部 はい く分拡

張 され、外傾 す る平面 をなす 。胴
部 は あ まり張 らず に下 る。

内外 面 にパ ケ目が部 分的 に残存。

782 〃 〃

18 ．8 外傾 す る 口緑 部。端 部は 外傾す る 口綾部 ヨコナ デ。 内面 ナデ調 整。

（5 ．5） 凹面 をなす。 胴部 はあ ま り張 らず

に 下 る。
外面パ ケ調 整。

783 〃 〃

16 ．6

（6 ．2）

くの字 状 をなす 口緑 部。 端部 は外
傾 す る平面 をなす。

口緑部 ヨコナデ。 内面パ ケ とナデ
調 整及 び上胴 部 よ りへ ラ削 り。 外

面 パ ケ調 整。

784 〃 〃

13 ．2 ・

（5 ．5）

〃 内外面 にパ ケ 目が残 存。他 は不 明。 外面 に煤 が付
着。

78 5 〃 〃

16 ．4

（4 ．5 ）

〃 口緑 部 ヨコナ デ。 内面パ ケ とナデ
調整 。外面 タテパ ケ。

786 〃 〃

17 ．4

（7 ．2）

〃 内面上 胴部 よ りへ ラ削 り。他 は不

明。
焼 成不 良。

787 〃 〃

18 ．4

（4 ．5）

ノ／ 口緑部 ヨコナデ。 内面上 胴部 よ り

へ ラ削 り。外 面パ ケ調整 。

7 88 〃 〃

18 ．8

（4 ．8 ）
〃 口緑 部 ヨコナ デ。 内面ナ デ調整。

外面 パ ケ調整。

789 〃 〃

19 ．8

（5 ．0）

〃 器面 は摩耗 が著 しく、 調整不 明。

79 0 〃 〃

19 ．8

（8 ．3）
〃 口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ とパ ケ

調 整及 び上胴 部下 にへ ラ削 り。外

面パ ケ調整。

焼成 不良 。

79 1 ノ／ 〃

11 ．0

（4 ．5）

くの字状 をなす 口縁 部。端 部は 外

傾 す る平 面 をなす。 胴部 は球体 を
なす。

器 面 は摩 耗 が著 し く、調 整不 明。 小型 の襲。 壷

の可 能性 もあ
り。
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挿図番号遺構番号器　種

口径

法量　器高
（cm）胴径
底径

形　態　・　文　様 手　　　　　　　 法 備　　考

792 SR4 嚢

8．6 くの字状をなす口緑部。端部は外口緑部ヨコナデ。内面ナデ。 壷の可能性も

（7．7）傾する平面をなす。胴部は球体を

なす。

外面パケ調整。 あり。口頸部

に黒斑が残存。

793 〃 〃

10．1

（3．7）

くの字状をなす口緑部。端部は外

傾する平面をなす。胴部は球体を

なす。内面に粘土紐接合の際の痕
が残存。

口緑部ヨコナデ。他は不明。

794 〃 〃

15．6

（5．8）

くの字状をなす口緑部。端部下端

を拡張し、外傾する平面をなす。
胴部は球体をなすとみられる。

器面は摩耗が著しく、調整不明。上胴部に黒斑
が残存。

795 〃 〃

26．2

（3．6）

くの字状をなすロ緑部。端部は幅

広の外傾する平面をなす。
〃 口頸部に黒斑

が残存。

796 〃 〃

9．6 あげ底の底部。胴部は中位やや上口緑部ヨコナデ。内面ナデ調整。小型の婆。

11．1

9．1

3．8

に最大径をもち、口緑部は短く外
傾する。端部は外傾する平面をな

す。

内面を中心に指頭圧痕が残存。口緑部と下胴
部に黒斑が残
存。

797 〃 〃

13．8 くの字状をなす口緑部。端部は丸口綾部ヨコナデ。内面パケ調整。

（6．0）く仕上げられる。胴部は球体をな外面ナデ調整。内面に粘土紐接合
す。 痕が残存。

798 〃 〃

15．2 外傾する口緑部。胴部はあまり張口緑部ヨコナデ。内面ナデ調整と焼成不良。

（6．9）らずに下る。口緑端部はやや丸昧上胴口下にへラ削り。外面パケ調
を有す。 整。

799 〃 〃

16．0 外反する口綾部。端部はやや丸昧口縁部ヨコナデ。内外面にパケ目1～5mm大の砂

（2．7）を有す。口緑内面に粘土紐接合痕

が残存。

が部分的に残存。 粒を多く含む。

800 〃 〃
（3．2）

3．0

平底の底部。底部は若干立い上が

る。
内面へラ削り。他面ナデ。 小型の聾。

801 〃 ノ／
（4．3）

4．2

あげ底気味の底部。胴部から底部

は若干張り出す。

内面パケ目。外面不明。 〃

802 〃 〃
（3．8）

4．6

ノ／ 器面は摩耗が著しく、調整不明。

803 〃 〃
（3．0）

4．8

ノ／ 内外面ともナデ調整。

804 ノ／ 〃
（7．2）

4．8

〃 内面へラ削り。外面ナデ調整。下胴部から底

部になけて黒
斑が残存。

805 〃 〃

－
・あげ底気味の底部。胴部から底部内面ナデ調整。外面ナデとパケ調1～5mm大の砂

（7．4）

5．2

は若干張り出す。胴部は大きく外
反して上がる。

整。 粒を多く含む。

806 〃 〃
（3．5）

5．4

平底の底部。底部は立ち上がる。器面は摩耗が著しく、調整不明。1～6mm大の砂

粒を多く含む。
焼成不良。
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挿 図番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径 ．

底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

807 S R 4 賓
（3 ．7）

6 ．2

平底 の底部 。胴 部か ら底部 は若干

張 り出す。

内面 へ ラ削 り。外 面 ナデ調整 。 底 部 に黒斑 が
残 存。

808 〃 〃
（3 ．3）

5 ．8

あ げ底 の底 部。底 部 は約1 ．4cm 立 ち

上が る。
内面 ナデ。 外面不 明。

809 〃 〃
（4 ．0）

5 ．8

‘〃 内外 面 ともナ デ調 整。 下 胴部 か ら底

部 にか けて黒
斑 が残存 。

810 〃 〃
（2 ．8）

6 ．2

平底 の底部 。胴部 か ら底部 は張 り

出す。
内外面 ともナ デ とパ ケ調 整。

811 〃 〃
（4 ．5）

6 ．8

〃 内外面 ともナデ調 整。

812 〃 〃
（3 ．8）

7 ．2

〃 内面 ナデ調整 。外 面縦 方向の パ ケ

目が残 存。

813 〃． 〃

－
’あ げ底 気味 の底部 。底 部は若 干立 内面 へラ削 り。外 面ナ デ とパ ケ調

（6 ．7）

6 ．8

ち上 がる。 整。

814 〃 〃
（7 ．2）

7 ．2

あ げ底 気味 の底 部。底 部 は立 ち上

が る。

内外 面 ともナデ とパ ケ調 整。

815 〃 ノ／
（4 ．0）

7 ．8

‘〟 内面 指ナ デ。 外面 パ ケ調 整。 下 胴部 か ら底
部 にか けて黒

斑 が 残 存 。

1～ 5m皿大 の砂
粒 を多 く含 む。

8 16 〃 〃
（4 ．7）

9 ．1

あ げ底 気味 の底部 。胴 部か ら底部

は張 り出す。

内面指 ナ デ。 外面 不明。 〃

8 17 〃 〃

－
平 底 の底部。 胴部 は その まま立 ち 内面パ ケ とナデ調 整。外 面一部 に 〃

（5 ．1）

4 ．0

上 が る。 パケ 目が残存 。

8 18 〃 〃
（3 ．3 ）

4 ．6

〃 内面へ ラ削 り。外面 不明 。 1～ 5mm大 の砂

粒 を多 く含む。

8 19 ／／ ノ／

－
あげ底 気味 の底部 。胴部 は その ま 内面へ ラ削 り。外面 ナ デ とパ ケ調

（2 ．4 ）

6 ．0

ま立 ち上が る。 整 。

820 ノ／ 〃
（5 ．2）

6 ．0

平底 の底部。 胴部 は その まま立 ち
上 が る。

内面 ナデ調整 。外面 パ ケ調整。

821 〃 〃
（6 ．0）

6 ．4

〃 内面 へラ削 り。外面 パ ケ調整 底部 に黒斑 が

残存 。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

822 S R 4 聾
（6 ．2）

6 ．0

平底 の底 部。 胴部 はそ の まま立 ち

上 が る。
内外面 ともナデ調 整。 底 部 に黒 斑が

残存 。 内面黒

色 。

823 〃 〃
（6 ．1）

6 ．0

ノ／ 内面 ナデ調整 。外 面パ ケ調整 。 内面黒色 。

824 ． 〃 〃
（7 ．5）

5 ．8

〃 内面へ ラ 削 り。外 面パ ケ調整 。 内面灰黒 色。

825 〃 〃
（5 ．2）

7 ．0

〃 内面 ナデ調整 。外 面パ ケ調整。 内面黒色 。

8 26 〃 ノ／
（5 ．1）

7 ．0

〃 内外面 ともナデ調整 。 1～ 5mm大 の砂
粒 を多 く含 む。
底部 に黒斑 が

残存 。

8 27 〃 〃

－ あげ底気 味の底 部。底 部 は若干 立 内外面 ともナデ調整 。外 面一部 は

（5 ．2 ）

7 ．8

ち上 が る。 パ ケ 目が残存 。

82 8 〃 〃
（3 ．1 ）

3 ．4

あげ底の底 部。 胴部 か ら底 部 は張

り出す。

内外面 ともナデ調整 。 底部 に黒斑 が

残存 。

8 29 〃 〃
（3 ．5 ）

6 ．2

あげ底の底 部。 胴部 か ら底 部 は大
き く張 り出す。

〃

8 30 〃 〃
（4 ．4 ）

5 ．2

〃 内面ナ デ調整。 外面 不明。

8 31 〃 〃
（5 ．6 ）

4 ．6

〃 底 部内面 に指 頭圧痕 が残存 。他 は

不 明。

8 32 〃 高杯

28 ．0 や や深 い杯部 か ら口緑部 は直立 す 口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ。他 は

（5 ．5 ） る。端部 は外傾 す る平面 をな す。

口緑外面 に2条 の凹線 文 を施 す 。

不 明。

8 33 〃 〃

23 ．4

（2 ．8 ）

杯 部か ら直立 す る口緑部、 外傾 す

る短 部 に1条 の凹線文 。

口緑 部 内面 ヨコナ デ。他 は不明。

8 34 〃 〃

22 ．6

（2 ．9 ）

杯 部か ら直立 す る口緑部、 外傾 す

る短 部 に1条 の凹線文 。端部 は丸 く
仕 上げ られ る。

口綾 部内面 ヨコナデ。 他 は不明。

835 〃 〃

37 ．0

（5 ．4 ）

．内湾 して上が り、端 部で直 立す る

口緑部。端 部両端 を拡 張 し、4条 の
凹線 文。 口緑 外面 に櫛描 波状文 。

器 面は摩耗 が著 し く、調 整不明 。

r836 ノ／ 〃

28 ．0

（3 ．4 ）

外傾 す る口緑 部。端 部及 び口緑 部
下 部 に それ ぞれ2条 の擬 凹線 文 を
施 す。

ノ／
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

83 7 S R 4 高杯

－ ハ の字状 に開 く脚 部。 へ ラ描沈線 裾部 ヨコナデ　 内面へ ラ削 り　 外

（5 ．0）

10 ．0

を縦 方向 と横方 向 に施 す、2 個1対

の 円孔 を穿 つ。
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0面不 明。

838 〃 〃

－
ハ の事由 こ開 く脚部　 裾 部で さ ら 裾 部 ヨコナデ　 内面 しぼ り目 とハ

（7．7）

1 0．4

0　　　　口
に開 く。 端部 は外傾 す る凹面 をな
す。

0
ケ 目が残存 。外面 パ ケ とナ デ調整。

839 〃 〃
（7 ．9）

13 ．4

〃 裾 部 ヨ コナデ。内面 パ ケ とナ デ調

整 。外 面不 明。
裾部 に黒斑 が
残存。

8 40 〃 鉢

24 ．4 内湾 気味 に上 が る休 部か ら口緑 部 口緑 部 ヨ コ＿ナデ。 内外面 ともパ ケ

（6 ．8 ） は短 く外 反す る。端 部 は外 傾す る
平面 をなす。

調整 。

84 1 〃 〃

21 ．7

（6 ．6）

上外 方へ のび る体 部 か ら若 干外反

す る口緑部 。端 部 は外 傾す る平面
をなす。

〃

842 〃 〃

9 ．4 平底 の底部 。底部 は若 干立 ち上が 口緑部 ヨコナデ。 内外面 ともナデ 銘 々器 の鉢。

4 ．0

2 ．4

り、体 部 は内湾気 味 に上 が り、 口

緑部 で外傾 す る。 端部 は丸 く仕上
げ られ る。

調整。

843 〃 〃

13 ．4 平底 の底 部。 休部 か ら底 部 は張 り 口緑部 ヨコナデ。 内面パ ケ とナデ

9 ．9

5 ．4

出す。体 部 は上外 方へ のび、 口縁
部 で外傾 す る。端 部は丸 い。

調整。 外面 ナデ調 整。

844 S R 5 ・＝l＝・∃王

17 ．0

（8 ．5）

直 立す る頸部 か ら、外反 す る口緑
部 。 口緑 外面 に粘土 帯貼付 。端 部

に刻 目。口緑 内面 に2段 に棒 状原 体

に よる刺 突文 。頸部 に櫛描 直線 文。

外 面 にパケ 目が一部 に残存 。他 は

不 明。

8 45 〃 〃

19 ．2

（4 ．1）

外 反す る口緑部 。 口緑外面 に粘 土
帯 を貼付 。端部 下端 にへ ラ状原体

によ る刻 目。

口緑部 ヨ コナデ。 内面ナ デ調整。
外 面パ ケ 目残存 。

84 6 〃 〃

20 ．0

（4 ．8）

〃 〃

847 〃 〃

13 ．8

（7 ．7）

やや外 反す る 口緑 部。端 部 に粘土
帯 を貼 付。端 部 に3条 の凹線文 。

外面 にパ ケ目残存 。他 は不明。

848 〃 〃

15 ．2 平 底の底 部 よ り胴部 は 中位 に最 大 口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ と中位 胴部 に黒斑 が

37 ．5

27 ．0

8 ．9

径 を もって上 が り、 口頸 部は外 反
する。端部 両端 を拡張 し、1条 の凹
線 文 を施 す。

以 下 にへ ラ削 り。外 面上胴 部 ナデ、

以 下 に縦 方 向のパ ケ調整。
残存。

849 〃 〃

10 ．6

（8 ．5 ）

内傾 しての びる頸部 か ら、 外反 す
る口緑部 。端部 は外傾 す る面 をな

す 。

外 面 にパ ケ 目残 存。他 は不 明。

8 50 〃 ノ／

16 ．0

（14 ．2 ）

内傾 してのび る頸部 か ら、 外反 す

る口緑部 。端部 は丸 く仕上 げ る。
頸部 と胴 部 との境 にパケ状 原体 に

よる刺突 文。

器面 は摩耗 が著 し く、・調整不 明。

85 1 〃 〃

－ あ げ底 気 味の底部 。胴 部 はその ま 内面 ナ デ調 整　 外 面パ ケ 目が上胴

（16 ．6）

19 ．1

6 ．6

ま立 ち上 が り、球 体 をなす。 0部 に残存。 他 は不 明。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

85 2 S R 5 ・＝土ゴ・宣E
（5 ．8）

6 ．2

平底 の底部 。胴部 はその ま ま立 ち

上 がる。
内面 指ナ デ とナデ調整 。外 面不明 。 内面黒 色。

焼 成不 良。

853 〃 聾

12 ．8 肩 の張 らない胴部 か ら、屈 曲す る 口緑部 ヨコナデd　内面 ナデ調 整。

（6 ．0） 短 い口緑部 。端部 両端 を拡張 し、

3条 の凹線文 を施 す。

外面パ ケ調整 。

854 〃 〃

16 ．8 肩の 張 らない胴部 か ら、屈 曲 す る 口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ調 整 と 口緑部 か ら上

（10 ．1） 短 い口緑部。 端部両 端 を拡張 し、

2条 の凹線文 を施 す。
上 胴部 下 にへ ラ削 り。外 面パ ケ調
整 。

胴 部 にか けて

黒 斑が残 存。

855 〃 〃

15 ．0 肩の張 る胴部 か ら、 くの字 状 をな 口綾部 ヨコナデ。 内面 ナデ と中位 〃
（21 ．3） す口緑 部。端部両 端 を拡 張 し、3条

の凹線 文 を施 す。肩 部 に列 点文。
以 下 にヘ ラ削 り。外 面 ナデ と中位
以下 にへラ磨 き。

85 6 〃 〃

14 ．8 肩 の張 らない胴 部か ら屈 曲す る短 口緑 部 ヨコナ デ。内 面パ ケ調整 と 〃
（7 ．3 ） い口緑部 。端部 上端 を拡張 し、受

口状 をな し、2条 の凹線 文 を施 す。

上胴 部下 にへ ラ削 り。 外面 ナ デ調

整。

857 〃 〃

14 ．2 くの字 状 をなす 口緑部 。端部 を若 口緑部 ヨコナデ。 内面上 胴部 下 に

（8 ．4） 干拡 張 し、 1条 の凹線文 を施 す。 へ ラ削 り。外 面 ナデ調 整。

858 〃 〃

15．4

（9 ・？）

くの字 状 をなす 口緑部。 端部 を若
干拡張 し、 2条の擬 凹線文 を施 す。

口緑部 ヨ コナデ。 内面胴 部下 にへ

ラ削 り。 外面 パケ調 整。

859 〃 〃

17 ．8

（9 ．8）

くの字状 をなす 口緑 部。 端部 は上

端 を若 干拡張 し、外 傾 する凹面 を
なす。

〃

860 〃 〃

13 ．2 胴 部 は中位 よ りやや 上 に最大径 を 口緑 部 ヨ コナ デ。内 面上胴 下 にへ 胴部 に里 斑が
（18 ．4ブ

18 ．8

も・つて上 が り、 口緑 部 は くの字状

を呈す 。端 部 は若 干拡 張 し、2条 の

．擬 凹線文 。

ラ削 り。 外面細 か いパケ調 整 のあ

と荒 いパ ケ調整 を施 す。

ノtヽヽ残存 。

8 61 〃 〃

16 ．8 球体 をなす胴 部か ら、短 く外反 す 口緑 部 ヨコナ デ。内 面上胴 下 にへ

（12 ．8 ）

21 ．6

る口緑部 。端 部は丸 く仕上 げ る。 ラ削 り。外 面パ ケ調 整。

86 2 〃 賓

8 ．6

11 ．9

8 ．7

4 ．0

平底 の底部 。胴 部か ら底部 は張 り

出 す。胴部 は中位 やや 上 に最 大径
を有 し、短 く外傾 す る口緑部 。端
部 は外傾 す る平 面 をなす。

口緑 部 ヨコナ デ。内面 ナ デ調整。

外面不 明。

863 〃 〃

2 7 ．8

2 8 ．9

2 9 ．4

10 ．8

あ げ底 気味 の底部 か ら、胴部 は肩
部 に最大径 を もって上 が り、 口緑
部 は外 反 する。端 部 は外 傾す る凹

面 をなす。

内面 は指 ナデ。他 は不 明。 内外面 とも赤

褐 色。

864 〃 〃
（13 ．3）

6 ．0

平底 の底部。 胴部 は底部 か ら若 干
拡 り出す。

内面へ ラ削 り。外面 パ ケ調整。 下胴 部 か ら底
部 にか けて黒
斑 あ り。 1～5

mm 大の砂 粒 を
多 く含 む。

865 〃 〃

－ あげ底 気味 の底部 。胴部 はそ の ま 内面ナ デ とパ ケ調整　 外面 ナ デ調

（7 ．7）

6 ．．6

ま立 ち上 が る。 0整 。

866 〃 〃
（3 ．7）

10 ．2

平 底の底 部。 胴部 は底部 か ら若 干 1
張 り出 す。

内面指 ナデ。外 面 ナデ調 整。
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挿図 番号 、 遺 構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴 径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

867 S R 5 ＝士ご宜E
（7 ．2）

12 ．0

平底 の底部 。胴部 はその ま ま立 ち

上が る。
器面 は摩耗 が著 しく、 調整不 明。

868 〃 〃

－
平底 の底部 よ り、胴部 は その まま 内面 下か ら上へ のへ ラ削 り。 外面 下胴部 か ら底

（18 ．3）

2 1．0

7 ．4

立 ち上が り、上胴 部 に最大径 を有 ナ デ調整、 下胴 部 に縦 方向 のパ ケ 部 にかけ て黒
す。 目が 残存。 斑 が残 存。

869 〃 〃
（20 ．0）

10 ．6

あ げ底 の底 部。胴 部 か ら底部 は張

り出す。
内面 ナデ と指 ナデ。外 面不面 。

8 70 〃 高 杯

20 ．4 浅い杯 部か ら、直 立 する 口緑 部。 口綾 部 ヨコナデ。 内面 ナデ調 整。

（3 ．0） 端 部 は丸味 があ る。口緑 外面 に3条

の凹線 文 を施 す。

外面不 明。

8 71 〃 〃

22 ．0 浅 い杯 部か ら、直 立す る口緑 部。 口緑部 ヨコナデ。 内面 ナデ調 整。

（3 ．1） 端 部 は内傾 す る平 面 をなす。 口縁
外 面 に3条 の凹線文 を施 す。

外面 へラ磨 き。

8 72 〃 〃

18 ．2

（4 ．3）

やや深 い杯部 か ら、 ほぼ直立 す る

口緑部 。端 部 に3条の 凹線文 。口緑
外 面 に4条の 凹線文 。

〃

8 73 〃 〃

－
ハ の字形 に開 く脚 部。裾 部で さ ら 裾 部 ヨ コナ デ。 内面へ ラ削 り。

（8 ．4 ）

13 ．4

に外反 し、 凹面 をなす端 部で は水 外 面パ ケ調整 。底 部接合 は粘土 板
平 に なる。 充填法 に よる。

8 74 〃 〃
（5 ．9）

12 ．8

ハの字 形 に開 く脚 部。裾 部で大 き
く開 く。端部 は外傾 す る平面 をな

す。

〃

8 75

l

〃 〃

－ ハ の字 形 に開 く脚 部。裾 部で さ ら 裾 部 ヨ コナ デ。 内面 しぼ り目 とナ

（8 ．0）

13 ．6

に若干 開 く。 端部 は外傾 す る平面 デ調整 。外面 パ ケ調 整。 底部接 合
をなす 。 はへ ソ状粘土 充填 に よる。

8 76 〃 〃
（9 ．0 ）

11 ．6

ハ の字形 に開 く脚部 。 内面パ ケ調整 。外 面へ ラ磨 きを施
し、面 取 りした形 とな る。杯部 と
脚 部 を接 合。

87 7 〃 〃
（10 ：6 ）

ハ の字形 に開 く脚部 。脚 部上位 に

6本 のヘ ラ描沈線 。 中位 に5個 の円
孔 を穿 つ。

器 面 は摩 耗が著 し く、調 整不明 。

878 〃 鉢

19 ．8

8 ．7

7 ．4

あげ底 の底部。 休部 か ら底 部 は大

き く張 り出す。 体部 は上外 方へ の
び、 端部 は丸味 を有 す。

外 面 にパ ケ 目が 部分 的 に残存 。 休 部 に黒斑 が

残存。

879 〃 〃

11 ．8 平底 の底 部。底 部 は若干立 ち上 が 口緑 部 ヨコナ デ。内面 ナ デ調整。

7 ．2

4 ．6

り、 胴部 は内湾 気味 に上 が り、 口
緑端 部 を丸 く仕 上 げる。

外面 パ ケ調整。

88 0 S R 6 ・＝ヒ宝E

16 ．6

（7 ．0 ）

外 反す る口緑部 。 口緑 部 に粘土帯

を貼 付 し、端部 下端 を拡張 す る。

口緑 部 ヨ コナ デ。他 はナ デ調整。

88 1 〃 〃

15 ．0

（4 ．5 ）

外傾 す る頸部 か ら短 く屈 曲す る口

緑部 。端部 両端 を拡張 し、4条 の凹
線文 。頸 部 に稜 杉文 風文様 。

口緑 部 ヨコナ デ。他 は不明。
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挿 図番 号 遺構 番号 ．・器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手 ．　　　　　　 法 備　　 考

8 82 S R 6 嚢

31 ．0

（4 ．3）

くの字状 をな す口緑部 。端 部 は両

端 を若干拡 張 し、2条 の擬 凹線文 。
外面 にパ ケ状原体 によ る列 点文。

口緑 部 ヨ コナデ。他 はパ ケ調整。

8 83 S R 7 士重宝

18 ．0

（3 ．8 ）

内傾 す る頸 部 か ら、外 反 する 口緑
部。端 部は丸 味 を有 す。頸部 に4条

のへ ラ描沈 線。

内外 面全 面へ ラ磨 き。

88 4 〃 〃

14 ．8

（6 ．2）

内傾 す る頸 部 か ら、外 反 する 口緑
部。端 部 は丸味 を有 す。頸 部 に隆

起帯 を貼付 し、 その上 に棒 状原体

に よる刺突 文 を施 す。

器面 は摩耗 が著 し く、 調整 不明。

88 5 〃 〃

15 ．0 な め らか に外反 す る口縁部 。頸部 口緑 部 ヨコナ デ。内面 パ ケ調 整。

（9 ．8） に2条 の へ ラ描沈 線 と隆 起 帯 を貼
付 し、 そ の上 に棒 状原体 によ る刺

突文。上胴 部 に2条 のへ ラ描沈 線 と
刺突文 。

外面 ナ デ調 整。

886 〃 〃

15 ．0 な め らか に外反 する 口緑 部。 端部 口緑 部 ヨコナ デ。内面 ナデ調 整。

（1 1 ．1） 両端 にへ ラ状 原体 に よる刻 目。上

胴 部 に隆起帯 を貼 付 し、 そ の上 に
棒 状原体 によ る刺 突文。

外面 パケ 目が一 部残存 。

887 〃 〃

15 ．0

（8 ．3）

直立す る頸部 か ら、 外反 す る口緑

部 。 口緑 外面 に粘 土帯 を貼 付。 端
部 は丸 く仕上 げ る。

口緑部 ヨコナデ。 他 は不 明。 上 胴部 に黒斑

が 残存。

888 〃 〃

15 ．0 外 反す る 口緑 部。端 部両端 を大 き 口緑外面 ヨコナデ。 内面不 明。

（5 ．9） く拡張 し、4条 の凹線 文 と2個1対 の

竹 管 文 を施 す。外 面 に3条 の凹 線
文 。

外 面パ ケ 目が 一部 に残存。

889 〃 〃

18 ．8 外 反す る 口緑 部。端 部 は外傾 す る 口緑部 ヨコナデ。 内面不 明。外 面 1 mm 以下 の砂

（10 ．6） 凹面 をなす。 ナデ調整 。 粒 を多 く含 む。

890 〃 〃

－ 分厚 い平底 の底部 。底部 は約 1 cm 内面 は不明。 外面 パケ調 整 のあ と 下 胴部 か ら底

（9 ．8）

12 ．0

ほ ど上 が り、 胴部 は上外 方へ のび

る。

へ ラ磨 きを施 す。 部 にか けて黒
斑 が残存 。

89 1 〃 〃
（3 ．9）

7 ．8

あげ底 気味 の底部 。胴部 は その ま

ま上が る。

内面 ナデ調整 。外 面不明 。

892 〃 〃
（4 ．7）

8 ．0

平 底の底 部。 胴部 はその まま上 が

る云
器 面 は摩 耗が 著 し く、調整 不明 。

893 〃 〃
（7 ．5）

7 ．2

〃 内面ナ デ調整。 外面 パ ケ目が一 部

に残存。

894 〃 〃
（4 ．5）

8 ．4

〃 器面 は磨耗 が著 し く、調整 不明 。 焼成 不良。

895 〃 〃
（3 ．9 ）

9 ．2　 －

〃 〃

896 〃 〃
（4 ．3 ）

9 ．4

／1 内外面 ともナデ調整 。
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挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 ． 備　　 考

897 S R 7 聾

2 0 ．0 如意形 口緑 をな す。丸 く仕上 げ ら 口緑 部 ヨコナ ナ。内 外面 と もパ ケ

（7 ．7） れた端 部 にへ ラ状 原体 に よる刻 目。
頸部 に3条 のへ ラ描沈線 。

目が 一部 に残存 。

8 98 〃 〃

17 ．6

（2 ．8）

胴部 か ら屈 曲す る短 い口縁部 。端
部両端 を拡 張 し、2条の 凹線文 を施

す。

口緑 部 ヨコナ デ。

8 99 〃 〃

14 ．6 胴 部 か ら屈 曲す る短 い口緑部。 端 口緑部 ヨコナ デ。 内面 ナデ調 整。

（9 ．2） 部上端 を拡 張 し、3 条の 凹線文 を施

す。

外面パ ケ調 整。

9 00 〃 〃

17 ．0

（4 ．5）

くの字状 をなす 口緑 部。 端部 は上
端 を拡 張 し、 1条 の凹線文 を施 す。

器 面 は摩耗 が著 し く、調 整不 明。

90 1 〃 〃

18 ．4

（3 ．8 ）

くの字状 を なす 口緑 部。端 部 は外 ，
傾 す る平 面 をなす。

口緑部 ヨ コナデ。他 はナデ調整 。

902 〃 〃
（2 ．6 ）

3 ．8

あげ底気 味の底 部。 胴部 はその ま

ま上が る。
器 面 は摩 耗が著 し く、調 整不明 。 底部 に黒斑 が

残存 。

903 〃 〃
（6 ．0 ）

4 ．8

平底 の底 部。胴 部 はその ま ま上 が

る。

内面 ナ デ調整。 外面 不明 。

904 〃 〃
（2 ．7 ）

6 ．6

〃 内面 ナ デ調整 とへ ラ削 り。 外面 ナ

デ調 整。

905 〃 〃
（3 ．9 ）

3 ．1

あげ底気 味の底 部。胴 部 はその ま

ま上 が る。
内面 ナ デ調整。 外面 不明。

906 〃 〃
（4 ．5）

6 ．6

〃 〃

907 〃 〃
（7 ．2）

5 ．6

平底 の底部 。胴部 は その まま上が

る。
内外 面 と もパ ケ調 整。

908 〃 〃
（7．7）

3 ．0

あ げ底 気味 の底部 。胴部 は その ま

ま上が る。

内面 ナデ調 整。外 面不 明。

909 〃 〃
（5 ．6）

7 ．8

平底 の底部 。胴部 は その まま上が
る。

内面 ナデ調 整。外 面パ ケ調整 。 底部 に黒 斑が

残存 。

910 〃 〃
（11 ．0）

9 ．0

〃 内外面 ともパケ 目が一部 に残 存。 内面 黒色 。

911 〃 高杯

24 ．6

（2 ．9）

杯 部 か ら外傾 しての びる口綾 部。

端 部 は丸 く仕上 げ られ、 水平 にな

る。

器 面 は摩耗 が著 し く、調 整不 明。
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

9 12 S R 7 高杯

－
ハ の字状 に開 く脚部 。裾部 で さ ら 裾 部 ヨコナデ 。内面 へ ラ削 り　 外 1 ～ 5 mm大 の

（7 ．9）

11 ．0

に開 き、 端部 で水平 をな す。 ○面へ ラ磨 きとナデ調 整。 底部接 合

は粘 土板 充填 法に よる。

砂粒 を多 く含

む。

9 13 〃 小型土 器

－
あげ底 の底部 。胴部 か ら底 部 は張 内面 指頭 圧痕 とナデ調 整。外 面 ハ 内面 黒色。

（5 ．0 ）

3 ．0

り出す。 ケ調 整 とナデ調 整。

9 14 〃
手づ くね

土器

2 ．8

6 ．3

4 ．1

2 ．6

平底 の底 部。胴 部 はその ま ま上 が

り中位で 最大径 を なす。 口縁部 は
直立 し、端 部 は丸 い。 頸部 に刺突
文。

内外 面 ともナ デ調整 と指頭圧 痕。

915 S R 9 ・＝土ご．竺E

14 ．8

（8 ．0）

内傾 して上 が る胴部 か ら、 な めら

か に外反 す る口緑部。 端部 は外傾

す る面 をなす。頸 部 に2条 のへ ラ描
沈線 。

口緑 部 ヨ‘コナ デ。他 はナ デ調 整。

916 〃 〃

2 0 ．0

（7 ．0）

外反 す る口緑部。 口緑 外面 に粘土
帯 を貼 付 する。端 部下端 にへ ラ状

原体 に よる刻 目。

l

内面 ナデ調 整。他 は不 明。

917 〃 〃

14 ．8

（7 ．0）

短 く直 立す る頸部 か ら、 外傾 す る

口緑部 。端部 は外傾 す る面 をなす。

口緑部 に粘土 帯 を貼 付す る．。

口緑部 ヨコナデ。他 は ナデ調整 。

918 S R 9 士宝互
（4 ．3）

5 ．4

あげ底 気味 の底部。 底部 は約 1 cm
立 ち上 が る。

内外 面 と もナ デ調整 。

9 19 〃 〃
（5 ．7）

8 ．8

平 底の底 部。 胴部 はその ま ま立 ち

上 が る。
器面 は摩耗 が等 し く、調整 不明 。

9 20 〃 高杯

22 ．2

（3 ．3 ）

杯 部か ら直立 す る口緑部。 端部 に

1条 の凹線 文。 外面 に3条 の凹線文
を施 す。

〃

92 1 〃 〃

26 ．4

（5 ．3 ）

浅 い杯部 か ら稜 をもって外 反す る

口緑 部。端 部及 び休部 との境 に1条

の擬 凹線 文 を施 す。

〃

92 2 〃 〃
（6 ．9 ）

大 き く開 く脚部 。 内面 しぼ り目が 残存。 他 はナデ調
整。 底部接 合 はへ ソ状 粘土 充填 に

よる。

第26表　遺構出土石器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長
計測値　 最大幅
（cm ，g ） 最大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 ・ 備　　 考

923 S T 18 石斧

6．0

6．8

4 ．0

190．0

緑色岩

大型蛤刃石斧。刃部付近しか残存 していない。
刃部のみ研磨されている。断面は楕円形 を呈
す。

924 S D 3 〃

9．0

7．2

4．4

362．0

〃

太型蛤刃石斧。刃部付近 しか残存 していない。
刃部は研磨 されていなく、調整痕が残存する
のみ。断面は楕円形を呈す。

－191－



挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

最 大長
計測値　 最 大幅

（cm ，g ） 最 大厚
重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

9 25 S T 9 石 斧

15 ．1

8 ．6

4 ．4

1010 ．0

緑 色岩

大型蛤 刃石 斧基部 が欠損 す る。側辺 部 と中央

部 が部 分的 に研磨 され てい るのみ で、刃 部 は

かな り敲打痕 が残 る。 断面 は楕 円形 を呈 す。

9 26 S T 3 〃

15 ．0

8 ．5

6 ．3

1380 ．0

〃

太型蛤 刃石斧 。基 部が 欠損 する。側 辺 と刃部
を研磨 して い る。 刃部 は一部 剥離 して いる。
裏 面 に調整痕 が残 存。

9 27 S T 4 〃

9 ．3

2 ．5

2 ．5

120 ．0

結 晶片 岩

柱 状 片刃石斧 とみ られ る。基 部約 ％が残存 。

‘全面 を研磨 し、右 側辺部 に扶 りを研 磨 によ り
作 りだす。

9 28 S R l 〃

3 ．9

2 ．0

0 ．7

8 ．4

蛇紋岩

扁平片 刃石 斧で、 刃部付 近約 ％が残 存。全 面
を研磨 し、刃 部 は右 上が りに約 7 mm 2段 につ く

られ てい る。

9 29 S T 9 〃

5 ．1

‘泥岩

扁平片 刃石 斧。約 ％が残 存。 全面 を研磨 し、 実用品 で はな

0 ．5

1 ．2

5 ．6

刃部 は左 上 が りに約6mm つ くり出 す。 い とみ られ る。

93 0 S R l 〃

3 ．8

4 ．9

1 ．3

29 ．4

蛇紋岩

扁平片 刃石斧 。約 ％が残存 。 全面 を研磨 し、

刃部 は左上 が りに約 5 mm つ くり出 す。

9 31 S D 3 〃

6 ．5

4 ．3

1 ．9

100 ．0

貢岩

扁平片 刃石斧 。基 部が 欠損 してい る。全面 を
研 磨 し、刃部 は左 上が りに約 8 mm つ く り出す。－

刃部 は部分 的 に破 損 してい る。

l

9 32 S R l 〃

6 ．4

泥岩

扁平 片刃石 斧。全 面 を研 磨 して いる。刃部 は 完形。 実用 品

5 ．8

2 ．0

47 ．3

左上が りに約 1 cm をつ くり出す。基 部か ら中
央部 にか けて、扶 りをつ く り出 してい る。

でな い とみ ら
れ る。

9 33 、　〃 〃

6 ．7

3 ．7

1 ．6

61 ．0

緑色岩

扁平 片刃石 斧。裏 面約 ％が 欠損す る。側 辺部

か ら中央部 にか けて全 面が研 磨 されて いる。
刃部 は両端 が摩滅 してい る。

9 34 ． S R 7 〃

4 ．0

4 ．1

1 ．0

29 ．5

蛇紋岩

扁平片 刃石 斧。基 部が 欠損 して いる。全面 を

研 磨 して いる。表 面 には部分 的 に敲 打痕 が残
存 。

9 35 S R 8 〃

7 ．7

3 ．7

1 ．1

64 ．0

〃

大型 の扁平 片刃石 斧。部 分的 に欠損 す る以 外

は残存 。全面 を研 磨 してい る。．刃部 は ほ とん

どが破 損 してい て、残存 していな い。

9 36 S R l 〃

10 ．8

6 ．0

2 ．3

220 ．0

緑 色岩

環 状石 斧の未 製品 であ る。 中央 部 に表裏 か ら
円孔 を穿 とう とした痕跡 が残 る。周 辺部 には

調 整痕 が荒 く残存 。

9 37 〃 〃

11 ．6

6 ．3

3 ．0

355 ．0

〃

／／
9 36 に比 べ 調

整 は丁寧 に行
われ てい る。

938 S R l 〃

10 ．6

8 ．7

2 ．7

340 ．0

〃

環状石 斧。 中央部 に表裏 か ら円孔 を穿つ段 階

で割 れた とみ られる。 周辺部 に は大 剥離 の痕
が荒 く残存 。

939 〃 〃

1 1．8

3 ．3

4 ．5

380 ．0

〃

柱状両 刃石 斧。基 部が 欠損 す る、 断面が 方形

を なす。全 面 を研 磨 し、刃部 は両 方 に斜 め に

つ くられ る。刃 部両端 をや や摩滅 す る。 l
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挿 図番 号 遺 構番 号 器　 種

最 大長
計 測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

9 40 S R 4 石 斧

8 ．3

4 ．8

2 ．5

175 ．0

千枚 岩

両刃 石斧 。基部 が欠損 す る。 断面 は隅 丸方形

をなす。全 面 を研 磨 し、刃部 は両 方 に斜 め に

つ くられ る。刃 部両端摩 滅 する。

94 1 S R l 〃

9 ．8

6 ．5

2 ．9

350 ．0

緑色岩

両刃石 斧。 基部 が欠損 す る。 断面 は楕 円形 を
呈 す。 全面 を研磨 し、 刃部 は両 方 につ くられ

るが、 摩滅 し、丸 くな って いる。

942 S K 4 3 〃

11 ．8

5 ．3

3 ．0

30 0 ．0

〃

両 刃石 斧。側 辺部 の一部 と刃部 が研磨 され て

いる以外 は、 調整痕 が荒 く残 る。刃部 もい く
分 破損 して いる。

943 S R 4 〃

7 ．1

4 ．0

1 ．8

82 ．0

緑色 片岩

両 刃石斧 。基部 の み残存。 基部 は丸味 を有 し、
中央 部 に向か って太 くな ってい る。全 面研磨
してい る。 割 目は 自然 画 とな ってい る。

944 S T 15 〃

10 ．0

2 ．8

1 ．9
粘 板岩

両刃石 斧。 中央部 を境 に半分 が欠損 す る。全
面 を研 磨 してい る。 基部 、刃部 とも摩滅 し丸

くな ってい る。断面 楕 円形 を呈 す る とみ られ
る。

8 6 ．0

945 S T 7 〃

11 ．3

3 ．0

1 ．7

80 ．0

頁 岩

両刃 石斧 の割 を再 利用 した もの とみ られ る。
表面 は丸 味が あ り、全 面 を研 磨 して いる。裏

面 は平 らで、全面 を研磨 してい る。刃部 には
敲打痕 が残 存。

94 6 S T ll 〃

12 ．5

4 ．2

2 ．0

170 ．0

粘板岩

両刃石 斧。 全面 を研 磨 して いる。側 辺部 は研
磨 によ り平 らになる。 刃部 は敲打痕 が部 分的

に残 り、丸 くな って いる。

ほぼ完形。

947 S T 2 〃

13 ．8　 へ

6 ．3

4 ．0

4 55 ．0

砂岩

両 刃石 斧 とみ られ る もので、表 面部 分的 に研
磨 され てい る。先端 部 には敲打 痕が残 存 す る。

948 S K 7 〃

15 ．1

5 ．7

4 ．0

660 ．0

緑色 片岩

両 刃石斧 。刃部 は端 部が大 き く破 損 して いる。
基部 に は挟 りをつ くり出 して いる。断 面隅丸
方形 を呈 す。

94 9 S T 6 〃

4 ．7

1．5

0 ．9

9 ．3

粘板 岩

小型 の両刃 石斧 であ る。 基部 が欠損 す る。刃
部 は斜 め上 が りにつ くられ る。断面 楕 円形 を

呈 し、 全面 を研磨 して い る。

95 0 S R 5 〃

4 ．9

2 ．1

0 ．9

2 ．3

千枚岩

〃

951 S R l 〃

4 ．8

1 ．1

0 ．9

1 3 ．5

頁 岩

〃

952 〃 〃

7 ．4

1．9

1．1

22 ．7

千枚 岩

細 長 い小型 の両刃 石斧 であ る。基部 が欠 損す ・

る。 刃部 は斜 め上 が りにつ くられ る。断 面楕
円形 を呈 し、全面 を研磨 してい る。

95 3 S R 7 〃

7 ．8

1 ．0

1 ．2

12 ．7

貢岩

細 長 い小型 の両刃石 斧 であ る。 割 を再 利 用 し
た もの とみ られ、 片理面 が残存 し、部 分 的に
研 磨す る。刃部 は斜 め につ くられ部 分的 に欠

損 す る。

954 S T 2 叩石

10 ．5

9 ．3

°　3 ．1

535 ．0

砂 岩

凹 石の類 で ある。両 面中央 部 に敲打痕 が浅 く
残存 。河 原石 を利用 した もので あ る。 断面 楕

円形 を呈 す。

平 面形 は円形

を呈す。
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

最大長
計測値　 黄大幅
（cm ，g ） 貴大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

9 55 S T 4 叩石

7 ．0

砂岩

凹石 の類 であ る。 片面 中央部 にか な り浅 い敲 平面形 は 円形

6 ．5

2 ．7

215 ．0

打痕 が残存 。河原石 を利 用 した もので ある。
断面楕 円形 を呈す 。

を呈 す。

9 56 〃 〃

15 ．0

9 ．2

4 ．5

600 ．0

〃

〃 〃

9 57 〃 〃

10 ．2

16 ．8

4 ．2

540 ．0

〃

〃 〃

95 8 〃 〃

12 ．0

11 ．6

5 ．8

1305 ．0

〃

凹石 の類 で ある とみ られるが、 か な りの部 分
が欠損 して いる。両 面 に敲打痕 が残存 す る。
大 きな河原石 を利用 した もの であ る。

95 9 〃 〃

10 ．7

〃

凹石 の類 で ある。 片面 中央部 と周辺部 に敲 打 平 面形 は円形

9 ．2

4 ．2

595 ．‾0

痕 が残存 。河 原石 を利用 した もので あ る。 断

面 楕 円形 を呈 す。

を呈す。

96 0 〃 〃

10 ．3

8 ．9

3 ．4

4 65 ．0

〃

凹石の類 で ある。両 面中央 部 と周辺部 に弱 い

敲 打痕 が残存 。河原 石 を利 用 した もので ある。
断面楕 円形 を呈す。

〃

96 1 S T 6 〃

10 ．5

8 ．1

2 ．3

305 ・q

〃

凹石の類 で ある。片 面中央 部 と周辺部 に弱 い
敲 打痕 が残存 。河原 石 を利 用 した もので ある。
断面楕 円形 を呈す。

〃

962 〃 〃

9 ．2

8 ．8

4 ．4

522 ．0

〃

〃 〃

963 S T lO 〃

13 ．5

10 ．2

4 ．1

7 90 ．0

〃

〃 〃

964 S T ll 〃

8 ．8

7 ．9

3 ．4

33 0 ．0

〃

凹石の類 で ある。両 面中央 部 に弱い敲打 痕 が
残存 。河 原石 を利用 した もので あ る。 断面楕

円形 を呈 す。

〃

965 S T 13 〃

10 ．2

9 ．9

3 ．2

48 0 ．0

〃

凹石の類 であ る。 片面中央 部 と周辺部 に弱 い
敲 打痕が 残存 。河 原石 を利用 した もの で ある。

断 面楕 円形 を呈す。

〝

966 〃 〃

12 ．7

9 ．6

3 ．5

6 02 ．0

〃

凹石 の類 で ある。両面 中央 部 と周 辺部 に敲打
痕 が残存。 河原 石 を利 用 した もであ る。 断面
楕 円形 を呈 す。

〃

967 S T 15 〃

9 ．8

9 ．4

3 ．9

54 0 ．0

〃

〝 〃

968 S T 18 〃

11 ．2

9 ．0

4 ．2

6 10 ．0

〃

凹石 の類 で ある。両面 中央 部 に弱 い敲打 痕が
残存 。河 原石 を利用 した もので ある。 断面楕

円形 を呈 す。

〃

969 S T 19 〃

7 ．2

5 ．8

2 ．7

167 ．0

〃

凹 石の類 で ある。片面 中央 部 と周辺部 に弱 い
敲 打痕が 残存。 河原石 を利 用 した もの であ る。

断 面楕 円形 を呈 す。

〃
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挿図番 号 遺構 番号 器　 種

最 大長

計測値　 最大幅
（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

9 70 S K 7 叩石

10 ．2

砂岩

凹石 の類で あ る。 片面 中央部 と周辺部 に弱 い 平 面形 は円形

9 ．5

4 ．2

560 ．0

敲打痕 が残存 。河 原石 を利 用 した もので ある。

断面楕 円形 を呈 す。

を呈す 。

9 71 S K lO 〃

9 ．0

8 ．5

3 ．8

4 10 ．0

〃

凹石 の類 で ある。 両面 中央部が 大 き く凹 んで

い る。 河原石 を利 用 した もの であ る。 断面楕
円形 を呈す。

〃

97 2 〃 〃

11 ．2

10 ．4

3 ．5

58 0 ．0

〃

凹石 の類 で ある。 片面 中央部 に弱い敲打 痕 が
残 存。 周辺部 に敲打 による大 きな剥離 が残存 。

河 原石 を利用 して い る。

〃

973 岳 K 59
〃

10 ．2 ．

8 ．2

3 ．7

465 ．0 ．

．〃

凹 石の類 で ある。片 面中央 部 と周辺部 に弱 い
敲打 痕 が残存。 河原石 を利 用 した ものであ る。
断面 楕 円形 を呈 す。

〃

974 S R l 〃

1 1．0

10 ．5

2 ．1

380 ．0

〃

凹石 の類 であ る。両面 中央 部 に敵 打痕 が残存 。
河原 石 を利 用 した もので ある。 断面扁平 な楕

円形 を呈 す。

〃

975 S R 5 〃

9 ．7

9 ．0

2 ．4

310 ．0

〃

〃 〃

9 76 S T 15 〃

19 ．1

10 ．2

3 ．3

260 ．0

〃

石 槌で はない か とみ られ る。左側 辺部 を 中心

に敲打痕 が残在 す る。基部 は握 りや すい よ う

に細 くな って いる。 断面や や扁平 な楕 円形 を
呈す。

完 形。

9 77 S せ 1 〃

6 ．5

4 ．3

4 ．1

150 ．0

〃

先端以 外 を研磨 してい る。 先端 部 に敵 打痕 が
残 存。 断面 円形 を呈 す。

〃

9 78 S T 4 〃

8 ．2

4 ．6

2 ．7・

143 ．0

貢岩

先 端以外 を研磨 してい る。 先端 部 に弱い敲 打

痕 が残存 。断 面楕 円形 を呈 す。
〃

97 9 S K lO 〃

10 ．0

7 ．7

3 ．1

35 0 ．0

砂岩

先 端部 はか な り使用 され た とみ られ、 平 らに

・な り、敲 打痕 が残存 す る。 断面 楕円形 を呈 す。

98 0 S T 4 〃

11 ．5

7 ．2

4 ．0

47 2 ．0

〃

先端 部 に弱い敲 打痕 が残存 。河原 石 を使 用 し

た もの とみ られる。 断面楕 円形 を呈す 。

98 1 S R l 〃

9 ．9

2 ．2

1 ．0

35 ．5

緑色 岩

細長 く扁平 な もので、 全面 を研磨 してい る。
両端 部 に弱い敲 打痕 が残存 。断面 楕 円形 を呈

す。

982 S T 13 ． 〃

12 ．5　 一

3 ．9

1．5

103 ．0

頁 岩

扁平 で棒状 を呈 す る もので 、片面 の みに丁寧

な研 磨が施 され て いる。先端 部 に敲打痕 が残
存。 基部 に向か って細 くなる。

983 S K 9 〃

12 ．2

4 ．9

2 ．4

227 ．0

砂岩

棒状 を呈 す るもので ある。両 端部 に弱 い敲打

痕が 残存。 河原 石 を利 用 した もの であ る。
完形 品。

984 S R l 〃

11 ．4

4 ．2

3 ．6

270 ．0

砂岩

（細 粒）

棒状 を呈 する もので ある。先端 部が磨 り減 り
平 らにな ってい る。河原 石 を利 用 した もので、

断面 円形 を呈 す。

／J
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挿 図番 号 遺 構番号 器　 種

最大長

計測 値　 最大幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

985 S T 18 叩石

12 ．7

5 ．2

2 ．5

255 ．0

砂岩

・（細 粒 ）

棒状 を呈 す る もので あ る。 両端部 に弱 い敲打
痕が 残存。 河原 石 を利用 した もので断 面三 角

形 を呈す。

完形 晶。

986 S T 13 ノ／

9 ．9

4 ．2

3 ．6

24 0 ．0

砂 岩

棒状 を呈 す るもので あ る。 先端 部 は敲 打 によ

り、 剥離 して いる。 全面 を研磨 す る。 断面 円
形 を呈す 。

987 S T 14 〃

14 ．4

4 ．6

2 ．3

267 ．0

〃

棒状 を呈 す る もの であ る。 両端部 に弱 い敲打
痕 が残存。 河原 石 を利用 した もので、 断面 ほ

ぼ楕 円形 を呈 す。

988 S R 7 ノ1

12 ．0

4 ．5

3 ．9

460 ．0

岩質 片岩

棒状 を呈 す る もので あ る。 先端 部が 一部磨 り

減 って いる。部 分的 に研磨 す る。断面 ほ ぼ円
形 を呈す。

989 S T 13 〃

12 ．9

5 ．8

2 ．2

185 ．0

砂 岩

棒状 を呈 す る もの であ る。 左側辺 部 が欠損 す
る。 先端部 は外 湾 し、敲打 痕が残 存 する。表
面 は部分 的 に研 磨す る。

990 〃 〃

16 ．4

6 ．1

3 ．2

51 0 ．0

〃

棒状 を呈 す る もので あ る。 両端部 は外 湾 し、
敲打 痕が残 存 す る。 基部 か ら％ 弱の側 辺部 が

や や細 くな ってい る。断面 楕 円形 を呈 す。

991 S T 9 〃

9 ．2

5 ．3

12 ．0

7 1 ．3

〃

扁平 叩石 とみ られ る。表面 にはほ ぼ自然面 が

残存 し、裏 面 には大 剥離面 が残 存す る。一 部
表面 も剥 離 してい る。

992 S T 15 〃

11 ．0

8 ．3

1 ．8

155 ．0

〃

〃

993 〃 ．〃

16 ．1

9 ．0

．2 ．0

38 5 ．0

ノ／

扁 平叩石 とみ られ る。表 面 は主 に自然画 が残

存 す るが、裏 面の剥 離 の影 響 で側辺 部が かな

り剰離 して いる。裏 面 は剥離面 を残 す。

994 S T 2 磨石

8 ．5

貢岩

全 面 を研 磨 してい る、断 面楕 円形 を呈す。 河 平 面形 は 円形

8 ．1

3 ．5

2 75 ．0

原 石 を利 用 した もので ある。 を呈す 。壁溝

よ り出土。

995 S T 4 ・〃

13 ．6

7 ．8

3 ．5

4 95 ．0

砂 岩

ノ／ 平 面形 は ほぼ
楕 円形 を呈 す。

996 S T 3 ノ／

15 ．1

10 ．0

5 ．0

1 135 ．0

／／

ノ／ 〃

997 S T lO ／／
l

11 ．7

1 ．9

4 ．3

5 12 ．0

ノ／

1／ 〝

998 〃 〃

12 ．4

6 ．4

4 ．0

390 ．0

〃

全面 を研 磨 して いる。左 側辺 部 にあ る欠損 部

も丁寧 に研磨 してい る。 断面 ほ ぼ楕 円形 を呈

す。河 原石 を利用 した もの であ る。

99 9 ノ／ 〃

14 ．5　6 ．5

3 ．2

470 ．0

〃

全面 を研磨 して いる。 断面 ほぼ楕 円形 を呈 す。

河原石 を利 用 した もの で ある。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

最 大長

計 測値　 最大 幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1 000 S T ll 磨石

7 ．5・

砂 岩

全面 を研磨 してい る。 断面 は ほぼ楕円形 を呈 平面 形 は円形

7 ．1

2 ．1

17 2 ．0

す。 河原石 を利用 した もの であ る。 を呈 す。

100 1 〃 〃

8 ．9

8 ．1

4 ．3

415 ．0　〃

〃

〃 ／1

100 2 〃 〃

9 ．8

7 ．4

4 ．7

470 ．0

〃

〃 平面形 は楕 円

形 を呈 す。

1003 〃 〃

9 ．5

8 ．7

3 ．4

385 ．0 ・

〃

〃 平面形 は ほぼ
円形 を呈す。

1004 〃 〃

9 ．5

8 ．9

4 ．5

4 95 ．0

〃

〃

10 05 S T 13 〃

13 ．0

7 ．4

3 ．6

53 0 ．0

〃

〃

100 6 S T 14 〃

6 ．8

4 ．7

3 ．7

158 ．0

〃

〃 小型 の磨石 。

100 7 〃 〃

4 ．7

4 ．4

3 ．1

85 ．0

〃

〃 小型 の磨石 。

P 9 よ り出 土。
平面 形 は円形
を呈 す。

1008 〃 〃

6 ．2

5 ．3

1．5

70 ．8

〃

〃 小型 の磨石 。
平面形 は 円形

を呈 す。

1009 〃 〃

9 ．8

8 ．3

4 ．0

460 ．0

〃

〃 平面形 は ほぼ

円形 を呈す。

1010 〃 〃

12 ．2

10 ．0

4 ．5

750 ．0

〃

全面 を研 磨 してい る。河原 石 を利用 した もの

であ る。
〃

1011 〃 〃

14 ．6

7 ．4

3 ．6

5 67 ．0

〃

全面 を研磨 してい る。 河原 石 を利 用 した もの

で あ る。 断面 ほぼ楕 円形 を呈す。

1012 〃 〃

13 ．6

9 ．0

4 ．8

8 32 ．0

〃

〝 ．

10 13 S T 14 〃

14 ．2

9 ．5

5 ．1

99 3F．0

〃

〃

10 14 S T 15 〃

5 ．4

4 ．7

1．7

57 ．0

〃

〃 小型 の磨石 で
あ る。
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

最 大長
計測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 借 ．考

1015 S T 15 磨石

10 ．2

・緑 色岩

全面 を研 磨 して いる。 断面 ほぼ楕 円形 を呈 す。 棒 状 を呈 す る

3 ．3

1 ．8

107 ．0

河 原石 を利用 した もので あ る。 もので あ る。

1016 〃 〃

10 ．1

5 ．8

2 ．0

18 6 ．0

砂岩

ノ／

10 17 S T 18 〃

11 ．2

8 ．4

3 ．1

560 ．0

〃

全 面 を研 磨 してい る。平面 形 は不 整形 を呈 す。

河 原石 を利 用 した もので ある。

10 18 S K 9 〃

9 ．1

5 ．6

1．9

160 ．0

〃

全面 を研磨 してい る。 断面 ほぼ楕 円形 を呈 す。
河原 石 を利 用 した もので ある。

1019 S K lO 〃

11 ．1

5 ．7

3 ．1

2由 ．0

〃

〃

1020 S K 21 〃

9 ．8

4 ．5

2 ．0

125 ．0

緑色 岩

／／

1021 S K 59 〃

10 ．2

7 ．8

3 ．3

3 90 ．0

砂岩

〃

1022 P 4 〃

11 ．0

9 ．6

2 ．9

4 30 ．0

〃

〃 平面形 は ほぼ

円形 を呈す 。

1023 S R 7 〃

10 ．5

3 ．9

1 ．4

105 ．0

緑 色片岩

〃 細 長 い棒 状 を
呈 す。

10 24 S T 4 小 円礫

4 ．9

2 ．7

2 ．1

4 9 ．7

砂 岩

調 整 を全 く施 さな い小 さな河原 石で あ る。
断面 ほぼ楕 円形 を呈 す。

102 5 S T 6 〃

4 ．1

2 ．9

2 ．3

37 ．7

〃

〃

1026 〃 〃

4 ．6

3 ．3

2 ．0

40 ．9

〃

〃

102 7 〃 〃

4 ．9

3 ．4

2 ．3

51 ．8

〃

〃

1028 S T 6 〃

5 ．1

3 ．8

2 ．1

57 ．3

〃

〃

1029 S T l l 〃

4 ．0

3 ．0

2 ．3

38 ．2

〃

〃
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値　 最 大 幅

（c m ，g ） 最 大 厚

重 ‘ 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1 0 3 0 S T l l 小 円礫

3 ．8 ・

3 ．3

2 ．1

3 6 ．5

砂 岩

調 整 を 全 く施 さ な い 小 さ な 河 原 石 で あ る 。 断

面 ほ ぼ 楕 円形 を呈 す 。

1 0 3 1 ノ／ 〃

4 ．0

3 ．3

2 ．5

3 8 ．9

〃

〃

1 0 3 2 〃 〃

4 ．0

3 ．3

2 ．3

4 1 ．1

〃

〃

1 0 3 3 〃 〃

4 ．5

3 ．2

2 ．4

4 8 ．2

〃

〃

1 0 3 4 〃 〃

4 ．4

3 ．3

2 ．0

4 1 ．1

〃

〃

1 0 3 5 〃 〃

3 ．9

3 ．0

2 ．2

3 5 ．2

〃

〃

1 0 3 6 〃 〃

3 ．9

3 ．5

2 ．6

4 7 ．8

　 〃

〃

1 0 3 7 〃 〃

4 ．8

3 ．4

2 ．3

5 7 ．3

チ ャー ト

〃

1 0 3 8 ノ／ 〃

4 ．2

3 ．3

2 ．5

4 6 ．8

砂 岩

〃

1 0 3 9 S T 1 3 〃

4 ．5

3 ．7

2 ．4

5 2 ．8

〃

〃

1 0 4 0 〃 〃

3 ．4

2 ．8

1 ．9

2 5 ．5

〃

〃

1 0 4 1 〃 ノ／

4 ．1

3 ．6

2 ．4

4 7 ．9

〃

〃

1 0 4 2 〃 〃

3 ．0＿

3 ．4

2 ．0

3 6 ．8

〃　 ‾

〃

1 0 4 3 〃 〃

3 ．9

3 ．2

2 ．1

3 4 ．8

〃

〃

1 0 4 4 〃 ノ／

3 ．6

2 ．9

2 ．5

3 8 ．4

ノ／

〃



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値　 最 大 幅

（c m ，g ） 最 大 厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1 0 4 5 S T 1 3 小 円礫

3 ．2

2 ．4

1 ．7

1 7 ．8

砂 岩

調 整 を 全 く施 さ な い 小 さ な河 原 石 で あ る 。 断

面 は ほ ぼ 楕 円 形 を 呈 す 。

1 0 4 6 〃 〃

3 ．1

2 ．5

1 ．6

1 6 ．8

〃

〃

1 0 4 7 〃 〃

4 ．0

3 ．0

1 ．9

3 2 ．2

〃

〃

1 0 4 8 S T 1 4 〃

4 ．5

2 ．8

2 ．3

3 9 ．9

〃

〃

1 0 4 9 〃 〃

4 ．7

2 ．0

2 ．7

4 8 ．1

〃

〃

1 0 5 0 〃 〃

3 ．9

2 ．5

2 ．0

3 0 ．3

〃

〃

1 0 5 1 〃 〃

3 ．4

3 ．3

2 ．4

3 7 ．7

〃

〃

1 0 5 2 〃 〃

3 ．6

2 ．4

1 ．8

2 1 ．3

〃

〃

1 0 5 3 〃 〃

4 ．5

3 ．2

2 ．7

4 8 ．4

〃

〃

1 0 5 4 〃 〃

3 ．9

2 ．9

2 ．3

3 2 ．4

〃

〃

1 0 5 5 〃 〃

5 ．2

3 ．0

2 ．0

4 2 ．3

〃

〃

1 0 5 6 〃 〃

4 ．1

3 ．4

2 二8

5 3 ．8

〃

〃

1 0 5 7 ノ／ 〃

3 ：8

2 ．8

2 ．6

3 5 ．8

〃

〃

1 0 5 8 〃 〃

4 ．1

3 ．2

2 ．1

3 4 ．5

〃

〃

1 0 5 9 〃 〃

4 ．4

3 ．2

2 ．0

3 8 ．3

〃

〃
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

最大長
計測 値　 最大幅

（cm ，g ） 最大厚
重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1060 S T 14 小 円礫

4 ．9

3 ．7

2 ．3

59 ．7

砂岩

調整 を全 く施 さない小 さ な河 原石 で ある。断
面 はほぼ楕 円形 を呈す。

106 1 〃 〃

3 ．9

2 ．8

2 ．6

42 ．9

〃

〃

1062 S T 15 〃

4 ．9

3 ．2

2 ．7

57 ．5

〃

〃

1063 〃 〃

3 ．0

〃

調整 を全 く施 さない小 さな河 原石 であ る。断 平面 形 もほぼ

2 ．1

2 ．5

24 ．5

面 はほぼ 円形 を呈 す。 円形 を呈 す。

1064 〃 〃

4 ．1

3 ．2

2 ．4

4 3 ．9

〃

調整 を全 く施 さない小 さな河 原石 であ る。断
面は ほぼ楕 円形 を呈 す。

10 65 〃 ノ／

4 ．2

． 2 ．6

2 ．4

36 ．4

〃

調 整 を全 く施 さな い小 さな河原 石 であ る。 断

面 は ほぼ円形 を呈 す。

10 66 〃 〃

4 ．8

3 ．4

1 ．5

3 6 ．7

〃

調 整 を全 く施 さな い小 さな河原 石で あ る。 断

面 はやや 扁平 な楕 円形 を呈 すム

10 67 〃 〃

5 ．2

2 ．7

2 ．2

4 2 ．5

〃

調 整 を全 く施 さな い小 さな河原石 で ある。 断
面 は ほぼ楕 円形 を呈 す。

10 68 〃 〃

3 ．7

2 ．5

2 ．2

27 ．5

〃

〃

10 69 〃 〃

5 ．0

3 ．4

2 ．2

6 5 ．5 ＿

〃

調 整 を全 く施 さな い小 さな河原 石で あ る。 断
面 は ほぼ円形 を呈 す。

10 70 S T 18 〃

3 ．6

3 ・写

2 ．3

3 7 ．3

〃

調 整 を全 く施 さな い小 さな河原石 で ある。 断

面 は．ほ ぼ楕 円形 を呈 す。

10 71 〃 〃

3 ．6

2 ．9

2 ．3

3 5 ．1

〃

〃

10 72 〃 〃

4 ．6

3 ．1

2 ．7

5 1 ．7

〃

調整 を全 く施 さない小 さな河原石 で ある。 断

面 ほぼ 円形 を呈 す。

10 73 〃 ノ／

3 ．4

3 ．1

2 ．3

3 1 ．1

〃

調整 を全 く施 さな い小 さな河 原石 で ある。 断

面 はほ ぼ楕 円形 を呈 す。

10 74 ノ／ ノ／

4 ．8

2 ．8

2 ．3

44 ．4

ノ／

ノ／
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

最 大長
計測値　 最 大幅

（cm ，g ） 最 大厚
重　 量

材　 質 ・ 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1075 S T 16 小 円礫

4 ．5

3 ．2

2 ．1

45 ．6

砂岩

調整 を全 く施 さない小 さな河原 石 であ る。 断

面 はほぼ楕 円形 を呈 す。

1076 〃 〃

4 ．5

3 ．1

2 ．1

4 2 ．0

〃

〃

10 77 〃 〃

4 ．5

2 ．9

2 ．3

42 ．6

〃

〃

1078 P 5 〃

3 ．5

2 ．7

1 ．9

27 ．8

〃

〃

1079 〃 〃

4 ．2

2 ．7

2 ．2

39 ．5

〃

〃

1080 〃 〃

4 ．2

3 ．6

2 ．2

46 ．5

〃

〃
4

1081 S T 5 砥石

9 ．2

〃

表 裏両 面 と右 側面 の 3 面 を使用 してい る。 そ ほぼ完 形で あ

4 ．7

3 ．4

328 ．0

れぞれ 中央部 が凹 んで いる。表 面 は割 合滑 ら

かで ある。
る。

1082 S T 6 〃

7 ．3

4 ．3

3 ．0

120 ．0

〃

右 側面端 部 のみ使用 してい る。 使用 面の み滑

らか で、他 は破損面 が その まま残存 す る。

1°083 〃 〃

10 ．9

3 ．9

3 ．5

3 3 ．4

軽石

中央部 の一部 のみ を使 用 して いる。表 面 には

無 数の気 泡が あ く。

1084 〃 〃

11．4

7．7

5 ．9

125 ．0

〃

〃

1085 S T 7 〃

6 ．1

3 ．8

3 ．4

97 ．0

砂岩

1 面 のみ を使用 して いる。大 部分 が欠損 す る。

1086 S T 3 〃

10 ．0

5 ．8

3 ．2

40 ．3

軽石

中央部 の一部 の みを使用 して い る。 表面 には

無数 の気泡 があ く。

1087 S K 59 〃

11 ．1

4 ．7

3 ．4

2 07 ．0

砂岩

中央部 と右側 面の 2 面 を使 用 して いる。使 用
面で は中央 に内湾 して いる。

1088 S D 3 〃

10 ．2

6 ．2

4 ．6

343 ．0

砂岩
（粗粒 ）

表 裏両 面 と右 側面 の 3 面 を使用 している。表

裏 両面 を主 に使用 して いて、 中央が 凹んで い

る。

1089 S R l 〃

4 ．7

2 ．6

1 ．9

4 5 ．0

砂岩

（細粒 ）

小 型の箱 形 をなす砥 石で、 表面 と両側 面の 3
面 を使用 してい る。 それ ぞれ 中央が 凹んで い

る。使用 面 は滑 らかで ある。

－202－



l

挿 図番号 遺 構番 号 器　 種

最大 長
計 測値　 最大 幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1090 S R 7 砥 石

11 ．7

6 ．3

3．0

385 ．0

砂 岩
（細 粒）

表裏 両面 の 2 面 を使用 してい る。 それ ぞれ 中

央やゞ 凹 んで いる。使用 面 は滑 らかで ある。

1091 S T 13 〃

9 ．3

1 1 ．5

3 ．2

47 0 ．0

砂 岩

表面 の み 1 面 を使用 して いる。使 用面 は中央

がや や凹 んで い る。又 、両 面中央 部 に弱い敲
打痕 が残存 。

10 92 S T 14 〃

16 ．2

7 ．7

7 ．5

13 10 ．0

〃

1 部 のみ が残存 。表 面の みの 1 面 を使用 して

い る。中央 が やや凹 んで いる。又 、部 分的 に
弱 い敲打痕 が残 存。

1093 S T 15 〃

9．2

・7．0

3 ．4

283 ．0

〃

1 部 のみが 残存 。片面 の みを使用 して い る。
使用 面 は平 らで 滑 らかで ある。

109 4 〃 〃

8 ．3

10 ．6

4 ．6

460 ．0

〃

1 部 のみが 残存。 表裏 両面 と両側 面の 4 面 を
使用 して いる。使 用面 は平 らで滑 らか であ る。

1095 S K 2 〃

10 ．8

7 ．0

5 ．2

665 ．0

砂岩

（ア ルコー ル質）

表裏両 面の 2 両 を使 用 して いる。使 用面 は中

央が やや凹 み、滑 らか であ る。

109 6 S T 6 〃

29 ．5

砂岩

河原石 をその まま利 用 した もので、 主 に表 裏 床 面直 上 か ら

14 ．2

8 ．6’

5 500 ．0

両面 の 2 面 を使用 して いる。使 用面 は割合 滑

らか で、部 分的 に凹んで い る。

出土。

1097 〃 〃

27 ．5

12 ．5

8 ．8

3200 ．0

〃

河原石 をその まま利 用 した もので、 主 に表 裏

両面 の 2 両 を使用 して いる。使 用面 で は円形

に凹 んだ部 分が ある。

〃

109 8 S T 8 〃

22 ．5

13 ．3

5 ．0

2200 ．0

〃

河原 石 をその まま利用 した もので、 主 に表 裏
両面 の 2 面 を使用 して い る。又 使用 面 には弱

い敵 打痕が 残存 する。

109 9 〃 〃

32 ．0

〃

河原石 をその まま利用 した もので、 3 面 を使 床面 直上 か ら

20 ．0

9 ．5

7600 ．0

用 してい る。た だ し、使 用痕跡 は少 な い。 出土。

110 0 S T 13 〃

12 ．2

〃

約％ が欠損 して いる。河 原石 を利 用 した もの 叩石 として も

13 ．8

6 ．6

1302 ．0

で、表 裏両面 を使 用 してい る。部 分的 に敲打
痕が残 存す る。

使 用 され た と

み られ る。

110 1 S T 14 〃

18 ．7

25 ．3

7 ．9

4 200 ．0

〃

河原石 を その まま利用 した もので、 表裏両 面

を使用 して い る。 部分 的 に使 用 された とみ ら
れ、 凹みが散 在 する。

110 2 S T 16 〃

27 ．2

〃

河原石 を その まま利用 した もので、 表裏両 面 叩石 として も

23 ．1

5 ．8

4 500 ．0

を使用 してい る。 又両面 中央部 を中心 として、
多数敲 打痕 が残存 す る。

使 用 された と

み られ る。

110 3 S R l 石包 丁

5 ．5

貢岩

半 月形直線 刃形 態 を呈 す。 刃部 は表面 で大 き 約 ％ が欠損 す

3 ．6

0 ．8

20 ．8

く研 ぎだ し、裏 面に も小 さ く傾 斜 す る面 をも

つ両 刃状 であ る。背部端 が 欠損。 2 穴 を穿孔
す る。

る。

11 04 〃 〃

7 ．4

千枚 岩

半 月形直線 刃形態 を呈 す。 刃部 は表面 で大 き 約％ が欠損 す

4 ．1

0 ．8

33 ．8

く研 ぎだす 。休部 両面 とも剥 離敲 打痕が 残存 。

背部端 が 欠損。 2 穴 を穿孔 す る。

る。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

＿最 大長
計 測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1 105 S R l 石 包丁

7 ．7

千 枚岩

半 月形直 線刃形 態 を呈す 。佳部 両面 と刃部 を 刃部 を中心 に

3 ．9

0 ．5

14 ．0

中心 に剥 離、 欠損 して いて調整 は不 明瞭。 背
部 で は研磨 され た部分 が 一部 残存 。2個 の 紐
穴 。

約 ％が 欠損 す

る。

1 106 〃 〃

9 ．9

3 ．8

0 ．7

4 7 ．5

〃

半 月形直 線刃形 態 を呈す 。刃部 は片 刃で あ り、
両端 部 がか な り摩滅 してい る。 背部 は部分 的

に剥離 して いる。紐 穴 は表 裏か ら穿孔 され る。

ほぼ完形 。

1 107 S R 4 〃

9 ．3

頁岩

半 月形直 線刃形 態 を呈 す。刃部 は片 刃で一 部 刃 部 を中心 に

4 ．1

0 ．7

31 ．8

しか残存 して いな い。背 部 は中央が 欠損 する。

体 部表面 に は剥 離痕 が残存 。2穴 を穿 孔す る。

欠損す る。

11 08 S R l 〃

9 ．5

〃

半 月形直 線刃形 態 を呈す。 刃部 は両刃 状 をな 右 側辺部 が欠

4 ．1

0 ．8

3 8 ．3

す。 両側 辺部 か ら背 部 にかけ て も斜 めに研磨

され る。 休部表 面 は部分 的に剥 離 してい る。
2穴 を穿 孔す る。

損 す る。

110 9 〃 〃

9 ．3

緑 色岩

半 月形直 線刃形 態 を呈す。 刃部 は欠損 してい 右 側辺部 か ら

5 ．3

0 ．7

4 9 ．5

て不 明。 2 個 の紐孔 を穿孔 しよ うと してや め、

左側 辺部 に決 りをつ くり出 して い る。 体部 両
面 とも剥 離 してい る。

刃 部 にか けて

欠損。

11 10 〃 〃

9 ．5

貢 岩

長方 形 直線刃 形態 を呈す 。刃部 は片 刃で 2 段 部 分的 に剥離

4 ．7

0 ．8

56 ．6

に砥 ぎ出され てい る。休部 は斜 方向 に研 ぎ出

され る。紐穴 は表裏 か ら穿孔 されて いる。

す る以外 は残
存 。

11 11 〃 〃

7 ．6

〃

半 月形直線 刃形 態 とみ られる もので、 刃部 は 約 ％が 欠損す

5 ．0

0 ．6

30 ．6

片 刃で ある。背 部 は垂直 に研磨 され てい る。

双孔 は表 裏か ら穿孔 され る。

る。

1 112 S T 2 〃

7 ．6

3 ．9

0 ．8

35 ．2

千枚岩

直線 刃形 態 を呈 す るが背 部の形 態 は欠損 して

いるた め不明 。刃部 は片 刃で斜 め に砥 ぎ出 さ
れ る。体 部 は横 、縦 方 向の研磨 。1個 の紐穴 。

11 13 〃 〃

9 ．4

4 ．3

0 ．8

4 7 ．3

〃

長方 形直線 刃形 態に属 す る とみ られ る。刃部

は両 刃で 、それ ぞれ斜 め に研 ぎ出され る。休
部は 斜め 、縦方 向の研磨 。 1 個 の紐穴 が穿孔
され る。

完 形。

11 14 〃 〃

11 ．4

5 ．0

1 ．1

8 5 ．0

貢岩

右 側 辺部 が欠損 す るが半 月形直 線刃形 態 とみ

られ る。 刃部 は端部 で両 刃 となる。体 部 は斜
め方向 の研磨。 1 個 の紐 穴が穿 孔 され る。

11 15 S T 12 〃

5 ．2

9 ．0 ・

1 ．9

6 1 ．4

〃

長 方形直 線刃形 態 を呈す 。刃部 は両 刃状 であ

る。背部 、両側 辺部 が部 分的 に欠損 す る。体
部 両面 に敲打痕 と剥 離が残 存。 1 個 の紐穴 。

11 16 S T 13 〃

4 ．1

8 ．9

1 ．2

59 ．8

〃

未製 品 であ るため形 態 は不 明瞭 。 1 個 の紐穴

を両 面 か ら穿孔 した痕 跡 あ り。表 面 に も剥 離
跡 が荒 く残存。

1 117 S T 15 〃

9 ．3

5 ．1

1 ．3

77 ．0

千 枚岩

未製 品 であ るため形 態 は不 明瞭 。 1 個 の紐 穴

を両面 か ら穿孔 した痕跡 あ り。 表面 に も剥 離
跡 が荒 く残存。 両側 辺部 に挟 りをつ くり出 し

てい る。

1118 〃 〃

11 ．1

〃

半 月形直 線刃形 態 を呈す 。刃部 は両 刃状 をな 左 側辺部 が欠

4 ．8

0 ．7

59 ．6

し、 中央 右寄 りに剥 離が み られ る。 背部 も斜

めに研磨 され てい る。休 部中央 部 に紐 穴 を穿
孔 す る。

損 。

1119 S R l

l

〃

6 ．1

5 ．4

0 ．9

38．．1

緑 色岩

半 月形 直線刃 形態 に属 す とみ られ る。外部 両

刃状 をな し、端 部 が磨 り減 ってい るた め、 や
や外湾 気味 とな る。 紐穴 は 1 個 穿孔 され てい

た とみ られ る。

約 ％が 欠損。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

貴大 長

計測 値　 最大 幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1 120 S T 13 石 包丁

3 ．7

3 ．7

0 ．6

8 ．8

緑色 岩

直線 刃形 態 を呈す る とみ られ る。刃部 は 片刃

で 、斜め に短 く研 ぎ出 される。休 部 には敲 打
痕 が残存 す る。紐穴 は 1 個 穿孔 され た とみ ら
れ る。

約2／。が 欠 損。

1 121 S R l 〃

6 ．3

貢 岩

直線 刃形 態 を呈 す る とみ られ る。 刃部 は片 刃 刃部 約 ％が残

1 ．5

0 ．5

7 ．4

で あ るが 、摩滅 してい るため丸 くな る。又 、
端部 が磨 り減 って いるた めやや外 湾気 味 とな

る。

存 。

1 122 〃 〃

4 ．2

2 ．8

0 ．9

12 ．7

〃

体部 は一 部の みが残存 。表 面 は研 磨 されて い

る部 分 と剥離面 とが あ る。 紐穴 は 1 個表 裏 か
ら穿孔 されて い る。

1 123 S R 6 〃

4 ．9

4 ．2

0 ．7

13 ．0

〃

半 月形 直線 刃形態 を呈す るとみ られ る。 刃部

は片刃 しか残 存 してい ない。 背部 も斜 め に研
ぎ出 されて いる。紐 穴 は 1 個 穿孔 されて いる。

約 ％強が 欠損。

112 4 S R 7 〃

3 ．6

3 ．7

0 ．7

13 ．9

〃

直線 刃形態 を呈 す る とみ られ る。 刃部 は片刃 、
端部 が磨 り減 ってい るた めやや外 湾気 味 とな

る。 紐穴 は 1 個 穿孔 され てい る。

〟

112 5 S T 2 〃

8 ．8．

粘板 岩

長方形 直線 刃形態 を呈 す。 刃部 は両刃 で端部 刃部 か ．ら体 部

5 ．2

0 ．9

55 ．7

が磨 り減 ってい る。表裏 両面 とも調整痕 が荒

く残存 す る。側辺 部 に扶 りをつ くり出 す。

にかけて の約
％が 欠損。

112 6 S T 5 〃

8 ．9

4 ．4

1 ．0

51 ．1

貢岩

長方 形直線 刃形態 を呈 す。 刃部 は両刃状 で あ
る。 背部 に調整痕 が残存 す る。側 辺部 に扶 り

を大 き くつ く り出す。

112 7 S T 6 〃

7 ．9

4 ．5

1．5

76 ．2

緑色 岩

長方 形直線 刃形態 を呈 す。 刃部 は片刃 であ る

が、 か な り剥離 して いて、 ほ とん ど残 って い
な い。体部 に も剥 離が み られ る。 両側辺 部 に
扶 りをつ くる。

1 12 8 S T lO 〃

8 ．0

千枚 岩

長 方形 直線 刃形態 を呈す 。刃部 は両 刃 で斜 め 1 穴 の石包 丁

4 ．4

0 ．8

46 ．7

に大 き く研 ぎ出 され る。 左端部 が磨 り減 って

い る。両側辺 部に挟 りをつ くり出す 。

の割 を再利 用

した もの で あ
る。

1 12 9 S T 14 〃

8 ．6

3 ．41

，0 ．7
27 ．4

粘板 岩

長 方形直線 刃形 態 を呈 す。 刃部 は両刃 で、 中
央右 寄 りの部分 でか な り刃 穀が み られ る。休

部 には大 剥離面 が残存 。両側 辺部 に挟 りをつ
くる。

1 130 S K lO 〃

7 ．6

5 ．2

0 ．8

40 ．9

貢岩

半 月形直 線刃形態 を呈 す る とみ られ る。刃部

は両 刃で斜め に研 ぎ出され る。休 部 にはか な
り剥 離面 が残存 。側辺 部 に 2 個 の挟 りをつ く
る。

約 ％が欠損 。

1 131 S K 4 5 〃

7 ．7

〃

長方 形直線 刃形 態 を呈 す。 刃部 は片刃 で端部 裏面 中央部 に

4 ．4

1．3

64 ．4

が磨 り減 り、外 湾気 味 となる。 背部 もやや外
湾 す る。 両側辺 部 に大 きな挟 りをつ くる。

紐穴 を穿孔 し

よう とした痕
跡 が 2 つ残 存。

1 132 S R l 〃

8 ．9

2 ．9

0 ．9 ．

29 ．1

〃

長 方形直 線刃形 態 を呈 す。 刃部 は両刃状 で端
部 が磨 り減 り、 外湾 気味 とな る。体 部 には調

整痕 が残存 。両 側辺 部 に挟 りをつ くる。

1 133 〃 〃

8 ．4

4 ．3

0 ．9

3 7 ．3

千枚 岩

半 月形直 線刃形 態 を呈す。 刃部 は両刃 で 、そ

れ ぞれ斜 めに研 ぎ出され る。休部 両面 には 大
きな剥離 面が残 存。 左側辺 部に浅 い操 りをつ

くる。

ほぼ完形 。

1134 S R 4 〃

9 ．9

4 ．7

1 ．0

56 ．1

〃

長 方形直 線刃形 態 を呈 す。 刃部 は両刃 で両端
部 が摩 り減 ってい て、外薄 気味 とな る。体 部

両面 に剥 離が残 存。 左側辺 部 に挟 りをつ．くり
出す。

〟
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

最大 長
計 測値　 最大 幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1 135 S R l 石 包丁

8 ．8

4 ．8

1 ．4

6 7 ．7

貢岩

長方形 直線 刃形態 を呈 す。刃 部 は片刃 で中央

が摩 り減 ってい て、内湾 気味 となる。裏 面 に
は剥離 痕が 多 く残 る。両 側辺 部 に扶 りをつ く
り出 す。

ほぼ完形 。

1 136 S R 4 〃

5 ．4

4 ．2

1 ．0

38 ．6

千 枚岩

長 方形直 線刃形 態 を呈す。 打製 の石 包 丁で刃

部 に は細 か な剥 離面 が残存 。休 部両面 に は剥
離 痕が荒 く残 る。左 側辺部 に扶 りをつ くる。

1 137 S T 12 〃

12 ．0

3 ．8

1 ．1

7 3 ．3

・砂 岩

長 方形直線 刃形 態 を呈す。 打製 の石包 丁で、
大 剥離面 が残 る。刃 部 には調整 はあ ま り加 え

られて いな い。 両側辺 部 に扶 りをつ くり出 す。

ほぼ完形 。

11 38 S R 7 〃

15 ．0

3 ．7

0 ．8

45 ．‘2

千枚 岩

長 方形直線 刃形 態 を呈 す。打 製 の石包 丁で大

剥離 面が残 る。 刃部 はか な り剥離 してい る。
両側 辺部 に挟 りをつ くり出 す。

〝

113 9 〃 石 鉄

3 ．1

0 ．9

0 ．3

1 ．4

貢岩

磨製 の石鉄 で ある。基 部が 欠損す る。先 端部

は鋭 利で あ る。 両側辺 部 はそれ ぞれ斜 め方向
か ら研磨 され ていて、 中央 に稜 を もつ。

1140 S R l 〃

3 ．8

1 ．0

0 ．4

2 ．7

〃

磨製 の石鉄 で ある。先 端部 は一部 剥離 する。
中央 部 は横 方 向か らの研磨 に よ り平 らにな る。

両側 辺部 はほ ぼ垂 直 に研磨 す る。

114 1 S T 2 ゲ

4 ．0

1 ．1

0 ．6

2 ．4

粘板 岩

磨製 の石鉄 で ある。先 端部 と基部 が欠損 す る。
両側 辺部 はそれ ぞれ斜 め方 向か ら研 磨 されて

い て、中央 に稜 を もつ。

1142 S R l 〃

5 ．0

1 ．0

0 ．6

2 ．7

千枚 岩

磨製 の石鉄 とみ られ る もの であ るが、表 面が

か な り風化 してい るため、加 工痕 は不 明で あ
る。

114 3 S T 5 〃

3 ．7

1 ．2

0 ．5

3 ．0

粘板 岩

磨製 の石鉄 で ある。先 端部 か ら中央部 にか け

て 欠損す る。表 面 は横 方向 か ら研磨 されて い
て平 らにな る。 基部 は両側辺 か らの研磨 に よ －
り扶 りをつ くる。

1144 S R 8 －　〃

6 ・．1

1 ．2

0 ．5

3 ．3

貢岩

磨製 の石鉄 で ある。先 端部 を欠損 す る。 中央
部 には両側 辺部 か らの研磨 に よ り稜 をつ くる。

基部 に はそれ ぞれ 3 個 の逆刺 をつ くる。

1145 S R 7 〃

3 ．6

2 ．0

0 ．2

1 ．8

〃

凹基 式の磨製 石鉄 で ある。表裏 両面 とも研 磨

され 平 らにな る。 逆刺 はか な り意識 的 に作 出
され た ようで、一 方 の決 りしか残存 していな

い。

1146 S T 6 〃

2 ．2

1 ．6

0 ．5

1 ．0

サヌ カイ ト

平基式 の打製 石鉄 で ある。表裏 両面 ともに両
側辺部 に細 かな調 整剥 離が加 え られて いる。
裏面 には大 剥離面 が一部 残存 。

1147 S T 13 〃

1 ．5

1 ．5

0 ．2

0 ．5

〃

平基 式の打製 石鉄 で ある。表裏 両面 ともに両

側辺部 に細 かな調 整剥離 が加 え られ てい る。
表裏両 面 と もに大 剥離面 が残存 す る。

1148 〃 〃

2 ．3

1 ．6

0 ．4

1 ．5

〃

平基 式の打製 石鉄 で ある。表裏 両側 辺部 に細

か な調整剥 離が加 えられて いる。両 面 中央部
に は三角形 状の大 剥離 面が残存 。

1149 S T 15 〃

2 ．1

1 ．3

5 ．0

0 ．8

〃

平基 式の打 製石鉄 で ある。表 裏両側 辺部 に細

か な調整剥 離が加 えられて いる。裏 面 中央部

に三 角形状 の大剥 離面 が残存 。
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▼

挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

最 大長
計測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1150 S T 18 石鉄

1 ．5

1 ．3

0 ．5

0 ．7

ー　サヌ カイ ト

平基 式の打 製石 鉄で あ る。 全辺部 にやや荒 い

調整 剥離 を加 えてい る。裏面 に は大 剥離面 が
残存 す る。

1151 S T 4 ノ／

3 ．7

2 ．0

0 ．6

4 ．0

〃

平基式 の大 型打製 石鉄 で ある。全辺 部 に細 か
な調整 剥離 を加 えて いる。 両面 中央 には大剥

離面 が若干 残存 する。

1152 S R l 〝

3 ．2

2 ．4

0 ．4

2 ．9

〃

平基式 の大型 打製 石鋲 であ る。両側 辺部 のみ

に細 かな調 整剥離 を加 えて いる。他 は荒 い剥
離 によ り形 態 を ととの えて いる。

1153 S T 2 ノ／

2 ．3

1 ．4

0 ．4

1 ．1

〃

凹基式 の打製 石鉄 で ある。全 辺部 に調整 剥離
を加 えて いる。両 面 に大 剥離 面が残 存。右 側

の扶 りがや や強 くは りだ す。

1154 S T 13 〃

3 ．0

2 ．1

0 ．6

2 ．0

‘ノ／

凹 基式 の打製 石鉄 であ る。側辺 に は部 分的 に
調 整剥 離 を加 え てい るのみで ある。両 面 に大

剥 離面 が残存 。挟 りは弱 い。

1 155 S T 15 〃

2 ．3

1 ．6

4 ．0

1 ．3

〃

凹基 式 の打製 石鋲 であ る。両側 辺部 に細か な

調整 剥離 を加 えて いる。 両面 に大剥離 面が残

る。 挟 りに は調 整剥 離 はあ ま り加 えてい ない。

1 156 〃 ノ／

2 ．4

1 ．6

0．4

1．1

〃

凹基 式 の打製石 鉄で あ る。 全辺 に細 かな調整
剥離 を加 え る。 両面 中央 に大剥 離面 が残存。

挟 りは弱 い。

1 157 〃 〃

2 ．5

1．9

5 ．0

2 ．2

ノ／

凹基式 の打 製石 鋲で ある。 両側辺 部 にはあ ま

り細 か な調 整剥 離 は加 えていな い。先端 部 は
や や丸 くな ってい る。 両面 に大剥 離面 が残 る。

1 158 S T 18 〃

2 ．1

1．7

0 ．4

1．3

〃

凹基 式 の打 製石 鉄で ある。 全辺 に細 か な調整
剥離 を加 えて いる。両 面 に大 剥離 面が残 存。

挟 りは意識 的 に作 出 してい る。

115 9 〃 ノ／

1．7

1．7

0．4

1．3

ノ／

ノノ

1 16 0 S K 4 ノ／

2 ．1

1 ．3

0 ．3

0 ．5

〃

〃 右側 の挟 りが
欠損 す る。

1 16 1 S R l 〃

2 ．0

1 ．1

0 ．4

0 ．6

〃

凹基式 の打 製石 鉄で ある。両 側辺 部 に細 か な
調整剥 離 を加 えてい る。裏面 中央 に三 角形状

の大剥 離面 が残 る。

116 2 〃 ／／

2 ．2

1．5

0 ．3

0 ．9

〃

凹基式 の打製 石鉄 で ある。全 辺 に細 かな調 整

剥離 を加 えてい る。両面 中央 に三 角形状 の大
剥離面 が残 る。挟 りは意 識的 。

116 3 〃 〃

2 ．4

1 ．4

0 ．3

0 ．9

〃

凹基式 の打製 石鉄 で ある。側 辺部 に細か な調
整剥離 を加 え る。 両面 中央、 特 に裏 面 に大 き

な大剥 離面 が残存 。挟 りは意 識的。

116 4 〃 〃

2 ．8

1 ．4

0 ．4

1 ．2

ノ／

凹基式 の打 製石鉄 で ある。右側 辺部 約1／。が欠
損 してい る。側 辺部 に細 か な調整 剥離 を加 え

る。挟 りは意識 的 に作 出す。
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挿図 番号 遺構番 号 器　 種

最大 長

計 測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1 165 S R l 石鋲

2 ．3

1 ．5

0 ．3

0 ．9

サ メカ イつ、

凹基式 の打製 石鉄 であ る。全辺 に細 かな調 整
剥 離 を加 える。両面 中央 に大剥 離面 が残存 。

挟 りは意識的 に作 出す。

116 6 ノ／ 〃

2 ．5

1 ．5

0 ．4

1 ．2

ノ／

ノ／

116 7 ／／ ／／

2 ．9

1 ．0

0 ．6

1 ．8

ノ／

〃 右 側 の挟 りが

欠損。

116 8 〃 ノ／

2 ．8

1 ．7

0 ．4

1 ．4

ノノ

ノ／

1169 ノ／ ノ／

2 ．3

1 ．9

0 ．7

2 ．8

チ ャー ト

凹 基式 の打製 石鋲 であ る。 全面 に細 かな調 整 ．
剥 離 を加 え てい る。 挟 りは意識 的 に作 出 され

る。 先端 部 と挟 りは丸 くな ってい る。

1170 ／／ ノ／

1 ．9

1 ．9

0 ．4

1 ．0

サ ヌカ イ ト

凹 基式 の打製石 鉄 であ る。 全辺 に細 かな調 整
剥 離 を加 えてい る。 挟 りは意識 的 に作 出 され、

外 にひ らい てい る。

先 端部 が欠損 。

117 1 ノ／ 〃

3 ．4

1．6

0 ．3

1 ．0

ノ／

凹基 式の打 製石 鉢 であ る。 中央 部か ら先端 部

にかけ て細 く作 られ 、挟 りは外 にひ ら く。 全
辺 に細か な調整 剥離 が加 え られ て いる。

1172 S R A
ノ／

1 ．9

1 ．3

0 ．3

0 ．6

ノ／

凹 基式 の打製 石鉄 であ る。全辺 に細 かな調 整
剥 離 を加 え てい る。 裏面 中央 に木剥 離面 が残

存。 扶 りは意識 的 に作出 す。

1173 ノ／ ノ／

．2 ．0

1 ．4

0 ．3

0 ．6

〃

凹基 式 の打製石 鉄 であ る。 全辺 に細 かな調 整

剥離 を加 え てい る。 両面 に大剥 離面 が一部残
存。 挟 りは意識 的 に作出 す。

1174 〃 ノ／

2 ．5

1．4

0 ．4

1．2

／ノ

凹基 式の打 製石 鋲 であ る。 側辺 部 に細 か な調
整剥 離が加 え られ てい る。 両面 に三 角形状 の

大剥 離面 が残存 。挟 りは意 識的 。

1175 ノ／ ノ／

2 ．2

ノ／

凹基 式の打 製石 鉄で ある。 全般 に粗雑 な調整 左側 の挟 りが

1．4

0 ．4

0 ．9

剥離 を加 え る。 両面 中央 に大 剥離 面が 一部残
存。 挟 りは意識 的 に作 出す。

欠損 。

1176 ノ／ ／／

2 ．1

1 ．9

0 ．2

0 ．7

ノ／

凹基 式の打 製石鉄 で ある。 全般 にやや荒 い調
整剥 離 を加 え る。 裏面 中央 に大剥 離面 が残存 。
大 き く張 り出 した挟 りは丸味 が ある。

1177 〃 ノ／

2 ．0

ノ／

凹基 式の打 製石鉄 で ある。 全辺 に細 か な調整 先端 部 と右 側

1 ．9

0 ．4

1．0

剥離 を加 える。裏 面 に大剥離 面が 残存。 挟 り

は大 きく張 り出 して いる。

の挟 り端部 が
欠損 。

1178 S R 6 ノ／

1 ．8

〃

凹基 式の打 製石 鉄で ある。 全般 にやや荒 い調 左側 の扶 りが

1 ．7

0 ．6

1 ．0

整剥 離 を加 える＿。挟 りは意識 的 に作 出され る。
右側 辺部 中央が 剥離 よ り凹 む。

欠損 。

117 9 S R 7 ノ／

2 ．0

1 ．5

0 ．4

0 ．6

ノ／

凹基 式の打 製石 鉄で あ る。 全辺 に細 かな調整

剥離 を加 え る。 両面 中央 に大剥昭 面が 残存。
挟 りは意識 的 に作出 す。
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l t I

挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

最大 長
計測 値　 最大 幅

（cm ，g ） 最大 厚
重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

118 0 S R 7 石 鉄

．3 ．1

1 ．5

0 ．4

1 ．7

サ ヌカイ ト

凹基 式の打 製石 鋲で ある。側 辺部 中心 に細 か

な調 整剥離 を加 え る。 両面 中央 に三 角形状 の
大剥 離面 が残存 。挟 りは意識 的。

118 1 S T 5 〃

4 ．3

2 ．5

0 ．5

5 ．2

ノ／

凹基 式の大 型打製 石鉄 で ある。側 辺部 中心 に

やや 荒い調 整剥離 を加 え る。 両面 中央 に大剥
離面 が残存 。挟 りは弱 い もので ある。

1 18 2 S T 6 ノ／

4 ．1

ノ／

凹基 式の左 型打製 石鉄 で ある。側 辺部 中心 に 左側 の挟 りが

2 ．4

0 ．6

4 ．5

や や荒い調 整剥 離 を加 え る。 両面 中央 に大剥
離面 が残存 。挟 りはやや意識 的 に作 出 す。

欠損 。

1 18 3 S R l ノ／

4 ．8

2 ．3

0 ．4

5 ．1

〃

凹基 式の大 型打製 石鉄 であ る。全辺 に割 合紳

か な調整剥 離 を加 える。両面 中央 に三角 形状
の大剥 離面 が残存 。挟 りは意識 的。

〃

1184 S R 7 ノ／

3 ．7

2 ．1

0 ．4

3 ．0

ノノ

凹基式 の大 型打製 石鉄 であ る。全辺 にや や荒

い調整 剥離 を加 える。両 面 中央 に大 剥離 面が
やや残 存。決 りは弱 い。

1185 S T 4 ノ／

3 ．2

1 ．1

6 ．0

1 ．5

〃

凸基無 茎式の打 製石 鉄で あ る。 大剥離 面 を残

さず に全 面 に細 か な調整剥 離 を加 える。基 部

は尖 ってい る。

1186 S R 7 ノ／

3 ．0

1 ．4

0 ．5

1 ．8

ノ／

凸基有 茎式 の打製石 鉄 であ る。 側辺 部 を中心

にや や荒い調 整剥 離 を加 え る。 両面 中央 に大
剥離面 が残存 。茎 部 は細 い。

1187 S R l 〃

・3 ：4

1 ．6

0 ．5

2 ．1

ノ／

凸基有 茎式 の打製 石鉄 であ る。 側辺 部 を中心

にや や荒 い調 整剥 離 を加 え る。 両面 中央 に大
剥離面 が残存 。茎 部 は細 長 くな ってい る。

1188 ． S T ll ノ／

4 ．1

1 ．6

0 ．6

3 ．1

〃

凸基有 茎式の打 製石 鉄 であ る。 全辺 に細 かな
調 整剥 離 を加 えて い る。 両面 中央 に大 剥離 面

が残存。 茎部 は短 く丸 くな ってい る。

1189 S R l 石錘

5 ．8

4 ．9

3 ．2

135 ．0

砂岩

平面形 は円形 、断面 形 は楕円形 を呈 す るもの

で、全 面 を丸 く調整 してい る。 中央 部 に幅 6

m皿の深 さ1 ．5cm の溝 を巡 らしてい る。

1190 S T 4 〃

8 ．0

2 ．4

0 ．8

29 ．1

緑 泥片岩

細 長 く、扁平 な石錘 で、 全面 を研磨 してい る。‘

両端部 に 2 個 1 対 の挟 りを作 出 してい る。
一部 欠損。

119 1 S R l 紡錘 車

直 径4 ．6

全 厚0 ．3

重量 （g ）10 ．0
頁岩

円形 を呈 す る もの とみ られ る が約 1／2が欠 損

す る。 中央部 に 円孔 を両 面か ら穿 ってい て、
片面 には別 の穿孔 の痕が あ る。 周辺 部は斜 め

に研磨 す る。

1192 S T 14 勾 玉

2 ．5

0 ．8

0 ．6

2 ．1

蛇紋岩

淡 緑色 を呈 する もので ある。扁 平な休 部 はC

字 状 をなす。頭 部 の円孔 は両面 か ら穿 孔 され

てい る。部 分 的 に打 痕が残 存。

119 3 S T 14 ノ／

3 ．0

1．1

0 ．9

6 ．8

〃

淡 緑色 を呈す る もので ある。や や厚 みの ある
休 部 はC 字状 をな す。頭 部円孔 は両面 か ら穿

孔 され てい る。部分 的 に磨 きの こし部 分 があ
る。

1194 S T l l 管 玉

長　 さ　 1 ．1

径　　 0 ．4
孔 の径　 0 ．2
重 量 （g ）0 ．3

碧 玉

両端部 がや や欠損 してい る。全面 を丁寧 に研

磨 し、円 孔は両端 部か ら穿 孔 され てい て接す

る部 分で小 さ くな ってい る。
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挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

最大 長
計測 値　 最大 幅

（cm ，g ） 最大 厚
重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1 19 5 S T 12 管 玉

長　 さ　 0 ．7
径　　 0 ．3

孔 の径　 0 ．2

重量 （g ）0．2

碧 玉

や や小型 の管玉 で ある。全面 を丁寧 に研磨 し、

円孔 は両端 部 か ら穿孔 され ていて、 接す る部
分 で、や や小 さ くな ってい る。

119 6 S R l 〃

長　 さ　 0 ．6

径　　 0 ．3
孔 の径　 0 ．2
重量 （g ）0 ．1

〃

小型 の管 玉で ある。全 面 を丁 寧 に研 磨 し、 円

孔 は一方 の端部 か ら穿 孔 されてい る。
約％ が欠損 す

‾る。又 、端部
が摩滅 して い

る。

1197 S T 1 8 ガ ラス玉

長　 さ　 0 ．4
径　　 0 ．3

孔 の径　 0 ．2
重量 （g ）0 ．1

ガ ラス

不透明 の コバル ト ・ブルー色 を呈 す。 円筒 形

をな し、 円孔は一 方の端 部 か ら穿孔 され てい
る。表 面 はやや起 伏す る。

1198 〃 〃

長　 さ　 0 ．6
径　　 0 ．6

孔 の径　 0 ．2
重量 （g ）0 ．3

〃

不透明 の コバル ト ・ブ ルー色 を呈す 。や や大

きく、 不整楕 円形 を呈 す。 円孔 は一 方の端 部

か ら穿 孔 されて いる。表 面 はやや起伏 す る。

1199 S R 9 〃

長　 さ　 0 ．6
径　　 0 ．4

孔 の径　 0 ．2
重量 （g ）0 ．1

〃

不 透明 の コバ ル ト ・ブ ルー色 を呈す。 やや 扁
平 な形 を呈 す。 円孔 は一 方の端 部か ら穿孔 さ

れてい る。表 面 は滑 らかで ある。

1200 S T 15 不明

11 ．0

1 ．7

0 ．9

19 ．3

粘 板岩

両端 部 が鋭利 に作 出され てい る。断面 三角 形
を呈 し、 1 つの側面 を丁寧 に研磨 してい る。
他 の 2 面 も研磨 す るが、剥 離面 が残 る。

1201 S T 4 〃

15 ．8

4 ．2

3 ．4

355 ．0

砂岩

棒状 を呈 し、 断面 円形 に近 い方形 をなす。全

面 を研磨 し、端 部 は丸 いが細 く作 出 してい る。

一 方の端 部 は欠損 する。

第27表　遺構出土金属器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長
計測値　 最大幅
（cm，g ） 最大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1202

l

S T 14 鉄鉄

6．8

1．1

0．2

4．2

鉄

先端部 と基部が欠損している。全体に鋳化が
著しく、縞は不明瞭であり、扁平で薄い鉄身
をなす。

1203 S T 4 鉄鎌

8．2

2．3

0．2

12．8

ノ／

全体に鋸化が著しい。刃部は内湾しているが、
刃毀していて、不明瞭である。鋲は割合 しっ
かり残存している。

1204 S T 18 不明

6．8

6．3

0．3

280．0

ノ／

全体に錬化が著しい。扁平な方形をなす板状 ・
の製品である。
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在

第I層　黒褐色粘質土

第Ⅱ層　炭化物混黒色粘質土

第Ⅲ層　茶褐色粘質土
（SR7）

4m

DL＝7．60m「，．▼l　－　Ⅰ　一十一　　‥1－一一一二∃

第42図　ST1
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I　　Ⅲ

I　　　Ⅲ

C－「二二⊆二二二豊こ』湛⊇二二7－D
Ⅲ

第I層　黒褐色粘質土

第Ⅱ層　茶褐色粘質土

第Ⅲ層灰閏等崇．ピット）

第Ⅳ層黄閏哲監）

G＿

第43図　ST2　DL＝7・60m
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C
9　－　　　　I

第I層　暗褐色粘質土

F　　第Ⅱ層　黒褐色粘質土

第Ⅲ層　淡黄褐色粘質土

第Ⅳ層　茶褐色粘質土

第Ⅴ層　青灰色粘土

4m

DL＝7．60m　ヒ二二「一一一→－一一一一一二二∃

第44図　ST3・4
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I　　　　　　Ⅲ

A　－一、二二一二

I　Ⅳ　Ⅲ ⅢⅡI　Ⅱ　ⅣⅢ　　Ⅲ

Ⅵ　ⅦⅣⅣ

Ⅳ　Ⅸ工　Ⅳ

－　B

第工層　暗褐色粘質土　　第Ⅵ層　灰暗褐色砂質土（SR7）

第Ⅱ層　黒褐色粘質土　　第Ⅶ層　褐灰色砂質土（SR7）

第Ⅲ層　灰色粒砂土　　　第Ⅷ層　褐灰色枯質土（中世ピット）

第Ⅳ層　灰色荒砂土（SR7）第Ⅸ層　灰黄褐色粘質土（中世ピット）

第Ⅴ層　褐色粒砂土（SR7）
DL＝7．60m

第45図　ST5
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第I層　暗褐色粘質土

第Ⅱ層　黄色砂性粘質土

第Ⅲ層黄色砂性粘質土（炭化物混入）
第Ⅳ層　黒褐色粘質土

第Ⅴ層褐灰色粘質土（中世ピット）

Ⅱ　　　Ⅱ　　　　　ⅡA」事‾B
Ⅱ　Ⅱ

C‾」で遠道二二二工遥＝＝二二二丁－D

DL＝7．60m

第46図　ST6
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Ⅱ　　Ⅱ　I　　Ⅱ　　Ⅷ　Ⅲ　　Ⅱ

Ⅱ　　　　　　　ⅣⅧⅣ

⊥敲Ⅱフ碁岩』』‾D
E－　　　工 Ⅱ　Ⅳ　　　Ⅱ　　　Ⅱ

第I層　淡黄暗褐色粘質土

第Ⅱ層　時褐黄色砂性粘質土

第Ⅲ層　時褐黄色粘質土

第Ⅳ層　黄色砂性粘質土（炭化物混）

第Ⅴ層　黄暗褐色粘質土

－F　第Ⅵ層暗褐黄色粘質土（尉ヒ物混）
第Ⅶ層　暗褐色粘質土

第Ⅶ層　褐灰色粘質土（中世遺溝哩土）

－H

‾‾一一一　一　′‥一・一一　′「　　′一一ヽ

し′　UU　）

／、′‾

第47図　ST7・8
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1

1
I

L

IⅡIⅡIⅡⅡ

Al造豊』⊆紅B　第I層黒褐色粘質土

第Ⅱ層黄撃欝禦）
－F

第I層　明茶褐色粘質土

DL＝7・60m　ヒェコ－．－．「一一一＿＿＝∃m

第48回　ST9・10
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第工層　黄茶褐色粘質土

第Ⅱ層　暗茶褐色粘質土

第Ⅲ層　黄褐色粘質土

第Ⅳ層　淡黄褐色粘質土

DL＝7．60m

第49図　STl1
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荘

ⅣIⅢ　　　Ⅵ

C＿　　　　Ⅵ

Ⅱ B

第I層　黒褐色粘質土

第Ⅱ層　青黒色粘質土

第Ⅲ層　黄褐色粘質土

D　第Ⅳ層　灰色粘質土（撹乱）

霊芸雲書芸孟苫芸孟土日現代の掘込み）

「－1「‾‾‾‾‾…「子‾ノ

E－ ーF

DL＝7・60m　　』＝［二二一「TT一一十－二二∃m

第50図　ST12
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第工層　暗茶褐色粘質土

第Ⅱ層　暗褐色粘質土

第Ⅲ層　黄褐色粘質土

第Ⅳ層　青灰色砂質土

第Ⅴ層　黒茶褐色砂質土

第Ⅵ層黒褐雪鵠
第Ⅶ層　茶褐色砂性粘質土

（SK53）

第51図　ST13
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才
第工層　暗茶褐色粘質土

第Ⅱ層　茶褐色粘質土

第Ⅲ層　黄茶褐色粘質土

第Ⅳ層　黄褐色砂質土
第Ⅴ層　黄灰砂土

Ⅲ　　ⅢⅣ　ⅡⅢ

A一意芸道主圭＝亘＝墓藁去7二日

Ⅲ

C二∈ミ＝≡≡〒芦三三三；∃≡≡；≠≡≡≡＝車D

DL＝7．60m

第52図　ST14・15
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疎喜
u I

刀

SK57の哩土

第工層　暗褐黄色砂性粘質土

第Ⅱ層　暗褐色粘質土
（炭化物混入）

第Ⅲ層　暗褐色粘質土

第Ⅳ層　黄暗褐色砂性粘質土

C二ここ

A－　　　　　　　　　　Ⅱ　　　　－B

三三……幸
Ⅴ　　Ⅲ Ⅳ　　ⅤⅢ　ⅡⅣⅤ　Ⅲ

－D

I　Ⅱ　　Ⅱ　Ⅱ　　　　　　Ⅱ　ⅡⅥⅢⅡIⅡ　Ⅴ　　　　　　　　　VE二車‾F
Ⅱ

－H　芸孟雲豊富慧冨孟性粘質土

DL＝7．60m

第Ⅲ層　暗褐黄色砂性粘質土

第Ⅳ層　黄赤暗褐色粘質土

第Ⅴ層　淡黄赤暗褐色粘質土

第Ⅵ層褐雪鴇嘗㌔）

4m

第53図　ST16・17
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E－　Ⅳ　Ⅴ　－F

‾「伊

第I層　茶褐色粘質土

第Ⅱ層　黄茶褐色粘質土

第Ⅲ層　赤褐色粘質土

第Ⅳ層　青灰黒色粘質土

第Ⅴ層　赤色粘質土

第Ⅵ層　黒褐色枯質土

Ⅱ　　Ⅳ　　　　　　I

Ⅱ　　　Ⅲ

C‾1＝蓋＝墓－D

DL＝7．60m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

第54図　ST18
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Ⅴ　Ⅵ　Ⅶ Ⅹ　　　　　Ⅳ
Ⅹ　　　工

第I層

第Ⅱ層

第Ⅲ層

第Ⅳ層

第Ⅴ層

第Ⅵ層

第Ⅶ層

第Ⅶ層

第Ⅸ層

第Ⅹ層

吉

暗褐色粘質土

黄褐色砂性粘質土

票票霊芝芸芸土日sR9）
灰褐色荒砂土

褐灰色粒砂土

黄灰色粒砂土

灰色荒砂土

灰暗褐色砂性粘質土

（SR7）

黄褐灰色粘質土（中世遺構埋土）

4m

DL＝7．60m　　－Ll，1111　　　　　　　　」

第55図　ST19
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A＿　　ⅡⅢ　Ⅳ mXYl刀Ⅵ　ⅩⅨ　　Ⅲ　I

荏

I

G‾‾二㌢＝［＝アニーH

SK64の埋土
第工層　黒褐色粘質土

B

DL＝7．60m

第I層

第Ⅱ層

第Ⅲ層

第Ⅳ層

第Ⅴ層

第Ⅵ層

第Ⅶ層

第Ⅶ層

第Ⅸ層

第Ⅹ層

第刀層

F　　　第氾層

第ⅩⅢ層

第ⅩⅣ層

第ⅩⅤ層

黄暗褐色粘質土

暗褐色粘質土

黄色砂性粘質土

灰色粘質土（中世ピット）

灰黄暗褐色粘質土

暗褐灰色砂性粘質土

灰黄褐色砂質土

灰褐色砂質土

褐灰色砂質土

暗褐灰色粘性砂質土

灰色砂土

黄褐灰色粒砂土

黄褐色灰色荒砂土

灰暗褐色粒砂土

暗褐灰色荒砂土

第56図・ST20
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A「忘7云喜
SK8

SK15

A一冊爾
B耳

SK5

A　－　　　　　　　－B

A＿

」ーて亡7－－‾B

第I層　暗褐色粘質土

褐灰色粘質土

灰色荒砂土

第I層　暗褐色粘質土

‾∇7‾第I層 暗褐色粘質土

I

C‾「こ二L二7－－D

－B

第I層　茶褐色粘質土

＿B

第I層　黄褐色粘質土

第57図　SKl・3・5・8・9・13～16
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∈コ亀◎

鵬鞋

B

SK19

B

I

A一二一寸r一一B

第I層　黒色粘質土

A‾－▽三黒色粘質∴‾て二つ二層黒色粘質土

第I層　黄灰色粘質土（中世SDl）第Ⅳ層　黄褐色粘質土

第Ⅱ層　暗褐色粘質土　　　　第Ⅴ層　灰褐黄色粘質土

第Ⅲ層　淡黄暗褐色粘質土　　　第Ⅵ層　暗褐黄色粘質土

DL＝7．60m

喜

一ギアセ

「＝瑞7
第工層　黄暗褐色粘質土
第Ⅱ層　暗褐色粘質土

4m

第58図　SK18～21・23・24・27
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第工層　暗褐色粘質土
第Ⅱ層　灰褐色粘質土

第Ⅲ層　暗褐黄色粘質土
第Ⅳ層　灰暗褐色粘質土
第Ⅴ層　淡黄褐灰色粘性砂土
第Ⅵ層　茶褐色枯質土

さ、、

手云予
享

C－

‾ヽJン「

A－

鵬も

A－

－D

A一　　　　　一B

＼⊥「

第工層　黒色粘質土

‾て郡
第I層　黒褐色粘質土

Ⅱ　　　　I　Ⅱ

第I層　暗褐色粘質土

第Ⅱ層　灰黄色砂質土

第Ⅲ層　褐灰色粘質土
（中世ピット）

第工層　黒褐色粘質土

－B A－

SK42

Al碁一一日　　　Ⅱ
第I層灰黄暗舶孟諌言層灰褐色砂性粘質土

第Ⅱ層　褐灰色粘質土（中世ピット）

DL＝7．60m

第Ⅱ層　暗褐色粘質土　　　　　　第Ⅱ層　暗褐色粘質土

4m

第59図　SK30～32・37・40・42・43・48

－228－



甘A
A－

二三二

SK44

－B

－B A　－

「＝γ
第I層　黒色粘質土

A－

＼
A

二遥諾
A　－

某

：「胤
第I層　黒色粘質土

暗褐色粘質土

第Ⅱ層　黄暗褐色粘質土

A　－

SK55

懸
I

－ミこら「二

－B

第I層　黒褐色粘質土

A－

A－

SK59

「匡墓童ア二

－B
∴

耳

K63

工

A‾∵『＝⊆r＿＿一日

第I層　淡黄暗褐色砂性粘質土

第Ⅱ層　黒褐色粘質土（焼土を含む）
第Ⅲ層　黄暗褐色粘質土

DL＝7．60m

第I層　黒褐色粘質土

♂ A－　　　　　　　－B

‾‾‾「コロr‾‾

第I層　黒褐色粘質土

－B

SK67

I　　　　一日

第I層　黒褐色粘質土

第Ⅱ層　黒黄褐色粘質土

‾‾＼工＝＝＝フ‾第I層黒褐色粘質土
4m
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A二定一二三。
第I層　暗褐色粘質土

第Ⅱ層　黄暗褐色粘質土　　　E－

G二去よ
第I層　褐灰白色砂質土
第Ⅱ層　灰色粒砂土

第Ⅲ層　青灰色砂質土

1－

SD4、SXl

第I層　暗茶褐色粘質土（SXl）第Ⅴ層　淡緑灰黄色砂質土

第Ⅱ層　灰茶褐色粘質土　　　　第Ⅵ層　灰色砂土
第Ⅲ層　暗茶褐色砂質土　　　　第Ⅶ層　茶褐色砂質土

第Ⅳ層　黄灰色砂質土

Ⅵ

－J

SD7

第工層　灰黄色砂質土　　第Ⅳ層　灰色砂質土

第Ⅱ層　褐灰色砂質土　第Ⅴ層　灰暗褐色砂質土
第Ⅲ層　灰淡褐色砂質土　第Ⅵ層　黄暗褐色粘質土（SK66）

X I

第I層　灰色荒砂土　　　　第Ⅵ層　灰褐色粘性砂質土

第Ⅱ層　褐灰色砂質土　　　第Ⅶ層　灰色砂質土

第Ⅲ層　淡褐色砂質土　　　第Ⅶ層　黄灰色砂質土

第Ⅳ層　黄褐色粘性砂質土　第Ⅸ層　黄褐灰色砂土

第Ⅴ層　暗褐色粘性砂質土　第Ⅹ層　黄灰色粒砂土

Ⅵ　Ⅴ［I＋氾　　　　－P

第I層　暗褐色砂質土　　　第Ⅴ層　灰色砂土　　第Ⅸ層　暗褐色粘性砂質土
第Ⅱ層　灰色荒砂土　　　　第Ⅵ層　黄灰色粒砂土　第Ⅹ層　淡黄色粘性砂質土

第Ⅲ層　灰黄褐色粘性砂質土　第Ⅶ層　灰褐色粘質土　第刀層　灰褐色粘性砂質土
第Ⅳ層　灰黄色砂質土　　　第Ⅶ層　灰黄色粘質土　第Ⅶ層　褐灰色粘性砂質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

DL＝7．60m

第61図　SD3・4・7、SRlセクション
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第工層　灰褐色粘性砂質土

第Ⅱ層　褐黄色粘性砂質土
第Ⅲ層　黄褐色砂質土

第Ⅳ層　黄褐色粘性砂質土

第Ⅴ層　灰黄褐色粘性砂質土

第Ⅵ層　灰色砂土

第Ⅶ層　暗褐色粘性砂質土

Ⅳ1ⅢIⅡ

∪‾上』』7一二二5
第I層　褐灰色砂質土

第Ⅱ層　灰暗褐色粘性砂質土
第Ⅲ層　灰色砂土

窮Ⅳ層　灰褐色砂質土

第I層　淡黄褐灰色粘質土

第Ⅱ層　灰黄褐色粘質土

第Ⅲ層　褐色粘質土

第Ⅳ層　黒褐色粘質土（SK36）

二謹－

Q

第I層黄褐灰色粘性砂質土Ⅶ
第Ⅱ層褐灰色砂質土
第Ⅲ層暗褐色砂性粘質土
第Ⅳ層灰褐色砂質土
第Ⅴ層灰色荒砂土
第Ⅵ層黄暗褐灰色粘性砂質土

第Ⅶ層灰色粒砂土
第Ⅶ層黄暗褐灰色荒砂土
第Ⅸ層黄褐灰色粘質土（中世ピット）DL＝7．60m

Ⅶ　Ⅴ　ⅢⅣ工Ⅵ，ⅡI

第I層　暗褐色粘性砂質土

第Ⅱ屑　暗褐黄色粘性砂質土

第Ⅲ層　灰黄褐色粘性砂質土

第Ⅳ層　灰色砂土

第Ⅴ層　褐灰色砂土

第Ⅵ層　灰白色粒砂土

第Ⅶ層　褐黄色粘性砂質土

第Ⅶ層　黄褐色粘性砂質土

第Ⅸ層　灰黄褐色粘性砂質土

ⅣⅥⅡ

第I層　褐灰色砂質土

第Ⅱ層　暗褐灰色粘性砂質土

第Ⅲ層　暗褐色粘性砂質土

第Ⅳ層　灰褐色粘性砂質土
第Ⅴ層　灰淡黄色粘性砂質土

第Ⅵ層　灰色砂土

a二義「－b
第I層　灰褐色砂性粘質土

第Ⅱ層　灰色砂質土

第Ⅲ層　灰暗褐色粘質土

第Ⅳ層　灰暗褐色粘性砂土

第Ⅴ層　黄暗褐色粘性荒砂土

第Ⅵ層　灰黄暗褐色粘質土（SR9）

e一報墓元
Ⅳ

第1層　褐灰色砂質土

第Ⅱ層　灰色粒砂土

第Ⅲ層　灰黄褐色砂質土

第Ⅳ層　灰色荒砂土

第62図　SR4・5・7・8セクション
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第139図　ST16、SRl出土遺物
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第141図　ST2・12・13・15、SRl出土遺物
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第143図　SKlO・45、SRl・4出土遺物
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第144図　ST2・5・12、SRl・7・8出土遺物
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第146図　ST18、SK4、SRl出土遺物
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一一317－



5cm

⑨

◎
I

◎
1197

臥
I

㊥

1195

（り

l－　＿　　I　‾　】　　．　　．．」

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
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l

L°C．34B

1．　位置と調査経過

Loc・34Bは、空港拡張範囲の北西端部より北へ延びる水路と、道路の新設工事に伴う調査区

である。調査はLoc・34Aと同時に行われ、調査区は長さ45m、幅5mと細長いトレンチ状で

ある。調査方法としては、狭長な調査区でもあるし、同時に調査を行ったLoc．34Aにおいて、

弥生時代中期から後期の住居址群が検出されているので、当初より全面発掘を行うこととし

た。調査区の中央部は、一部家屋の跡地がかかっており撹乱されていたが、他は良好な状態で

残されており、弥生時代中期の遺構、及び中～近世の遺構を検出した。調査期間は、昭和56年

11～12月の約1ケ月間であり、調査面積は216工茸である。なお、本Loc．34Bは字名で横手と呼

ばれる所に存する。

2．　調査概要

Loc・34Bで検出された弥生時代の遺構は、土拡4基、ピット20個、水溜状遺構1基、自然流

路2条である。中央部には、北西から南東に調査区を横切る自然流路が位置しており、その北

部と南部に土拡、ピットが存在している。水潜状遺構は、Loc．34Bの南端部からLoc．34Aに

かけて調査区の西壁にかかり、検出されている。その北には、中～近世の遺構が集中し存在し

ており、弥生時代の遺構は検出されなかった。自然流路は、検出面では1条と思われたが、調

査の結果2条であった。

調査区全体の遺構配置をみると、弥生時代の遺構は北半部に存在するが、住居址などは発見

されておらず、Loc．34Aを中心とする住居址群が北へ広がる可能性は非常に少ない。

3．　層序と出土遺物

Loc．34Bの基本層序は次の通りである。

第I層　耕作土

欝Ⅱ層　床土

第Ⅲ層　茶褐色粘質土層

以上のように、第Ⅲ層茶褐色粘質土層が遺構検出面であり、弥生時代および中～近世の遺構

が同一面において検出されている。このような遺構の検出状況と、土拡（SK69）の遺物出土

状態は、中世以降に削平が行われている事を物語る。また、第Ⅳ層から第ⅩⅤ層は、水溜状遺

構と自然流路の埋土であり、粗砂から細砂の砂層が大半を占めるが、粘質土層も混存してい

る。調査区中央の撹乱は、自然流路上に大きくかかっており、特に、SR4では南半部の埋土

のほとんどが撹乱層となっている。SRlは、第I層耕作土直下において検出されている。

弥生時代の遺物は自然流路から多量に出土したが、その上面及びSR4の撹乱層中からも、
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第151図　調査区設定図
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出土しており、中世以降の遺物としては、第I・Ⅱ層中より土師質土器片、及び近世～近代の

陶磁片を若干出土したのみである。

4．　遺構と遺物

遺構は土拡、ピット、自然流路が検出されており、遺構番号はLoc・34Aからの続き番号で

ある。

土拡

SK69

SK69は、自然流路の北3mに位置し、第Ⅲ層茶褐色粘質土層上面に検出された。検出状態

において、土器が一部みえており、完掘時の土器の出土状況からみれば、約10～20cm削平され

たものと考えられる。

規模は、一辺0．6mを測る隅丸の甲ぎ正方形であり、南北にわずかに長い。深さは0・34mを

測り、断面形は逆台形を呈する。壁は直立気味にしっかりと立ち上がり、底面はほぼ平坦であ

る。長軸方向はN－440－Wを示す。埋土は、黒褐色粘質土の単一層であるが、わずかに褐色

土の小ブロックが混入している。

出土遺物は、壷1点（1）、窺1点（2）、と高杯2点（3、4）の4点であり、その他の遺

物は出土しなかった。嚢と壷が、口縁部を互いに反対方向に向け、斜めに置かれており、その

口縁部と壁の空間に高杯が、1点は横転し、他の1点は斜めの位置で出土している。壷と嚢は

口縁部から上胴部にかけて、高杯は1点（4）がほぼ1／2、他の1点（3）も杯部を2／3ほど

欠損しており、削平時に削り取られたものである。

時期的には中期Ⅲの良好な一括資料であり、その性格は、削平前には完形であったと思われ

る壷1点、蛮1点、高杯2点が整然と埋納されているところから、なんらかの祭祀に関連する

ものではないかと考えられる。

SK70

SK70は、SK69の南0．5mに隣接して検出された。検出面は、第Ⅲ層茶褐色粘質土層である。

規模は、0．64×0．56mを測り、平面形は、やや台形に近い方形である。深さは、0．28mとや

や浅く、断面形は、逆台形である。壁は、緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦であるが、中

央部がやや低くなる。長軸方向は、N－650－Eを示し、埋土は黒褐色粘質土の単一層である。

出土遺物は、少量の土器片と人の形を模したと思われる小形の決りをもつ石製品（263）が

みられる。時期は明確にできないが、埋土、周囲の遺構から中～後期の遺構と考えられ、性格

は、出土遺物からSK69と同じく祭祀に関連するものと推定される。
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SK71

SK71は、自然流路（SR4）の南壁に接し、調査区の西壁にかかり検出された。検出面は

自然流路の下面である。

規模は、検出長2．8m、幅0．8mを測り、溝状を呈すると思われる。深さは最深部で0．36mを

測り、底面は南へ低くなっている。南端部はやや細くなり、0．1mほど高くなる。断面は逆台

形をなし、壁は、一部自然流路の埋土である砂層と混ざり、不明瞭であった。長軸方向はN－

70－Wを示し、埋土は薄黒褐色粘質土である。

出土遺物はなく、時期は不明であるが、自然流路中にかかり検出されたことを考えれば、や

はり中期から後期の遺構と思われる。

SK72

SK72は、自然流路の南2．5mの位置に検出されており、やはり調査区の西壁にかかってい

る。検出面は第Ⅲ層茶褐色粘質土層である。

規模は、検出長2．4m、幅0．4mを測り、溝状を呈している。深さは0．1m前後と浅く、底面

はほぼ平坦であり、直径8cmと16cm、深さ4cmと10cmを測る小さなピットが2個存在する。長

軸方向はN－20－Eとほぼ北を示しており、埋土は黒褐色粘質土の単一層である。

出土遺物はほとんどみられず、時期は不明であるが、埋土、周辺の遺構から考えるならば、

中期から後期の遺構と思われる。なお、西壁では中世のピットと重複関係がみられる。

自然流路

SRI

SRlは、調査区の中央部で検出された自然流路の中で南に位置するものである。検出面で

はSR4とつながっており、掘り下げた結果、2条に分離された。

規模は、検出長6．4m、幅3．2mを測り、ほぼ北から南へと延びている。深さは0．65mを測

り、底面はほぼ平坦であるが、西壁側に幅0．4m、深さ0．1mの一段低い部分がみられる。断面

形は緩やかな皿状を呈し、西壁、東壁ともになだらかに立ち上がる。東壁は乱れており、一部

には幅0．8mの土拡状の掘り込みがみられ、壷（83）が横転し、ほぼ完形に近い状態で出土し

ている。また、この壷の中には小型の壷（84）が入っており、出土状況などを考えれば土鉱が

存在したのではないかと思われるが、埋土に違いはなく、自然流路と同じ砂層であり、プラン

もまったく検出されなかった。しかし、自然流路により土鉱が破壊された可能性も残されてい

る。

遺物は多量に出土しており、コンテナケース8箱ほどである。SRlおよびSR4が分離す

るまでの上面の出土遺物は、（5～65）であり、前期から後期にかけての土器がみられる。前
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期は壷（5、58）、窪（6）の3点と少ない。中期は壷（7～38、44～50）、嚢（39、40、51～

57、59～62）が出土しており、後期は壷（41～43）が存在する。他には、中期ではないかと思

われる鉢（63）と小型土器（64、65）が出土している。石器も多量に出土しており、石斧6点

（190、194、198、200、209、210）、石斧未成品1点（221）、叩石3点（226、229、230）、石包

丁未成品2点（252、253）、石鉄2点（256、258）などがみられる。

SR4から分離して、SRlだけの自然流路からの出土遺物としては、中期の遺物が最も多

く、壷（66～94）、蛮（95～107）が出土しており、前期の遺物は存在しない。後期の遺物も少

なく、図示できるものはほとんどなかったが、ほぼ完形に近い叩目をもつ蛮（162）が1点、

調査区の東壁に接して出土している。また、土器以外には分銅形土製品（188）が出土してい

る。ほぼ半分に欠損し、表面には乱れた細い櫛描波状文がみられる。石器は、SRl・4の上

面と同じく多量に出土しており、石斧10点（191～193、201～203、205、208、211、212）、

石斧未成品4点（215～217、220）、叩石1点（231）、砥石9点（233～237、239～242）、石包

丁3点（244、246、247）、石銭3点（257、260、261）、石槍1点（262）がみられる。その他

に、ガラス小玉（264）が1点出土している。

時期的には、出土遺物の大半を中期の遺物が占めるが、後期の遺物も混在するので、後期Ⅱ

の段階に埋没したと考えられる。

SR4

SR4は、検出時にはSRlと分離されなかったが、SRlの北に隣接している。SRlと

の問は幅0．2～0．4mを測り、検出面から約0．2mほど低くなっている。

規模は、検出長7．4m、幅2．8mを測り、SRlと同じ方向をもっている。深さは0．6mを測

り、底面はほぼ平坦である。西壁はよく残されており、かなりの傾斜をもち、立ち上がるが、

東壁は近代の土鉱が重複しており、南端部が一部残るのみである。

出土遺物は、SRlに比べて少なく、コンテナケース5箱ほどである。前期の遺物は存在せ

ず、後期の遺物も少なく、中期の遺物が大半を占めている。壷は（108～116）であり、多く、

蛮（117～119）、高杯（120）がみられる。石器も少なく、石斧2点（196、197）、叩石1点

（224）、砥石1点（238）、石包丁l点（245）が出土している。

時期的には、SRlと同じく出土遺物の大半を中期の遺物が占めているが、後期の遺物が若

干であるが存在するので、やはり後期Ⅱの段階で埋没したと考えられる。

水溜状遺構

SPI

SPlは、調査区の南端部に位置しており、西壁に大きくかかって検出された。検出面は第
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Ⅲ層茶褐色粘質土層である。検出状態では、西壁より半楕円形に砂混じりのプランがみられ、

調査の結果、自然流路の一部またはそれに類似する水溜状の遺構であることが判明した。

規模は、検出長14．4m、幅4mを測る。深さは最も深い部分で0．65mを測る。底面は中央部

が最も低く、傾斜をもち、壁は緩やかに立ち上がり、段をもっている。埋土は、上層が砂混じ

りの褐色土層であるが、下層は砂層となる。

出土遺物は、SRl・4よりも多く、コンテナケース10箱ほどである。前期の遺物は少な

く、やはり中期の遺物が最も多いが、後期の遺物もSRl・4に比べ多く出土している。前

期は壷（121、122）のみであり、中期は壷（123～141）、嚢（150～161、163、168、169）、高

杯（171～179）、鉢（184）、後期は壷（142～148）、窺（164～167、170）、高杯（180～183）、

鉢（185、186）、小型土器（187）がみられる。また、時期不明であるが、把手が1点出土して

いる。石器も多く出土しており、石斧6点（195、199、204、206、207、213）、環状石斧1点

（214）、石斧未成品3点（218、219、222）、叩石5点（223、225、227、228、232）、石包丁4

点（243、248～250）、石包丁未成品3点（251、254、255）、石銭1点（259）がみられる。

土器、石器以外で特に注目すべきものとして、鏡片（265）が出土している。出土地点はS

Plの北端部であり、検出面下約23cmの砂層中である。大きさは6×4cmほどの破片であり、

復元直径は15．3cmと推定される。内区には銘帯がみられ、「轟」と「尚」の2字が読みとられ、

また、一部残された文様は玄武と考えられることから、方格規矩四神鏡であると思われる。鏡

片の断面は、古い割口であり、やや磨耗しているところから、破砕鏡として使用されたもので

あろう。

SPlの時期は、出土遺物からみて、後期Ⅱの段階で埋没したと考えられ、SRl・4と同

期である。

5．　まとめ

Loc．34Bでは、土鉱、自然流路、ピットが検出された。土鉱については、時期が明確にされ

たものはSK69のみであり、他の土鉱は、遺物も少なく明確にする事ができなかった。SK69

では、壷、嚢および高杯2点の一括資料が出土しており、中期Ⅲの時期が決定される。性格

は、出土状態からみれば特異なもので、なんらかの祭祀に関連すると考えられる。またSK70

出土の小型石製品も同様に考えられよう。

SRlと4はほぼ後期Ⅱの段階で埋没したと考えられ、大量の中期の土器片と石器を出土し

ている。これは、Loc．34A　において検出された住居址群と関連して考えられる。SPlにお

いても、同じく中期を中心として大量の遺物を出土しており、住居址群の北西部に位置するこ

とから、さらに強い関連があると思われる。また、出土遺物の中に鏡片がみられることは、中

期から後期にかけて、特に埋没時期である後期Ⅱの段階までには、その機能を終え廃棄された

ものと考えられる。
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以上のように、土鉱は中期Ⅲ、自然流路は後期Ⅱまでの時期がみられ、Loc．34Aの中期から

後期の集落の外縁部に位置し、住居址群と関連ある遺構である。SRl・4およびSPlは、

集落において不要となった土器、石器等を廃棄した場所と考えられる。

第28表　土拡計画表
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第29表　遺構出土土器観察表

挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 S K 69 士雲互

17 ．3 平 底か ら緩 やか に立ち上 が り最 大 外 面 は上胴部 にタテパ ケ を施 し、 頸 部 にはパ ケ

48 ．2

29 ．2

径　　 ロ に　 つ 司書。 口′　吾 は直 最　 径 、　 に　　 ロの へ フ　 き 、 工具 に よ
立 す る頸部 よ り大 き く外 反 し、 口 行 う。 内面 は下胴 部 をへ ラ削 り。 羽 状の列 点文

唇 部 を肥 厚 させ3条 の凹 線文 を施 上 胴部 は指頭 圧痕 を残 し、 タテハ を施 す。 口緑

9 ．1 す。 ケ を施 す。 部 は欠損 す る。

2 〃 襲

20 ．4 平底 か ら緩 やか に立上 り、張 りの 外面全 面 にタ テパケ を施 し、 口緑 全 体 に摩 耗が

43 ．0

28 ．8

13 ．4

強い上 胴部 に最大 径 を もつ。 口綾

部 は短 くなめ らかに外 反 し、 口唇
部 は面 をなす。

部 は内外面 ともヨ コパ ケ を残 す。 激 しい。

ほぼ完形 。

3 〃 高杯

23 ．4 杯部 は大 き く開 き、 口緑 部 は直立

や

脚部 内面 に左方 向のへ ラ削 りが施

一や‘‾

櫛描直線文の下
には7個1組 の刺
突による穿孔が12 ．2 る。 口′　　　　 は ナデ によ され、　 は　　　 ともに ナァ三ロ 。

な　　　　　 は ‘ か に 充 、ロ　　　 ロは 、　　　 、に

12 ．2

0　　　 口　　 ／
裾端 は肥厚 し、 10条 の櫛 描直 線文

を施 す。

ヽ
形成 され る。

みられる。約％個
体である。

4 〃 〃

2 6 ．1 小 さ く開 く脚部 よ り、杯 部 は大 き 脚部 内面 に左方 向の へ ラ削 りが施 約％個 体で あ

17 ．2 発 き、 口′　口はやや　　 し立 ち され る。　 は　　 の ため 、日。 、 る。
が る　 口′　口　　　 には4　 の　 ′ 口　と　 口は、　　 、によ　 多

11 ．7

0文 を、肥厚 す る裾 端部 に は2条 の 凹

線文 を施 す。

され る。

5
S R l．・4

上 面
・＝巳．宝宣

32 ．4

（5 ．3）

大 き く外 反す る口緑部 。

口唇 部 は丸味 を帯び た面 をな し、
口頸 間 に有 段部 を もつ。

内外 面 ともへ ラ磨 き。 器壁 が厚 い。

6 〃 襲

19 ．8

（4 ．9 ）

直 立す る口緑下 に突帯 を貼 付 し、

や や上 方 よ り刻 目を施 す。 口唇 部
は丸 くお さめる。

口緑部 は ヨコナデ。

7 〃 ・＝巳．
宝E

25 ．0

（5 ．9）

大 き く外反 する 口縁 部 は突帯 を貼

付 し、口唇 部 を拡張。頸部 にも2条

の突帯 を貼付 す る。 口緑 部外端 と
突帯 にパ ケ状 工具 に よ り刻 目を施
す。

口緑下 外面 にタ テン、ケを施 す。 突 帯 間 に2条

の沈線 を施す 。

8 〃 〃

2 1．3

（4 ．5）

大 き く緩や か に外 反す る 口緑 部。

口唇部 はや や凹 む面 をな し、 上下
端 に刻 目を施 す。

口緑 部 はヨ コナデ。

9 〃 〃

17 ．8

（4 ．5）

大 き く外 反す る口緑部 。

口唇 部 はナデ に よりやや凹 む面 を
なし、拡 張す る。外端 に刻 目 を施

し、 内面 に列点 文 を配 す。

内外 面 と も摩耗 のた め不明 。

10 〃 〃

19 ．2 緩 やか に外反 する 口緑 部。 口唇部 口縁 部 は ヨコナデ。

（6 ．9） は　　 する　 をな し、　　 に三 口′　　　　 にタァパ ケが　 され
の刺 突文 を配 す。 面 は ヨコパ ケ。

11 〝 〃

14 ．4

（5 ．0 ）

直 立気味 の頸部 よ り緩 や かに外 反

する 口緑 部。 口緑外 面 に粘 土帯 を
貼 付 し、口唇 部 は拡 張す る。

内外面 に指頭 圧痕 がみ られ る。

12 〃 〃

16 ．4

（4 ．3）

緩 や かに外 反す る貼付 口緑。

口唇部 は面 をな す。

口緑部 ヨコナデ。

13 〃 〃

15 ．0

（3 ．4）

緩や か に外 反す る口緑 部。

口唇 部 に断 面三 角の粘 土帯 を貼付
す る。

〃

14 〃 〃

17 ．1 大 き く外反 す る口緑部 。 口唇 部及 び 口緑 下外 面 に指 頭圧痕

．．一・ト（2 ．6） 口唇 部 は小 さな貼付 に よ り拡 張 し、

や や凹 む面 をなす。

を残 し、 ヨコナァ。

15 〃 〃

17 ．0　　　 大 き く外 反す る貼付 口緑。

（4 ・0 ） 冒讐 を拡張 し、外傾 す る面 をな

貼付 帯 に指頭 圧痕 を残す 。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16
S R l．・4
上面

士宣E

17 ．4 緩 や かに外 反す る貼 付 口緑。 貼 付帯 に タテパ ケを施 した後、 斜

（5 ．0） 口唇部 は ナデに よ り凹 む面 をなす。 めの指頭 圧痕 。
内面 は ヨコパ ケ。

17 〃 〃

19 ．0 大 き く外反 する貼付 口緑 に よ り口 貼付 帯 に指頭 圧痕 を残す が摩耗 す

（3 ．6 ） 唇 部 を拡張 する。 る。 口唇 部 は ヨコナデ。

18 〃 〃

24 ．0

（2 ．1）

緩 やか に大 き く外反 す る貼 付 口緑 。

口唇 部 は凹 む面 をな す。

口唇 部 はヨ コナデ。

19 ノ／ 〃

．17 ．4 緩や か に外 反す る貼付 口緑 に よ り 貼付帯 に斜 めの指 頭圧痕 を残 す。

（4 ．8） 口唇 部 を拡 張 し、やや 外傾 す る面
をなす。

以下頸 部 はタ テパ ケ。 内面 に も指

頭圧痕 を残 す。

20 〃 〃

22 ．0 強 く外 反 する貼付 口緑 に よ り口唇 ． 口唇部 は ヨコナ デ。

（4 ．5） 部 は拡 張 し、や や凹 む面 を なす。 口緑 内部 に ヨコノ、ケ を施 す。

2 1 〃 ノ／

19 ．0 直線的 に外反 す る貼 付 口緑 。 口唇 貼付 帯 に斜 めの指頭 圧痕 を残 し、

（3 ．3 ） 部は丸 味 をおびた面 をな す。 以下 頸部 は タテパ ケ。

云2
ノ／ 〃

18 ．0

（3 ．5 ）

緩 やか に外反 する貼付 口緑。 口唇

部 は丸味 をお びた面 をなす。 口緑
下 に列点 文 を施 す。

貼付帯 に指頭 圧痕 をや や残 す。

23 〃 〃

19 ．2

（2 ．0）

大 き く外反 す る貼付 口緑。

口唇 部 は垂 直 な面 をな し、 内部 は
わ ずか に内湾 する。上 下端 に刻 目
を施 す。

口緑 下外面 に タテパ ケがみ られ る。 刻 目はパケ状

工 具 によ り施
され る。

24 ノ／ 〃

22 ．6 大 き く外反 す る貼 付 口緑 。 口唇部 貼付帯 に指頭 圧痕 を残 す。 口緑 下

（3 ．3） はや や凹 む面 をな し、上 下端 に刻 外 面 にわず かに タテパ ケがみ られ

目を施 す。 る。

25 〃 ノ／

13 ．4

・（5 ．0）

直立 する頸 部 よ り緩 や かに外反 す

る貼付 口緑。
口唇部 は丸味 を帯 びた面 をな し、
上下端 に刻 目 を施 す。

口緑部 は ヨコナデ。 頸部 に簾状 文

を施 す。

26 〃 〃

13 ．8

（3 ．6 ）

大 き く外反 する貼付 口緑。

口唇部 はやや 凹 む垂 直 な面 を な し、
上 下端 に刻 目を施 す。

口綾 部 内外 面 にナ デ調 整。

27 〃 ノ／

20 ．6

（2 ．0 ）

大 き く外 反 し開 く貼付 口緑 。

口唇部 はほ ぼ垂 直 な面 をな・し、下
端 部 に刻 目 を施 す。

内外 面 ともに摩耗 の ため不 明。

28 〃 〃

17 ．8 緩 やか に外反 する貼付 口緑。 口唇 貼付帯 に指頭 圧痕 を残 す。

（4 ．0） 部 はやや 凹む面 をな し、下端 部 に 内面 は ヨコパケ を施 した後、 ナデ
や や下方 よ り大 きな刻 目 を施 す。
上端 部 は稜 をなす。

調整。

29 〃 〃

2 4 ．3

（3．0）

大 き く外 反す る貼 付 口緑 。

口唇 部 はやや凹 む面 をな し、 下端 ・
部 に下方 よ り刻 目を施 す。

口緑下 外面 にタ テ！、ケ を施 す。

30 ／／ 〃

17 ．4 大 き く外反 す る貼付 口緑 。 口緑 部 は ヨコナデ。

（4 ．0） 口唇 部 は1条 のへ ラ描 沈線 を廻 ら

し、下 端部 に刻 目を施 す。
以下 摩耗 に よ り不明 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

31
S R l ・4
上 面

士∃王

19 ．6 直立 す る頸 部 か ら強 く外反 す る貼 内面 パ ケ調 整。

、＿／

（4 ．3） 寸口′。 口唇部 は 払張 して凹む面 貼 、帯 に余 めの 旨頭圧 痕 を 、す。
をな し、下 端部 に刻 目を施 す。 口唇 部 はヨ コナデ。

32 ノ／ ノ／

18 ．2

（2 ．7）

大 き く外反 す る貼 付 口緑。

口唇 部 は拡 張 し、やや 凹 む面 をな
す。頸部 外面 に1条 の沈線 、口緑部

外面 に刻 目を施 す。

頸部 外面 にタ テパケ。 刻 目はパケ状

原 体 によ って
施 され る。

33 ノ／ 〃

24 ．0

（3 ．6）‾

短 く外反 す る貼付 口緑 。 口唇 部 は

や や凹 む面 をな し、パ ケ状工 具 に
よ り斜格子 文 を施 す。

貼付帯 に指 頭圧痕 を残 す。

34 〃 ノ／

25 ．5 直立 す る頸 部 よ り強 く外反 す る貼 貼付帯 に指頭 圧痕 を残 す。 頸 部 に は3条

（6 ．4） 付 口緑。 口唇部 に はへ ラ状工 具 に
よ り斜行沈 線 と下 端部 に刻 目 を施

す。

口緑 部内外 面 に ヨコナデ。 の櫛描 直線文
を2 ヶ所 に 施

す。

35 ノ／ ノノ

24 ．0 強 く・外反 す る貼 付b 緑 。 口唇 部 は 内面 はナ デ調整。

（3 ．0） 非常 に肥厚 し、垂 直 な面 をなす。
斜格 子文 を施 した後 に円形浮 文 を

貼付 す る。

貼付帯 に指頭 圧痕 を残 す云

36 〃 ノ／

2ク．0 張 りの少 ない胴 部か ら直立 す る頸 頸部 外面 にタ テパケ。

（13 ．6） 部 を経 て、 緩や か に外 反す る貼付

口緑 。
口唇 部 は丸 くおさ め、刻 目を施 す。
上胴 部 に簾 状文 を施 す。

口緑 部内面 に ヨコパ ケを施 す。

37 ノノ ／／

15 ．3 直立 す る頸 部 よ り緩 やか に外反 す 内面 に ナデ調整 。 口緑 部内面 に指

（7 ．2） る口緑部 。 口唇 郡 はやや拡 張 し、

下端 部 に斜 めの刻 目を施 す。

頭圧 痕 を残 す。

38 ／／ 〃

2 1 ．4 緩 やか に外反 す る口綾 部。 口線外 外面 に タテパ ケ。

（‾6 ．5） 面 に小 さな貼付 が み られこ　口唇部
を拡 張す る。

内面 に ヨコパ ケを施 す。

39 〃 聾

13 ．0 大 き く外 反す る口緑部 。 口唇 部 は 口緑 部内面 に ヨ コパ ケ。

（3 ．6） ナ デに よ りや や凹 む面を なす。 頸部 外面 に タテパ ケの後 ヨコナ デ。

40 〃 ノ／

14 ．0 「く」の字 状 に強 く外 反す る 口緑 内面 は ヨコパ ケ、外面 は タテパ ケ

（2 ．7） 部。 口唇部 はや や拡張 し面 をな す。 を施 した後 に ナデ調整 。

41 〃 壷

18 ．0

（4 ．0）

頸部 か ら 「く」 の字状 に緩 やか に

屈 曲 し、 外反 する 口緑 部。 口唇部

はやや凹 む面 をなす。

内外 面、 口唇部 にナ デ調整。

42 ノ／ ／ノ

16 ．7

（5 ．7）

緩 やか に外反 す る口緑 部。 頸部 外面 に ヨコナデ。

43 ノ／ ノノ

16 ．0 直立 す る頸部 よ り緩 やか に外反 す 外面 は タテパ ケ、内面 は 口緑 下 に

（9 ．0） る。 口唇部 は小 さな面 をなす。 ヨコパ ケを施 す。

44 ノ／ ノ／

14 ．9 ほぼ直立 に近 い頸部 か ら緩 やか に 口緑 部 にナデ調 整。頸 部外 面 に縦 翠壁 が薄 い。

（4 ．9） 外 反す る口緑部 。下端 部 に刻 目を

施 し、微 隆起帯 を貼 付す る。

方 向の指 ナデ を施 す。

45 ノ／ ノ／

16 ．0 大 きく外 反す る貼付 口緑。 口唇 部 口緑 下外 面 にタテ パケ、 内面 は ヨ

（3 ．5） は丸 くお さめ、刻 目を施 す。 コパ ケを施 した後 にナデ調 整。
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挿 図番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 6
S ．R l ，・4
上面

－＝土コ．竺E

19 ．1 ． 大 き く外反 す る貼付 口緑 。 内面 ナデ調整 。 器壁 が薄 い。

（2 ．5） 口唇部 下端 に刻 目を施 し、ナ デに
よ り微 隆起帯 をな す。

外 面 は ヨコパケの後 、 ナデ調整。

4 7 〃 〃

15 ．2

（2 ．5 ）

緩 やか に外反 す る貼付 口緑 。

口唇 部 に刻 目を施す。
外面 にタテパ ケ。

48 〃 〃

12 ．8

（4 ．6）

緩 やか に外反 する貼付 口縁 。 頸部 外面 に タテパ ケ。

口頸 部内面 に ヨコパ ケ。

49 〃 〃

17 ．8

（2 ．5）

大 き く外反 す る口緑部 。

口唇端 部 は上下 に突出 させ、 外傾
す る面 に3条 の凹線 文 を施 す。

内外面 ナ デ調 整。

50 〃 〃

15 ．0

（4 ．8）

直立 する頸部 か ら、やや 内湾気 味

に開 く。口唇部 はや や肥 厚 し、3条

の凹線 文 を施 す。

外面 にタ テパケ を残 し、摩 耗 す る。

5 1 ＿ 〃 婆

17 ．7 「く」 の字状 に屈 曲す る口緑部 。 内面 にナデ調 整。

（4 ．7 ） 口唇部 は小 さ く拡張 し、2条 の凹線

文 を施 す。

外 面 は頸 部 か ら上胴 部 にか けて タ

テパ ケの後、 ナデ調整 。

52 ノノ 〃

14 ．4 「く」 の字状 に強 く屈曲 する 口緑 胴部 外面 にパ ケ調整。

（7 ．2） 部。．

口唇 部 は上 下 に拡張 し、2条 の凹線
文 を施す。

口緑 部 内外面 に ヨコナデ。

53 〃 〃

13 ．4

（2 ．5）

「く」の字 状 に屈曲 する 口緑 部。

口唇 部 はやや拡 張す る。

内外 面 と も、パ ケ調整 後ナ デ。

54 〃 〃

17 ．6

（3 ．2）

「く」の字 状 に強 く屈 曲す る口緑
部。

口唇部 はや や肥厚 し、 外傾す る面
を なす。

内外面 ともに摩耗 のた め不明。

55 〃 〃

15 ．6 「く」の字状 に強 く屈 曲す る口緑 口緑部 、外面 頸部上 に ヨコナ デ。

（5 ．1） 部。

口唇部 は上 方へ肥 厚 し、＿凹 む面 を
なす。

外 面頸部 下 にタ テパ ケ。

56 ノ／ ノ／

14 ．6

（4 ．0 ）

緩 や かに 「く」の字 状 に屈曲 する

口緑部 。口唇 部 はナデ によ，り凹む
面 を なす。

内外面 ともに ヨコナデ。

5 7 ノ／ 〃

12 ．6 強 く張 る胴部 に短 く外反 する 口緑 外面 は タタ キ目の後 、 ナデ調整。

（4 ．8 ） 部 。 口唇 部 は凹む面 をな す。 内面 は頸 部以下 に左 方向 のヘ ラ削

り。

58 〃 ・＝土ご宜互

－ 円板 状 の平底 か ら緩 やか に立 ち上 内面 は指頭 押圧 の後　 ナ デ調 整 外 面 に里 斑 あ

（5 ．0）

8 ．2

が る。 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　0外面 は タデパ ケの後、 ヘ ラ ミガ キ。

－部 ナ デ。

ノlヽヽ

．

59 〃 婆

－
中央 部が やや凹 む平底 か ら直線的 外面 は指頭 圧痕 を残 し、タ テパ ケ 全体 に摩 耗 す

（6 ．4）

6 ．1

に開 く。 を施 し、 内面 は指頭 圧痕 を残 す。 る。

60 〃 ノ／
（5 ．0）

4 ．7

平底 か ら丸 味 をおび立 ち上 がる。 外面 はタ テパケ を施 した後 にナデ

調整。
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挿 図番号 ・遺構 番号 器　 種

口径 、
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

、ヽ＿

61
S R l ・4
上 面

蛮

－
底 面全体 にやや 凹 む平 底か ら直線 外面 に タテ！＼ケ、 内面 に指 頭圧痕 全体 に摩耗 す

（4 ．2）

5 ．6

的 に開 く。 を残 す。 る。

62 ／／ ノ／
（3 ．1）

4 ．8

底面 がや や凹 む平底 か ら直線 的 に

開 く。

内外 面 と もに摩耗 の ため不 明。

63 ／／ 鉢

3 6 ．0

（10 ．7）

内湾 気味 に緩や か に立 ち上 が る。

口唇 部 はやや丸 味 をおびた水 平 な
面 をなす。

内外 面 と もに ナデ調整 。 器 壁が 厚い。

64 ノ／ 小型土 器
（4 ．1）

2 ．8

平底 か ら直 立 し立 ち上 が る。 外面 に指頭 圧痕 を残 す。

65 ノ／ ノノ

－ 中央 部が やや凹 む平底 か ら直立 し 内面 は指頭 押圧後 、 ナデ調整 。

（3 ．2）

3 ．2

立 ち上が る。 外面 は タテパ ケの後、 ナ デ調 整。

66 S R l －＝ヒ．宝E

16 ．0 大 き く外反 す る口緑部 。口唇 部 は ロ緑 部内面 は横 と右上 が りのパ ケ 突 帯の上 下 に

（4 ．8） ほ ぼ垂直 な面 をな し、 下端部 に刻 調整 。口， 下　 面 にはタ テパ ケの 4 条 の ヘ ラ描
目を施 す。 頸部 に突帯 を貼付 し、
刻 目を施 す。

後 にナデ調 整。 沈 線 を施 す。

67 ノ／ ／／

24 ．2 大 き く外 反す る貼付 口緑。 口唇部 頸部 外面 に タテパ ケを施す。 口緑部内面 にも

（7 ．5） 上下 端 に刻 目を施 す。 頸部 に突帯

を貼 付 し、刻 目を施 す。突帯 の上
下 に6条 の櫛描直 線文 を配 すd

口緑 部内面 は ナデ調整 。 突帯を貼付し、刻
目を施す。突帯は
白色の粘土 を使
用する。

68 ／／ ノ／

2 3 ．7 直立 す る頸 部 よ り大 き く外反 す る 貼付 帯 に指 頭圧痕 を残 し、頸 部外 頸 部 に′Jヽ さな
粘土 を貼イ寸し

（8 ．2） 貼 、口緑。口，部　 面 には3条 の突 面 に タテパ ケ、　 面 には ヨコパ ケ 浮文 とする。突
帯 を貼付 し、突帯 間 に穿孔 を施す 。

口唇 部の上 下端部 に刻 目 を施 す。

を施 す。 帯 は 白色粘 土
を使用し、刻 目
はパ ケ状 工具
による。

69 ノ／ ／／

・2 0 ．0 大 き く外反 す る貼付 口緑。 内面 に 頸部 外面 は タテハ ケ、 内面 はナ デ 口緑 下 に も1

（3 ．9） Z重 の列点 文 を施 し、 口唇部 は1条

の沈線 を廻 らし、上下端 に刻 目 を
施 す。

調整 。 条のへ ラ描沈
線 を施 す。

70 ノ／ ／！

2 1 ．0 大 き く外反 す る短 い貼 付口緑 。内 内面 の突帯 に は指頭圧 痕 を強 く残

（4 ．0） 面 に2重 の突帯 を貼付 し、口唇 部 に

はやや斜 めの鋭 い沈線 を配 す。

す。 内外面 ともにナ デ調整。

71 ／／ ノ／

16 ．6

（2 ．7）

緩 やか に外 反 する 口緑 部。 内面 に

4条 の櫛描 波状文 を施 し、口唇 部 は
沈線 を廻 ら した後 に上 下端部 に刻

目を施 す。

内外 面 ともに ナデ調整 。

72 ノ／ ／／

20 ．0 直立 気味 の頸部 よ り緩 やか に外反 頸部 外面 は タテパ ケ、 内面 は ヨコ

（5 ．4） す る貼付 口緑 。 口唇部 は強 く凹 む

面 をな し、 上下端 に刻 目 を施 す。

ハ ケを施 すが、摩 耗 する。

73 ノ／ ノ／

19 ．8

（5 ．7）

直立 す る頸 部 よ り大 き く外反 す る

貼付 口緑。 口唇部 は丸 味 をおび た
面 をな し、 垂下 す る。 全面 に縦の
沈線 を施 す。

内外 面 ともに摩耗 の ため不明 。 頸 部 に断面三

角形の 突帯 を
貼 付す る。

74 ／／ ノ／

17 ．4

（2 ．3）

木 き く開 き外反 す る口緑部。 口唇
部 は下方 へ拡張 し、垂 下す る。全

面 にやや斜 めの 沈線 を施 す。

内外 面 ともに ナデ調整 。

75 ノ／ ノ／

16 ．6

（3 ．3 ）

緩 やか に開 き外 反す る口緑部 。

口緑 下 に3 条の突 帯 を貼付 し、口唇
部 に刻 目を施 す。

／／
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挿 図番 号 遺 構番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

76 S R l 士∃王

11 ．6 直 立す る頸部 か ら小 さ く外 反す る 頸部 外面 に タテパ ケ、 内面 に はヨ

（2 ．9） 貼付 口緑 。 コパケ を施 すが摩 耗 する。

77 ノノ 〃

10 ．6 直立 す る頸 部か ら小 さ く外反 す る 貼付帯 に指頭 圧痕 を残 し、頸 部外

（6 ．2） 貼付 口緑。 口唇 部は丸 くお さめ る。 面全面 に タテパ ケ、 口緑 部 内面 に

ヨコパケ を施 す。

78 ノ／ ノ／

14 ．6 直立 す る頸 部か ら緩や か に外 反す 貼 付帯 に斜 めの指頭 圧痕 を残 し、

（4 ．9） る貼付 口緑 。 口唇 部 はやや肥 厚 し 頸 部外面 に タテパ ケ、 内面 には ヨ

面 をなす。 コノ、ケを施 す。

79 ノ／ 〃

14 ．0 頸部 よ り緩 やか に外反す る貼付 口 頸 部外面 は タテパ ケ、内面 は斜 め 頸部 下端 に は

（7 ．5 ） 縁 。 口唇部 は丸味 をお びた面 をな

し、上端 にはわず かな、下 端 には
強い刻 目 を施 す。

のパ ケ調 整 を施 すが 摩耗 する。 簾状 文 と思 わ
れ る文様 が一
部 み られ る。

80 ノノ ノ／

17 ．2

（5 ．5 ）

頸 部 よ り緩や か に外 反す る貼付 口
緑 。 口唇 部 は凹む面 をな す。

貼付 帯 に指頭圧 痕 を残 す。

81 〃 ノノ

18 ．4 直立 す る頸部 よ り緩 やか に外 反す 貼付帯 に斜 めの 指頭圧 痕 を付 け、

（4 ．5） る貼 付 口緑 。 口緑 部 は下方 へ拡張 頸部 外面 はタ テパ ケ、 内面 は右下
し、 外傾 す る面 をな す。 が りのパ ケ調 整。

82 ／ノ 〃

15 ．2 直立 す る頸 部 よ りわず か に外 反す 貼 付帯 に指頭 圧痕 を残 す。

（5 ．1） る貼付 口緑 。 口唇 部 は下方へ拡 張 頸 部外 面 にタテパ ケ、 内面 にヨ コ
し、 外傾す る面 をなす 。 パ ケを施 す。

8 3 ノ／ 〃

17 ．6 緩 や かに立 ち上 が る卵形 の胴部 か 貼付帯 に指頭 圧痕 を残 し、外面 は 完形 。 内部 に

38 ．6

25 ．9

7 ．0

ら、 なめ らか に外 反す る貼付 口緑。

一立

全 面右 下が りのパ ケ調整 。内面 は 84 が入 ってい

口唇 口はや や　　 し、　 頃　 る 口′　吾 に ヨコパ ケ　 毎し、ぶ　 ナ た。
をな す。 デ調整 。

84 〃 〃

－
平 底 か ら張 りの少 ない胴 部 を もち、 頸 部外面 に タテパ ケ をわ ずか に残 口緑 部 を欠 く

（14 ．3 ）

9 ．3

4 ．0

直 立 する頸部 よ り緩 や かに外反 す

る貼付 口緑 であ る。

し、全 面ナ デ調 整。 が、 ほ ぼ完形。

85 ノ／ 〃

24 ．4 直 線的 に開 く薄い貼 付 口緑 。 貼付 帯 に指頭圧 痕 を残 し、 外面 に

（5 ．8 ） 口唇部 内面が やや 凹む。 タテパ ケ、内面 に ヨコパ ケを施 し

た後 に ナデ調整 。

86 〃 ノ／

26 ．4 直線 的 に開 く短 い貼 付 口緑 。 口唇 頸部 外面 にタ テパ ケ、 口緑 部内画

（4 ．1） 部 は外傾 す る面 をなす。 にヨ コパ ケを埠 す。

87 ノ／ 〃

16 ．6 直立 す る長 い頸 部 よ り緩や かに外 貼付帯 に指 頭圧痕 を残 し、頸 部外

（12 ．0） 反 する貼付 口緑 。 口唇 部 は外傾す 面 にタ テパケ、 口緑部 内面 に ヨコ
る面 を なし、拡 張す る。 パ ケを施 す。

・88 〃 〃

6 ．0 直立 し終 る細頸 壷。 口緑、頸 部上 内面 に指頭 圧痕 を残 し、 内外 面 と 下 端部 に は櫛

（15 ．1） 胴部 に3条 の隆起帯 を貼付 し、6～7
条 の櫛 描直 線文 を施す 。

もにナデ調 整。 描 波状 文 を施
す。

8 9 〃 ノ／

8 ．0

（8 ．6）

やや 外反気 味 に直 立す る 口緑 部。
外面 には上 部か ら縦 に沈線 を施 し、

小 さな浮文 、7 条の微 隆起帯 、さ ら

に縦長 の浮 文 を貼 付。

内面 はナ デ調 整。 胎 土 に 1 m皿以
下 の砂粒 を含

み黒褐色 を呈
する。

90 〃 〃

17 ．9

（3 ．6）

大 き く外反 す る口緑 部。 口唇部 下

に微隆起 帯 を貼付 し、下 部 に小 さ
な浮文 を もつ。

内外面 ともにナデ調 整。 器壁 が薄 く、

黒褐 色 を呈 す
る。
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挿 図番 号 遺 構番号 器　 種 ‘

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 廟　 考

91 声 R l ・こ士ご宝E

．12 ．3 緩 やか に外 反 する 口緑 部。 口唇部 口緑 部 は ヨコナデ。頸 部外面 は タ

．（6 ．5） は面 をな し、 内面が やや凹 む。 テパ ケ」 内面 は ヨコパ ケ を施 す。

92 〃 〃

18 ．0

（5 ．5）

強 く外 反 し、大 きく開 く口緑 部。

口唇部 は肥 厚 し、上下 に拡張 し、
2条 の凹線文 を施 し、3本 1組 の列点
文 を不 規則 に配 す。

内外面 ともに ナデ調整。

93 〃 〃

14 ．0 「く」 の字 状 に強 く外 反す る口緑 外面 は頸部下 に粗 い タテパ ケを施 口綾 部 と胴 部

（7 ．3） 部。 口唇部 は上 方に大 き く拡 張 し、

2条の 凹線文 を施 す。

し、 内面 はナデ調 整。 に黒 斑 あ り。

9 4 〃 〃

16 ．6

（3 ．7 ）

緩 や かに外 反す る口緑部 。 口唇 部

は上下 に拡 張 し．、3条の 凹線文 を施
す。

内外面 ともにナ デ調整。

95 〃 要

14 ．6

（4 ．1）

「く」 の字状 ＿に強 く屈曲 す る口緑
部。

口唇部 は肥厚 し、2条 の凹線 文 を施
す。

〃

96 ノ／ 〃

12 ．0

（3 ．0 ）

「く」 の字状 に短 く外反す る口縁

部 。 口唇部 は肥厚 し、上方 に大 き

く拡張 す る。 5 条 の凹線文 を施 す。

／／

97 ノ／ 〃

12 ．0

（5 ．2）

張 りの少 な い胴 部 よ り強 く屈曲 す
る口緑部 。 口唇 部 は肥 厚 し、上 方

に拡張 し、2条 の凹線 文 を施 す。

〃

98 〃 〃

14 ．3 「く」 の字状 にな め らか に外反 す 外 面にわ ずか なタ テパケ を残 し、

（5 ．3） る口緑部 。 口唇 部 はわずか に肥厚

し、2条 の凹線文 を施 す。

内 面 ともにナ デ調整。

99 〃 〃

13 ．8

（3 ．5）

「く」の字 状 に強 く屈曲す る 口緑

部。

口唇 部 はわず かに肥厚 し、 凹線 を
もつ面 をなす。

内外 面 と もに ナデ調整 。

10 0 〃 〃

14 ．2 張 りの少 ない胴 部 よ り大 き く．外反 口緑 下 と胴 部外面 に タテパ ケを施

（5 ．2） す る口緑部 。 口唇部 は下方 に拡張 し、 頸部 は ヨコナデ。 内面 は頸部
し、 凹線 を もつ 面 をなす。 下 よ り左方 向のへ ラ削 りを行 い、

口緑部 に は ヨコパ ケ を施 す。

10 1 〃 〃

15 ．6 「く」の字状 に短 く外 反す る口緑 胴 部外 面 に粗 い タテパ ケを残 し、

（4 ．2） 部。

口唇部 は凹 む面 をなす。・

内面 と もにナデ調整 。

102 〃 〃

13 ．7 やや直 立気味 の頸 部 よ り外反 す る 頸 部外 面 にタテパ ケを残 し、内面

（3 ．9） 口緑部 。 口唇 部 は上 方 に拡張 し、

凹む面 をな す。
ともにナデ調整 。

103 〃 〃

15 ．7

（3 ．6 ）

「く」 の字状 に強 く屈 曲 し、外 反

す る口縁部。 口唇部 は下 方 に肥 厚
し、凹 む面 をなす。

内外面 ともにナデ調 整。

104 〃 〃

15 ．8 よ く張 りをもった胴 部か らな め ら 内面 は頸 部下 よ り左上 が りのへ ラ 胴 部外 面 に黒

（7 ．0 ） かに外 反す る口緑部 。 口唇 部 はわ
ずか に拡 張 し、面 をなす。

削 りを施 し、外 面 はナデ調 整。 斑 あ り。 口緑
部 内外 面 に煤

が付着 す る。

105 〃 〃

18 ．3 強 く張 る胴部 か ら 「く」 の字状 に 胴部 外面 にタ テパ ケを施 し、内面 胴 部外 面 に黒

（9 ．2） 強 く屈 曲 し、 口唇部 を上 方に拡張

す る。

はナデ調 整。 斑 あ り。
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挿図番 号 遺 構番号 器　 種

口座

法量　 器 高
（cm ） 胴径

底 径

形 一　態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

106 S R l 賓
（13 ．0 ）

6 ．0

平底 か らな め らか に立 ち上 が る。 内外 面 と もに摩 耗の ため不明 。 胴 部外 面 に黒
斑 あ り。器壁

が薄 い。

107 ／／ 〃
（7 ．8）

13 ．0

大 き く厚 い平底 か ら直 線的 に開 く。 ノ／

108 S R 4 －＝ヒ宝互

17 ．8 緩や か に外 反す る 口緑 部。 口唇部 外面 に タテパ ケをわず か に残 し、

（3 ．1） は凹 む面 をな し、上下端 に刻 目 を
施す 。

摩耗 す る。

10 9 ノ／ 〃

20 ．1

（3 ．8）

緩や かに外 反す る口綾 部。 口唇部

は丸 味 をおびた 面 をな し、上端 部
か ら内面 に3重 の刻 目を施す。

内外面 ともに摩耗 の ため不明。

110 ノノ 〃

25 ．6 直立気 味の 頸部 よ り緩 やか に外反 頸 部外 面 にタテパ ケ を残 し、 内面

（7 ．0） す る貼 付 口緑 。 口唇部 に刻 目を施
す。

ともにナデ調 整。

11 1 〃 〃

21 ．5 直立 する頸部 よ り大 き く外反 する 貼 付帯 に指頭 圧痕 を残 し、 口緑 下 全体 に摩耗 す

（5 ．4 ） 貼 付 口緑。 口唇部 は厚 く凹む面 を

な し、 パ ケ状 工具 に よ り斜め の刻
目 を施 す。

にタ テパケが わず か にみ られ る。 る。

112 〃 〃

±5 ．2

（3 ．9 ）

大 き く外 反 する 口緑 部。 口唇部 は

貼 付 によ り下 方へ拡 張、垂 下 し、
斜 格子 文 を施 し、 円形浮 文 を貼 付

し、 中心 に刺 突 を加 える。

内面 はナデ調 整。

113 ノノ’ 〃

17 ．2 張 りを もつ胴 部か ら直立 し、や や 貼付 帯 に指頭 圧痕 を残 し、ナ デ調

（6 ．2 ） 開 く貼付 口緑 。 口唇 部 に斜格子 文

を施 し、上胴部 には櫛描 波状文 を
配 す。

整 。

114 ／／ ノ／

22．．8 直 立す る貼付 口緑。 口唇部 は肥厚 貼付 帯 に斜 めの指頭 圧痕 を残す 。

（5 ．0 ） し、丸味 をお びた面 をな す。 下 部 にヨ コパ ケ を施 すが摩 耗す る。

115 ノ／ ノ／

18 ．0 大 きく外 反 し、 水平 に延 びる貼付 貼付 帯 に指頭圧 痕 を残 し、 ナ デ調

（2 ．5 ） 口縁。 口唇部 は丸味 をお びた面 を

な し．細 い斜格 子文 を施 す。

整 。

116 ノ／ 〃

31 ．1

（3 ．4 ）

強 く外反 す る口緑部 。 口唇 部 は貼

付 に よ り肥厚 し、3条 の太 い凹線文
を施 す。

内外 面 と もにナデ調 整。

117 ノ／ 聾

15 ．4

（2 ．6）

強 く屈 曲 し、外 反す る 口緑 部。 口

唇部 は上 方へ拡 張 し、内湾 す る。

3条 の凹線 文 を施 す。

ノ／ 頸部外 面 に煤

が付着 す る。

118 〃 〃

14 ．5 「く」 の字状 に外反 す る口緑部。 頸部 外面 に強 い ヨコナデ。 以下粗 口緑部 外面 に

（7 ．5） 口唇 部 は上方 に拡張 し、2条 の凹線 いタ テパケ を施 す。 内面 は上胴部 煤 が付 着す る。
文 を施 す。 にへ ラ削 りが み られ る。 内面 へラ削 り

だが器 壁が 厚

い。

1 19 〃 〃

15 ．1 「く」 の字状 に緩 や か に外 反す る。 口緑 下外 面 に右 下が りの タテパ ケ。

（4 ．1） 口唇 部 は外傾 する面 をな す。 内面 はヨ コパ ケを施 す。

12 0 〃 高杯
（5 ．5）

直線 的 に開 く脚 部。 内面 に絞 りが み られ る。

－337－



挿 図番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 彿　 考

121 S P l 士呈E

13 ．6

（4 ．0 ）

緩 やか に外反 し、 口唇部 は丸 くお
さめ る。頸部 に2条 のへ ラ描 沈線 を
施 す。

内外面 ともに摩 耗 のた め不明。

122 〃 〃

12 ．6

（5 ．3 ）

直 立気味 の頸部 よ り大 き く外反 す

る口緑部 。 口唇 部 は下 方 に垂 下 し、
頸部 には5本の 突帯 を貼付 し、刻 目
を施 す。

内面 は ナデ調整 。 突 帯 間 に は

1～2条 のへ ラ
描 沈線 を施 す。
外 面 に黒斑 あ

り。

12 3 〃 〃

19 ．4

（6 ．8）

大 き く外 反す る口綾部 。 口唇 部 は

貼付 に よ り下方 へ拡張 し、 凹む面
をなす。

頸部 外面 にタ テパケ を施す。

124 〃 〃

2 6 ．0

（5．0）

直立 す る頸 部 よ り強 く外 反 する非
常 に厚 い貼 付 口緑 。内面 にはへ ラ
状工 具 によ り羽状 文 を施 す。

貼付帯 に指頭 圧痕 を施 す。 摩耗 が激 しい。

125 〃 〃

15 ．0 直線 的に開 く頸部 より大 き く外反 外 面 に斜 めのパ ケ目 を残 し、摩 耗

（4 ．1） す る口緑部。 口唇 部はや や肥 厚 し、
強 く凹む面 をなす 。

す る。

126 〃 〃

35 ．6 直線的 に開 く口緑 部。 口唇部 は外 口緑下 に タテパ ケを施 した後 にナ

（3 ．8） 傾 す る面 をな し、直 下 に2 条の突 帯

を貼付 し、爪 に よる圧痕 を残 す。
内面 に も爪 に よる列 点文 を施 す。

デ調整。

127 〃 〃

・14 ．0

（7 ．2）

頸 部 よ り緩 やか に外 反す る貼付 口

緑 。 口唇部 はやや 凹み、外 傾 する
面 をなす。

貼付 帯 に指頭 圧痕 を残す。

128 〃 〃

19 ．4

（9 ．6 ）

頸 部 よ り緩や かに外 反す る貼付 口
緑 。 口唇 部 は垂 直 な面 をなす。

〃

129 〃 〃

12 ．5

（3 ．5 ）

直線 的 に開 く口綾部。 口唇 部 には

1条 の沈線 を施 し、2個 1組の 円形浮
文 を貼付 す る。

内外 面 と もにナデ調整 。

13 0 〃 〃

9 ．9

（4 ．7）

直線 的 に開 く貼 付 口緑 。 口唇 部 は

面 をな し、貼付帯 にパ ケ状工 具 に
よる列点文 お よび、浮 文 を貼 付す

る。

頸部外 面 にタ テパケ を施 す。

13 1 〃 〃

16 ．2 直立 す－る頸 部か ら大 き く外反 し開 頸部外 面 に斜 めパ ケ 目、 口緑 部内

（3 ．6） く。口唇 部 は上 下 に拡 張 し、3 条の

凹線文 を施 す。
面 には ヨコパケ を施 す が、摩耗 す

る。

132 〃 〃

18 ．2

（4 ．5）

大 き く開 き、 内傾 し立 ち上が る口

縁 部。口唇 部 は面 をな し、3条 の凹
線 文 を施 す。

内外面 ともにナ デ調 整。

133 〃 〃

21 ．1 緩 やか に外反 し、直 立す る 口緑 部。 頸 部外面 に タテパ ケ、 口緑 部 内面 全体 に摩耗 す

（6 ．6） 内面 は内湾気 味 に立 ち上 が り、 口

唇 部 は水 平 な面 をなす。
に ヨコパ ケ を施 す。 る。

134 〃 〃

19 ．0

（6 ．2）

緩 やか に外反 す る頸 部か ら強 く屈

曲 して 開 く口緑 部。 口唇部 は肥厚
し、2条の 凹線 を施 し、下端 部 に刻
目を もつ。

頸部 外面 に タテパ ケを施 す。 断面 に接合痕

あ り。

135 〃 〃

23 ．0 内傾す る胴部 か ら強 く屈曲 し、水 外面 は ナデ調整 。内 面に指頭 圧痕

（7 ．5 ） 平 に開 く口緑部 。 口唇 部 は上 方 に
拡 張 し、 3条 の凹線文 を施 す。

を残 す。

ー338－



挿図番 号 遺構 番 号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

136 S P l ＝±ご宣E

26 ．8

（3 ．3）

直 立す る頸部 よ り強 く屈 曲 し、 水

平 に開 く口緑部 。 口唇 部 は上下 に
大 き く拡張 し、4条 の 凹線 文 を施

す。

内外面 と もにナデ調 整。

13 7 ノ／ 〃

2 5 ．0

（2 ．1）

強 く鋭角 に屈 曲す る口緑部 。

口唇 部 は肥 厚 し、上 方へ拡 張 し、
3条 の凹線 文 を もち、一 部パ ケ状工
具 に よ り刻 目を施 す。

／／

138 〃 〃

29 ．0

（2 ．9）

強 く短 く屈 曲す る口緑 部。 口唇部

は上 方 に大 き く拡 張 し、3条 の浅 い

凹線 文 をもち、4個 1組 の竹管 文 を
施す 。

ノ／

139 〃 ノ／

19 ．4

（10 ．2）

直立 す る頸 部 よ り緩 や か に外 反す

る 口緑 部。 口唇部 は外傾 す る面 を
な し、 頸部 にパ ケ状工 具 による羽
状 文 を施す 。

口緑 部内面 に ヨコパ ケを施 す。 口緑部 内面 に

黒斑 あ り。

140 〃 〃
（14 ．2）

21 ．2

最 大径 を上胴 部 に もち、 強 く屈曲
し、外 面 にパケ状 工具 に よ り羽 状
文 を施 す。 口緑部 は鋭 角に屈 曲す

る。

内外面 ともにナ デ調整。 上胴 部外 面 に
黒斑 あ り。

141 〃 〃

15 ．4 緩 やか に外反 す る口緑部。 口唇 部 頸 部外面 にタテパ ケ を施 す。 内面

（5 ．9 ） は上下 に拡張 し、外傾 す る面 をな

す。

はナ デ調 整。

142 〃 〃

13 ．0

（5 ．5 ）

緩 やか に外反 す る口綾 部。 口唇部

は丸味 をお びた面 をなす。
内外 面 と もにナデ調整 。

143 〃 〃

14 ．2

（6 ．2）

直立 し、 やや 開 く口緑 部。 自唇部

は強 く陵 を なし、肥厚 す る。
〃 外面全 体 に黒

斑 あ り。

14 4 〃 〃

12 ．5

（7 ．0）

緩 やか に外 反 する 口緑 部。 口唇部

は外 傾す る面 をなす。
内外 面 と もに摩耗 の ため不 明。

14 5 〃 〃

1 1 ．4 緩や か に開 く胴 部 よ り直立 し、 な 口緑 部以下 全面 に タテパ ケを施 し、

（12 ．5） め らか に外 反 する 口緑 部。 口唇部

は外傾 す る面 をなす。
口綾 部内面 に ヨコパ ケ。

146 〃 〃

13 ．7 球形 の よ く張 った胴部 より外 反 し 胴部外 面 に浅 い平 行の 叩 目を残 し、 全 体 に摩 耗 す

（18 ．0 ）

22 ．4

死　 口′　吾 。 ロ　 ロ は／＼さな　 を ナデ三日 。　　　 司書 に　 合 、艮を る。
なす 。 残 し、 ナ デ調 整。

147 〃 〃

12 ．8

（7 ．7）

直立 す る頸 部か ら緩や か に外 反す

る。 口唇部 は丸味 をお びた面 をな
す。

頸部外 面 に斜 めの パケ 目を残 す。 〃

148 〃 〃

10 ．2

（9 ．3）

〃 口緑下 に強 い ヨコナデ。 頸部 に は
タテパ ケ を施 す。

149 〃 〃
（3 ．7）

7 ．8

しっか りと した上 げ底か らな だ ら

か に立 ち上 が る。

内外面 ともにナ デ調 整。

150 〃 婆

21 ．0

（8 ．7 ）

張 りの少 ない胴部 よ り、緩 や かに
外 反す る 口緑 部。

〃
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

15 1 S P l 襲

17 ．0

（12 ．7）

緩 やか に立 ち上 が る胴部 よ り如 意
形 に外 反す る口緑部 。 口唇部 は外
傾 す る面 を なす。

15 2 〃 〃

22 ．6

（6 ．4）

直 立 しやや外 反す る口緑 部。 口唇

部 は面 をなす。

内外面 ともに摩 耗 のた め不 明。

15 3 ノ／ 〃

15 ．0

（6 ．7）

「く」 の字状 に強 く屈曲 す る口綾
部。 口唇 部 は上 方 に大 き く拡張 し、

2条 の凹線 文 を施 す。

内外面 ‘と・もにナデ調 整。 口緑 部外面 に

黒斑 あ り。

154 〃 〃

15 ．0 「く」 の字状 にな め らか に外反 す 内面頸部 下 よ り左方 向の へラ削 り

（4 ．9） る口緑部 。口唇部 は肥厚 し、2条 の

凹線 文 を施す。－

を施 し、 外面 はナ デ調整。

15 5 〃 〃

15 ．2 一

（5 ．0）

「く」 の字状 に屈 曲す る口緑部 。

口唇 部 は上下 に拡張 し、2 条の凹線
文 を施 す。

内外面 ともにナデ調 整。

156 〃 ノ／

15 ．2 「く」の字 状 にな め らか に外反 す 内面 頸部 下 よ り上方及 び右 上が り

（9 ．5） るロ緑部 。口唇 。 は上 下 に拡張 し、 の へ ラ削 りを施 し、外 面 はナ デ調
2条 の凹線 文 を施 す。 整。

15 7 〃 ／／

、16 ．8 「く」 の字状 に強 く屈曲 し、外 反 内外 面 と もにナデ調 整。 内面頸部

（6 ．1） す る口緑 部。 口唇部 は肥厚 し、上
方 に拡張 す る。口唇部 には2条の 凹

線文 を施 す。

下 に指頭 圧痕 を残す 。

158 〃‾ 〃

14 ．6

（3 ．8）

「く」 の字状 に強 く屈曲 し、外 反

す る口縁 部。 口唇部 は上 方に拡 張
し、 2条 の凹線文 を施 す。

内外面 ともにナデ調 整。

159 〃 〃

13．2

（2 ．0）

水平 に強 く屈 曲 し、直 立 する ロ縁

部。 口唇 部 に は2条 の 凹線 文 を施
す。

〃

160 〃 〃

．13 ．0

（6 ．5）・

球形 に よ く張 った胴部 よ り強 く屈
曲 し、外 反す る口緑部 。 口唇部 は

肥厚 し、上方 に拡 張す る。2条の浅

い 凹線文 を施 す。

〃

16 1 〃 〃

．17 ．0

．（7 ．7）

「く」の字 状 に緩 や かに外 反す る

口緑 部。 口唇部 は上方 に拡 張 し、
やや 凹む面 を なす。

〃 口緑下 外面 た

煤 が付 着す る。

162 S R l 〃

14 ．9 しっか り とした平 底 か らなだ らか 外面 は上胴 部 よ り浅 い平行 叩 目を ほぼ完 形。上

29 ．1

2 1．0

6 ．0

に立 ち上 が り、 「く」の字状 に外反 施 し、下胴 部 はタテパ ケ によ り叩 胴 部 に接合痕

す る口緑部 を もつ。 口唇部 は小 さ 目を消す。 内面 は下胴 部 にヘ ラ削 あ り云
く凹．む面 をなす 。 りを施 す。

163 S P l 〃

16 ．4 「く」の字 状 に強 く屈 曲す る口緑 胴部 外面 にタ テパケ を施 す。 内面 口綾部 外面 に

（4 ．7） 部。 口唇部 は上 方 に拡 張 し、外傾
す る面 をなす。

は ナデ調整 。 煤 が付 着す る。

164 〃 〃

17 ．0 緩 や か に外 反す る 口緑 部。 口唇部 内面 は頸部 下 よ り左方 向の へラ削 〃

（5 ．8） はや や肥厚 し、 凹む面 を なす。 りを施 す。

165 〃 〃

16 ．2

（4 ．4）

「く」 の字 状 に外 反 する 口緑 部。

口唇部 は凹 む面 をな す。

内外 面 ともに ナデ調整 。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形 ＿態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考 ．

166 S P l 聾

14 ．0

（4 ．0）

「く」の車 齢 こ小 さ く外反 す る口

緑部 。

口唇 部 は面 をな し、頸 部 は厚 い。

内外 面 と もにナデ調 整。

l

16 7 〃 〃

18 ．9

（4 ．5）

「く」の字 状 に外反 し、直線 的 に

開 く。

口唇 部は面 を なす。

ノ／

168 〃 〃
（6 ．5）

8 ．8

平底 か ら丸 味 をおび立 ち上 が る。 〃 底 面 に黒斑 あ

り。

169 〃 ノ／
（4 ．7）

7 ．0

平 底 か ら直線 的 に開 き立 ち上 が る。 外面 にタ テパ ケを施 し、内面 はナ
デ調整 。

170 〃 〃

－ 不 安定 な丸味 をお びた貼付 状 の底 外 面 にタ テパケ を施 し　 内面 に指 内外 画 に里斑

（7 ．7 ）

6 ．7

部 より、 大 き く歪 みを もち立上 が

る。
ヽ頭 圧痕 を残 す。 あ り。

171 〃 高杯

29 ．8

（4 ．6）．

浅 い丸味 をお びた杯部 よ りわず か

に内傾 し、直立 す る。 口唇 部 は水
平 な面 を な し、 4条 の 凹線 文 を施

す。

内外 面 と もにナデ調 整。

1 72 〃 〃

2 4 ．0

（3 ．3）

直線 的 に開 く林 部 よ り、外 面 に稜

をもち直立 す る。 口唇 部 はやや肥
厚 し、3条 の凹線 文 を施 す。

ノ／

17 3 〃 〃

38 ．8

（7 ．0）

直線 的 に開 く深 い杯部 より、直立

す る口緑部 。 口唇 部 は肥厚 し水平
な面 に3条 の凹線 文。外 面 には5条

の太 い凹線 文 を施 す。

〃 大 型 の高杯。

174 〃 〃

19 ．6

（3 ．3）

浅 い丸味 をお びた杯部 より直 立す

る 口綾 部。 口唇部 はや や凹 む水平

な面 をな し、外面 もナデ によ り凹
む。

〃

175 〃 〃

23 ．6 直線 的に開 く杯部 か ら口緑部 は直 外面 には タテパ ケ、内面 は右 下が

（6 ．6） 立す る。 口唇部 は水平 な面 をなす。 りのパ ケ調整 を施 す。

176 〃 ノ／

－
短 く緩 やか に外反 す る脚 部。端 部 内面全体 に右 方向 のヘ ラ削 りを施 杯 部の底 は粘

（6 ．4）

8 ．0

はやや肥 厚 し、内傾 す る面 をなす。 す。外 面 はナデ調 整。 土板 貼付 に よ

り形成 す る。

177 〃 〃

－ 緩 やか に開 く脚部。 端部 はや や肥 内面 に右 方 向のへ ラ削 りが み られ 円孔 径 は4mm。

（4 ．4 ）

14 ．2

厚 し、 1条の 凹線 を施 し、 裾部 に2

個 の 円孔 を配 す。
るが摩耗 してい る。

178 〃 〃
（3 ．6 ）

17 ．8

裾 部が 内湾気 味 となる脚部 。端 部

に．1条 の凹線 を施 し、裾 部 に方形 の
穿 孔 を配 す。

内外 面 ‘ともにナデ調 整。

179 〃 〃

－ 直線 的 に開 く脚 部。端 部 は上下 に 裾部 内面 に左 方向の へ ラ削 りを施

（5 ．1）

18 ．2

拡 張 し、3条 の凹線 文 を施 す。内面

は内湾気 味で ある。
し、 外面 は ナデ調整。

18 0 〃 〃

－
緩 やか に外反 する脚部 。端 部 は面 外面 は タテパ ケ、内面 はヨ コパ ケ 円孔径 は推 定

（5 ．5）

18 ．0

をな し、上 部 に円孔 がみ られ る。 を施 す。 10mm。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

181 S P l 高杯
（10 ．0）

l

柱状部 か ら裾部 へ大 き く開 く脚部 。

下部 に円孔 がみ られ る。
内面上 部 に絞 りがみ られ る。 全体 に摩 耗 す

る。

182 〃 ノ／
（8 ．6）

柱状部 か ら裾 部 へ大 き く開 く脚 部。
下 端部 に 円孔 の一 部が み とめ られ

る。

内面下 部 に ヨコパケが み られ る。 〃

1

183 〃 〃

－
直線的 にや や開 く柱 状部 か ら強 く 内面 に絞 りがみ られ　 外 面 はタテ 〃

（10 ．4 ） 外 反す る脚部 。 ヽ
パケ を施 す。

断 面に杯 部底

の粘 土板貼 付
が み られ る。

］．8 4 〃 鉢

29 ．6 なだ らかに立 ち上 がる胴部 よ り、 外 面上部 にへ ラ磨 きが施 され るが、

（15 ．6 ） 緩 やか に外反 す る口緑部。 口唇 部 摩 耗す る。 内面 は最 大径 に接合 痕

は肥厚 し、外傾 す る面 をなす。 を残 し、 指頭 圧痕、 ヨコパケが み

られ る。

185 〃 〃

15 ．0 丸 味 をおびた不 安定 な平底 か らな 口綾 部外 面 に指頭圧 痕 を残 し、 内

12 ．4

16 ．0

6 ．5

だ らか に立 ち上 が り、 口緑 部 は直 面 ともにナ デ調 整。 内面底 部 にハ
立 す る。 ケ目 を残 す。

186 〃 〃

2 1 ．4 なだ らか に開 き、小 さ く外 反す る 外面 にや や右上 が りの叩 目を施 し、

（7 ．7） 口緑 部。 口唇部 は丸 くお さめ る。 下部 は ナデ調整 に よ り消 す。内面
はナデ調整 。

187 〃 小型土 器

5 ．8 大 き く凹 む高台状 の上 底か ら直立 外面 全面 に指頭 圧痕 を残 し、．内面

6 ．8

2 ．4

し終 る。 は ヨ コパ ケ。

188 S R l
分銅形
土 製品

（6 ．2）

半分 に欠損 す る。 表面 に は乱 れ た

波状 文が み られ る。

189 S R 4 〃
（8 ．2）

1 ．9

断面 円形の把 手 であ る。

．

第30表　遺構出土石器観察表

挿 図番 号 遺構 番 号 器　 種

最大 長

計 測値　 最大 幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

190
S R l ・4

上 面
石 斧

14 ．4

6 ．8

4 ．8

850 ．0

緑 色岩

左側 辺部 に一部 敲打痕 を残 し、 全面 をよ く研
磨 す る。 刃部 は左端部 を残 し、裏 面が大 き く

欠損 し、 表面 も小 さ く欠 ける。太 型蛤 刃石斧

で あ る。

191 S R l 〃

13 ．7

5 ．7

（3 ．6）

458 ．0

〃

全面 をよ く研磨 す る。 右端 部 を残 し、裏 面が

大 き く欠損 す る。残存 刃部 に も小 さ な欠損が

み られ る。

19 2 ノ／ 〃

1 1．2

5 ．1

2 ．8

263 ．0

〃

偏平礫 を使 用 し、刃部 の みを よ く研 磨 し、石
斧 とす る。 刃部 には小 さな欠損が み られ、鈍

くなる。基 部 に剥離が 行わ れ る。

19 3 〃 〃

（10 ．1）

6 ．8

4 ．6

435 ．0

〃

中心 部 よ り折れ 、基部 を欠損 す る。全体 を敲

打 に よ り整 形 し、刃部 は よ く研磨 され る。表
裏面 ともに刃部 に擦痕 を残 す。

大型蛤 刃石 斧で あ る。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

最大 長
計測値　 最大幅

（cm ，g ） 最大厚
重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

194
S R l ・4
上 面

石斧

（14 ．9 ）

7 ．7

4 ．6

938 ．0

緑色岩

大型蛤 刃石 斧で あ り刃 部 と基 部 を欠損 する。
表裏面 ともに敲打 に よ り整形 の後 に研磨 され、

部分 的 に磨 かれ た面 を もつ。

19 5 S P l ノ／

（7 ．1 ）

〝

大 型蛤 刃石 斧の刃 部で あ り、 全面 を よ く研 磨 偏 平礫 を使 用

5 ．5

2 ．8

196 ．0

す る。 刃部 は丸味 をお び鈍 い。 す る。

196 S R 4 〃

（12 ．1）

6 ．1

3 ．0

33 6 ．0

〃

刃 部 を欠損 する偏平 な大 型蛤刃 石斧 であ る。
表 面 と左 側面 は よ く研磨 され るが、右 側面 と

裏 面 は基 部付 近 を粗 く研磨 す るのみ であ る。

ノ／

197 ノ／ ／／

（15 ．5）

5 ．8

2 ．9

452 ．5

〃

基部 お よび刃 部の一 部 を残 し大 き く欠損 す る
太型 蛤刃 石斧 であ る。刃部 は よ く研磨 され 、

小 さな欠 損が み られ 、基部 は粗 く研磨 され る。

198
S R l ・4

上面 〃

（8 ．5 ）

4 ．1

3 ．9

180 ．0

蛇紋 岩
（超塩基性岩）

太型蛤 刃石 斧 の基部 であ り、一部 を残 し大 き

く欠損 してい る。全面 ともに よ く研 磨 され る。

199 S P l ノ／

（8 ．8 ）

緑 色 片岩

刃部、 基部 ともに欠損 す る。 両側 面 ともに敲 偏平礫 を使 用

5 ．1

1 ．9

148 ．0

打痕 を残 し、 部分 的 に研 磨 され、 表裏面 も一
部剥離 面 を残 し、 よ く研 磨 され る。

す る。

20 0
S R l ・4
上 面 〃

（8 ．0 ）

3 ．9

1 ．9

64 ．0

ノ／

刃部の破 片 であ り、 全面 よ く研 磨 され る。

20 1 S R l 〃

（3 ．5）

5 ．0

0 ．9

19 ．．8

緑 色岩

刃 部の破 片で あ り、 全面 よ く研磨 される。

刃 部 は鋭 く欠損 もみ られ ない。

202 ノノ ノ／

（3 ．6）

2 ．7

0 ．8

11 ．8

〃

刃 部の破 片で あ り、全 面 よ く研磨 され てい る。
擦 痕が わずか にみ られる。

203 ／／ 〃

（4 ．2）

（4 ．1）

（1．1）

27 ．0

ノ／

刃 部の破 片で あ り、 全面 よ く研磨 され てい る。

刃 部 には小 さな欠損 がみ られ る。

204 S P l ／／

（5 ．3）

1．9

0 ．6

11 ．0

頁 岩

破 片で あ り表面 は よ く研磨 され、 縦方 向の擦
痕 が強 く残 され る。

205 S R l ノ／

（7 ．3）

4 ．1

1 ．1

63 ．0

緑 色 片岩

基部 を欠損 す る偏 平片 刃石斧 で ある。刃 部は

やや 広が り、小 さな欠損 が み られ る。全 面 と

もに剥 離痕 を一 部残 し、非常 に よ く研磨 され
る。

2 06 S P l ノ／

（3 ．2 ）

6 ．5

1 ．4

42 ．0

ノ／

偏 平 片刃石 斧の刃 部 であ る。 全面 ともに剥 離
痕 を一部残 し、 よ く研磨 され 、刃部 は非常 に

鋭 く残 され てい る。

2 07 ノ／ ノ／

7 ．9 ・

頁岩

裏面 は割 口を残 し、両側 辺お よび表 面 は粗 く 割れ た石斧 片

2 ．5

0 ．8

28 ．0

研 磨 され る。 刃部 も表裏 面 よ り粗 く磨 き、 小
さな 欠損が み られ る。

を再利 用 する。

208 ・ S R l ノ／

8 ．2

／／

端 部両 面 を小 さ く研 磨 し、刃部 とす る。 偏 平礫 を その

3 ．1

1 ．8

6 5 ．0

刃部 は非常 に鈍 く、 ほ とん ど稜 を もたな い。 まま使 用す る。
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挿図 番号 遺 構番 号 器　 種

最大 長

計 測値　 最大 幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

209
S R l ・4
上面

石 斧

7 ．4

砂 岩

刃 部の みを研磨 によ り形成 す る。刃部 の表裏 偏 平礫 をその

2 ．3

0 ．7

2 0 ．0

面 ともに縦の擦 痕 を残 し、小 さな欠損 が み ら

れ る。

ま ま使用 す る。

210 〃 〃

6 ．4

2 ．4

1 ．2

2 6 ．0

〃

刃 部の みを研磨 によ り形 成す る。刃部 に はわ

ずか な擦 痕 と小 さな欠損 がみ られ る。
〃

211 S R l 〃

5 ．1

1 ．8

0 ．6

7 ．5

〃

刃 部の みを研磨 によ り形成 す る。刃部 は小 さ

いが鋭 い角度 をな す。
〃

212 〃 ノ／

（4 ．0）

1 ．8

0 ．8

7 ．0

粘板 岩

刃 部及 び表面 を研磨 す る。基部 は欠損 し、 刃

部 に も大 きな欠損 がみ られ る。

213 S P l ，〃

5 ．3

1 ．3

1 ．1

17 ．0

砂質 片岩

小 型の柱 状片 刃石斧 で ある。全 面 と もよ く研
磨 され、 表面 には横 方向 、刃部 に は斜 め の擦
痕 がみ られ る。

214 〃 〃

10 ．8

（6 ．4）

2 ．4

208 ．0

緑 色岩

半 分 に欠損す る環状 石斧 。表面 は一部 研磨 し、
裏 面 は全 面敲打 痕 を残す 。刃部 は大 き く欠損

する。

215 S R l 〃

13 ．6

4 ．1

1 ．8

13 8 ．0

貢 岩

石 斧の未 成品 で あ り一端 を欠損 す る。 両側 面

か ら粗 く剥離 を施 し、 中央部 は よ く研 磨 され
る。短 い横方 向の擦 痕が 多 くみ られ る。

216 〃 〃

12 ．2

6 ．9

2 ．6

34 6 ．0

緑 色岩

石 斧の 未成品 で あ り、偏平 礫 を使用 す る。

両側 面 か ら表裏 面 に粗 く剥離 を施 してい る。

217 〃 〃

17 ．4

8 ．5

5 ．0

139 5 ．0

〃

石 斧の未 成畠 であ り、全 面 を敲 打 によ り整 形

する。 刃部 にな る と思わ れ る端 部 は厚 くな り、
表裏 面 に粗 い研 磨 が施 され る。

218 S P l 〃

14 ．9

6 ．2

3 ．8

589 ．0

〃

石 斧の未 成晶 で あ り、偏 平礫 を使 用 す る。 両
側 面 は強 く敲打 され縦長 に整形 され る。

219 ノ／ 〃

（8 ．4）

〃

石 斧の末 成晶 であ り、両側 辺 よ り粗 く剥離 が ‘ほぼ半分 に欠

4 ．5

2 ．0

14 0 ．0

施 され、 表裏面 は部 分的 に研磨 され る。 損 す る。

220 S R l 〃

17 ．4

8 ．3

3 ．4

86 0 ．0

〃

・石 斧の素 材で あ る偏 平礫。 方形 を呈 し、断 面
はカマ ボ コ型 であ る。剥 離面が 数 ヶ所 に み ら

れ るが、 摩耗 して お り、 未調整 で ある。

221
S R l ・4
上 面 〃

（17 ．9）

9 ．8

7 ．4

240 0 ．0

〃

石 斧の末 成品 であ り両端 部 を欠損す る。全 面

を粗い敲 打 によ り整 形。・断面 は非常 に太 い楕
円形 を呈 す る。

222 S P l ノ／

（17 ．1）

7 ．7

6 ．8

155 0 ．0

〃

石 斧の末 成晶 で あ り、基 部 を残 し大 きく欠損
する。 全面、特 に左 側面 には粗 い敲打 痕 がみ

られ、 断面 は丸味 をお びた方形 を呈 す る。．

223 ノ／ 叩石

14 ．9

4 ．2 ．

3 ．2

2 75 ．0

砂 岩

中心部 が くびれた 自然礫 の⊥端 に小 さ く敲 打

痕 がみ られ る。
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挿図番 号 遺 構番 号 器　 種

最 大長

計 測値　 最大 幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 1 備　　 考

．224 S R 4 叩 石

10 ．1

4 ．2

2 ．7

188 ．0

砂岩

断面 楕 円形 の柱状 礫 を使用 す る。両端 部 は敲

打 に より平 面 とな り、 両側 辺 に も敲打 痕が み

られ る。

2 25 S P l ノノ

16 ．2

5 ．2

3 ．8

453 ．0

〃

断面 楕円形 の柱状礫 を使 用 する。 下端 は古 い
剥離 を もち両端部 に敲打 痕 がみ られ る。 また

両側辺 部 に も若干 の敲打 痕が み られ る。

22 6
S R l ・4
上 面 〃

8 ．2

7 ．2

2 ．5

217 ．0

〃

楕 円形 の偏 平礫 の両面 中央部 に敲打 痕が み ら

れ る。 また周縁部 に敲打 痕が あ り、 特 に右 側
面 に多 くみ られ る。

227 S P l 〃

10 ．3

10 ．2

4 ．1

6 50 ．0

〃

大 型の 円礫 を使用 す る。 両面 中央部 に敲打 痕

が み られや や凹 む。 また周縁部 に も敵 打痕 が
あ り、特 に右 側面 は使用 が激 し く一部 平面 も
なって い る。

228 ・　ノ／ 〃

11 ．0

（4 ．4）

4 ．4

27 3 ．0

〃

大型 の 円礫 を使 用 する叩石 の破 片で あ る。 表

裏面 ともに中央 部 の凹み を一部 残 し、 周縁 部

は激 しい使 用 のた め全面平 面 をな し、 敲打痕
を残 す。

2 29
S R l ・4
上 面 ：ノ／

・13 ．4

7．0

3 ．4

414 ．0

〃

偏平 な長楕 円形 の礫 を使用 す る。 表面 中央部

に敲打 痕 がみ られやや 凹 み、下端 部及 び右側
辺部 に も狭 い範 囲に敲 打痕 を残 す。

23 0 ノ／ 〃

（8 ．6）

10 ．2

3 ．3

355 ．0

〃

偏平 な長楕 円形 の礫 を使 用 する叩石 の破 片。

下部 に敲打痕 が み られ、 激 しい使用 に よ り平
面 をなす。 また使 用 による と思わ れる剥 離が
表裏面 に み られ る。

23 1 S R l 〃

8 ．5

8 ．5

2 ．0

142 ．0

〃

表面 に礫皮 面 をもつ偏平 叩石 であ る。
周辺部 に表裏 面へ の小剥 離が み られ る。

232 S P l ノ／

8 ．5

7 ．7

1 ．9

162 ．0

〃

表 面 に礫 皮面 を もつ偏平 叩石 であ る。

周辺 部 は表 裏 面 へ の小 剥離 が み られ 、鈍 く
なって い る。

233 S R l 砥 石

（4 ．9 ）

4 ．5

3 ．1

105 ．0

ノ／

表 面 を砥 面 と して使 用。 よ く摩 耗 してお り凹

む面 をなす。 また両 側面 の中心 部 に凹み がみ
られ る。

234 ノ／ 〃

（5 ．9）

5 ．2

3 ．2

10 0 ．0

／／

表裏 面 を砥 面 として使 用 する。 両面 と もによ

く使 われ 、中心 部 は薄 くなっ てい る。

235 〃 〃

6 ．8

ノ／

表面 のみ を砥面 として使用 され てお り、や や 全体 に赤化 し

4 ．5

3 ．3

125 ．0

凹 む面 をなす。 てい る。

2 36 ／ノ ノ／．

（6 ．2）

4 ．9

3 ．6

200 ．0

〃

表面 と右側 面 を砥 面 と して使 用 して お り、表
面 はよ く磨耗 してい る。

2 37 ノ／ ノ／

（10 ．－0）

7 ．3

4 ．2

345 ．0

〃

粗 い砂 岩 を使 用 して お り、表 面 のみ を砥 面 と
す る。

238 S R 4 〃

（8 ．6 ）

ノ／

表 面 及 び両側 面 の3面 を砥 面 として使 用 して 全体 に赤化 し

6 ．2

3 ．0

170 ．0

お り、 粗い縦 の条痕 が み られ る。 てお り、焼 け

てい る と思 わ
れ る。
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挿図番 号 遺 構番号 器　 種

最大 長
計 測値　 最大 幅

（cm ，g ） 最大 厚
重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

239 S R l 砥石

（7 ．3 ）－

5 ．2

1 ．1

6 5 ．0

砂岩

細 か い砂 岩 を使 用 する偏平 な砥 石で あ り、 表

面 は砥面 として よ く磨耗 して お り、幅 2mmの溝
がつ け られ てい る。

240 〃 ノ／

（5 ．7）

5 ．8

1 ．2

70 ．0

泥岩

表 面及 び両側 面 を使 用す る。3面 ともに非常 に

よ く研磨 され て いる。

241 〃 〃

（9 ．9）

6 ．1

1 ．8

14 0 ．0

砂 岩

表 面 を砥 面 と して使 用 してお り、粗 い縦方 向

の条痕 がみ られ、 中央部 がやや 凹 んでい る。

242 〃 〃

17 ．2

11 ．0

11 ．0

24 00 ．0

〃

大 形の砂 岩 を使 用 する砥石 。表 面 と右 側面 を

砥 画 と して使 用 してお り、 よ く摩耗 して いる。

243 S P l 石 包丁

9 ．9

貢岩

刃 部 は直 刃 であ り、 直線 的な背 部 を もつ。 刃 接 合 し完 形 と

5 ．0

1 ．0

6 4 ．0

部 は全面 、，また表裏 面 は部 分的 に研磨 され る。

紐 孔 は1個で あ る。

なる。

244 S R l 〃

（5 ．2 ）

3 ．4

0 ．5

15 ．0

緑 色岩

直 刃 を もつ石包 丁 の破片 。背部 は直線 的で あ

り、紐 孔 は1個 み られ る。刃部及 び内外 面 と も

に よ く研 磨 され ている。

245 S R 4 〃

（6 ．1）・

4 ．3

0 ．8

25 ．5

貢岩

直 刃 を もつ石 包丁 の破片 で あ り、背 部は丸 味

をお びる。紐孔 は2個 み られ 、刃 部及 び内外 面
ともによ く研 磨 され る。

246 S R l 〃

（7 ．9 ）

4 ．8

0 ．8

45 ．0 ・

〃

やや 内湾 気味 の刃部 に丸 味 をおび る背部 を も

つ。紐 孔 は左 端部 へ寄 り、2個 み られ る。刃 部
内外面 ともに よ く研 磨 され る。

247 ノ／ ノ／

9 ．2

4 ．4

1 ．0

57 ．0

〃

直 刃 を もち、 背部 は丸味 をお び る。 両側辺 に
粗 い剥 離 による扶 りが み られ、 刃部 のみ を よ

く研磨 す る。

完 形。

248 S P l ／／

11 ．9

6 ．6

1 ．1

112 ．0

緑 色岩

やや大 型の石 包丁 であ り、粗 い剥離 に よる刃
部 を もつ。背 部 を粗い剥 離 によ り調 整。両 側

・辺 に は挟 りがみ られ る。

249 〃 〃

7 ．0

3 ．9

0 ．7

29 ．0

頁岩

表 面 に礫 皮面 を もつ剥片 を使用 す る。刃部 は

礫 皮面 を利用 し、裏 面の み研磨 す る。背部 は
割 口 を未調整 。両側 辺 には挟 りが み られ る。

25 0 ノ／ ノ／

（5 ．8 ）

ノ／

やや大 型の石 包丁 空破片 で ある。刃 部は直 刃 側 辺 に挟 りを

5 ．5

1 ．0

57 ．0

であ り、背部 も平行 しよ く研磨 され る。表 裏

面 ともに部 分的 に研 磨 され るが刃部 は粗 い剥
離 に よ り形成 され る。

もつ。

25 1 ノ／ 〃

8 ．6

4 ．9

1 ．1

73 ．0

〃

石包丁 の未成 品 であ り、 直刃 とな り半月状 を

なす。 表面 は礫皮 面 をもち、 中心部 に紐孔 の

ため に両面 か ら穿 孔す るが貫通 しない。

252
S R l ・4
上 面 ノ／

8 ．8

4 ．5

1 ．0

52 ．0

ノ／

石包丁 の未成 品 であ り、 やや 外湾 する刃部 と

な る。 表面 に礫皮 面 を残 し、 刃部 は粗 い剥 離
を施 す。 中央部 には紐孔 の ため に両 面か ら穿
孔す るが貫通 しない。

253 〃 ノノ

（6 ．7 ）

5 ．1

1 ．3

50 ．0

〃

石包丁 の末成 晶 であ り、直刃 とな る。背部 も

平行 とな り表 裏面 より紐 孔 を穿孔 するが 欠損

して い る。表 面 の一部 を よ く研 磨 する。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最大長

計測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

254 S P l 石 包丁

12 ．1

（4 ．3 ）

1 ．0

64 ．0

緑 色岩

石包 丁の末 成晶 であ り、外湾 す る刃 部 とな る。

中央部 に2個 の紐 孔 を穿 孔す るが1個 の み小 さ
く貫通 す る。表裏 面 と もに部 分的 に研 磨 され

る。

255 〃 〃

8 ．0

4 ．1

1 ．0

4 5 ．0

頁岩

石 包丁 の未成 晶 であ り、 表面 は部分 的 に裏 面

は全面 を よ く研磨 す る。 刃部、 背部 ともに丸
味 をお び粗 い剥離 が施 され る。

256
S R l ・4
上面 石 鉄

3 ．8

1 ．8

0．4

4 ．0

サ ヌカイ ト

柳葉 形 をな す有茎石 鉄 であ る。 茎部 は不明 瞭

で あ り、 わず か に挟 りが み られる。表 裏面 と
もに よ く調整 され、 裏面 中央部 に は主 剥離 面

を残 す。

2 57 S R l 〃

3 ．3

1．2

0 ．3

2 ．5

貢 岩

柳葉 形の無 茎石 銀で あ り、 基部 は尖 ってい る。
表裏 面 と もに周 辺部 を小剥 離 によ り調 整す る。

25 8
S R l ・4
上 面 〃

（3 ．8）

サヌ カイ ト

柳葉形 の無 茎石 鉄で あ り、基 部 は丸 く整 形す 先端 部 を欠損

1 ．7

0 ．5

4 ．0

る。表 裏面 ともに周辺 部 を小 剥離 に よ り調整
す る。

す る。

259 S P l 〃

4 ．2

3 ．5

0 ．8

14 ．0

貢岩

石鋲 の未成 晶で あ る大 型の三 角形 であ り、基
部 は無 茎 で丸味 をお びる。
右側面 及 び基部 に表裏 面か ら粗 い剥離が施 さ

れ る。

260 S R l 〃

3 ．0

1 ．8

0 ．7

5 ．2

サ ヌカ イ ト

基 部 を欠損 す るが、柳葉 形 を呈 す る石鉄 であ

る。表 裏面 ともに周辺部 に小剥 離 を施 し、 調
整 す る。

261 〃 l 〃

1 ．8

1 ．5

0 ．2

2 ．0

〃

小 型の 凹基式 石鉄 であ る。右端 部 を欠損 する

が 挟 りはやや 浅い。 きわ めて薄 く、 表裏面 と

もに小剥 離 に より調 整す る。

262 〃 石 槍

1 1．6

4 ．0

1．1

52 ．5

〃

柳葉 形 を呈す る石槍 で ある。両 側部 か ら表裏

面 へのや や粗 い剥離 を施 し整形 し、先 端部 は

押 圧剥離 に よ り入念 に調整 され る。

2 63 S K 70 石製 晶

2 ．9

0 ．9

0 ．3

2 ．8

緑色 岩

小 さな剥 片 を研 磨 し、上部 に挟 りを入 れ る。

下端 部 は薄 く調 整 され、人形 を呈 す る。

264 S R l 小玉

直径 0 ．5

厚 さ　 0 ．4

重皇 0 ．6

ガ ラス

コパ ル ‘トブルー に発色 す るガ ラス小玉。

第31表　遺構出土金属器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長
計測値　 最大幅
（cm ，g ） 最大厚

重　 量

材　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

265

l

S P l

題

兢

l

径　 （15．3）

厚さ　　 0．4

重量　 40．1

l

青銅

l

方格規矩四神鏡の破片である。

l l
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執　筆　分　担

1．Lo c．31

2．Lo c．32

3．Lo c．33

4．Lo c．34A

5．Lo c．34B
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